
＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

（どこがちがうか

な）

①身のまわりの数量に

対する関心をもち、ある

観点に応じてものの集

合を捉えることが でき

る。

・2枚の絵の違いを探し、多い・少な

い、左・右などの言葉を用いて表現す

る。

・場面絵を見て、お話を作る。

・同じ動物、ものなどに着目して、集合

・いろいろな集合を見つ

けたり、左右などの言葉

を正しく用いたりするこ

とができる。

（なかまをつくろ

う）

②身のまわりの数量に

対する関心をもち、ある

観点に応じてものの集

合を捉えることが でき

る。

・同じ動物、ものなどに着目して、集合

を作る。

・咲いているチューリップとつぼみの

チューリップを別の集合と捉えたり、ま

とめて1つの集合と捉えたりするなど、

観点を変えて集合を作る。

・種類や位置、動作など

の違いを観点に加える

場合と加えない場合な

ど、いろいろな集合を作

ることができる。

（たりるかな） ③ものとものとを対応さ

せて、個数を比べること

ができる。

・ねずみといすを線でつないで、2つの

集合を1対1対応させて数量を比較す

る。
（どちらがおおい） ④ものをおはじきに置き

かえて対応させて、個数

を比べることができる。

・くまとりんごをおはじきに置きかえて、

2つの集合を1対1対応させて数量を

比較する。

かずをくらべよう ⑤身のまわりの数量に

対する関心をもち、もの

の個数を比べたり、もの

の集合を捉えたりするこ

とができる。

・ランドセルとロッカーや、体操着袋と

フックの例をもとに、身のまわりのもの

の個数を１対１対させて比較する。

・花壇の花の例をもとに、身のまわりの

ものをいろいろな観点から集合として

捉える。

・身のまわりのものにつ

いて、１対１対応させた

て個数を比べたり、観点

を決めて集合として捉え

たりしている。

◆単元の目標と評価規準

ものとものとを対応させることによって個数を比べることができるとともに、身のまわりのものの集合を捉える力を身につける。また、数や形に親し

み、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(ア)】

・ものとものとを対応させることによって、ものの個数を比べることができる。＜知・技＞

・観点に応じて、身のまわりのものの集合を捉えている。＜思・判・表＞

・数や形に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

令和6年度版『しょうがく　さんすう1』

* は「発展的な学習内容」を含む箇所

★は教育出版のWebサイトに「まなびリンク（デジタルコンテンツ）」がある箇所

●　なかよしあつまれ
4月中旬　（5時間）

p.2～8

5

2

～
8

・動植物の種類や位置、

動作などの観点から仲

間作りを考えている。

・ものとものとを対応さ

せることによって、ものの

個数を比べることができ

る。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・数や形に親しみ、算数の学習に進んで関わろうとしている。

1



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①1～5の数の意味、数

え方、よみ方を理 解す

る。

・場面絵を使っていろいろなものの数

を数え、具体物の集合とブロック、数詞

を対応させる。

・集合の大きさを「いち」～「ご」とい

い、1～5と数字で表すことを知る。

・1～5の数の意味、数え

方、よみ方を理解してい

る。

②1～5の数の数え方、

よみ方、書き方を理解

し、習熟する。

・1～5の数の大きさを理解し、数字の

書き方を知る。

・具体物の数をブロックや数字で表

す。

・数字で表された大きさを絵などで表

・1～5の数の大きさを

理解し、数えたりよんだ

り書いたりすることがで

きる。

③6～10の数の意味、

数え方、よみ方を理解す

る。

・場面絵を使っていろいろなものの数

を数え、具体物の集合とブロック、数詞

を対応させる。

・集合の大きさを「ろく」～「じゅう」とい

い、6～10と数字で表すことを知る。

・6～10の数の意味、数

え方、よみ方を理解して

いる。

④6～10の数の数え

方、よみ方、書き方を理

解し、習熟する。

・6～10の数の大きさを理解し、数字

の書き方を知る。

・具体物の数や、聞こえた音の回数な

どを数字で表す。

・数字で表された大きさをブロックな

どで表す。

・6～10の数の大きさを

理解し、数えたりよんだ

り書いたりすることがで

きる。

（かずのならびか

た）

⑤10までの数の順序、

大小、系列を理解する。

・10までの数を順に唱えたり、ブロック

や数字で表したりする。

・数字カードを使って数の大小を比較

する場面で、数の大きさをブロックに

置きかえたり、大小を言い表したりす

る。

・順に並んだ数の空欄に数をあてはめ

る。

・10までの数の順序、

大小、系列を理解してい

る。

（0というかず） ⑥0の意味、よみ方、書

き方を理解する。

・いちごが1個ずつ減っていく様子を

見て、ないことを「れい」といい、0と書

くことを知る。

・輪投げをして1つも入らなかった状態

が「0」であることを知る。

・無の0の意味、数え方、

よみ方、書き方を理解し

ている。

ことばであそぼう ⑦文字を使った言葉遊

びをとおして、数につい

ての感覚を養い、加法

の素地となる見方を培

う。

・ある文字数になる言葉を考える。

・指定の文字数と同じ数になるように

組を作る。

・指定の文字数の言葉

を見つけたり、組み合わ

せて作ったりすることが

できる。

がっこうたんけん

にいこう

⑧身のまわりにあるもの

の数に関心をもち、10

以下の数のものを探す

ことができる。

・学校の中から、1～10の数や集合を

探す。

・いろいろなものの数を、助数詞をつ

けて数える。（p.176の[もののかずの

かぞえかた]を扱う。）

・身のまわりから10以

下の数のものを探した

り、数を用いて表したり

することができる。

１　いくつかな
4月下旬～5月中旬　（9時間）

p.9～23

◆単元の目標と評価規準

○10までの数及び０について理解し、ものの個数を正しく数えることができるとともに、数の大きさを具体物や図などを用いて考え表現する力を

身につける。また、数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(イ)(ウ)】

・10までの数及び０の意味や、数え方、よみ方、書き方、数の大きさや順序について理解し、数を数えたり比べたりすることができる。＜知・技

＞
・数を用いる具体的な場面に着目し、数の大きさや順序を具体物や図などを用いて考えている。＜思・判・表＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・ものの個数を数を用いて表すことのよさに気づき、生活や学習に活用しようとしている。

・数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

9

9

～
2

3

・数の大きさを、ブロック

や絵などを用いて表し

ている。
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＜第1学年＞

頁

2

4

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①順序数と集合数の意

味を理解する。

・かけっこの着順などについてお話を

することをとおして、1番め、2番め、…

のように順番を数で表す。

・集合数（3匹）と順序数（3匹め）の

違いを知る。

・集合数と順序数の意

味の違いを理解してい

る。

②前後、左右、上下など

の言葉を用いて、ものの

位置を表すことができ

る。

・動物などの位置について、上（下）か

ら1番め、2番め、…のように方向と数

を用いて表す。

・前後、左右、上下など

の言葉を用いて、ものの

位置を表すことができ

る。
③11、12のよみ方や順

序を理解する。

・干支の動物の順番を調べることをと

おして、11、12のよみ方、順序を理解

する。

・11、12の数の意味、

数え方、よみ方を理解し

ている。
えあわせゲームを

しよう

④順序数と集合数を正

しく用いることができる。

・えあわせゲームの活動をとおして、順

序数を用いてカードの位置を伝える。

・「前から4番め」「後ろから4人」など

の指示に合わせて起立する。

・前後、左右、上下など

の言葉を用いて、ものの

順番や位置を表すこと

ができる。

◎　たしかめもんだい①
学習活動

・「いくつかな」の練習をする。

[0のよみかた]

・「れい」と「ぜろ」のよみ方のちがいを知る。

２　なんばんめ
5月中旬　（4時間）

p.25～30

4

2

5

～
3

0

・「いくつ」を表す集合

数と、「何番め」を表す

順序数との違いを、具

体物や図などを用いて

考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・個数や順番及びものの位置を言葉や数を用いて表すことのよさに気づき、生活や学習に活用しようとしている。

◆単元の目標と評価規準

○集合数と順序数について理解し、個数や順番及びものの位置を正しく数えたり表したりすることができるとともに、集合数と順序数の違いを具

体物や図などを用いて考え表現する力を身につける。また、数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。【学習指

導要領との関連　A(1)ア(イ)(ウ)、B(1)ア(ウ)】

・個数や順番を正しく数えたり表したりすることができる。また、前後、左右、上下など方向や位置についての言葉を用いて、ものの位置を表

すことができる。＜知・技＞
・集合数と順序数を用いる具体的な場面に着目し、それらの違いを具体物や図などを用いて考えている。＜思・判・表＞

・数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準
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＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①「何時」「何時半」の

時刻のよみ方を理解す

る。

・日常生活と関連させて、時計のよみ

方を練習する。

★シミュレーション「とけい(1)」を使っ

て活動する。
はりをあわせよう 「何時」「何時半」の時

刻のよみ方に習熟する。

・模型時計を使って、「何時」「何時

半」の問題を出し合う。

頁

3

4

・時刻に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

3

1

～

3

3

・時計の長針、短針の役

割を理解し、時刻（何

時、何時半）をよむこと

ができる。

・時刻のよみ方を用い

て、時刻と日常生活を関

連づけている。

３　いまなんじ
5月下旬　（1時間）

p.31～32

◆単元の目標と評価規準

○時刻についての理解の基礎となる経験を重ね、日常生活の中で「何時」「何時半」のような時刻をよむことができるとともに、時刻と日常生活を

関連づける力を身につける。また、時刻に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連

C(2)ア(ア)、C(2)イ(ア)】

・日常生活の中で時刻をよむことができる。＜知・技＞

・時刻のよみ方を用いて、時刻と日常生活を関連づけている。＜思・判・表＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・時刻を用いることで日常生活の行動に生かせるというよさに気づき、日常生活の中で時刻を用いようとしている。

◎　たしかめもんだい②
学習活動

・「なんばんめ」「いまなんじ」の練習をする。

[「なんばんめ」をいいかえよう]

・方向や位置を声に出して言ったり、言いかえたりする活動に取り組む。
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＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①5を合成・分解するこ

とができる。

・袋から赤と青のおはじきを取り出す

活動をとおして、5を合成・分解する。

・5を合成・分解すること

ができる。
②6を合成・分解するこ

とができる。

・6個のおはじきを両手に分けて持ち、

一方の手だけ開き、もう一方の手にい

くつあるかを当てるゲームをとおして、

6を合成・分解する。

・6を合成・分解すること

ができる。

③7を合成・分解するこ

とができる。

・2つのさいころの目の和を7にする

ゲームをとおして、7を合成・分解する。

・7を合成・分解すること

ができる。

④8を合成・分解するこ

とができる。

・数図カードを用いたゲームをとおし

て、8を合成・分解する。

・8を合成・分解すること

ができる。
⑤9を合成・分解するこ

とができる。

・数字カードを用いたゲームをとおし

て、9を合成・分解する。

・9を合成・分解すること

ができる。
⑥10を合成・分解する

ことができる。

・ブロックと数字カードを対応させなが

ら、10を合成・分解する。

・10を分解した数を順序よく書く。ま

た、分解した数の並び方を見て、1ず

つ増減しているきまりに着目する。

・10を合成・分解するこ

とができる。

・10を分解した数の並

び方を見て、1ずつ増減

しているきまりに着目し

ている。

10であそぼう ⑦10までの数の合成・

分解に習熟する。

・「2こで10」　神経衰弱のようにして、

2つの数で10を作るゲームをする。

・「かるたとり」　ある数を示し、それと

組み合わせて10になるカードを取る

ゲームをする。

・縦横斜めに並ぶ数の中から、合わせ

て10になる組み合わせを見つけて囲

む。

・10の合成・分解に習

熟している。

頁

4

4

◆単元の目標と評価規準

○10までの数について、1つの数をほかの数の和や差としてみるなど、ほかの数と関係づけてみることができるとともに、数の合成・分解について

具体物や図などを用いて考え表現する力を身につける。また、数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学

習指導要領との関連　A(1)ア(エ)】

・1つの数をほかの数の和や差としてみるなど、ほかの数と関係づけてみることができる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、ある数を合成・分解した数を考え、それらを具体物や図などを用いて表現している。＜思・判・表＞

・数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

４　いくつといくつ
5月下旬～6月上旬　（7時間）

p.35～43

◎　たしかめもんだい③
学習活動

・「いくつといくつ」の練習をする。

[「いくつといくつ」をいいかえよう]

・10までの数の合成・分解を声に出して言ったり、言いかえたりする活動に取り組む。

7

3

5

～
4

3

・ある数がいくつといく

つでできたり、いくつと

いくつに分けられたりす

るかを、具体物や図など

を用いて考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・具体物や図などを用いて数を表し、ある数を合成・分解することに主体的に取り組もうとしている。
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＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①加法の意味（増加）、

加法の式について理解

する。

・場面絵を見て、「だんごが1個ありま

す。2個作りました。全部で3個になり

ました。」というお話を作る。

・初めに3匹いて、2匹増えると5匹に

なる場面を表すことをとおして、加法

（増加）の意味と式、「たしざん」の意

味を知る。

・加法が用いられる場

合（増加）や、加法の式

の表し方を理解してい

る。

②和が5以下の加法の

計算ができる。

・増加の場面の文章題を解く。

・和が5以下の加法の計算練習をす

る。

・増加の場面の文章題

を解いたり、和が5以下

の加法の計算をしたり

することができる。
③加法の意味（合併）

を理解する。

・5匹と3匹を合わせると8匹になる場

面を表すことをとおして、加法（合併）

の意味を知る。

・合併の場面の文章題を解く。

・加法が用いられる場

合（合併）を理解し、文

章題を解くことができ

る。
④増加や合併の加法の

場面を言葉やブロック、

図で表現し、加法の意

味について理解を深め

る。

・4＋2＝6の式をもとに、増加や合併の

問題場面を考え、それぞれ言葉やブ

ロック、図で表現する。

・増加と合併の場面に

ついて、その違いを意識

しながら、ブロックや図、

式などを用いて表現し

ている。
⑤異種の量の加法の意

味を理解する。また、和

が10以下の加法の計

算ができる。

・6＋3＝9の式になるお話を作る。

・画用紙を5人に1枚ずつ配り、まだ2

枚残っているときの全部の枚数を求め

ることをとおして、異種の量の加法の

意味を知る。

・和が10以下の加法の計算練習をす

る。

・加法が用いられる場

合（異種の量）を理解し

ている。また、1位数＋1

位数で繰り上がりのな

い加法の計算ができる。

・加法が用いられる場

面を、ブロックなどを用

いて考えたり、図に表し

たりしている。

⑥0の加法の意味を理

解する。

・玉入れの得点を表す場面をとおし

て、0の加法の意味を知る。

・0を含む加法の意味を

理解している。
⑦和が10以下の加法

の計算に習熟する。

・計算カードを使って、加法の計算練

習をする。

★シミュレーション「たしざんカード

(1)」を使って活動する。

・1位数＋1位数で繰り

上がりのない加法の計

算が確実にできる。

⑧同じ答えの加法の式

を順序よく並べて、被加

数や加数の変化のきま

りに着目することができ

る。

・答えが6になる加法のカードを順序

よく並べる。

・同じ答えの加法のカードを順序よく

並べる。

・同じ答えの加法の式の

並べ方を、被加数と加

数の変化のきまりに着

目して工夫している。

たしざんをつくろ

う

⑨10以下の数を、加法

の式で表すことができ

る。

・1～9までのゼッケンを使って、指示さ

れた数が答えになるようにペアをつく

り、加法の式に表す。

・10以下の数を、加法

の式で表すことができ

る。

５　ぜんぶでいくつ
6月上旬～下旬　（10時間）

p.45～56

◆単元の目標と評価規準

けいさんれんしゅ

うをしよう

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・加法の意味や式、計算のしかたについて、具体物や図などを用いて主体的に考えたり、加法の場面を身のまわりから見つけ、用いたりしようとし

ている。

○加法の意味（増加、合併）や式について理解し、1位数＋1位数で繰り上がりのない加法の計算ができるとともに、具体物や図などを用いて計

算のしかたを考える力を身につける。また、加法の計算に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要

領との関連　A(2)ア(ア)(イ)(ウ)、A(2)イ(ア)】

・加法の意味（増加、合併）や式について理解し、1位数＋1位数で繰り上がりのない加法の計算が確実にできる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞

・数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

0

4

5

～
5

6

（ふえるといくつ） ・加法が用いられる場

面を、ブロックなどを用

いて考えたり、図に表し

たりしている。

（あわせていくつ）

6



＜第1学年＞

頁

5

7

～

5

8

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①減法の意味（求残）、

減法の式について理解

する。

・場面絵を見て、「プリンが3個ありま

す。2個食べました。残りは1個になりま

した。」というお話を作る。

・初めに5匹いて、3匹取ると2匹にな

る場面を表すことをとおして、減法（求

残）の意味と式、「ひきざん」の意味を

知る。

・減法が用いられる場

合（求残）や、減法の式

の表し方を理解してい

る。

②10以下の数から1位

数をひく減法の計算が

できる。

・求残の場面の文章題を解く。

・10以下の数から1位数をひく減法の

計算練習をする。

・求残の場面の文章題

を解いたり、差が5以下

の減法の計算をしたり

することができる。
③減法の意味（求補）

を理解する。

・8人のうち3人が大人のときの子ども

の人数を求めることをとおして、減法

（求補）の意味を知る。

・減法が用いられる場

合（求補）を理解し、文

章題を解くことができ

る。
④異種の量の減法の意

味を理解する。また、10

以下の数から1位数を

ひく減法の計算ができ

る。

・6－2＝4の式になるお話を作る。

・帽子が9個あって6人の子どもが1個

ずつ持っていくときの残りの数を求め

ることをとおして、異種の量の減法の

意味を知る。

・10以下の数から1位数をひく減法の

計算練習をする。

・減法が用いられる場

合（異種の量）を理解し

ている。また、1位数ー1

位数で繰り下がりのな

い減法の計算ができる。

⑤0の減法の意味を理

解する。

・いちごの数が減っていく場面をとおし

て、0の減法の意味を知る。

・０を含む減法の意味を

理解している。
⑥10以下の数から1位

数をひく減法の計算に

習熟する。

・計算カードを使って、減法の計算練

習をする。

★シミュレーション「ひきざんカード

(2)」を使って活動する。

・1位数ー1位数で繰り

下がりのない減法の計

算が確実にできる。

⑦同じ答えの減法の式

を順序よく並べて、被減

数や減数の変化のきま

りに着目することができ

る。

・答えが4になる減法のカードを順序

よく並べる。

・同じ答えの減法のカードを順序よく

並べる。

・同じ答えの減法の式の

並べ方を、被減数と減

数の変化のきまりに着

目して工夫している。

◎　たしかめもんだい④
学習活動

・「ぜんぶでいくつ」の練習をする。

[たしざんえほんをつくろう]

・4＋3＝7の式になるお話を考えて、絵本を作る。

・数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

8

5

9

～
6

7

・減法が用いられる場

面を、ブロックなどを用

いて考えたり、図に表し

たりしている。

けいさんれんしゅ

うをしよう

６　のこりはいくつ
6月下旬～7月上旬　（8時間）

p.59～67

◆単元の目標と評価規準

○減法の意味（求残、求補）や式について理解し、1位数－1位数で繰り下がりのない減法の計算ができるとともに、具体物や図などを用いて計

算のしかたを考える力を身につける。また、減法の計算に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要

領との関連　A(2)ア(ア)(イ)(ウ)、A(2)イ(ア)】

・減法の意味（求残、求補）や式について理解し、1位数－1位数で繰り下がりのない減法の計算が確実にできる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・減法の意味や式、計算のしかたについて、具体物や図などを用いて主体的に考えたり、減法の場面を身のまわりから見つけ、用いたりしようとし

ている。

7



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1
6

8

①数の大小の比較及び

減 法 の計 算 に 習 熟 す

る。

・数の大小を比較したり、減法を用い

たりして、数カードを使ったすごろく

ゲームをする。

・10までの数について、

大小を比べたり差を求

めたりすることができる。

頁

6

9

～

7

0

・「のこりはいくつ」の練習をする。

[ひきざんえほんをつくろう]

・7－3＝4の式になるお話を考えて、絵本を作る。

■　いったりきたり
7月上旬　（1時間）

p.68

◎　たしかめもんだい⑤
学習活動

8



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

① ② 減 法 の 意 味 （ 求

差）を理解する。

・場面絵を見て、数の大小について振

り返る。

・いちごあめはぶどうあめより何個多

いかを求めることをとおして、求差（Ａ

はＢよりいくつ多い）の意味を知る。

・バスとタクシーではどちらが何台多

いかを求めることをとおして、求差（ど

ちらがいくつ多い）の意味を知る。

・減法が用いられる場

合（求差）を理解し、文

章題を解くことができ

る。（ＡはＢよりいくつ多

い）

（ちがいはいくつ） ③異種の量の減法の意

味（求差）を理解する。

・いすと子どもの数の違いを求めるこ

とをとおして、異種の量の求差（ちがい

はいくつ）の意味を知る。

・減法が用いられる場

合（求差）を理解し、文

章題を解くことができ

る。（ちがいはいくつ）

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1
7

5

①加法、減法が用いら

れる場面を理解し、文章

題を解くことができる。

・夏休みに関する場面絵をもとに、加

法、減法の問題に取り組む。

・加法、減法が用いられ

る場面を理解し、文章題

を解くことができる。

頁

7

6

７　どれだけおおい
7月中旬　（3時間）

p.71～74

◆単元の目標と評価規準

○減法の意味（求差）や式について理解し、具体物や図などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。また、減法の計算に親しみ、算数で

学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア(ア)(イ)、A(2)イ(ア)】
・減法の意味（求差）を理解し、式に表して計算することができる。＜知・技＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・減法の意味や式、計算のしかたについて、具体物や図などを用いて主体的に考えたり、減法の場面を身のまわりから見つけ、用いたりしようとし

ている。

■　さんすうなつやすみ
7月中旬　（1時間）

p.75

◎　たしかめもんだい⑥
学習活動

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞

・数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

3

7

1

～
7

4

・減法が用いられる場

面を、ブロックなどを用

いて考えたり、図に表し

たりしている。

・「どれだけおおい」の練習をする。

9



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②20までの数の数え

方、よみ方、表し方を理

解する。

・あさがおや貝殻の数を数えることをと

おして、13や18のよみ方、表し方を知

る。

★まとめアニメ「10より大きいかず」を

使って確認・説明する。

・とんぼの数を数えることをとおして、

20のよみ方、表し方を知る。

・20までの数について、

数え方、よみ方、表し方

を理解している。

③数のまとまりに着目し

ながら、20までの数を

数えることができる。

・20までの具体物を、10といくつとみ

て数えたり、2とびや5とびで数えたり

する。

・20までの数について、

2とびや5とびで数える

しかたを理解し、数えた

り表したりすることがで

きる。
④20までの数を合成・

分解することができる。

・20までの数を10といくつに合成・分

解する。

・20までの数を10とい

くつに合成・分解するこ

とができる。
⑤20までの数を数直線

上に表し、数の順序、系

列を理解する。

・うさぎなどの進んだ位置を考えること

をとおして、数直線(数の線)について

知る。

・20までの数の順序、系列を考える。

・20までの数で順序数と集合数の違

いを考える。

・20までの数について、

数直線での位置、順序、

系列を理解している。

⑥20までの数の大小を

理解する。

・20までの数の大小を比較したり、大

小を言い表したりする。

・20までの数の大小を

理解し、比べることがで

きる。
（20より大きいか

ず）

⑦20台、30台の数の

数え方、よみ方、表し方

を理解する。

・たまごや折り紙の数を数えることをと

おして、20台、30台の数の数え方、よ

み方、書き方を知る。

・20台、30台の数につ

いて、数え方、よみ方、表

し方を理解している。
⑧十＋1位数の加法と、

その逆の減法の計算の

しかたを理解する。

・10＋3、13－3のような、十＋1位数

の加法の計算とその逆の減法の計算

のしかたを、数の構成をもとに考える。

・十＋1位数の加法と、そ

の逆の減法の計算がで

きる。

⑨繰り上がり、繰り下が

りのない、十何＋1位数

の加法と、その逆の減法

の計算のしかたを理解

・15＋2、18－3のような、十何＋1位

数の加法の計算とその逆の減法の計

算のしかたを、数の構成をもとに考え

る。
[10をひくひきざん]* ・17－10の答えの求め方を考える。

かずをさがそう ⑩身のまわりの数に関

心をもち、30くらいまで

の数を探すことができ

る。

・身のまわりから、30くらいまでの数を

探す。

・身のまわりから30くら

いまでの数を探すことが

できる。

・数のまとまりに着目し、数の大きさの比べ方や数え方を考え、それらを日常生活に生かしている。また、繰り上がりのない2位数と1位数の加

法、減法の計算のしかたを考えている。＜思・判・表＞
・数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 ＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

7

7

7

～
8

6

・10より大きい数につい

て、2ずつや5ずつ、10

ずつなどの数のまとまり

を用いて数えたり、「10

とあといくつ」などの見

方を用いて表し方や比

べ方を考えたりしてい

る。

８　10より大きいかず
9月上旬～下旬　（11時間）

p.77～89

◆単元の目標と評価規準

○30程度までの数について理解し、数えたり表したり比べたりすることができるとともに、数の大きさを具体物や図などを用いて考え表現する力、

及び繰り上がりのない2位数と1位数の加法、減法の計算のしかたを考える力を身につける。また、数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさ

を感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(ウ)(エ)(オ)(ク)、A(1)イ(ア)、A(2)ア(エ)】

・30程度までの数の数え方、よみ方、書き方、数の大きさや順序について理解し、数を数えたり比べたりすることができる。また、繰り上がりの

ない2位数と1位数の加法、減法の計算ができる。＜知・技＞

・身のまわりのものの個数を数えたり、数えたものを数字で表したり、30程度までの数を身のまわりから見つけ、その大きさを捉えたりしようとして

いる。

★本単元で、まなびリンク「プログラミング教材」を使用して、p.187「めざせ！　にんじん」の活動を扱うことができる。

4

8

7

～
8

9

たしざんとひきざ

ん

・十＋1位数及び十何＋

1位数の加法と、その逆

の減法の計算のしかた

を、数の構成をもとにブ

ロックなどを用いて考え

ている。

・繰り上がり、繰り下がり

のない、十何＋1位数の

加法と、その逆の減法の

計算ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

10



＜第1学年＞

頁

9

0

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①②ものの数を種類ご

とに分類整理したり、絵

や図に表したりすること

ができる。

・野菜の種類ごとの数を絵や図に表し

たり、それらをよみ取って数を比べたり

する。

かずのおおさをく

らべよう

絵や図を用いた数量

の表現に関心をもち、日

常生活や学習に絵グラ

フを活用することができ

る。*

・果物の種類ごとの数を比べる場面

で、絵や図の代わりに記号を用いてグ

ラフに表す。

◎　たしかめもんだい⑦
学習活動

・「10より大きいかず」の練習をする。

９　かずをせいりして
9月下旬　（2時間）

p.91～94

2

9

1

～
9

4

・ものの数を種類ごとに

分類整理して絵や図に

表したり、それらをよみ

取ったりすることができ

る。

・データの個数がわかり

やすくなるように表し方

を工夫して、身のまわり

の事象の特徴を捉えて

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・ものの個数を絵や図などを用いてわかりやすく表すことのよさや楽しさに気づき、生活や学習に活用しようとしている。

◆単元の目標と評価規準

○絵や図を用いた数量の表現についての理解の基礎となる経験を重ね、ものの個数について、簡単な絵や図などに表したり、それらをよみ取った

りすることができるとともに、データの個数に着目して身のまわりの事象の特徴を捉える力を身につける。また、数量の整理に親しみ、算数で学ん

だことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　D(1)ア(ア)、D(1)イ(ア)】

・ものの個数について、簡単な絵や図などに表したり、それらをよみ取ったりすることができる。＜知・技＞

・データの個数に着目し、身のまわりの事象の特徴を捉えている。＜思・判・表＞

・数量の整理に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

11



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①②箱などの具体物を

観察し、それらを使って

構成する活動をとおし

て、立体図形の特徴や

機能を理解する。

・箱を高く積み上げる活動に取り組

み、高く積むための工夫について説明

する。

・建物や車などいろいろな形を作り、

形を構成する際の工夫について説明

する。

・身のまわりにあるもの

の形について、形の特

徴や機能的な特徴を理

解し、箱などを用いて具

体物の形を作ったり、

作った形から逆に具体

物を想像したりすること

ができる。
③箱などの具体物を観

察し、それらの形の特徴

を捉えて分類することが

できる。

・箱の形の特徴に着目して、箱の形、さ

いころの形、つつの形、ボールの形に

仲間分けをする。

・身のまわりにあるもの

の形の特徴を捉えて分

類することができる。

④箱などの具体物の面

の形の特徴を捉え、それ

らを使って形を構成する

ことができる。

・箱の形の面を色紙に写し取って切り

取り、ながしかく、ましかく、さんかく、ま

るに仲間分けをする。

・面の形を切り取った色紙を使ってい

ろいろな形を構成する。

・箱などの具体物の面

の形の特徴を捉え、しか

く、さんかく、まるなどを

見つけ、それらを使って

形を構成することができ

る。
かたちをあてよう ⑤立体図形の特徴を捉

え、表現することができ

る。

・形の特徴を言葉で表し伝え、その特

徴をもつ立体図形を手で触って当て

る。

・立体図形を触って特徴を伝え、その

特徴からどんな形かを当てる。

・身のまわりにあるもの

の形について、平ら、丸

い、かどがあるなどの形

の特徴を理解している。

頁

1

0
1

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

0

2

①加法、減法が用いら

れる場面を理解し、文章

題を解くことができる。

・校庭の場面絵をもとに、加法、減法

の問題に取り組む。

・加法、減法が用いられ

る場面を理解し、文章題

を解くことができる。

・身のまわりにあるものの形に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

9

5

～
1

0

0

たかくつもう

まちをつくろう

・身のまわりにあるもの

の形について、色や大き

さ、位置や材質などに関

係なく形を認め、形の特

徴を捉えたり、形の構成

について考えたりしてい

る。

１０　かたちあそび
9月下旬～10月上旬　（6時間）

p.95～100

◆単元の目標と評価規準

○立体図形の理解の基礎となる経験を重ねて感覚を豊かにし、具体物を用いて形を作ったり分解したりすることができるとともに、形の特徴を捉

えたり、形の構成について考えたりする力を身につける。また、身のまわりにあるものの形に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら

学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(ア)(イ)、B(1)イ(ア)】

・ものの形を認め、形の特徴を知るとともに、具体物を用いて形を作ったり分解したりすることができる。＜知・技＞

・ものの形に着目し、身のまわりにあるものの特徴を捉えたり、具体的な操作をとおして形の構成について考えたりしている。＜思・判・表＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・身のまわりにあるものの形に関心をもち、観察したり構成したり分解したりすることに主体的に取り組もうとしている。

◎　たしかめもんだい⑧
学習活動

・「かずをせいりして」「かたちあそび」の練習をする。

■　こうていでさんすう
10月上旬　（1時間）

p.102

12



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①3口の数の加法にな

る場面を式に表し、計算

ができる。

・「初めに4匹載っています。3匹乗りま

した。」というお話を作り、場面や式に

ついて話し合う。

・上の場面から、さらに2匹乗った場面

を捉え、3口の加法の式に表し、答えを

求める。

・3口の加法が用いられ

る場合を理解し、式に表

し、計算ができる。

②3口の数の減法にな

る場面を式に表し、計算

ができる。

・教室のりすが帰る場面絵を見て、3

口の減法の式に表し、答えを求める。

・3口の減法が用いられ

る場合を理解し、式に表

し、計算ができる。
③3口の数の加減混合

の計算になる場面を式

に表し、計算ができる。

・メダルをあげたり作ったりする場面絵

を見て、3口の加減混合の式に表し、

答えを求める。

・3口の加減混合の計

算が用いられる場合を

理解し、式に表し、計算

ができる。
10こをならべよう ④10を多面 的に 捉え

て、式に表すことができ

る。

・10個のブロックの並び方をいろいろ

な式に表したり、式に合うブロックの並

び方を考えたりする。

・10を多面的に捉えて、

ブロックの並び方を式に

表したり、式をよみ取っ

てブロックの並び方と関

連づけたりしている。

頁

1

1

0

１１　3つのかずのたしざん、ひきざん
10月中旬　（5時間）

p.103～109

◆単元の目標と評価規準

○3口の数の加法、減法の意味や式について理解し、具体物や図などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。また、加法、減法の計算に

親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(エ)、A(2)ア(ア)(イ)、A(2)イ

(ア)】

・3口の加法、減法の意味を理解し、式に表して計算することができる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・3口の加法、減法の意味や式、計算のしかたについて、具体物や図などを用いて主体的に考えようとしている。

◎　たしかめもんだい⑨
学習活動

・「3つのかずのたしざん、ひきざん」の練習をする。

・数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

1

0

3

～
1

0

9

・3口の加法や減法が

用いられる場面を、ブ

ロックなどを用いて考え

たり、図に表したりして

いる。

13



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②1位数＋1位数で

繰り上がりのある加法

の計算のしかた（加数

分解）を理解する。

・場面絵を見て加法の問題を作り、加

法の計算のしかたを振り返る。また、算

数の学習の進め方を知る。

・9＋4のような、1位数＋1位数で繰り

上がりのある加法の計算のしかたを

加数分解で考える。

★まとめアニメ「９＋４のけいさんのし

かた」を使って確認・説明する。

・繰り上がりのある加法の計算練習を

する。
[ともだちのノートを見て

みよう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について

話し合う。
[つながるミカタ] ・繰り上がりのある加法の計算のしか

たについて、「10のまとまり」「10とあ

といくつ」という見方を振り返り、次の

問題解決につなげる。

③④1位数＋1位数で

繰り上がりのある加法

の計算のしかた（被加

数分解）を理解する。

・7＋9の計算のしかたを、加数分解、

被加数分解で考える。

・繰り上がりのある加法の計算練習を

する。
⑤1位数＋1位数で繰り

上がりのある加法の計

算ができる。

・繰り上がりのある加法の文章題を解

いたり、問題を作ったりする。

・加法が用いられる場

合を理解し、1位数＋1

位数で繰り上がりのあ

る加法の文章題を解く

ことができる。
⑥⑦1位数＋1位数で

繰り上がりのある加法

の計算に習熟する。

・計算カードを使って、加法の計算練

習をする。

★シミュレーション「たしざんカード

(2)」を使って活動する。

・計算カードを順序よく並べて、気がつ

いたことを話し合う。

・1位数＋1位数で繰り

上がりのある加法の計

算が確実にできる。

⑧同じ答えの加法の式

を順序よく並べて、被加

数や加数の変化のきま

りに着目することができ

る。

・ある数を示し、その数が答えになる計

算カードを取るゲームをする。

・同じ答えの加法のカードを順序よく

並べて、被加数と加数のきまりに着目

する。

・1位数＋1位数で繰り

上がりのある加法の計

算が確実にできる。

・被加数と加数の変化

のきまりに着目して、答

えが同じ加法の式の見

つけ方を工夫している。

頁

1

2

2

１２　たしざん
10月下旬～11月上旬　（9時間）

p.111～121

9

1

1

1

～
1

2

1

・1位数＋1位数で繰り

上がりのある加法の計

算のしかた（加数分解）

を理解し、計算ができ

る。

・10のまとまりに着目

し、繰り上がりのある加

法の計算のしかたをブ

ロックや図、式などを用

いて考えている。

・1位数＋1位数で繰り

上がりのある加法の計

算のしかた（被加数分

解）を理解し、計算がで

きる。

けいさんれんしゅ

うをしよう

◆単元の目標と評価規準

○1位数＋1位数で繰り上がりのある加法について理解し、計算することができるとともに、具体物や図などを用いて計算のしかたを考える力を身

につける。また、加法の計算に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア

(ア)(イ)(ウ)、A(2)イ(ア)】

・1位数＋1位数で繰り上がりのある加法の意味や計算のしかたを理解し、加法の計算が確実にできる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞

・数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・繰り上がりのある加法の計算のしかたについて、具体物や図などを用いて主体的に考えようとしている。

◎　たしかめもんだい⑩
学習活動

・「たしざん」の練習をする。

14



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②十何－1位数で繰

り下がりのある減法の

計算のしかた（減加法）

を理解する。

・場面絵を見て減法の問題を作り、減

法の計算のしかたを振り返る。

・12－9のような、十何－1位数で繰り

下がりのある減法の計算のしかたを

減加法で考える。

★まとめアニメ「１２－９のけいさんのし

かた」を使って確認・説明する。

・繰り下がりのある減法の計算練習を

する。
[ともだちのノートを見て

みよう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について

話し合う。
[おおいのかな、すくない

のかな]

・数が多い・少ないを言い換える活動

をとおして、加法と減法が逆の関係に

あることに気づく。
③④十何－1位数で繰

り下がりのある減法の

計算のしかた(減減法）

を理解する。

・12－3の計算のしかたを、減加法、減

減法で考える。

・繰り下がりのある減法の計算練習を

する。

・十何－1位数で繰り下

がりのある減法の計算

のしかた（減減法）を理

解し、計算ができる。
⑤十何－1位数で繰り

下がりのある減法の計

算ができる。

・繰り下がりのある減法の文章題を解

いたり、問題を作ったりする。

・減法が用いられる場

合を理解し、十何－1位

数で繰り下がりのある

減法の文章題を解くこ

とができる。
⑥⑦十何－1位数で繰

り下がりのある減法の

計算に習熟する。

・計算カードを使って、減法の計算練

習をする。

★シミュレーション「ひきざんカード

(2)」を使って活動する。

・計算カードを順序よく並べて、気がつ

いたことを話し合う。

・十何－１位数で繰り下

がりのある減法の計算

が確実にできる。

⑧同じ答えの減法の式

を順序よく並べて、被減

数や減数の変化のきま

りに着目することができ

る。

・ある計算カードを示し、それと同じ答

えになる計算カードを出すゲームをす

る。

・同じ答えの減法のカードを順序よく

並べて、被減数と減数のきまりに着目

する。

・十何－１位数で繰り下

がりのある減法の計算

が確実にできる。

・被減数と減数の変化

のきまりに着目して、答

えが同じ減法の式の見

つけ方を工夫している。

◆単元の目標と評価規準

○十何－1位数で繰り下がりのある減法について理解し、計算することができるとともに、具体物や図などを用いて計算のしかたを考える力を身

につける。また、減法の計算に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア

(ア)(イ)(ウ)、A(2)イ(ア)】

・十何－1位数で繰り下がりのある減法の意味や計算のしかたを理解し、減法の計算が確実にできる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞

・数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

１３　ひきざん
11月中旬～下旬　（9時間）

p.123～133

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・繰り下がりのある減法の計算のしかたについて、具体物や図などを用いて主体的に考えようとしている。

9

1

2

3

～
1

3

3

・十何－1位数で繰り下

がりのある減法の計算

のしかた（減加法）を理

解し、計算ができる。

・10のまとまりに着目

し、繰り下がりのある減

法の計算のしかたをブ

ロックや図、式などを用

いて考えている。

けいさんれんしゅ

うをしよう

15



＜第1学年＞

頁

1

3

4

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

3

5

①2方向からものの位

置を表すことができる。

・ロッカーのイラストを見て、下から○

番め、左から○番めのように、2方向か

らものの位置を表す。

・上下、左右、前後など

の言葉を用いて、2方向

からのものの位置を表

すことができる。

◎　たしかめもんだい⑪
学習活動

・「ひきざん」の練習をする。

■　どこにあるかな
11月下旬　（1時間）

p.135

16



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①長さの意味、比べ方

（直接比較）を理解す

る。

・2本の鉛筆、2本のひも、ハンカチの

縦と横の長さを直接比較で比べる。

・長さの意味を理解し、

長さを直接比較によっ

て比べることができる。
②③長さの比べ方（間

接比較）を理解する。

・机が教室の入り口を通るかどうか、

長さをテープに写し取って間接比較で

比べる。

・いろいろなものの長さをテープに写

し取って比べる。

・ものの長さを間接比較

によって比べることがで

きる。

④長さの任意単位によ

る測定について理解す

る。

・学習机の横と縦の長さを、糊や鉛筆

を単位として、そのいくつ分で表して比

べる。

・いろいろなものの長さを、方眼のいく

つ分で表して比べる。

・ものの長さについて、

ある大きさを単位として

そのいくつ分かで数値

化して比べることができ

る。
⑤⑥かさの意味、比べ

方（直接比較、間接比

較）を理解する。

・2つの入れ物のかさを、一方の入れ

物の水を他方の入れ物に移して比べ

る。

・3つの入れ物のかさを、同じ入れ物

に水を移したときの水面の高さで比べ

る。

・2つの水槽のかさを、一方の水槽を

他方の中に入れて比べる。

・かさの意味を理解し、

もののかさを直接比較、

間接比較によって比べ

ることができる。

⑦かさの任意単位によ

る測定について理解す

る。

・2つの水筒のかさについて、どちらが

どれだけ多く入るかを、同じ大きさの

コップを単位として、そのいくつ分で表

して比べる。

・もののかさについて、

ある大きさを単位として

そのいくつ分かで数値

化して比べることができ

る。
（ひろさくらべ） ⑧広さの意味、比べ方

（直接比較）、任意単位

による測定について理

解する。

・レジャーシートの広さを、直接重ねて

比べる。

・掲示板の広さを、同じ大きさの紙を

単位として、そのいくつ分で表して比

べる。

・ものの広さについて、

直接比較や、ある大きさ

を単位としてそのいくつ

分かで数値化して比べ

ることができる。
じんとりゲームをし

よう

⑨広さを任意単位で表

し、比べることができる。

・方眼を使った陣取り遊びに取り組

み、陣地の広さをます目のいくつ分で

表して比べる。

・広さの大小を比べる場

合に、ある大きさを単位

としてそのいくつ分かで

数値化する見方を生か

している。

頁

1

4
7

・身のまわりにあるものの量に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

0

1

3

6

～
1

4

6

（ながさくらべ） ・身のまわりのものの特

徴の中で、比べたい量

に着目し、直接比べた

り、媒介物を用いて間接

的に比べたり、ある大き

さを単位としてそのいく

つ分かで数値化したり

するなど、比べ方を考え

ている。

（水のかさくらべ）

14　くらべかた
12月上旬～中旬　（10時間）

p.136～146

◆単元の目標と評価規準

○量の理解の基礎となる経験を重ねて感覚を豊かにするとともに、長さ、かさ、広さなどの量の大きさの比べ方を考える力を身につける。また、身

のまわりにあるものの大きさに親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(1)ア

(ア)(イ)、C(1)イ(ア)】

・長さ、かさ、広さなどの量を、具体的な操作によって直接比べたり、他のものを用いて比べたりすることができる。また、身のまわりにあるもの

の大きさを単位として、そのいくつ分かで大きさを比べることができる。＜知・技＞
・身のまわりのものの特徴に着目し、量の大きさの比べ方を見いだしている。＜思・判・表＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・身のまわりにあるものの量（長さ、かさ、広さなど）に関心をもち、量の大きさを比べることに主体的に取り組もうとしている。

◎　たしかめもんだい⑫
学習活動

・「くらべかた」の練習をする。

17



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

4

8

～

1

4

9

①20までの数の順序、

系列、加法、減法の計算

に習熟する。

・20までの数で、すごろくをする。

・加法、減法の練習問題に取り組む。

・「けいさんしりとり」に取り組む。

・20までの数の順序、

系列を理解するととも

に、繰り上がりのある加

法及び繰り下がりのあ

る減法の計算ができる。

■　さんすうでふゆじたく
12月下旬　（1時間）

p.148～149
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＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②100未満の数の数

え方、よみ方、表し方、十

進位取り記数法の基礎

（一の位、十の位）を理

解する。

・あさがおの種の数を10のまとまりを

作って数えることをとおして、100未満

の数のよみ方、表し方を知る。

・十の位、一の位について知る。

★まとめアニメ「十のくらいと一のくら

い」を使って確認・説明する。

・一の位、十の位につい

て知り、2位数のよみ方、

表し方を理解し、書いた

りよんだりすることがで

きる。

③2位数の構成を理解

する。

・43個のブロックを、ぱっと見て個数

がわかりやすくなるように置く。

・2位数を10がいくつと1がいくつと捉

えるなど、多様な見方で表す。

・2位数を10がいくつと

１がいくつと捉えること

をとおして、数の構成を

理解している。
④100の数え方、よみ

方、書き方を理解する。

・ビーズの数を数えることをとおして、

10を10個集めた数を「百」といい、

100と書くことや、99より1大きい数で

あることを知る。

★まとめアニメ「百」を使って確認・説

明する。

・百について知り、100

の数え方、よみ方、書き

方を理解している。

⑤100までの数表を見

て、数の並び方のきまり

に着目することができ

る。

・100までの数表を縦、横、斜めに見

て、数の並び方のきまりを見つける。

・100までの数表から、

数の並び方に関するき

まりを見いだしている。

⑥数直線をもとに、2位

数の順序、大小、系列に

ついて理解する。

・数直線（数の線）を用いて、100まで

の数の順序、大小、系列を考える。

・100までの数につい

て、数直線での位置、順

序、大小、系列を理解し

ている。
⑦⑧簡単な3位数の数

え方、よみ方、表し方、順

序、大小、系列を理解す

る。

・色違いの花の数を数えることをとおし

て、100より大きい数の表し方を知る。

・120程度までの数の表し方、順序、

大小、系列を考える。

[さんすうひろば]* ・十の位の1つ左の位を百の位という

ことを知る。
⑨十を単位としてみられ

る数の加法、減法の計

算のしかたを理解する。

・30＋20、60－20のような、簡単な2

位数どうしの加法、減法の計算のしか

たを考える。

・十を単位としてみられ

る数の加法、減法の計

算ができる。

⑩簡単な2位数と1位数

の加法、減法の計算の

しかたを理解する。

・24＋3、36－4のような、簡単な2位

数と1位数の加法、減法の計算しかた

を考える。

・簡単な2位数と1位数

の加法、減法の計算が

できる。

かずあてゲーム① ⑪2位数の構成、順序、

大小、系列について理

解を深める。

・数の大きさに関わる質問をして、相

手の持っているカードの数をできるだ

け少ない回数で当てるゲームをする。

・2位数の構成、順序、

大小、系列について理

解している。

１５　大きなかず
1月上旬～2月上旬　（12時間）

p.150～164

◆単元の目標と評価規準

○2位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方の基礎を理解し、120程度までの数を数えたり表したり比べたりすることができるとと

もに、数の大きさを具体物や図などを用いて考え表現する力、及び簡単な場合について2位数などの加法、減法の計算のしかたを考える力を身

につける。また、数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア

(ウ)(エ)(オ)(カ)(キ)(ク)、A(1)イ(ア)、A(2)ア(エ)】
・2位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方、数の大小や順序を理解するとともに、120程度までの数を数えたり表したり比

べたりすることができる。また、簡単な場合について、2位数などの加法、減法の計算ができる。＜知・技＞
・数のまとまりに着目し、数の大きさの比べ方や数え方を考え、それらを日常生活に生かしている。また、簡単な場合について、2位数などの

加法、減法の計算のしかたを考えている。＜思・判・表＞

4

1

6

2

～
1

6

4

たしざんとひきざ

ん

・十を単位としてみられ

る数の加法と減法、及び

簡単な2位数と1位数の

加法と減法の計算のし

かたを、10のまとまりや

数の構成などをもとにブ

ロックなどを用いて考え

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・身のまわりのものの個数を数えたり、数えたものを数字で表したり、120程度までの数を身のまわりから見つけ、その大きさを捉えたりしようとし

ている。

・数に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

8

1

5

0

～
1

6

1

・2位数について、「10

のまとまりがいくつと、端

数がいくつ」などの見方

を用いて表し方や比べ

方を考えている。

（100より大きい

かず）

・120程度までの数に

ついて、数え方、よみ方、

表し方、及び数直線で

の位置、順序、大小、系

列を理解している。
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＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②時計のしくみを理

解し、時刻をよむことが

できる。

・時計の目盛りのしくみを調べ、日常

生活に関連させて、「何時何分」のよう

な時刻をよんだり、用いたりする。

★シミュレーション「とけい(2)」を使っ

て活動する。

・時計の目盛りのしくみ

を理解している。

なんじなんぷんか

な

③「何時何分」の時刻

のよみ方に習熟する。

・模型時計を使って、「何時何分」の問

題を出し合う。

・時刻（何時何分）をよ

むことができる。

頁

1

6
9

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

7

0

①1つの数を多面的に

みて、同じ数のまとまりと

してみたり、等分した数

としてみたりして、おはじ

きや式で表すことができ

る。

・12個のおはじきを2個ずつに分けた

り、2人で同じ数ずつに分けたりして、

それらを式に表す。

・おはじきを同じ数ずつ

に整理して分けたり、そ

れを式に表したりするこ

とができる。

・1つの数を同じ数のま

とまりとしてみたり、等分

した数としてみたりして、

多面的に捉えている。

・時刻に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

1

6

5

～

1

6

8

・時刻のよみ方を用い

て、時刻と日常生活を関

連づけている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

１６　なんじなんぷん
2月上旬　（4時間）

p.165～168

◆単元の目標と評価規準

○時刻についての理解の基礎となる経験を重ね、日常生活の中で「何時何分」のような時刻をよむことができるとともに、時刻と日常生活を関連

づける力を身につける。また、時刻に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(2)ア

(ア)、C(2)イ(ア)】

・日常生活の中で時刻をよむことができる。＜知・技＞

・時刻のよみ方を用いて、時刻と日常生活を関連づけている。＜思・判・表＞

・時刻を用いることで日常生活の行動に生かせるというよさに気づき、日常生活の中で時刻を用いようとしている。

◎　たしかめもんだい⑬
学習活動

・「大きなかず」「なんじなんぷん」の練習をする。

■　おなじかずずつにわけよう
2月中旬　（1時間）

p.170

20



＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

① 順 序 数の加法 の意

味、計算のしかたを理解

する。

・場面絵を見て、順序数と集合数の違

いについて振り返る。

・ある子どもの位置が前から5番めで、

更に後ろに3人いる場面で、全部で何

人いるかを図などをかいて考え、加法

を適用して解決する。

・順序数の加法が用い

られる場合を理解し、文

章題を解くことができ

る。

② 順 序 数の減法 の意

味、計算のしかたを理解

する。

・全部で9人並んでいて、ある子どもの

位置が前から4番めの場面で、後ろに

何人いるかを図などをかいて考え、減

法を適用して解決する。

・順序数の減法が用い

られる場合を理解し、文

章題を解くことができ

る。
③求大の場面の加法の

意味、計算のしかたを理

解する。

・兄が作った雪玉の数と、妹がそれより

何個多く作ったかがわかっている場面

で、妹が作った雪玉の数を図などをか

いて考え、加法を適用して解決する。

・求大の場面で加法が

用いられる場合を理解

し、文章題を解くことが

できる。

④求小の場面の減法の

意味、計算のしかたを理

解する。

・兄が食べた豆の数と、妹がそれより

何個少なく食べたかがわかっている場

面で、妹が食べた数を図などをかいて

考え、減法を適用して解決する。

・求小の場面で減法が

用いられる場合を理解

し、文章題を解くことが

できる。

かずあてゲーム② ⑤求大の場面で3口の

数の加法になる場合に

ついて、図や式に表すこ

とができる。

・ゆきのおはじき（５個）よりも２個多く

持っているときのおはじきの数や、さら

に１個多く持っているときのおはじきの

数を、図や式に表して求める。

・求大の加法が用いら

れる場面の式を、図に

表して考えている。

１７　どんなしきになるかな
2月中旬～下旬　（6時間）

p.171～176

◆単元の目標と評価規準

○順序数の加法、減法及び求大、求小の加法、減法の意味や式について理解し、具体物や図などを用いて計算のしかたを考える力を身につけ

る。また、加法、減法の計算に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア

(ア)(イ)、A(2)イ(ア)】

・順序数の加法、減法及び求大、求小の加法、減法の意味を理解し、式に表して計算することができる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・順序数の加法、減法及び求大、求小の加法、減法の意味や式、計算のしかたについて、具体物や図などを用いて主体的に考えようとしている。

・数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

1

7

1

～
1

7

6

（じゅんばんのか

ずのけいさん）

・順序数の加法、減法及

び求大、求小の加法、減

法が用いられる場面の

式を、図に表して考えて

いる。

（ちがいをかんが

えるけいさん）
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＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①ものの形の特徴を捉

え、色板を使って形を構

成・分解することができ

る。

・色板を組み合わせて、シルエットに合

わせた形を作ったり、いろいろな形を

作ったりする。

・色板を組み合わせて、

身のまわりにある具体

物の形を作ることができ

る。
②ずらす、回す、裏返す

な ど の 移 動 の 操 作 に

よって、形を構成するこ

とができる。

・4枚の色板でできた形を、ずらす、回

す、裏返すなどの操作によって１枚だ

け移動して、ほかの形に変える。

・ずらす、回す、裏返すな

どの操作によって、ほか

の形に変えることができ

る。
③ものの形を線で捉え、

ストローを使って形を構

成・分解することができ

る。

・ストローを使って、さんかくやしかくを

作ったり、いろいろな形を作ったりす

る。

[かたちを見つけよう] ・身のまわりから、いろいろな形のもの

を見つける。
④ものの形を点と線で

捉え、格子点を線でつ

ないで形を構成・分解

することができる。

・格子点を線でつないで、さんかくやし

かくを作ったり、いろいろな形を作った

りする。

・点と点を結んでさんか

くやしかくをかいたり、か

いた形から具体物を想

像したりすることができ
いろいたパズルを

つくろう

⑤色板を使って形を構

成・分解する活動をとお

して、平面図形について

の感覚を豊かにする。

・色板で作った形のシルエットでパズ

ルを作り、友だちと交換して解き合う。

・色板を用いて具体物

の形を構成したり、その

形をさんかくやしかくに

分解して捉えたりするこ

とができる。

頁

1

8

3

１８　かたちづくり
2月下旬～3月上旬　（6時間）

p.177～182

◆単元の目標と評価規準

○平面図形の理解の基礎となる経験を重ねて感覚を豊かにし、具体物を用いて形を作ったり分解したりすることができるとともに、形の特徴を捉

えたり、形の構成について考えたりする力を身につける。また、身のまわりにあるものの形に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら

学ぶ態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(ア)(イ)、B(1)イ(ア)】

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・身のまわりにあるものの形に関心をもち、観察したり構成したり分解したりすることに主体的に取り組もうとしている。

◎　たしかめもんだい⑭
学習活動

・「どんなしきになるかな」の練習をする。

・ものの形を認め、形の特徴を知るとともに、具体物を用いて形を作ったり分解したりすることができる。＜知・技＞

・ものの形に着目し、身のまわりにあるものの特徴を捉えたり、具体的な操作をとおして形の構成について考えたりしている。＜思・判・表＞

・身のまわりにあるものの形に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

1

7

7

～
1

8

2

・身のまわりにある具体

物の特徴を捉え、それら

の形の構成のしかたを

考えている。

・ストローを使ってさんか

くやしかくを作ったり、そ

れらの形を組み合わせ

て、身のまわりにある具

体物の形を作ったりする

ことができる。
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＜第1学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①②③第1学年の学習

内容の問題を解決する

ことができる。

・数と計算、図形、測定、データの活用

についての問題に取り組む。

[ 大 き な かず のたし ざ

ん]*

・34＋20の答えの求め方を考える。

[1から9までたすと] ・1から9までの和を工夫して求める。

頁

1

8

7

頁

1

8

8

◎　１年のまとめ
3月中旬　（3時間）

p.184～186

・いろいろなものを数えるときの助数詞について知る。

・第1学年で学習した基本的な問題について、算数で学んだことのよさを感じながら取り組もうとしている。

■　プログラミングにちょうせん　「めざせ！　にんじん」
学習活動（★は「デジタルコンテンツ」）

・「□すすむ」「□もどる」のカードを組み合わせて、うさぎが１０のところまで進むプログラムを考える。また、ゴールの数を変えた場合の

プログラムも考える。

★プログラミング教材「めざせ！ にんじん」を使って活動する。

■　もののかずのかぞえかた
学習活動

3

1

8

4

～

1

8

6

・第1学年の学習内容

について、知識及び技

能を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

みんなで算数をは

じめよう！／算数

でつかいたい見

方・考え方

・「みんなで算数をはじめよう！」及び

「算数でつかいたい見方・考え方」を

見て、算数の学習の進め方について

話し合う。
ココアはいくつ ・「ココアはいくつ」の問題に取り組

み、同じ文字が同じ数になるようにし

て、コ＋コ＋ア＝15になる式をつくる。

★ワークシート「ココアの計算」「ルル

ル、ララララ、トマトの計算」を使って活

動する。

・問題の条件に着目し、

題意に合う式を筋道を

立てて考えたり表現した

りしている。

2

2

～
1

0

①②算数の学習の進め

方を理解し、問題解決

に生かすことができる。

・問題解決の進め方を

理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・問いをもち、主体的に考えたり友だちの考えから学び合おうとしたりするとともに、解決の過程や結果を振り返り、よりよい方法を考えたり新たな

問いを見いだそうとしたりしている。

令和6年度版『小学算数2上・2下』

* は「発展的な学習内容」を含む箇所

★は教育出版のWebサイトに「まなびリンク（デジタルコンテンツ）」がある箇所

＜上巻＞

●　みんなで算数をはじめよう！／ココアはいくつ
4月上旬　（2時間）

p.2～10
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

2

1

1

～

1

4

①②身のまわりの数量

を分類整理して、簡単な

表やグラフに表すことが

できる。

※（問題発見力モデル）

本時の活動をとおして、

「はてな？」の見つけ方

を学習する。

・学級紹介のポスターを作るという目

的意識から、「わたしたちのクラスの人

気は？」という問いをもち、好きな給食

調べの活動に取り組み、既習の絵グラ

フを振り返り、種類や人数をわかりや

すく表す。

・好きな遊び調べの活動にも取り組

み、1枚のカードに2種類の遊びが書

いてある場合はどうすればよいかとい

う新たな問いを見いだし、わかりやすく

分類整理する方法を考え、簡単な表

やグラフに表す。

・一次元表や○を用い

たグラフについて理解

し、表したりよみ取ったり

することができる。

1
1

5

学んだことをつか

おう

③表やグラフを活用す

る場面について考えた

り、よみ取ったりすること

ができる。

・「学級しょうかいをしよう！」という目

的意識から、表やグラフを活用した学

級紹介について話し合う。

・学級紹介のポスターを見て、どんなこ

とがよみ取れるかを話し合う。

2
1

6

まとめ ④学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「表とグラフ」の学習の

よさや見方・考え方を振

り返っている。

頁

1

7

学習活動

・第1学年「なんじなんぷん」「大きなかず」の復習をする。

・単元2「たし算」単元3「ひき算」に関わる既習事項を確認する。

・データを整理することに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとし

ている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

・データを分類整理する

観点に着目し、身のまわ

りの事象について表や

グラフを用いて表し、数

の大きさなどの特徴に

ついて考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・データをわかりやすく整理し表やグラフに表すことについて、目的意識をもって主体的に取り組んでいる。

◎　ふくしゅう①

１　表とグラフ
4月上旬～中旬　（5時間）

p.10～14

◆単元の目標と評価規準

○簡単な表やグラフについて理解し、データを整理する観点に着目し、身のまわりの事象について表やグラフを用いて考察する力を身につける。

また、データを整理することに進んで関わり、その過程を振り返り、表やグラフの表現のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。

【学習指導要領との関連　D(1)ア(ア)、D(1)イ(ア)】

・身のまわりにある数量を分類整理し、簡単な表やグラフを用いて表したりよみ取ったりすることができる。＜知・技＞

・データを整理する観点に着目し、身のまわりの事象について表やグラフを用いて考察している。＜思・判・表＞
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②2位数＋2位数で

繰り上がりのない加法

の計算のしかたを理解

する。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

「なるほど！」の見つけ方

を学習する。

・「おかしを2つえらぼう！」の活動を

きっかけに、場面絵を見て加法の問題

を作り、既習の計算を振り返るととも

に、未習の問題に取り組むことに関心

をもつ。

・24＋15のような、2位数＋2位数で

繰り上がりのない加法の計算のしか

たを考える。また、自他の考えを比較

し、考え方のよさを振り返ってまとめ

る。（p.30～31の[友だちのノートを見

てみよう]も扱う。）

・2位数の加法の計算

が、1位数などについて

の基本的な計算をもと

にしてできることを理解

している。

・2位数の加法の計算の

しかたを、1位数の計算

や十進位取り記数法に

よる数の表し方などをも

とに図や式などを用い

て考えている。

③2位数＋2位数で繰り

上がりのない加法の筆

算のしかたを理解する。

・24＋15のような、2位数＋2位数で

繰り上がりのない加法の筆算のしか

たを考える。

★まとめアニメ「24＋15の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・繰り上がりのない2位

数の加法の筆算形式を

知り、筆算ができる。

④⑤2位数＋2位数で

繰り上がりのある加法

の計算のしかたを理解

し、筆算ができる。

・28＋17のような、2位数＋2位数で

繰り上がりのある加法の計算のしかた

を考え、筆算のしかたをまとめる。

★まとめアニメ「28＋17の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・繰り上がりのある2位

数の加法の計算のしか

たを理解し、筆算ができ

る。

[つながるミカタ] ・2位数の加法の筆算のしかたについ

て、「10のまとまり」という見方を振り

返り、ほかの数値の場合にも関心を広

げ、次の問題解決につなげる。
⑥2位数＋2位数＝何十

の計算や、1位数と2位

数の繰り上がりのある

加法の計算ができる。

・49＋31のような、答えが何十になる

加法の計算のしかたを考える。

・4＋27のような、被加数や加数が1

位数の加法の計算のしかたを考える。
（たし算のきまり） ⑦加法の交換法則を理

解する。

・8＋6と6＋8の答えを比べることをと

おして、加法の交換法則を知る。

★まとめアニメ「たし算のきまり」を

使って確認・説明する。

・加法の交換法則が成

り立つことを理解してい

る。

⑧日常生活の場面と関

連づけて、加法の計算

を活用することができ

る。

・「100円でえらぼう！」という目的意

識から、いろいろなお菓子の選び方を

考え説明し、その代金を求める。

[友だちのノートを見て

みよう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について

話し合う。

2

3

2

～

3

3

まとめ ⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「たし算」の学習のよさ

や見方・考え方を振り

返っている。

・加法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに主体的に考えたり、加法を生活や学習に活用しようとしたりしている。

1

2

9

～

3

1

学んだことをつか

おう

・問題の条件に着目し、

加法の計算を用いて目

的に合った買い方を考

えている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・2位数＋2位数の計算が、1位数などについての基本的な計算をもとにしてできることや、その筆算のしかたについて理解し、加法の計算が

確実にできる。また、加法に関して成り立つ性質について理解している。＜知・技＞
・数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・加法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

7

1

8

～
2

8

（2けた＋2けたの

計算）

・2位数の加法の計算の

しかたと筆算のしかたを

関連づけて考えている。

・2位数＋2位数＝何十

の加法や、1位数＋2位

数で繰り上がりのある

加法の筆算ができる。

2　たし算
4月中旬～5月上旬　（10時間）

p.18～33

◆単元の目標と評価規準

○2位数の加法について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。また、加法の計算の

しかたを考えることに進んで関わり、その過程を振り返り、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア

(ア)(ウ)、A(2)イ(ア)、内(3)】
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②2位数－2位数で

繰り下がりのない減法

の計算のしかたを理解

する。

・「のこりは何円かな？」の活動をきっ

かけに、場面絵を見て減法の問題を

作り、既習の計算を振り返るとともに、

未習の問題に取り組むことに関心をも

つ。

・35－12のような、2位数－2位数で

繰り下がりのない減法の計算のしか

たを考える。

・2位数の減法の計算

が、1位数などについて

の基本的な計算をもと

にしてできることを理解

している。

・2位数の減法の計算の

しかたを、1位数の計算

や十進位取り記数法に

よる数の表し方などをも

とに図や式などを用い

て考えている。

③2位数－2位数で繰り

下がりのない減法の筆

算のしかたを理解する。

・35－12のような、2位数－2位数で

繰り下がりのない減法の筆算のしか

たを考える。

★まとめアニメ「35ー12の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・繰り下がりのない2位

数の減法の筆算形式を

知り、筆算ができる。

④⑤⑥2位数－2位数

で繰り下がりのある減

法の計算のしかたを理

解し、筆算ができる。

※（問題追究力モデル）

本時の活動をとおして、

「だったら！？」の見つけ

方を学習する。

・34－18のような、2位数－2位数で

繰り下がりのある減法の計算のしかた

を考え、筆算のしかたをまとめる。

★まとめアニメ「34ー18の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・加法と減法を比較して共通する見方

を振り返るとともに、その見方を使って

解決できそうな新たな問題を発見す

る。

・繰り下がりのある2位

数の減法の計算のしか

たを理解し、筆算ができ

る。

⑦何十－何十何の計算

や、2位数－2位数＝1位

数の計算ができる。ま

た、2位数－1位数で繰

り下がりのある減法の

計算ができる。

・60－32のような、何十からひく減法

の計算や、52－49のような、答えが1

位数になる減法の計算のしかたを考

える。

・71－3のような、減数が1位数の減

法の計算のしかたを考える。

・2位数－2位数＝1位

数の減法や、2位数－1

位数で繰り下がりのあ

る減法の筆算ができる。

（計算のたしか

め）

⑧加法と減法の相互関

係と計算の確かめのし

かたを理解する。

・23－7＝16と16＋7＝23を比べるこ

とをとおして、加法と減法との相互関

係を知り、計算の確かめに用いる。

★まとめアニメ「たし算とひき算のかん

けい」を使って確認・説明する。

・加法と減法との相互関

係について理解し、計算

の確かめに用いること

ができる。

2

4

6

～

4

7

まとめ ⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「ひき算」の学習のよさ

や見方・考え方を振り

返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・減法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに主体的に考えたり、減法を生活や学習に活用しようとしたりしている。

・数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・減法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

8

3

4

～
4

5

（2けた－2けたの

計算）

・2位数の減法の計算の

しかたと筆算のしかたを

関連づけて考えている。

3　ひき算
5月上旬～中旬　（10時間）

p.34～47

◆単元の目標と評価規準

○2位数の減法について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。また、減法の計算の

しかたを考えることに進んで関わり、その過程を振り返り、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア

(ア)(ウ)(エ)、A(2)イ(ア)】

・2位数－2位数の減法の計算が、1位数などについての基本的な計算をもとにしてできることや、その筆算のしかたについて理解し、減法の

計算が確実にできる。また、減法に関して成り立つ性質や、加法と減法との相互関係について理解している。＜知・技＞
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

長さのあらわし方 ①②長さの意味、長さ

の単位「㎝」、長さの測

定（普遍単位）を理解す

る。

・「同じ長さになるかな？」の活動を

きっかけに、長さを表したり伝えたりす

ることに関心をもつ。

・しおりの長さをいろいろな具体物を

使って表す活動をとおして、任意単位

を用いた長さの表し方を考える。

★まとめアニメ「長さのあらわし方」を

使って確認・説明する。

・長さの単位「センチメートル(㎝)」を

知る。

・目盛りテープを用いて長さを測る。

・長さの単位「cm」と測

定の意味を理解してい

る。

・測定するものの特徴に

着目し、基準とする大き

さを決めて数値化するし

かたを考えている。

[つながるミカタ] ・長さの表し方について、「もとにする

大きさのいくつ分」という見方を振り返

り、身のまわりのものの長さを測定する

ことにも関心を広げ、次の問題解決に

つなげる。
③④長さの単位「㎜」と

単位の関係、ものさしの

機能と使い方を理解す

る。

・はがきの縦の長さを測る活動をとお

して、長さの単位「ミリメートル(㎜)」を

知り、1㎝＝10㎜を知る。

・ものさしのしくみを知る。

★まとめアニメ「長さのたんい ミリメー

トル」を使って確認・説明する。

★動画「長さのはかり方」を見て確認

する。
⑤直線の意味とかき方

を理解する。

・直線の意味を知り、ものさしを使って

直線をかく。

★まとめアニメ「直線」を使って確認・

説明する。

★動画「直線のかき方」を見て確認す

る。

・直線の意味とかき方を

理解し、決まった長さの

直線をかくことができ

る。

（長さの計算） ⑥長さについて加法性

が成り立つことを理解す

る。

・折れ曲がった線の長さを調べること

をとおして、長さは加減計算ができる

ことを知る。

・長さの加法性について

理解し、複名数で表さ

れた長さの加減計算が

できる。

1
5

8

学んだことをつか

おう

⑦身のまわりのものの

長さについて、およその

見当をつけ、測定するこ

とができる。

・「長さの図かんをつくろう」という目

的意識から、身のまわりのものの長さ

をものさしを使って測定し、まとめる。

・身のまわりのものの長

さについておよその見当

をつけ、ものさしを使っ

て測定することができ

る。
⑧学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[ものさし計算き] ・ものさしの目盛りの付き方に着目し、

2つの「ものさし計算き」を組み合わせ

て12＋4や12－4の答えが求められる

しくみについて考える。

・長さの測定に主体的に取り組み、生活や学習に活用しようとしている。

2

5

9

～
6

1

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「長さ」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・長さの単位「㎝、㎜」について知り、測定の意味と単位の関係を理解し、長さについておよその見当をつけ単位を適切に選択して測定する

ことができる。＜知・技＞
・身のまわりのものの特徴に着目し、目的に応じた単位で長さを的確に表現したり、比べたりしている。＜思・判・表＞

・長さを比べたり測定したりすることに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき、生活や学習に

活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

4

8

～
5

7

・長さの単位「mm」を知

り、1cm＝10mmの関係

を理解している。また、も

のさしの目盛りのしくみ

を理解している。

・1cmより短いはしたの

長さを表す必要から、

cmより小さな単位で表

すことを考えている。

（1㎝よりみじかい

長さ）

4　長さ
5月下旬～6月上旬　（9時間）

p.48～61

◆単元の目標と評価規準

○長さの単位「㎝、㎜」について知り、測定の意味を理解し、単位を適切に選択して長さを測定する力を身につける。また、長さを比べたり測定し

たりすることに進んで関わり、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(1)ア(ア)(イ)、C(1)イ(ア)】
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①1000未満の数のよ

み方、表し方、3位数の

構成と位 取りのし くみ

（百の位）を理解する。

・「何人いるかな？」の活動をきっかけ

に、子どもの数を数える活動をとおし

て、既習の範囲を超える数を数えたり

表したりすることに関心をもつ。

・3位数の十進位取り記数法によるよ

み方、表し方を知る。

・百の位について知る。

★まとめアニメ「百の位」を使って確

認・説明する。

・百の位について知り、3

位数のよみ方、表し方を

理解し、書いたりよんだ

りすることができる。

②空位のある3位数の

よみ方、表し方を理解す

る。

・305のような、空位のある3位数のよ

み方、表し方を知る。

・空位のある3位数のよ

み方、表し方を理解し、

書いたりよんだりするこ

とができる。
③3位数の大小比較の

しかたを理解する。

・赤組、白組、青組の点数を比べること

をとおして、3位数の大小比較のしか

たを考える。

・記号「＞、＜」を知る。

★まとめアニメ「数の大小」を使って確

認・説明する。

・3位数の大小について

理解し、「＞、＜」を用い

て表すことができる。

④数直線をもとに、3位

数の順序、大小、系列に

ついて理解する。

・数直線（数の線）で目盛りがどんな

数を表しているかを調べ、数を位置づ

けたり、数の大小を比べたりする。
[算数ひろば]* ・数の線のことを数直線ということを知

る。

[数の大きさをくらべよ

う］

・0から9までの数字カードで3位数を

作って大小を比べる。
（10がいくつ） ⑤数の相対的な大きさ

について理解する。

・10を16個集めた数の大きさについ

て考える。

・250は10を何個集めた数かを考え

る。

・数の相対的な大きさを

捉え、何百何十の数を

10をもとにしていくつ分

かで表すことができる。

⑥1000のよみ方、書き

方を理解する。

・ひよこの数を数えることをとおして、

100を10個集めた数を千 とい い、

1000と書くことや、999より1大きい

数であることを知る。

★まとめアニメ「千」を使って確認・説

明する。

・千について知り、

1000のよみ方、書き方

を理解している。

⑦数を多面的に捉えて

表すことができる。

・位取り板や数直線を用いて、392を

多面的に捉えて表す。

・数のまとまりに着目し、大きな数の大きさの比べ方や数え方を考え、日常生活に生かしている。また、簡単な場合について、3位数などの加

法及び減法の計算のしかたを考えている。＜思・判・表＞
・数を表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

7

6

2

～
7

3

数のあらわし方 ・100までの数の既習

事項や、ものの個数を

実際に数える活動をも

とに、3位数の表し方や

比べ方を考えている。

・数直線での3位数の

位置、順序、大小、系列

を理解している。

・数の構成や相対的な

大きさに着目し、数を多

面的に捉えて表してい

る。

（千）

5　100より大きい数
6月上旬～中旬　（11時間）

p.62～77

◆単元の目標と評価規準

○3位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方を理解し、大きな数の大きさの比べ方や数え方を考える力を身につけるとともに、十

や百を単位としてみて、何十や何百の加法及び減法の計算のしかたを考える力を身につける。また、数を表すことに進んで関わり、数のまとまりに

着目して数えたり表したりすることのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(ア)(イ)(ウ)、

A(1)イ(ア)、A(2)ア(イ)】
・3位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方、数の大小や順序、及び数の相対的な大きさについて理解している。また、簡単な

場合について、3位数などの加法及び減法の計算ができる。＜知・技＞

29



＜第2学年＞

⑧十を単位としてみられ

る数の加法、減法の計

算のしかたを理解する。

・70＋50、120－30などの加法、減

法の計算のしかたを10をもとにして考

える。

・10をもとにした加法、

減法の計算ができる。

[つながるミカタ] ・何十＋何十の計算のしかたについ

て、「10のまとまり」という見方を振り

返り、数が大きくなった場合にも関心

を広げ、次の問題解決につなげる。
⑨百を単位としてみられ

る数の加法及び減法の

計算のしかたを理解す

る。

・300＋400、700－200、430＋20、

360－40などの加法、減法の計算の

しかたを10や100をもとにして考え

る。

2

7

6

～

7

7

まとめ ⑩学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「100より大きい数」の

学習のよさや見方・考え

方を振り返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①加法と減法のテープ

図の見方やかき方を理

解する。

・青いりんごが6個、赤いりんごが8

個、あわせて14個ある場面で、テープ

図と式を関連づけて捉え、加法と減法

のテープ図の見方やかき方を知る。

②加法や減法の問題場

面をテープ図に表すこと

ができる。

・買い物の場面で、加法や減法の問題

をテープ図や式に表して解決する。

・加法、減法の問題場面

をテープ図や式に表す

ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・図を用いると場面や数量の関係が捉えやすくなることに気づき生活や学習に活用しようとしている。

・身のまわりのものの個数を10や100のまとまりにして数えたり、数えたものを数字で表したり、3位数や1000を身のまわりから見つけ、その大き

さを捉えたりしようとしている。
★本単元で、まなびリンク「プログラミング教材」を使用して、p.145「ターゲットの数をつくろう！」の活動を扱うことができる。

●　たし算とひき算の図
6月下旬　（2時間）

p.78～81

2

7

8

～
8

1

・加法と減法の相互関

係をもとに、テープ図の

見方やかき方を考えて

いる。

2

7

4

～
7

5

何十、何百の計算 ・簡単な場合の3位数な

どの加法、減法の計算

のしかたを、10や100

をもとにして考えている。
・10や100をもとにした

加法、減法の計算がで

きる。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①2位数＋2位数で百の

位に繰り上がる加法の

計算のしかたを理解し、

筆算ができる。

・「何こあるかな？」の活動をきっかけ

に、43＋29、43－15のような既習の

計算を振り返るとともに、未習の問題

に取り組むことに関心をもつ。

・72＋63のような、2位数＋2位数で

百の位に繰り上がる加法の計算のし

かたを考え、筆算のしかたをまとめる。

★まとめアニメ「72＋63の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・百の位に繰り上がる加

法の計算のしかたを理

解し、筆算ができる。

②2位数＋2位数で繰り

上がりが2回ある加法

の計算ができる。

・83＋49のような、繰り上がりが2回

ある加法の計算のしかたを考える。

★まとめアニメ「83＋49の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・繰り上がりが2回ある

加法の筆算ができる。

③繰り上がって答えの

十の位が空位になる加

法の計算ができる。ま

た、百の位への繰り上が

りのない3位数＋1・2位

数の加法の計算ができ

る。

・68＋37や95＋６のような、答えの十

の位が0になる加法の計算のしかたを

考える。

・437＋6や719＋33のような、百の

位への繰り上がりのない3位数＋1・2

位数の加法の計算のしかたを考える。

・繰り上がって答えの十

の位が空位になる加法

や、百の位への繰り上

がりのない3位数＋1・2

位数の加法の筆算がで

きる。

④百何十何－2位数で

百の位から繰り下がる

減法の計算のしかたを

理解し、筆算ができる。

・125－43のような、百何十何－2位

数で百の位から繰り下がる減法の計

算のしかたを考え、筆算のしかたをま

とめる。

★まとめアニメ「125－43の筆算のし

・百の位から繰り下がる

減法の計算のしかたを

理解し、筆算ができる。

⑤百何十何－2位数で

繰り下がりが2回ある減

法の計算ができる。

・163－79のような、百何十何－2位

数で繰り下がりが2回ある減法の計算

のしかたを考える。

★まとめアニメ「163－79の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・百何十何－2位数で繰

り下がりが2回ある減法

の筆算ができる。

⑥百の位から波及的に

繰り下がる減法の計算

ができる。

・104－37のような、百の位から波及

的に繰り下がる減法の計算のしかた

を考える。

★まとめアニメ「104－37の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・百の位から波及的に

繰り下がる減法の筆算

ができる。

⑦答えが1位数になる

減法の計算や、百何－1

位数＝2位数の減法の

計算ができる。また、百

の位からの繰り下がり

のない3位数－1・2位

数の減法の計算ができ

る。

・106－98のような、百何－2位数＝1

位数の減法の計算や、103－6のよう

な、百何－1位数＝2位数の減法の計

算のしかたを考える。

・282－6、271－34のような、百の位

からの繰り下がりのない3位数－1・2

位数の減法の計算のしかたを考える。

・答えが1位数になる減

法や、百何－1位数＝2

位数の減法の筆算がで

きる。

（3つの数のたし

算）

⑧加法の結合法則を用

いた計算や、（ ）を用い

た式について理解する。

・15＋6＋4の答えの求め方を考える

場面をとおして、（ ）の意味と用い方、

加法の結合法則を知る。

★まとめアニメ「たし算のきまり」を

使って確認・説明する。

・加法の結合法則が成

り立つことや、（　）の意

味や用い方を理解し、

式に表すことができる。

5

8

7

～
9

3

百の位からくり下

がるひき算

・百の位から繰り下がる

減法の計算のしかたを、

既習の計算や十進位取

り記数法による数の表し

方などをもとに図や式な

どを用いて考えている。

・2位数＋1・2位数＝百何十何の加法及びその逆の減法や、百の位への繰り上がりのない3位数＋1・2位数、百の位からの繰り下がりがな

い3位数－1・2位数の筆算のしかたを理解し、加法及び減法の計算が確実にできる。また、（　）の意味や用い方について理解している。＜

知・技＞
・数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・加法及び減法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとし

ている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

3

8

2

～
8

6

百の位にくり上が

るたし算

・百の位に繰り上がる加

法の計算のしかたを、既

習の計算や十進位取り

記数法による数の表し

方などをもとに図や式な

どを用いて考えている。

6　たし算とひき算
6月下旬～7月中旬　（10時間）

p.82～95

◆単元の目標と評価規準

○百の位に繰り上がる2位数などの加法及びその逆の減法や、百の位への繰り上がり・繰り下がりがない3位数の加法及び減法について理解

し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。また、加法及び減法の計算のしかたを考えることに

進んで関わり、その過程を振り返り、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア(ア)（イ）(ウ)、A(2)イ

(ア)、内(2)(3)】
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＜第2学年＞

2

9

4

～

9

5

まとめ ⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「たし算とひき算」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

7月中旬　（1時間）

p.96

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1
9

6

①重なりがある場合な

どの順序数の加法を理

解する。

・ある子どもの位置が前から8番め、

後ろから4番めのとき全部で何人いる

かを考え、加法の式に表す。

・ある子どもの前に６人、後ろに5人い

るとき全部で何人いるかを考え、加法

の式に表す。

・順序数の加法の場面

を図などを用いて表し、

計算のしかたを考えて

いる。

■　何人いるかな

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・加法及び減法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに主体的に考えたり、加法及び減法を生活や学習に活用しようとしたりしてい

る。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

① 時 刻 と時 間 の 意 味

や 、 時 間 の単 位 「 時 、

分」の関係を理解する。

・「何時に何をするのかな？」の活動を

きっかけに、時計のよみ方を振り返り、

ハイキングの日の時刻や時間を調べ

る。

★シミュレーション「時計」を使って活

動する。

・9時、9時20分などの時刻をよんだ

り、時間を求めたりする。

・時間の単位「時、分」を知り、1時間＝

60分間を知る。

★まとめアニメ「時こくと時間」「1分

間」「1時間」を使って確認・説明する。

・時刻と時間の意味、時

間の単位「時、分」と単

位の関係を理解し、時

刻や時間を表すことが

できる。

②午前と午後、正午の

意 味 や 、 時 間 の 単 位

「日、時」の関係を理解

する。

・1日の生活を調べることをとおして、

「午前、午後、正午」を知り、1日＝24

時間を知る。

★まとめアニメ「1日」を使って確認・

説明する。

・模型時計を使って、簡単な場合につ

いて時刻や時間を求める問題を出し

合う。

・午前と午後、正午の意

味、時間の単位「日、

時」と単位の関係を理

解している。

1

1

0

2

学んだことをつか

おう

③日常生活の場面と関

連づけて、時刻や時間

を表すことができる。

・「夏休みの計画を立てよう！」という

目的意識から、夏休みの1日の時間の

使い方について考え、時刻や時間のお

話をする。

2
1

0
3

まとめ ④学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「時こくと時間」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・時刻と時間の表し方を主体的に考えたり、生活や学習に活用しようとしたりしている。

・時間の単位に着目し、時刻や時間を日常生活に生かしている。＜思・判・表＞

・時刻と時間を表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとし

ている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

2

9

7

～
1

0

1

・時間の単位に着目し、

短針や長針の動きをも

とに日常生活における

時刻や時間の求め方を

考えている。

7　時こくと時間
7月中旬　（5時間）

p.97～103

◆単元の目標と評価規準

○時刻と時間の意味、時間の単位「日、時、分」について知り、日常生活の中で用いる力を身につける。また、時刻と時間を表すことに進んで関わ

ろうとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(2)ア(ア)、C(2)イ(ア)】
・時間の単位「日、時、分」について知り、それらの関係を理解している。 ＜知・技＞
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

0

4

①数字カードを使った

活動をとおして、筆算の

しくみの理解を深める。

・筆算のしくみをもとに、決められた枚

数の数字カードを使って正しい筆算の

作り方を考える。

・筆算のしくみをもとに、

決められた枚数の数字

カードを使って正しい筆

算の作り方を考えてい

頁

1

0
5

・「長さ」「100より大きい数」「たし算」「ひき算」の復習をする。

■　筆算をつくろう
７月中旬　（1時間）

p.104

◎　ふくしゅう②
学習活動
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

かさのあらわし方 ①かさの意味、かさの比

べ方を理解する。

・「水のかさは同じかな？」の活動を

きっかけに、かさを表したり伝えたりす

ることに関心をもつ。

・2つの水筒に入っている水のかさを

比べることをとおして、かさの比較・測

定のしかたや意味について考える。

・かさの任意単位による

測定の意味を理解して

いる。

（リットル） ②かさの単位「L」を理

解する。

・やかんとポットに入る水のかさを調べ

ることをとおして、かさの単位「リットル

(L)」を知る。

・かさの単位「L」を理解

している。

[つながるミカタ] ・かさの表し方について、「1Lのいくつ

分」という見方を振り返り、1Lより少な

いかさを表すことにも関心を広げ、次

の問題解決につなげる。
③かさの単位「dL」と単

位の関係を理解する。

・1Lに満たない水のかさを調べること

をとおして、かさの単位「デシリットル

（dL）」を知り、1L＝10dLを知る。

★まとめアニメ「かさのたんい デシ

リットル」を使って確認・説明する。
④かさの単位「mL」と

単 位 の 関 係 を 理 解 す

る。

・ペットボトルに入る水のかさを調べる

ことをとおして、かさの単位「ミリリット

ル(mL)」を知り、1L＝1000mL、1dL

＝100mLを知る。

・かさの単位「mL」を知

り、1L＝1000mL、1dL

＝100mLの関係を理解

している。
（かさの計算） ⑤かさについて加法性

が成り立つことを理解す

る。

・ポットとペットボトルの水のかさの合

計や違いを求めることをとおして、水の

かさは加減計算ができることを知る。

・かさの加法性について

理解し、複名数で表さ

れたかさの加減計算が

できる。

1

1

1

4

学んだことをつか

おう

⑥身のまわりのものの

かさについて、およその

見当をつけ、測定するこ

とができる。

・「水のかさの図かんをつくろう」という

目的意識から、身のまわりのもののか

さを1リットルますを使って測定し、まと

める。

・身のまわりのもののか

さについておよその見当

をつけ、1リットルますを

使って測定することがで

きる。
⑦学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[くらしの中の水のかさ] ・日常生活の中でどれぐらいの水を

使っているかを知る。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1
1

1
7

①直線の作図の習熟を

図る。

・じゃんけんをしながら、決められた長

さの直線をかいてゴールを目ざすゲー

ムに取り組む。

・ものさしを用いて直線

を作図することができ

る。

・かさの測定に主体的に取り組み、生活や学習に活用しようとしている。

■　ロボットレース
9月中旬　（1時間）

p.117

2

1

1

5
～

1

1

6

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「水のかさ」の学習の

よさや見方・考え方を振

り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・身のまわりのものの特徴に着目し、目的に応じた単位でかさを的確に表現したり、比べたりしている。＜思・判・表＞

・かさを比べたり測定したりすることに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき、生活や学習に

活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

1

0

6

～
1

1

3

・かさの比較や測定に

ついて、長さの場合をも

とにして、基準とする大

きさを決めて数値化す

るしかたを考えている。

・かさの単位「dL」を知

り、1L＝10dLの関係を

理解している。

・既習の単位では表せ

ないはしたのかさを表す

必要から、1Lを10に分

けた単位「dL」や、1dL

を100に分けた単位

「mL」を作ることを考え

ている。

（小さいかさのた

んい）

８　水のかさ
9月上旬～中旬　（8時間）

p.106～116

◆単元の目標と評価規準

○かさの単位「L、dL、mL」について知り、測定の意味を理解し、単位を適切に選択してかさを測定する力を身につける。また、かさを比べたり測

定したりすることに進んで関わり、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(1)ア(ア)(イ)、C(1)イ(ア)】

・かさの単位「L、dL、mL」について知り、測定の意味と単位の関係を理解し、かさについておよその見当をつけ単位を適切に選択して測定

することができる。＜知・技＞
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②三角形、四角形の

意味や、平面図形の構

成要素（辺、頂点）を理

解する。

・「どうぶつをかこもう！」の活動をきっ

かけに、囲んでできた形に関心をも

つ。

・囲んでできた形の直線の数やかどの

数に着目して、3本の直線で囲まれた

形を三角形、4本の直線で囲まれた形

を四角形ということを知る。

・辺、頂点の意味や、三角形、四角形

の辺、頂点の数について知る。

★まとめアニメ「三角形」「四角形」

「辺、ちょう点」を使って確認・説明す[算数ひろば］* ・5本の直線で囲まれた形を五角形と

いうことを知る。
[三角形や四角形を見

つけよう］

・身のまわりから三角形や四角形のも

のを探す。
（直角） ③直角の意味を理解す

る。

・紙を4つに折って、ノートのかどにぴっ

たり重なる形を作ることをとおして、直

角について知る。

★まとめアニメ「直角」を使って確認・

説明する。
④長方形の意味、性質、

辺の相等関係を理解す

る。

・紙の端を折って四角形を作ることを

とおして、長方形について知る。

★まとめアニメ「長方形」「長方形の

せいしつ」を使って確認・説明する。

・長方形の意味や性質

を理解している。

[つながるミカタ] ・長方形の特徴を調べるときの観点と

して、「かどの形」「辺の長さ」に着目

したことを振り返り、ほかの図形にも関

心を広げ、次の問題解決につなげる。
⑤正方形の意味、性質、

辺の相等関係を理解す

る。

・長方形の紙を折って、短辺の長さに

そろえて切った図形を調べることをと

おして、正方形について知る。

★まとめアニメ「正方形」を使って確

認・説明する。
⑥直角三角形の意味、

性質を理解する。

・長方形や正方形の紙を半分に切っ

た図形を調べることをとおして、直角

三角形について知る。

★まとめアニメ「直角三角形」を使っ

て確認・説明する。

・直角三角形の意味や

性質を理解している。

⑦方眼を使って、長方

形、正方形、直角三角

形を作図することができ

る。

・方眼を使って長方形、正方形、直角

三角形を作図する。

・方眼を使って、長方

形、正方形、直角三角

形を作図することができ

る。
⑧ 敷 き 詰 め 模 様 の構

成、観察をとおして、平

面図形の広がりや図形

の美しさを捉え、図形に

ついての感覚を豊かに

する。

・「きれいなもようを作ろう！」という目

的意識から、折り紙で作った長方形、

正方形、直角三角形を敷き詰めた模

様を作る。

[長方形や正方形を見

つけよう]

・身のまわりから長方形や正方形のも

のを探す。

1

1

3

0

～
1

3

1

学んだことをつか

おう

・長方形、正方形、直角

三角形をきまりに従って

並べ、美しい模様を作る

ことができる。

・長方形、正方形、直角

三角形の構成や分解の

しかたを考えている。

・直角の意味を理解して

いる。

（長方形と正方

形）

・四角形（長方形、正方

形）や三角形（直角三

角形）について、直角や

辺の相等関係に着目し

て分類し、その特徴を見

いだしたり、構成のしか

たを考えたりしている。

・正方形の意味や性質

を理解している。

（直角三角形）

○三角形や四角形、長方形、正方形、直角三角形について理解し、図形を構成する要素に着目して特徴を捉え、構成のしかたを考える力を身に

つける。また、図形の特徴を見いだすことに進んで関わり、身のまわりものの形を三角形、四角形、長方形、正方形、直角三角形として捉えるなど、

生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(ア)（イ）、A(1)イ(ア)、内(5)】

・三角形や四角形、長方形、正方形、直角三角形について理解し、紙を折って構成したり、格子点を使って作図したりすることができる。＜知・

技＞
・三角形や四角形の辺や頂点に着目し、構成のしかたを考えるとともに、身のまわりのものの形を三角形や四角形、長方形、正方形、直角三

角形として捉えている。＜思・判・表＞
・三角形や四角形に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき、生活や学習に活用しようとしてい

る。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

7

1

1

8

～
1

2

9

・三角形、四角形の意味

や、辺、頂点の意味を理

解している。

・点と点を直線で結んで

できた図形（三角形、四

角形）について、直線の

本数に着目して分類し、

その特徴を見いだした

り、構成のしかたを考え

たりしている。

９　三角形と四角形
9月中旬～下旬　（10時間）

p.118～133

◆単元の目標と評価規準
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＜第2学年＞

2

1

3

2
～

1

3

3

まとめ ⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「三角形と四角形」の

学習のよさや見方・考え

方を振り返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

3

4

①図形についての感覚

を豊かにする。

・タングラムを用いた形作りをする。 ・身のまわりのものの形

を図形として捉え、三角

形や四角形を組み合わ

せて構成することができ

る。

頁

1

4

5

・三角形や四角形の特徴を調べたり、構成したりすることに主体的に取り組むとともに、身のまわりから図形を見つけようとしたり、長方形、正方

形、直角三角形を敷き詰める活動をとおして、できあがる図形の美しさを感じたりしている。

■　タングラム
9月下旬　（1時間）

p.134

■　プログラミングにちょうせん　「ターゲットの数をつくろう！」
学習活動（★は「デジタルコンテンツ」）

・ロボットを動かして(1)、(10)、(100)の星を集めて、ターゲットの数24や245をつくる。また、ターゲットの数を変えた場合のプログラ

ムも考える。

★プログラミング教材「ターゲットの数をつくろう！」を使って活動する。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②乗法の意味、乗法

の式について理解する。

・「何人のっているかな？」の活動を

きっかけに、乗り物に乗っている人数を

調べる活動をとおして、同じ数のまとま

りに着目して数えることに関心をもつ。

★シミュレーション「何人乗っているか

な？」を使って活動する。

・同じ数のまとまりに着目して、数をお

はじきで表す。

・3人ずつ4台分で12人になる場面を

表すことをとおして、乗法の意味と式、

「かけ算」の意味を知る。

★まとめアニメ「かけ算」を使って確

認・説明する。

・乗法の意味や式の表

し方を理解している。

③乗法の式について理

解を深める。

・場面絵を見て、何がわかれば乗法の

式に表すことができるか考える。

[おはじきをつかってあら

わそう！]

・乗法の式に合うようにおはじきを並

べる。

④乗法の答えの求め方

を理解する。

・ボールが3個入った入れ物が5本あ

るときのボールの数を求めることをと

おして、3×5の乗法の答えは累加の式

3＋3＋3＋3＋3で求められることを知

る。

★まとめアニメ「かけ算の答えのもと

め方」を使って確認・説明する。

・乗法は累加で答えを

求めることができること

を理解している。

⑤乗法の式を、具体的

な場面と関連づけて用

いることができる。

・被乗数と乗数が入れ替わる問題場

面をそれぞれ乗法の式に表すことをと

おして、それらの違いについて考える。

・「1つ分の数」と「いく

つ分」の意味について

理解を深め、乗法の式

を具体的な場面と関連

づけて用いることができ

る。
[つながるミカタ] ・かけ算の式について、「同じ数ずつ」

という見方を振り返り、次の問題解決

につなげる。
⑥身のまわりのものを

乗法の式で表すことが

できる。

・身のまわりから乗法の式で表せるも

のを見つけ、式や答えを書く。

⑦5の段の九九を構成

することができる。

・1箱5個入りのドーナツが何箱かある

ときのドーナツの数の求め方を考え

る。

・図をもとに5×1から5×9の答えを求

め、5の段の九九を構成する。

・5×1＝5を「五一が5」と唱え、このよ

うな唱え方を九九ということを知る。

・乗法九九について知

り、累加などによって、5

の段の九九を構成する

ことができる。

⑧⑨5の段の九九に習

熟する。

・5の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・5の段の九九を、カードを使って練習

する。（p.26の[九九のれんしゅう]も

扱う。）

・5の段の九九を唱える

ことができる。

・計算のしかたを振り返

り、乗法に関して成り立

つ簡単な性質を見いだ

したり、それをもとに乗

法を構成したりしてい

る。

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活

用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・乗法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

9

4

～
2

1

・乗法が用いられる場

面を具体物や図などを

用いて考え表現するとと

もに、乗法の式を、具体

的な場面に結びつけて

考えている。

・乗法が用いられる場

面で、「1つ分の数」「い

くつ分」「全部の数」の

関係を捉えて式に表す

ことができる。

・身のまわりから乗法が

用いられる場面を見い

だし、乗法の式に表すこ

とができる。

（5のだんと2のだ

んの九九）

＜下巻＞

１０　かけ算
10月上旬～11月上旬　（21時間）

p4～23

◆単元の目標と評価規準

○乗法の意味や式について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。また、乗法につい

て考えることに進んで関わり、乗法を用いるよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(エ)、

A(3)ア(ア)(イ)(ウ)(エ)、A(3)イ(ア)(イ)】

・乗法の意味や式について理解し、1位数と1位数との乗法の計算が確実にできる。（5、2、3、4の段）＜知・技＞
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＜第2学年＞

⑩2の段の九九を構成

することができる。

・1包み2個入りのおにぎりが5包みあ

るときの個数を求めることをとおして、

2の段の九九を構成する。

・累加などによって、2の

段の九九を構成するこ

とができる。
⑪⑫2の段の九九に習

熟する。

・2の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・2の段の九九を、カードを使って練習

する。（p.26の[九九のれんしゅう]も

扱う。）

・2の段の九九を唱える

ことができる。

⑬3の段の九九を構成

することができる。

・1パック3個入りのプリンが4パックあ

るときの個数を求めることをとおして、

3の段の九九を構成する。

・かけられる数、かける数の意味を知

る。

・答えがいくつずつ増え

ているかなどを用いて、

3の段の九九を構成す

ることができる。

⑭⑮3の段の九九に習

熟する。

・3の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・3の段の九九を、カードを使って練習

する。（p.26の[九九のれんしゅう]も

扱う。）

・3の段の九九を唱える

ことができる。

⑯4の段の九九を構成

することができる。

・1箱4個入りのチョコレートが5箱ある

ときの個数を求めることをとおして、4

の段の九九を構成する。

・乗数が1増えると積はいくつ増えるか

を調べる。

・乗数と積の関係などを

用いて、4の段の九九を

構成することができる。

⑰⑱4の段の九九に習

熟する。

・4の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・4の段の九九を、カードを使って練習

する。（p.26の[九九のれんしゅう]も

扱う。）

・4の段の九九を唱える

ことができる。

（かけ算のもんだ

いづくり）

⑲乗法の式に合う問題

を作ることができる。

・場面絵から乗法の式で表せるものを

見つけて問題を作る。

・乗法の式に合う問題を

作ることができる。

2
2

2
～

2

3

まとめ ⑳学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「かけ算」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

2

4

～

2

5

①②九九に習熟する。 ・九九カードを用いたゲーム「カルタあ

そび」「大きいほうがかち」「九九ビン

ゴゲーム」をとおして計算練習をする。

2

6

[九九のれんしゅう] ・九九の練習をする。

★シミュレーション「九九カード」を

使って活動する。

2

・2の段から5の段まで

の九九が確実にできる。

・計算のしかたを振り返

り、乗法に関して成り立

つ簡単な性質を見いだ

したり、それをもとに乗

法を構成したりしてい

る。

（3のだんと4のだ

んの九九）

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・乗法の意味や計算のしかたについて、累加や乗法に関して成り立つ簡単な性質を用いるなどして主体的に考えたり、乗法を生活や学習に活用

しようとしたりしている。

■　九九であそぼう
11月上旬　（2時間）

p.24～26

1

9

4

～
2

1

（5のだんと2のだ

んの九九）
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①九九表と九九づくり

の図のしくみを理解し、

用いることができる。

・「もっと九九をやってみよう！」の活動

をきっかけに、2の段から5の段までの

九九を振り返り、それらの答えを九九

表に書く。

・九九づくりの図を用いて、6×2の答

えの求め方を説明する。

★シミュレーション「九九の表」「九九

づくりの図」を使って活動する。

・九九表に、2の段から5

の段までの九九の答え

を書くことができる。

・九九づくりの図を用い

て、九九の答えの表し方

を考えている。

②6の段の九九を構成

することができる。

・6の段の九九を、乗数と積の増え方

に着目して構成する。

・6の段の九九を表にまとめる。

・乗数と積の関係などを

用いて、6の段の九九を

構成することができる。

③④6の段の九九に習

熟する。

・6の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・6の段の九九を、カードを使って練習

する。

・6の段の九九を唱える

ことができる。

⑤7の段の九九を構成

することができる。

・7の段の九九を、乗数と積の増え方

に着目して構成する。

・7の段の九九を表にまとめる。

・乗数と積の関係などを

用いて、7の段の九九を

構成することができる。

⑥⑦7の段の九九に習

熟する。

・7の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・7の段の九九を、カードを使って練習

する。

・7の段の九九を唱える

ことができる。

⑧8の段の九九を構成

することができる。

・8の段の九九を工夫して構成する。

・8の段の九九を表にまとめる。

・乗数と積の関係や交

換法則などを用いて、8

の段の九九を構成する

ことができる。

⑨⑩8の段の九九に習

熟する。

・8の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・8の段の九九を、カードを使って練習

する。

・8の段の九九を唱える

ことができる。

⑪9の段の九九を構成

することができる。

・9の段の九九を工夫して構成する。

・9の段の九九を表にまとめる。

・乗数と積の関係や交

換法則などを用いて、9

の段の九九を構成する

ことができる。

⑫⑬9の段の九九に習

熟する。

・9の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・9の段の九九を、カードを使って練習

する。

・9の段の九九を唱える

ことができる。

（1のだんの九

九）

⑭1の段の九九を構成

することができる。

・1の段の九九を構成する。

・1の段の九九を表にまとめる。

・1の段の九九の唱え方を知り、練習

する。

・1の段の九九を唱える

ことができる。

（かけ算と倍） ⑮倍の意味を理解す

る。

・2倍や3倍などの意味を知り、何倍か

した長さを求めるには乗法を用いるこ

とを知る。

★まとめアニメ「倍」を使って確認・説

明する。

・もとの長さを自分で決めて、その5倍

の長さのテープを作る。

・倍の意味を理解し、乗

法の式に表したり、もと

の長さの何倍かの長さ

を作ったりすることがで

きる。

○乗法の意味や式について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。また、乗法につい

て考えることに進んで関わり、乗法を用いるよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(エ)、

A(3)ア(ア)(イ)(ウ)(エ)、A(3)イ(ア)(イ)】

・乗法の意味や式について理解し、1位数と1位数との乗法の計算が確実にできる。（6、7、8、9、1の段）＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活

用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・乗法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

7

2

7

～
4

5

（6のだんと7のだ

んの九九）

・計算のしかたを振り返

り、乗法に関して成り立

つ簡単な性質を見いだ

したり、それをもとに乗

法を構成したりしてい

る。

（8のだんと9のだ

んの九九）

１１　かけ算九九づくり
11月上旬～12月上旬　（19時間）

p.27～46

◆単元の目標と評価規準
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＜第2学年＞

⑯乗法を用いる文章題

を解決することができ

る。

・乗法を用いる文章題に取り組む。 ・乗法が用いられる場

面を式に表し、文章題を

解くことができる。
⑰九九を活用して問題

を解決し、乗法について

理解を深める。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

問題解決の進め方を学

習する。

・牛乳の本数の合計を求める場面で、

九九が適用できるように分割したり移

動したりして、工夫して求めるしかたを

考え説明する。また、自他の考えを比

較し、考え方のよさを振り返ってまとめ

る。

[友だちのノートを見て

みよう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について

話し合う。

2
4

6

まとめ ⑱学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「かけ算九九づくり」の

学習のよさや見方・考え

方を振り返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1
4

7

①九九に習熟し、乗法

の性質について理解を

深める。

・九九表を分解して作ったジグソーパ

ズルに取り組む。

・九九ジグソーパズルの

解決のしかたを、九九表

における答えの並び方

に着目して考えている。

（かけ算をつかっ

て）

・ものの数を求める場面

で、九九が適用できるよ

うに分割したり移動した

りするなどの工夫を考

え、図や式、言葉などを

用いて表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・乗法の意味や計算のしかたについて、累加や乗法に関して成り立つ簡単な性質を用いるなどして主体的に考えたり、乗法を生活や学習に活用

しようとしたりしている。

■　九九ジグソーパズル
12月上旬　（1時間）

p.47

1

7

2

7

～
4

5
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①長さの単位「m」と単

位の関係を理解する。

・「長さをよそうしよう！」の活動をきっ

かけに、長さについての既習事項を振

り返りながら、手を広げた長さや黒板

の横の長さ、床から天井までの高さを

予想する。

・両手を広げた長さを測る活動をとお

して、長さの単位「メートル（ｍ）」を知

り、1ｍ＝100㎝を知る。

★まとめアニメ「長さのたんい メート

ル」をを使って確認・説明する。

・長さの単位「m」を知

り、1m＝100cmの関係

を理解している。

②長さを複名数や単名

数で表すことができる。

・1ｍのものさし4つ分とあと半分の長

さを、4ｍ50cmと複名数表記をする。

また、それを㎝単位で表す。

・長さを複名数や単名

数で表すことができる。

③ｍ単位の長さについ

ても加法性が成り立つ

ことを理解する。

・天井の高さを2ｍ20cm＋70㎝＝2ｍ

90㎝と求めることをとおして、長さがｍ

で表されている場合も加減計算がで

きることを知る。

・複名数で表された長さ

の加減計算ができる。

1
5

3

学んだことをつか

おう

④身のまわりのものの

長さについて、およその

見当をつけ、測定するこ

とができる。

・「（もっと長い）長さの図かんを作ろ

う」という目的意識から、紙テープに目

盛りをつけて1ｍより長いものさしを作

り、身のまわりのものの長さを測定し、

まとめる。

・1mより長いものの長さ

についておよその見当

をつけ、目盛りをつけた

テープやものさしを使っ

て測定することができ

る。

2
5

4

まとめ ⑤学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「長いものの長さ」の

学習のよさや見方・考え

方を振り返っている。

頁

5

5

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

1

5

6

～

5

7

①1つの数をほかの数

の和や差、積としてみる

など、数についての感覚

を豊かにする。

・式や図、絵などを用いて、3や10のい

ろいろな表し方を工夫する。また、ほか

の数の表し方も考えて、カレンダーを

作る。

★ワークシート「算数カレンダー」を

・1つの数を多面的に捉

え、ほかの数の和や差、

積とみて式で表したり、

図や絵で表したりしてい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・長さの測定に主体的に取り組み、生活や学習に活用しようとしている。

◎　ふくしゅう③
学習活動

・「たし算とひき算」「水のかさ」「三角形と四角形」「かけ算」「かけ算九九づくり」の復習をする。

■　数をあらわそう
12月下旬　（1時間）

p.56～57

・長さを比べたり測定したりすることに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき、生活や学習に

活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

3

4

8

～
5

2

・大きな長さを表す必要

から、cmより大きい単位

で表すことを考えてい

る。

１２　長いものの長さ
12月中旬　（6時間）

p.48～54

◆単元の目標と評価規準

○長さの単位「m」について知り、単位を適切に選択して長さを測定する力を身につける。また、長さを比べたり測定したりすることに進んで関わ

り、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(1)ア(ア)(イ)、C(1)イ(ア)】
・長さの単位「m」について知り、単位の関係を理解し、長さについておよその見当をつけ単位を適切に選択して測定することができる。＜知・

技＞
・身のまわりのものの特徴に着目し、目的に応じた単位で長さを的確に表現したり、比べたりしている。＜思・判・表＞
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①九九の答えの一の位

の数字の規則性に気づ

き、九九のきまりについ

て関心を高める。

・「九九のもようをつくろう！」の活動を

きっかけに、円上に書かれた数字を九

九の答えの一の位の数字の順に直線

で結ぶと規則的な模様ができることに

気づき、九九のきまりに関心をもつ。

②九九表を見て、さまざ

まなきまりを見つけるこ

とができる。

九九表を見て、乗数と

積の関係を理解する。

・九九表を見て、九九のきまりについて

学習したことや気づいたことを発表す

る。

★シミュレーション「九九の表」を使っ

て活動する。

・どの段の九九も、乗数が1増えると積

が被乗数の分だけ増えることを知る。

★まとめアニメ「かける数と答えのきま

り」を使って確認・説明する。

・乗数と積の関係を理

解している。

③九九表を見て、乗法

の交 換 法 則 を 理 解 す

る。

・九九表の中に同じ答えがあることに

気づき、乗法の交換法則を知る。

★まとめアニメ「答えが同じになる九

九のきまり」を使って確認・説明する。

・乗法の交換法則が成

り立つことを理解してい

る。

④九九表を見て、乗法

の分 配 法 則 を 理 解 す

る。

・3の段の答えは「1の段＋2の段」のよ

うになっていることについて、式や図を

用いて説明する。

・乗法の分配法則が成

り立つことを理解してい

る。
⑤乗法に関して成り立

つ性質をもとに、2位数

と1位数との乗法の計

算のしかたを考えること

ができる。

・4×10、4×11、4×12、10×4、11×

4、12×4の答えの求め方を考え、九

九表を12まで広げる。

[もっとやってみよう]* 10×9の答えをもとにして、10×10、

10×11、10×12などの2位数×2位

数の答えの求め方を考える。

2
6

6

まとめ ⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「九九の表」の学習の

よさや見方・考え方を振

り返っている。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・乗法に関して成り立つ性質に関心をもち、主体的に調べたり用いたりしようとしている。

・乗法に関して成り立つ性質を見いだすことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や

学習に活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

5

8

～
6

5

・九九表を見て、いつも

成り立つ性質を見いだ

し、それを確かめてい

る。

・12までの2位数と1位

数との乗法について、乗

法に関して成り立つ性

質などをもとに計算のし

かたを考えている。

１３　九九の表
1月上旬～中旬　（7時間）

p.58～66

◆単元の目標と評価規準

○乗法に関して成り立つ簡単な性質について理解し、それらの性質を見いだしたり、簡単な場合について2位数と1位数との乗法の計算のしかた

を考える場合などに活用したりする力を身につける。また、乗法に関して成り立つ性質について考えることに進んで関わり、それらを用いるよさに

気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(3)ア(ウ)(オ)、A(3)イ(ア)、内(4)】

・乗法に関して成り立つ簡単な性質について理解している。また、簡単な場合について、2位数と1位数との乗法の計算のしかたを知ってい

る。＜知・技＞
・数量の関係に着目し、計算に関して成り立つ性質を見いだすとともに、その性質を活用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりしてい

る。＜思・判・表＞
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①箱の形をしたものの

構成要素（面）について

理解する。

・「お気に入りのはこを作ろう！」の活

動をきっかけに、箱の形を観察したり

紙に写し取ったりする。

・面の意味を知り、箱の形の面の形や

数を調べる。

・箱の形の面の意味や、

その形や数を理解して

いる。

②長方形や正方形の面

をつないで、箱を構成す

ることができる。

・長方形や正方形の面をつないで、箱

を作り、そのときに気をつけたことを発

表する。

・箱の形の面のつながり

について理解し、箱の形

を構成することができ
③箱の形をしたものの

構成要素（辺、頂点）に

ついて理解する。

・ひごと粘土玉で作った箱の形を観察

して、箱の形の辺、頂点の意味を知り、

それらの数を調べる。

★まとめアニメ「辺、ちょう点」を使って

確認・説明する。

・箱の形の辺、頂点の意

味や、それらの数を理解

している。

1
7

1

学んだことをつか

おう

④さいころの展開図を

組み立てたときに向か

い合う面を考え、立体図

形と平面図形の関係に

ついて理解を深める。*

・「さいころを作ろう！」という目的意識

から、組み立てたときに向かい合う目

の数の和が7になるような目の配置を

考える。また、おもしろいさいころを工

夫して作る活動をする。

・さいころを切り開いた

形と、それを組み立てた

形との、面の位置関係

を考えている。

2
7

2

まとめ ⑤学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「はこの形」の学習の

よさや見方・考え方を振

り返っている。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・箱の形の特徴を調べたり、構成したりすることに主体的に取り組もうとしている。

・長方形や正方形の面で構成される箱の形について理解し、それらを構成したり分解したりすることができる。＜知・技＞

・図形を構成する要素に着目し、構成のしかたを考えているとともに、身のまわりのものの形を図形として捉えている。＜思・判・表＞

・箱の形に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき、生活や学習に活用しようとしている。＜態

度＞

◆指導計画と観点別評価規準

3

6

7

～
7

0

・箱の形について、図形

を構成する要素（面、

辺、頂点）に着目して特

徴を捉えたり、構成のし

かたを考えたりしてい

る。

14　はこの形
1月下旬　（6時間）

p.67～72

◆単元の目標と評価規準

○長方形や正方形の面で構成される箱の形について理解し、図形を構成する要素に着目して特徴を捉え、構成のしかたを考える力を身につけ

る。また、箱の形の特徴を見いだすことに進んで関わり、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(ウ)、

B(1)イ(ア)】
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①10000未 満の数の

よみ方、表し方、4位数

の構成と位取りのしくみ

（千の位）を理解する。

・「何まいあるかな？」の活動をきっか

けに、紙の束を数えることをとおして、

100のまとまりから1000のまとまりを

作るとよいことに気づく。

・4位数の十進位取り記数法によるよ

み方、表し方を知る。

・千の位について知る。

★まとめアニメ「千の位」を使って確

認・説明する。

・千の位について知り、4

位数のよみ方、表し方を

理解し、書いたりよんだ

りすることができる。

②空位のある4位数の

よみ方、表し方を理解す

る。

・3025のような、空位のある4位数の

よみ方、表し方を知る。

・空位のある4位数のよ

み方、表し方を理解し、

書いたりよんだりするこ

とができる。
（100がいくつ） ③数の相対的な大きさ

について理解する。

・100を23個集めた数や、3400は

100を何個集めた数かを考える。

・数の相対的な大きさを

理解している。

（一万） ④10000のよみ方、書

き方を理解する。

・花を数えることをとおして、1000を

10個集めた数を一万といい、10000

と書くことや、9999より1大きい数で

あることを知る。

★まとめアニメ「一万」を使って確認・

説明する。

・10000までの数を数直線の上に表

し、並び方などを調べる。

・一万について知り、

10000のよみ方、書き

方、及び数直線での

10000までの数の位

置、順序、系列を理解し

ている。

⑤百を単位としてみられ

る数の加法の計算のし

かたを理解する。

[ ◇ 10 ③ 1200 －

500]*

・700＋500のような加法の計算のし

かたを100をもとにして考える。

・1200－500のような計算のしかた

を100をもとにして考える。
[つながるミカタプラス] ・「10や100のまとまり」という見方に

ついて、数の大きさを表す場合や、計

算のしかたを工夫する場合に用いてき

たことを振り返るとともに、筆算の中で

も用いてきたことに着目し、共通する

見方として統合する。

1
8

0

学んだことをつか

おう

⑥数の役割について考

え、物事を分類整理した

結果を表すのに数を用

いる場合があることを理

解する。

・「いろいろな数を見つけよう！」という

目的意識から、身のまわりの数に着目

し、その数の役割について考える。

・日常生活の中で、整数

が分類整理に用いられ

ていることを理解してい

る。

⑦学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[10000つぶってどれく

らい？]

・ごはん10000粒はお茶碗でおよそ3

杯分になることを知り、10000の量感

をつかむ。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・既習の数の見方や表し方などをもとに、大きな数のしくみについて主体的に考えたり、4位数や10000を身のまわりから見つけ、その大きさを捉

えたりしようとしている。

■　数のめいろ p.83

1
7

9

何百の計算 ・100をもとにした加法

の計算ができる。

・簡単な場合の3位数の

加法の計算のしかたを、

100をもとにして考えて

いる。

2

8

1

～

8

2

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「1000より大きい数」

の学習のよさや見方・考

え方を振り返っている。

・4位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方、数の大小や順序、及び数の相対的な大きさについて理解するとともに、簡単な

事柄を分類整理し、それを数を用いて表すことができる。また、何百の加法の計算ができる。＜知・技＞
・数のまとまりに着目し、大きな数の大きさの比べ方や数え方を考え、日常生活に生かしている。また、百を単位としてみて、何百の加法の計

算のしかたを考えている。＜思・判・表＞
・数を表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

7

3

～
7

8

数のあらわし方 ・十進位取り記数法のし

くみをもとに、4位数まで

の数の表し方や比べ方

を考えている。

・数の構成や相対的な

大きさに着目し、数を多

面的に捉えて表してい

る。

１５　1000より大きい数
2月上旬～中旬　（8時間）

p.73～82

◆単元の目標と評価規準

○4位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方を理解し、大きな数の大きさの比べ方や数え方を考える力、及び百を単位としてみ

て、何百の加法の計算のしかたを考える力を身につける。また、数を表すことに進んで関わり、数のまとまりに着目して数えたり表したりすることの

よさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(ア)(イ)(ウ)(オ)、A(1)イ(ア)、A(2)ア(イ)、内

(1)】
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＜第2学年＞

8

3

①決められた和になる

数の選び方を、筋道を

立てて考えることができ

る。

・いくつかの数を選んで、和が決めら

れた数値になるように迷路を進む。

・決められた和になる数

の選び方を筋道を立て

て考えている。

頁

8

4

・「長いものの長さ」「九九の表」「はこの形」の復習をする。

・単元16「図をつかって考えよう」に関わる既習事項を確認する。

◎　ふくしゅう④
学習活動
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①加法と減法の相互関

係について理解する。

・「どんなもんだいができるかな？」の

活動をきっかけに、おはじきをつかみど

りした結果（青15個、赤17個、合計

32個）の場面をもとに、問題作りをす

る。

・加法と減法の相互関

係について理解してい

る。

②加法逆減法の場面を

図や式に表して、答えを

求めることができる。

・12人乗っているバスに何人か乗車し

たら28人になったときの乗車した人数

を求める場面で、テープ図を手がかり

に減法の式に表して求めるしかたを考

える。（加法逆減法　ａ＋□＝ｂの場合）

・加法逆減法の場面を

図や式に表して、答えを

求めることができる。

③減法逆加法の場面を

図や式に表して、答えを

求めることができる。

・チョコレートを10個食べたあとで13

個残っているときの初めにあったチョコ

レートの数を求める場面で、テープ図

を手がかりに加法の式に表して求める

しかたを考える。（減法逆加法　□－ａ

・減法逆加法の場面を

図や式に表して、答えを

求めることができる。

④減法逆減法の場面を

図や式に表して、答えを

求めることができる。

・26㎝のテープを何㎝か使ったら17

㎝残ったときの使ったテープの長さを

求める場面で、テープ図を手がかりに

減法の式に表して求めるしかたを考え

る。（減法逆減法　ａ－□＝ｂの場合）

・減法逆減法の場面を

図や式に表して、答えを

求めることができる。

2
9

1

まとめ ⑤学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「図をつかって考えよ

う」の学習のよさや見

方・考え方を振り返って

いる。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・図を用いると場面や数量の関係が捉えやすくなるよさに気づき、問題場面を図に表すことに主体的に取り組もうとしている。

・逆思考の問題場面について、図に表したり、図と式を関連づけたりして解決のしかたを考えている。＜思・判・表＞

・問題場面を図に表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しよう

としている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

8

5

～
9

0

・加法と減法の相互関

係について、図をもとに

考え、式で表現してい

る。

１６　図をつかって考えよう
2月下旬　（6時間）

p.85～91

◆単元の目標と評価規準

○加法と減法との相互関係について理解するとともに、逆思考の問題場面について、図に表したり、図と式を関連づけたりして解決のしかたを考

える力を身につける。また、問題場面を図に表すことに進んで関わり、そのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要

領との関連　A(2)ア(エ)】

・加法と減法との相互関係について理解するとともに、問題場面を図や式に表すことができる。＜知・技＞
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①1/2の大きさや意味

を理解する。

・「半分に分けよう！」の活動をきっか

けに、「半分」の意味について話し合っ

たり、具体的に説明したりする。

・折り紙を多様な切り方で半分にする

活動をとおして、1/2の意味を知る。

★まとめアニメ「二分の一」を使って確

認・説明する。

・具体物を操作すること

によって1/2の大きさを

作り、1/2のよみ方、書

き方を理解している。

②等分の意味や、等分

と倍の関係を知り、1/2

の大きさについて理解

を深める。

・テープの長さを1/2にする活動をと

おして、等分の意味や、等分と倍の関

係を知る。

・等分の意味や、等分と

倍の関係について理解

している。

③1/4、1/8の大きさや

分 数 の 意 味 を 理 解 す

る。

・テープを半分に折って、それをさらに

半分に折る活動をとおして、1/4の大

きさを知る。また、1/8の大きさや分数

の意味を知る。

★まとめアニメ「分数」を使って確認・

説明する。

・具体物を操作すること

によって1/4、1/8の大

きさを作り、分数の意味

を理解している。

④もとの大きさが違うと

1/2の大きさも違うこと

に気づき、分数の意味

について理解を深める。

・もとの長さが10㎝のテープの1/2の

長さや、1/2にした長さが4㎝のテー

プのもとの長さを考え、もとの長さが違

うと1/2の長さも違うことを説明する。

・もとの大きさが異なる

と、その1/2の大きさも

異なることを理解してい

る。

⑤1/2、1/3、1/4の大

きさを作る活動をとおし

て、乗法、除法について

の素地となる見方を養

う。

・12個つながったチョコレートを等分

すると何人に分けられるかを考え、図

と数、言葉で説明する。

・12個のチョコレートを何等分かする

と1人分は何個になるかを考え、図と

数、言葉で説明する。

・乗法、除法の素地的な

見方として、分離量につ

いて1/2、1/3、1/4の

大きさを作り、等分と倍

の関係を言葉や図、数

を用いて表現している。

2
9

9

まとめ ⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「1を分けて」の学習の

よさや見方・考え方を振

り返っている。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・具体物を操作して1/2、1/3などの大きさを作ったり、分数で表したりすることに主体的に取り組もうとしている。

・1/2、1/3など簡単な分数について知っている。＜知・技＞

・もとの大きさに着目して、分数の大きさを捉えたり表現したりしている。＜思・判・表＞

・分数に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

9

2

～
9

8

・具体物のもとの大きさ

に着目し、操作によって

得られる大きさを表す分

数の意味や大きさにつ

いて考えている。

１７　1を分けて
2月下旬～3月上旬　（7時間）

p.92～99

◆単元の目標と評価規準

○1/2、1/3など簡単な分数について知り、具体物を操作してそれらの大きさを作ることができるとともに、もとの大きさに着目して分数の大きさを

捉えたり表現したりする力を身につける。また、分数に進んで関わり、そのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要

領との関連　A(1)ア(カ)】
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＜第2学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

0

0

～

1

0

1

①2学年の学習内容を

理解し、問題を解くこと

ができる。

・お楽しみ会の場面絵をもとに、2学年

で学習した内容についての問題を解

決したり、問題を作ったりする。

・日常の場面から算数

の問題を見いだし、文章

題を解いたり問題を

作ったりすることができ

る。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①知識・技能等を活用

し、課題解決のための

構想を立て、筋道を立て

て考えたり、数学的に表

現したりすることができ

る。

・グラフから、お手伝いの回数が多

かった日や少なかった日をよみ取る。

また、金曜日の回数をよみ取り、その4

倍の回数を求める。

　グラフの○の数の合計

に着目することができ

る。*

・グラフの○の数の合計を求める場面

で、九九が適用できるように分割した

り移動したりして、工夫して求めるしか

たを考え説明する。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

4

1

0

4

～

1

0

7

①②③④第2学年の学

習内容の問題を解決す

ることができる。

・数と計算、図形、測定、データの活用

についての問題に取り組む。

・第2学年の学習内容

について、知識及び技

能を身につけている。

・数量や図形に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。

◎　2年のまとめ
3月中旬　（4時間）

p.104～107

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・第2学年で学習した基本的な問題について、それらが確実に身につくように取り組もうとしている。

1

1

0

2

～
1

0

3

（お手つだい） ・日常の場面から算数

の問題を見いだし、グラ

フや九九などの学習を

活用して解決したり、言

葉や図、式などを用いて

説明したりするなど、算

数の学習を活用して考

え表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

■　お楽しみ会で算数 p.100～101

●　算数をつかって考えよう
3月中旬　（1時間）

p.102～103
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

みんなで算数をは

じめよう！／算数

で使いたい見方・

考え方

・「みんなで算数をはじめよう！」及び

「算数で使いたい見方・考え方」を見

て、算数の学習の進め方について話し

合う。
ひき算のヒミツ ・「ひき算のヒミツ」の問題に取り組

み、2つの数字を使って2位数－2位数

の式を作り、答えになる数のきまりを考

える。

★ワークシート「ひき算の式をつくろう

（１～５）」「ひき算の式をつくろう（１～

９）」を使って活動する。

・答えが同じになる式の

きまりについて、筋道を

立てて考えたり表現した

りしている。

1

2

～
1

0

①②算数の学習の進め

方を理解し、問題解決

に生かすことができる。

・問題解決の進め方を

理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・問いをもち、主体的に考えたり友だちの考えから学び合おうとしたりするとともに、解決の過程や結果を振り返り、よりよい方法を考えたり新たな

問いを見いだそうとしたりしている。

令和6年度版『小学算数3上・3下』年間指導計画・評価計画（案）

* は「発展的な学習内容」を含む箇所

★は教育出版のWebサイトに「まなびリンク（デジタルコンテンツ）」がある箇所

＜上巻＞

●　みんなで算数をはじめよう！／ひき算のヒミツ
4月上旬　（1時間）

p.2～10
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

（0のかけ算） ①0の乗法を理解する。

※（問題発見力モデル）

本時の活動をとおして、

「はてな？」の見つけ方

を学習する。

★ワークシート「点取り板」を使って活

動する。

・点取りゲームに取り組む中で、「とく

点は何点かな？」という問いをもち、乗

法の式の意味やよさを振り返り、「点

数×入った数＝とく点」の式に表す。

・「3点」のところが0個の場合や、「0

点」のところが2個の場合も式に表せ

ないかという新たな問いを見いだし、0

の乗法の意味を知る。

・乗数や被乗数が0の乗

法の意味や計算のしか

たを理解している。

②乗数と積の関係、乗

法の交換法則を理解す

る。

★シミュレーション「九九の表」を使っ

て活動する。

・7の段の答えの並び方を調べること

をとおして、乗数と積の関係について

まとめる。

・7×6と同じ答えになる九九を探すこ

とをとおして、乗法の交換法則につい

てまとめる。

★まとめアニメ「かける数と答えの関

係」「交かんのきまり」を使って確認・

説明する。

・乗数と積の関係や、乗

法の交換法則の意味や

用い方を理解している。

[つながるミカタ] ・乗数と積の関係や、乗法の交換法則

を見いだす過程で、「きまり」に着目し

たり、「ほかのだんでも」成り立つかを

確かめたりしたことを振り返り、次の問

題解決につなげる。
③乗法の分配法則を理

解する。

・7×6の乗法の答えの求め方をアレイ

図を用いて考えることをとおして、乗法

の分配法則についてまとめる。

★まとめアニメ「分配のきまり」を使っ

て確認・説明する。
④乗法に関して成り立

つ性質をもとに、2位数

と1位数との乗法の計

算のしかたを考えること

ができる。

・乗法に関して成り立つ性質などを用

いて、13×4の答えの求め方を考える。

・乗法に関して成り立つ

性質を活用して、10を

超える乗法の答えの求

め方を考えている。

（何十、何百のか

け算）

⑤何十×何、何百×何の

乗法の計算のしかたを

理解する。

・20×3、200×3のような、何十×何、

何百×何の乗法の計算のしかたを10

や100をもとにして考える。

★まとめアニメ「20×3の計算のしか

た」を使って確認・説明する。

・何十×何、何百×何の

乗法の計算ができる。

・何十×何、何百×何の

乗法の計算のしかたを、

10や100をもとにして

考えている。

（3つの数のかけ

算）

⑥乗法の結合法則を理

解する。

・箱入りのドーナツの代金の求め方を

3口の乗法の式に表すことをとおして、

乗法の結合法則についてまとめる。

★まとめアニメ「結合のきまり」を使っ

て確認・説明する。

・乗法の結合法則の意

味や用い方を理解して

いる。

（かけ算を使って） ⑦積から乗数や被乗数

を見つけることができ

る。（除法の素地）

・6×□＝24、□×3＝15の□にあては

まる数の求め方を考える。

・乗数(被乗数）と積か

ら、被乗数(乗数）を求

めることができる。

・乗法に関して成り立つ性質に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しよ

うとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

7

1

1

～
2

2

（かけ算のきまり） ・乗法の交換法則、結合

法則、分配法則など、計

算に関して成り立つ性

質を、式と図を関連づけ

ながら見いだしている。

・分配法則の意味や用

い方を理解している。

１　かけ算のきまり
4月上旬～中旬　（9時間）

p.11～24

◆単元の目標と評価規準

○乗法に関して成り立つ性質について理解し、交換法則、結合法則、分配法則などが成り立つことを図や式などを用いて考える力を身につける。

また、乗法に関して成り立つ性質に進んで関わり、その過程を振り返り、計算の工夫などに生かせるよさに気づき生活や学習に活用しようとする

態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(ウ)、A(3)ア(ア)(ウ)、A(3)イ(ア)、内(3)(4)】

・乗法の交換法則、結合法則、分配法則など、乗法に関して成り立つ性質を理解している。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、乗法に関して成り立つ性質を見いだしているとともに、その性質を活用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたり

している。＜思・判・表＞
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＜第3学年＞

⑧学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[九九の表を広げよう] ・乗法に関して成り立つ性質などを用

いて、九九表を0×0から13×13まで

拡張する。

頁

2

5

・乗法に関して成り立つ性質に関心をもち、主体的に調べたり用いたりしようとしている。

★本単元で、まなびリンク「表計算ソフト教材」を使用して、p.152「いろいろな式を考えよう！」の活動を扱うことができる。

◎　ふく習①
学習活動

・第2学年「図をつかって考えよう」「1を分けて」の復習をする。

・単元3「たし算とひき算」に関わる既習事項を確認する。

2
2

3

～

2

4

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「かけ算のきまり」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①ある時刻からある時

間経過した時刻を計算

で求めることができる。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

「なるほど！」の見つけ方

を学習する。

・「町たんけんの計画を立てよう！」の

活動をきっかけに、時刻と時間の学習

を振り返る。

★シミュレーション「時計」を使って活

動する。

・午前8時50分から30分たった時刻

や午前10時20分から50分たった時

刻のような、ある時刻からある時間経

過した時刻の求め方を図を用いて考

える。また、自他の考えを比較し、考え

方のよさを振り返ってまとめる。
[友だちのノートを見て

みよう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について

話し合う。
[つながるミカタ] ・時刻の求め方について、きりのよいと

ころで「分ける」という見方を振り返り、

次の問題解決につなげる。
②ある時刻からある時

間前の時刻を計算で求

めることができる。

・午前10時10分の45分前のような、

ある時刻よりある時間前の時刻の求

め方を図を用いて考える。
③時間と時間の和や、

時刻と時刻の間の時間

を計算で求めることが

できる。

・45分間と30分間を合わせた時間の

ような、時間と時間の和の求め方を図

を用いて考える。

・午前8時50分と午前11時20分の間

の時間のような、時刻と時刻の間の時

間の求め方を図を用いて考える。

・時間を求めることがで

きる。

（短い時間の単

位）

④時間の単位「秒」と単

位の関係を理解する。

・1分より短い時間を表す単位「秒」を

知り、1分＝60秒を知る。

★まとめアニメ「時間の単位 秒」を

使って確認・説明する。

・時間の単位「秒」につ

いて知り、１分＝60秒の

関係を理解している。

1
3

5

学んだことを使お

う

⑤時刻や時間の計算を

活用して、条件に合った

計画を立てることができ

る。

・「遊園地の計画を立てよう！」という

目的意識から、遊園地の場面絵に示

された乗車時間を用いて、条件に合う

計画を立てる。

・日常生活の場面で、必

要な時刻や時間の求め

方を考えたり、条件に合

う計画を適切に判断し

たりしている。
⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[ストップウォッチで消防

訓練]

・消火器が使える時間が15秒ぐらい

であることから、15秒たったと思うとこ

ろで手を挙げたり、避難場所の校庭ま

で移動するのにかかる時間をストップ

ウォッチで測ったりする。

・時刻と時間の求め方を主体的に考えたり、生活や学習に活用したりしようとしている。

2

3

6

～
3

7

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「時こくと時間」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

4

2

6

～
3

4

・ある時刻から一定時間

後の時刻を求めること

ができる。

・時計の文字盤や数直

線などを用いて、時刻や

時間の求め方を考えて

いる。

・ある時刻から一定時間

前の時刻を求めること

ができる。

◆単元の目標と評価規準

○時間の単位「秒」について知り、日常生活に必要な時刻や時間を求めることができ、日常生活に生かしている。また、時刻と時間を表したり求

めたりすることに進んで関わろうとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(2)ア(ア)(イ)、C(2)イ(ア)】
・日常生活に必要な時刻や時間を求めることができる。また、時間の単位「秒」について知り、1分＝60秒の関係を理解している。＜知・技＞

・時間の単位に着目し、時刻や時間の求め方について考察し、日常生活に生かしている。＜思・判・表＞

・時刻と時間に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。 ＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

２　時こくと時間
4月下旬～5月上旬　（7時間）

p.26～37
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①3位数＋3位数で百の

位に繰り上がりのない

加法の計算のしかたを

理解し、筆算ができる。

・「牛にゅうパックは何まいかな？」の

活動をきっかけに、場面絵を見て既習

の計算を振り返るとともに、未習の問

題に取り組むことに関心をもつ。

・318＋225のような、3位数＋3位数

の加法の計算のしかたを考え、筆算の

しかたをまとめる。

★まとめアニメ「318＋225の筆算の

しかた」を使って確認・説明する。

・3位数の加法の計算

が、2位数などについて

の基本的な計算をもと

にしてできることを理解

し、百の位に繰り上がり

のない3位数の加法の

筆算ができる。

②③3位数＋3位数で百

の位に繰り上がる加法

の計算ができる。

※（問題追究力モデル）

本時の活動をとおして、

「だったら！？」の見つけ

方を学習する。

・482＋164のような、百の位へ繰り上

がる加法の計算、324＋279のような、

十の位への繰り上がりが波及的に百

の位へ繰り上がる加法の計算のしか

たを考える。

・2位数の加法と3位数の加法を比較

して共通する見方を振り返るとともに、

その見方を使って解決できそうな新た

な問題を発見する。

・百の位へ繰り上がる3

位数の加法の筆算がで

きる。

④3位数＋3位数で千の

位に繰り上がる加法の

計算や、4位数＋4位数

の加法の計算ができる。

・823＋435のような、千の位に繰り上

がる加法の計算のしかたを考える。

・3264＋4358のような、4位数＋4位

数の加法の計算のしかたを考える。

・千の位に繰り上がる3

位数の加法や、4位数＋

4位数の加法の筆算が

できる。

⑤3位数－3位数で百の

位から繰り下がりのない

減法の計算のしかたを

理解し、筆算ができる。

・352－214のような、3位数－3位数

の減法の計算のしかたを考え、筆算の

しかたをまとめる。

★まとめアニメ「352－214の筆算の

しかた」を使って確認・説明する。

・3位数の減法の計算が

2位数などについての基

本的な計算をもとにして

できることを理解し、百

の位に繰り下がりのな

い3位数の減法の筆算

ができる。

⑥3位数－3位数で百の

位から繰り下がる減法

の計算ができる。

・637－285や927－789のような、百

の位から繰り下がる減法の計算のし

かたを考える。

・百の位から繰り下がる

3位数の減法の筆算が

できる。
⑦波及的に繰り下がる

減法の計算のしかたを

理解する。

・304－128や1000－347のような、

一の位の計算をするときに波及的に

繰り下がる減法の計算のしかたを考え

る。

★まとめアニメ「304－128の筆算の

しかた」を使って確認・説明する。

・波及的に繰り下がる減

法の筆算ができる。

⑧4位数－3位数の減法

の計算や、4位数－4位

数の減法の計算ができ

る。

・1267－534のような、千の位から繰

り下がる減法の計算のしかたを考え

る。

・3972－1368のような、4位数－4位

・千の位から繰り下がる

3位数の減法や、4位数

－4位数の減法の筆算

ができる。
（たし算とひき算

の暗算）

⑨加法と減法の暗算が

できる。

・38＋24のような、2位数どうしの加法

の暗算のしかたを考える。

・56－17のような、2位数どうしの減法

の暗算のしかたを考える。

・2位数どうしの加法と

減法の暗算ができる。

7

4

5

～
5

2

ひき算 ・3位数や4位数の減法

の計算のしかたを、既習

の計算や十進位取り記

数法による数の表し方

などをもとに図や式など

を用いて考えている。

・数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・加法及び減法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとし

ている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

3

8

～
4

4

たし算 ・3位数や4位数の加法

の計算のしかたを、既習

の計算や十進位取り記

数法による数の表し方

などをもとに図や式など

を用いて考えている。

３　たし算とひき算
5月上旬～下旬　（14時間）

p.38～55

◆単元の目標と評価規準

○3位数や4位数の加法及び減法について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。ま

た、加法及び減法の計算のしかたを考えることに進んで関わり、その過程を振り返り、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要

領との関連　A(2)ア(ア)(イ)、A(2)イ(ア)、内(2)】

・3位数や4位数の加法及び減法の計算が、2位数などについての基本的な計算をもとにしてできることや、その筆算のしかたについて理解

し、加法及び減法の計算が確実にできる。＜知・技＞
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⑩加法や減法の性質を

用いて、工夫して計算す

るしかたを考えることが

できる。

・198＋320や500－198を、きりのよ

い数にして工夫して計算するしかたを

考える。

・加法や減法で、計算の

しやすい数値に直して、

工夫して計算することが

できる。
⑪3口の加法の場面で、

結合法則を用いて工夫

して計算することができ

る。

・386＋67＋33のような、計算の順番

を変えるときりのよい数になる加法に

ついて、結合法則を用いて工夫して計

算する。
[3つの数の筆算] ・359＋836＋147のような3口の加法

も、筆算でできることを知る。

1
5

3

学んだことを使お

う

⑫日常生活の場面と関

連づけて、加法や減法

の計算を活用すること

ができる。

・「おこづかい帳をつけよう！」という目

的意識から、3位数どうしの加減計算

を活用して、おこづかい帳の空欄にあ

てはまる金額を求める式を考えたり、

残りの金額から誕生日プレゼントの買

い方を考えたりする。

・表をよみ取り、空欄に

あてはまる数値の求め

方を、筋道を立てて考え

ている。

2

5

4

～

5

5

まとめ ⑬学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「たし算とひき算」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・加法及び減法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに主体的に考えたり、加法及び減法を生活や学習に活用しようとしたりしている。

7

4

5

～
5

2

（計算のくふう） ・加法及び減法に関して

成り立つ性質を活用し

て、計算を工夫してい

る。
・加法の結合法則を用

いて、工夫して計算する

ことができる。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①除法の意味（包含

除）、除法の式について

理解する。

・「どんな分け方をしているかな？」の

活動をきっかけに、2つの場面絵を比

較することで、分け方の違いに関心を

もつ。

・12個を4個ずつに分けると3つに分

けられる場面を表すことをとおして、除

法（包含除）の意味と式、「わり算」の

意味を知る。

★まとめアニメ「いくつ分をもとめる

・包含除の場合につい

て、除法の意味や式の

表し方を理解している。

②除法（包含除）の答え

の求め方を理解する。

・24個のビー玉を6個ずつに分ける場

面で、包含除の場合の答えの求め方

を考える。

・除法（包含除）と乗法

との関係について理解

し、除法の答えを求める

ことができる。
③除法の意味（等分

除）を理解する。

・12個を4人で同じ数ずつ分けると1

人分は3個になる場面を表すことをと

おして、除法（等分除）の意味と式を

知る。

★まとめアニメ「1人分の数をもとめる

・等分除の場合につい

て、除法の意味や式の

表し方を理解している。

④除法（等分除）の答え

の求め方を理解する。

・24個のいちごを6人で同じ数ずつに

分ける場面で、等分除の場合の答えの

求め方を考える。

・除法（等分除）と乗法

との関係について理解

し、除法の答えを求める

ことができる。
[つながるミカタ] ・包含除の場合と等分除の場合につ

いて、「分け方のちがい」という相違点

や、「どちらもかけ算」で答えを求める

という共通点を振り返り、次の問題解

決につなげる。
⑤包含除と等分除を統

合的に理解する。

・8÷2の式になる包含除の問題と等分

除の問題を作り、それぞれ答えの求め

方を図や式に表して比較する。

⑥包含除と等分除の場

面について、それぞれ

テープ図に表して理解

を深める。

・連続量になる場面で、20÷4の式に

なる包含除の問題と等分除の問題を

作り、それぞれ答えの求め方をテープ

図に表して比較する。

・除法が用いられる場面

の数量の関係を、図に

表すことができる。また、

除数と商が1位数の除

法の計算ができる。
（0や1のわり算） ⑦0や1の除法の意味を

理解する。

・6個、3個、0個のドーナツをそれぞれ

3人で分けたときの数を求めることをと

おして、被除数が0や、商が1になる除

法の意味を知る。

・除数が1の除法の意味を知る。

・０をわる場合や１でわ

る場合の除法の意味や

計算のしかたを理解し

ている。

⑧何十÷1位数の除法

の計算のしかたを理解

する。

・60÷3のような、何十÷1位数の除法

の計算のしかたを10をもとにして考え

る。

★まとめアニメ「60÷3の計算のしか

・何十÷1位数の除法の

計算ができる。

⑨位ごとにわりきれる2

位数÷1位数の除法の

計算のしかたを理解す

る。

・69÷3のような、2位数÷1位数＝2位

数の除法の計算のしかたを位ごとに

分けて考える。

・簡単な場合の2位数÷

1位数＝2位数の除法の

計算ができる。

1人分はいくつ

・包含除の場合と等分

除の場合を比較し、除

法が用いられる場合や、

除法と乗法との関係に

ついて理解している。
（2つの分け方）

（答えが2けたに

なるわり算）

・簡単な場合について、

除数が1位数で商が2

位数の除法の計算のし

かたを、既習の計算をも

とにして考えている。

・除法の意味や式について理解し、除数と商がともに１位数である除法の計算が確実にできる。また、簡単な場合について、除数が１位数で

商が２位数の除法の計算のしかたを知っている。＜知・技＞
・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用

して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・除法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

2

5

6

～
5

9

分けられる数はい

くつ

・除法が用いられる場面

を具体物や図などを用

いて表現するとともに、

除法と乗法や減法との

関係などに着目して計

算のしかたを考えてい

る。

7

6

0

～
6

7

４　わり算
5月下旬～6月上旬　（11時間）

p.56～69

◆単元の目標と評価規準

○除法の意味や式について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。また、除法につい

て考えることに進んで関わり、除法を用いるよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(4)ア

(ア)(イ)(ウ)(エ)(オ)、A(4)イ(ア)(イ)】
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＜第3学年＞

2

6

8

～

6

9

まとめ ⑩学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「わり算」の学習のよさ

や見方・考え方を振り

返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

7

0

①1/2の大きさを方眼

のます目の個数に着目

して捉えることで、分数

についての理解を深め

る。

・16個のます目の1/2に色を塗る活動

をとおして、形は違っても、ます目の個

数に着目すると1/2といえる場合があ

ることを知る。

・12個のます目の1/2にも色を塗り、

16個のます目の1/2とはます目の数

が異なることを知る。

・方眼のます目の個数に

着目し、1/2の大きさの

いろいろな表し方を考え

ている。

・除法の意味や計算のしかたについて、乗法や減法と関連づけながら主体的に考えたり、除法を生活や学習に活用しようとしたりしている。

■　1/2に分けよう p.70

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

（まきじゃく） ①②巻尺の機能と使い

方を理解し、身のまわり

のものの長さを巻尺で

測定することができる。

・「長さを予想してはかろう！」の活動を

きっかけに、教室にあるものの長さを

測ることをとおして、30cmものさしや

1mものさしでは測りにくい長さに関心

をもつ。

・巻尺のしくみ、巻尺を使った測定のし

かたや有用性を知る。

・身のまわりのものの長さを予想して

から、巻尺を使って測る。

・巻尺の機能や目盛り

のしくみを理解し、目的

に応じて巻尺を用いて

長さを測定することがで

きる。

・測定するものの特徴に

着目し、ものさしでは測

りにくいところの長さの

測り方を考えている。

（道のりときょり） ③道のりと距離の意味、

長さの単位「km」と単

位の関係を理解する。

・絵地図から長さを求めることをとおし

て、長さの単位「キロメートル（km）」を

知り、1km＝1000mを知る。

・道のりと距離の意味を知る。

★まとめアニメ「長さの単位 キロメー

トル」「道のりときょり」を使って確認・

説明する。

・道のりと距離の意味、

長さの単位「㎞」を知

り、１㎞＝1000ｍの関係

を理解している。

1
7

6

学んだことを使お

う

④100mや1kmなどの

長さを体感し、長さにつ

いての感覚を豊かにす

る。

・100mや1kmの感覚を身につけるた

めに「100mや1kmを歩こう！」という

目的意識から、100mや1kmを歩くの

にかかる時間や歩数を調べる。

・長さについての感覚を

もち、道のりや距離のお

よその見当をつけること

ができる。
⑤学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[東 京か ら何 粁（ キロ

メートル）？]

・昔の里程標（距離を示した標識）に

記されたkmの漢字表記「粁」を知る。

・長さの測定に主体的に取り組み、生活や学習に活用しようとしている。

2

7

7

～

7

8

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「長さ」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

○長さの単位「㎞」、道のりと距離の意味、及び巻尺について知り、計器を適切に選んで長さを測定する力を身につける。また、長さを比べたり測

定したりすることに進んで関わり、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(1)ア(ア)(イ)、C(1)イ(ア)】

・長さの単位「㎞」について知り、単位の関係を理解し、長さについておよその見当をつけ計器を適切に選んで測定することができる。＜知・

技＞
・測定するものの特徴に着目し、ものさしでは測りにくいところの長さの測り方を考えている。＜思・判・表＞

・長さを比べたり測定したりすることに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活

用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

3

7

1

～
7

5

５　長さ
6月中旬　（6時間）

p.71～78

◆単元の目標と評価規準
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

1

7

9

～
8

2

整理のしかた ①データの分類整理の

しかたを理解する。

・「どんな車が多いのかな？」の活動を

きっかけに、学校の前の道を通る乗り

物の種類や数の記録のしかたに関心

をもつ。

★シミュレーション「交通量調べ」を

使って活動する。

・学校の前の交通量を調べる活動をと

おして、落ちや重なりがなく、項目ごと

に分類整理するしかたを考える。

・データを一次元表に整理する。

・落ちや重なりがなく項

目ごとに分類整理する

しかたや、「その他」の

意味を理解している。

・データを分類整理する

観点を定め、落ちや重

なりがないように調べた

り合計欄をもとに確か

めたりするなど、誤りの

起きにくい方法を工夫し

ている。

②棒グラフのよみ方を

理解する。

・数量の大きさを表すグラフとして、棒

グラフのよみ方を知る。

・棒グラフでは、数量の大きい順に並

べて表す場合があることを知る。

★まとめアニメ「ぼうグラフ」「ぼうグラ

フのこう目のならべ方」を使って確認・

説明する。

・棒グラフで表すと、数

量の大小や差などが捉

えやすくなることなど、棒

グラフの特徴を理解し、

よみ取ることができる。

③棒グラフのいろいろな

表し方を理解する。

・棒グラフでは、順序性があるものは順

序どおりに並べることを知る。

・棒が横向きの場合や、1目盛りの大き

さが1でない場合の棒グラフをよみと

る。

・1目盛りの大きさに着

目して、棒グラフをよむ

ことができる。

[つながるミカタ] ・棒グラフについて、「数の大きさやち

がい」がひとめでわかるよさを振り返

り、身のまわりの事象を棒グラフに表す

ことにも関心を広げ、次の問題解決に

つなげる。
④棒グラフのかき方を

理解する。

・学校で起こったけが調べのデータを

棒グラフに表すことをとおして、棒グラ

フのかき方を知る。

★シミュレーション「ぼうグラフツール

(1)(2)」を使って活動する。
⑤⑥棒グラフに表すとき

に、目的に合った目盛り

のつけ方を考えることが

できる。

・1目盛りの大きさが1でない場合の

棒グラフをかく。また、同じデータを異

なる目盛りのつけ方で表した棒グラフ

を比較して、目的に合った目盛りのつ

け方について考える。

★シミュレーション「ぼうグラフツール

(3)(4)」を使って活動する。

・1目盛りの大きさに着

目して、棒グラフに表す

ことができる。

1

9

0

～

9

1

くふうした表 ⑦二次元表のよみ方、

かき方を理解する。

・3年生の3つの組の「お楽しみ会の遊

び」の表を1つの表にまとめることをと

おして、二次元表のよみ方、かき方を

知る。

・2つの観点からデータ

を分類整理し、簡単な

二次元表に表したりよ

んだりすることができる。

・データを整理する観点に着目し、身のまわりの事象について表やグラフを用いて考察して、見いだしたことを表現している。＜思・判・表＞

・データを分析することに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとし

ている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

8

3

～
8

9

ぼうグラフ ・棒グラフの項目間の関

係や1目盛りの大きさな

どに着目し、数量の大小

や集団のもつ全体的な

特徴などを考察してい

る。

・棒グラフのかき方を理

解し、表すことができる。

（ぼうグラフのか

き方）

・棒グラフをかくときに、

グラフ用紙の目盛りの

つけ方や項目の並べ方

などを考えている。

６　表とぼうグラフ
6月下旬～7月上旬　（10時間）

p.79～95

◆単元の目標と評価規準

○棒グラフや二次元表について理解し、データを整理する観点に着目し、身のまわりの事象について表やグラフを用いて考察して、見いだしたこと

を表現する力を身につける。また、データを分析することに進んで関わり、その過程を振り返り、グラフの表現のよさに気づき生活や学習に活用し

ようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　D(1)ア(ア)(イ)、D(1)イ(ア)、内(8)】

・棒グラフや二次元表の特徴について理解し、表したりよみ取ったりすることができる。＜知・技＞
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＜第3学年＞

1

9

2

～

9

3

学んだことを使お

う

⑧目的に応じて、複数の

棒グラフを組み合わせ

るなど、棒グラフに表す

ときの工夫のしかたにつ

いて考えることができ

る。

・「お楽しみ会の遊びを決めよう！」と

いう目的意識から、2年生の「お楽しみ

会の遊び」の二次元表をよみとり、3年

生の棒グラフに積み重ねて表し、人数

の合計などをよみとる。

・3年生と2年生の棒グラフを並べて表

し、人数の違いなどをよみとる。

・棒グラフを根拠に、お楽しみ会ではど

の遊びをするとよいか話し合う。

★シミュレーション「ぼうグラフツール

(5)(6)」を使って活動する。

・複数の棒グラフを組み

合わせたグラフを表した

りよんだりすることがで

きる。

・複数の棒グラフを組み

合わせたグラフについ

て、その表し方の目的を

考えている。

2

9

4

～

9

5

まとめ ⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「表とぼうグラフ」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

頁

9

6

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・データをわかりやすく整理し表や棒グラフに表したり、見いだしたことを表現したりすることについて、目的意識をもって主体的に取り組んでいる。

◎　ふく習②
学習活動

・「かけ算のきまり」「時こくと時間」「たし算とひき算」の復習をする。

・単元7「あまりのあるわり算」に関わる既習事項を確認する。

60



＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①あまりのある除法（包

含除）の意味、除法の式

について理解する。

・「5こずつふくろに入れよう！」の活動

をきっかけに、既習の除法を振り返る

とともに、未習の問題に取り組むことに

関心をもつ。

・17個を5個ずつ分けると3つに分けら

れて2個あまる場面を表すことをとおし

て、あまりのある除法（包含除）の意味

と式を知る。

★まとめアニメ「あまりのあるわり算」

を使って確認・説明する。

・あまりのある除法の意

味や計算のしかたを理

解している。

②除法のあまりの大きさ

を理解する。

・あめを4個ずつ袋に入れる場面で、

あまりはいつも除数より小さくなるよう

にすることを知る。

★まとめアニメ「わる数とあまりの関

係」を使って確認・説明する。

・除法のあま りの意味

や、あまりは除数より小

さ い こ とを理 解し てい

る。

③あまりのある除法（等

分除）の意味を理解し、

除数と商が1位数のあ

まりのある除法の計算

ができる。

・27個のクッキーを4人で同じ数ずつ

分ける場面（等分除）で、1人分が何

個になって何個あまるかを求める。

・等分除の場合の、あま

りのある除法の意味を

理解している。また、除

数と商が１位数のあまり

のある除法の計算がで
[つながるミカタ] ・除法を用いる場合を統合的に捉え、

「あまりがあってもなくても、九九を使っ

て」答えが求められたことを振り返ると

ともに、除法と乗法の関係にも関心を

広げ、次の問題解決につなげる。
（答えのたしか

め）

④あまりのある除法の

答えの確かめの式を理

解し、用いることができ

る。

・20個のミニトマトを3個ずつ袋に入

れる場面で、除数、被除数、あまりの関

係を考え、あまりのある除法の答えの

確かめの式を知る。
⑤除法のあまりの処理

（あまりを加える場合）

について考えることがで

きる。

・27個のボールを6個ずつ箱に入れる

ときの箱の数を考える問題で、除法の

あまりの処理のしかたを考える。

⑥除法のあまりの処理

（あまりを除く場合）に

ついて考えることができ

る。

・幅が22cmの本立てに厚さ3cmの本

を入れるときの本の数を考える問題

で、除法のあまりの処理のしかたを考

える。

1

1

0

5

学んだことを使お

う

⑦日常生活の場面と関

連づけて、あまりのある

除法の計算を活用する

ことができる。*

・「どの列にならぶのかな？」という目

的意識から、白の列の番号はどれも4

でわりきれる数であることをもとに、ほ

かの列の番号についても調べ、除法の

あまりに着目してきまりを説明する。

・各列に並ぶ番号につ

いて見いだしたきまり

を、除法のあまりに着目

して説明している。

2

1

0

6

～

1

0

7

まとめ ⑧学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「あまりのあるわり算」

の学習のよさや見方・考

え方を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・除法の計算のしかたや答えの確かめのしかたについて、乗法や減法と関連づけながら主体的に考えたり、除法を生活や学習に活用しようとした

りしている。

6

9

7

～
1

0

4

・あまりのある除法の場

面を具体物や図などを

用いて表現するととも

に、除法と乗法や減法と

の関係などに着目して

計算のしかたを考えて

いる。

・あまりのある除法の答

えの確かめの式を理解

し、用いることができる。

（あまりはどうす

る）

・具体的な問題場面で、

除法のあまりの意味に

ついて考え、処理のしか

たを考えている。

◆単元の目標と評価規準

○あまりのある除法の意味や式について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考えたり、計算の確かめのし

かたを考えたりする力を身につける。また、除法について考えることに進んで関わり、除法を用いるよさに気づき生活や学習に活用しようとする態

度を養う。　【学習指導要領との関連　A(4)ア(ア)(イ)(ウ)(エ)、A(4)イ(ア)(イ)】

・あまりのある除法の意味や式について理解し、除数と商がともに１位数である除法の計算が確実にできる。＜知・技＞

・数量の関係に着目し、計算の意味や計算のしかたを考えたり、計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用

して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・除法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

７　あまりのあるわり算
7月上旬～中旬　（9時間）

p.97～107
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

0

8

～

1

0

9

①②木の本数と間の数

の 関 係 の 問 題 （ 植 木

算）を、図や式などを用

いて筋道を立てて考え

ることができる。

・木の本数と間の数の

関係の問題（植木算）

を、図や式などを用いて

筋道を立てて考えてい

る。

■　なみ木道
7月中旬　（1時間）

p.108～109
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①10万未満の数のよみ

方、表し方、5位数の構

成と位取りのしくみ（一

万の位）を理解する。

・「入場けんは何まいかな？」の活動を

きっかけに、バスケットボールとサッ

カーの入場券の枚数を調べる活動を

とおして、既習の範囲を超える数を数

えたり表したりすることに関心をもつ。

・5位数の十進位取り記数法によるよ

み方、表し方を知る。

・一万の位を知る。

★まとめアニメ「一万の位」を使って確

認・説明する。

・一万の位までの数の

構成と位取りのしくみを

理解し、表すことができ

る。

②1億未満の数のよみ

方、表し方、数の構成と

位取りのしくみ（十万の

位、百万の位、千万の

位）を理解する。

・全国の学校に関するデータに示され

た数をよむことをとおして、千万の位ま

での数のよみ方、表し方、数の構成を

知る。

★まとめアニメ「十万の位、百万の位、

・千万の位までの数の

構成と位取りのしくみを

理解し、表すことができ

る。

③「不等号」「等号」の

意味と用い方、1億未満

の数の大小について理

解する。

・「不等号」「等号」の意味を知る。

・1億未満の数の大小を不等号、等号

を用いて表す。

★まとめアニメ「不等号と等号」を使っ

て確認・説明する。

・「不等号」「等号」の意

味を知り、千万の位まで

の数の大小について理

解し、不等号や等号を

用いて表すことができ

る。
[つながるミカタ] ・1万より大きい数の構成や位取りのし

くみを振り返り、１万までの数と「同じし

くみ」になっていることに着目し、数の

順序や系列、相対的な大きさなど、ほ

かの見方にも関心を広げ、次の問題

解決につなげる。
④数直線をもとに、5位

数の順序について理解

する。

・「数直線」の意味を知る。

・一万の位までの数について、数直線

に表された数をよんだり、数直線上に

数を表したりする。

（一億）

⑤数の相対的な大きさ

について理解する。

　1億について理解する。

・120000が10000や1000のいくつ

分かを考える。

・数直線の目盛りが表す数を調べるこ

とをとおして、1億の大きさや、よみ方、

書き方を知る。

★まとめアニメ「一億」を使って確認・

説明する。

・数の相対的な大きさを

理解している。

・１億のよみ方、書き方

を理解している。

⑥10倍の大きさの数

と、その表し方を理解す

る。

・20を10倍するとどんな数になるかを

考える。

・25を10倍するとどんな数になるかを

考え、その表し方をまとめる。

★まとめアニメ「１０倍の数」を使って

確認・説明する。

・10倍の大きさの数と、

その表し方を理解して

いる。

⑦100倍、1000倍の大

きさの数や、10でわった

大きさの数と、その表し

方を理解する。

・25を100倍、１０００倍するとどんな

数になるかを考え、その表し方をまと

める。

・200を10でわるとどんな数になるか

を考え、その表し方をまとめる。

★まとめアニメ「１０でわった数」を

・100倍、1000倍の大

きさの数や、10でわった

大きさの数と、その表し

方を理解している。

7

1

1

0

～
1

1

9

万の位 ・十進位取り記数法のし

くみをもとに、千万の位

までの数の表し方や比

べ方、相対的な大きさを

考えている。

・「数直線」の用語を知

り、数直線での数の位

置、順序、系列を理解し

ている。

（10倍の数や10

でわった数）

・数のまとまりに着目し、

ある数と、10倍、100

倍、1000倍、10でわっ

た大きさの数との関係

について考えている。

◆単元の目標と評価規準

○万の単位について知り、十進位取り記数法による数の表し方及び10倍、100倍、1000倍、1/10にした大きさの数について理解し、大きな数の

大きさの比べ方や表し方を考える力を身につける。また、整数の表し方に進んで関わり、その過程を振り返り、十進数としての表現のよさに気づき

生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)ア(ア)(イ)(ウ)、A(1)イ(ア)、内(1)】

・万の単位について知り、十進位取り記数法による数の表し方及び10倍、100倍、1000倍、1/10にした大きさの数について理解し、表すこ

とができる。＜知・技＞
・数のまとまりに着目し、大きな数の大きさの比べ方や表し方を考え、日常生活に生かしている。＜思・判・表＞

・数を表すことに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

８　10000より大きい数
9月上旬～中旬　（9時間）

p.110～121
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＜第3学年＞

2

1

2

0

～

1

2

1

まとめ ⑧学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「10000より大きい

数」の学習のよさや見

方・考え方を振り返って

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・既習の数の見方や表し方などをもとに、大きな数のしくみについて主体的に考えたり、万の単位が使われている数を身のまわりから見つけ、その

大きさを捉えたりしようとしている。
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②円の意味、性質、円

の中心、半径を理解す

る。

・「どんなならび方をすればい いか

な？」の活動をきっかけに、玉入れの的

に対してどのように並ぶと公平になる

のかに関心をもつ。

・的になる点から等距離の点をいくつ

もかく活動をとおして、円や、円の中

心、半径を知る。

★まとめアニメ「円」「円の中心、半

径」を使って確認・説明する。

・円の意味、性質、円の

中心、半径を理解してい

る。

③円の直径を理解する。 ・半径の長さを調べるために円の中心

を見つける活動をとおして、円の直径

を知る。

★まとめアニメ「円の直径」を使って確

認・説明する。

・円の直径の意味や、直

径と半径の関係につい

て理解している。

④直径の性質を理解す

る。

・円の中にかかれた直線の長さを比べ

ることをとおして、直径が円の中でいち

ばん長い直線になることを知る。

・直径が円の中でいち

ばん長い直線になること

を理解している。

⑤コンパスの使い方を

理解し、円の作図ができ

る。

・コンパスを使った円のかき方を知り、

コンパスを使って円をかく。

★動画「円のかき方」を見て確認す

る。

・コンパスの使い方を理

解し、円を作図すること

ができる。

⑥コンパスの機能を理

解する。

・線の長さを比べることをとおして、コ

ンパスには長さを写し取る機能がある

ことを知る。

★動画「長さの写し取り方」を見て確

認する。

・コンパスには長さを写

し取る機能があることを

理解し、線の長さを写し

取って比べることができ

る。
[つながるミカタ] ・円とそれ以外の丸い形を弁別する観

点として、「中心からの長さがどこも同

じ」という見方に着目したことを振り返

り、円に見える立体図形にも関心を広

げ、次の問題解決につなげる。
球 ⑦球の意味、性質、球の

中心、半径、直径を理解

する。

・ボールなどのさまざまな球の特徴を

調べ、球について知る。

・球の中心、半径、直径を知り、球の直

径の測り方を考える。

★まとめアニメ「球」「球の半径、直

径」を使って確認・説明する。

1

1

3

2

～

1

3

3

学んだことを使お

う

⑧日常生活の場面にコ

ンパスを活用し、その機

能と有用性について理

解を深める。

・「コンパスで地図を調べよう！」という

目的意識から、地図上で、ある地点か

ら1㎞の範囲や2地点間のおよその距

離などをコンパスを使って調べる。

・コンパスを使って、地図

上のある地点から１km

のところや、ある地点間

のおよその距離を調べ

ることができる。
⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[円さがし、球さがし] ・身のまわりから円や球の形のものを

探す。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・円の性質を調べたり、コンパスを使って作図したりすることに主体的に取り組むとともに、身のまわりから円や球を見つけようとしたり、円を用いた

模様作りなどをとおして円の美しさを感じたりしている。

1

1

3

0

～
1

3

1

・球の意味、性質、球の

中心、半径、直径を理解

している。

・球を観察したり、球を

平面で切ったときにでき

る円について考察したり

することをとおして、それ

らの性質を見いだして

いる。

2

1

3

4

～

1

3

5

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「円と球」の学習のよさ

や見方・考え方を振り

返っている。

・円とその中心、半径、直径について理解し、円を作図したり長さを写し取ったりする道具としてコンパスを用いることができる。また、円に関連

して、球についても理解している。＜知・技＞
・円の中心、半径、直径に着目し、構成のしかたを考えるとともに、図形の性質を見いだし、身のまわりのものの形を円や球として捉えている。

＜思・判・表＞
・円や球に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜態度

＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

1

2

2

～
1

2

9

円 ・円の半径や直径を観

察することをとおして、そ

れらの性質を見いだし

ている。

９　円と球
9月中旬～下旬　（10時間）

p.122～135

◆単元の目標と評価規準

○円とその中心、半径、直径について理解し、図形の性質を見いだしたり構成のしかたを考えたりする力を身につけるとともに、円に関連して、球

についても理解する。また、円や球に進んで関わり、身のまわりのものの形を円や球として捉えるなど、生活や学習に活用しようとする態度を養う。

【学習指導要領との関連　B(1)ア(ウ)、B(1)イ(ア)】
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①乗法や除法の数直線

の見方や用い方を理解

する。

・15個のいちごを1人に5個ずつ3人

に配る場面で、テープ図と式を関連づ

けて捉え、乗法と除法の数直線の見方

を知る。

・10円のあめを4個買うときの代金を

求める式が10×4になる理由を、数直

線を用いて説明する。

②乗法や除法の数直線

のかき方や用い方を理

解する。

・1個30円のチョコレートを3個買う場

面で、乗法の数直線のかき方を知る。

・18個のあめを3人で等分する場面

で、除法の数直線のかき方を知る。

・乗法、除法の数直線の

かき方を理解し、問題場

面を数直線に表すこと

ができる。

頁

1

5

2

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・図を用いると場面や数量の関係が捉えやすくなることに気づき生活や学習に活用しようとしている。

■　表計算ソフトにちょうせん　「いろいろな式を考えよう！」
学習活動（★は「デジタルコンテンツ」）

・表計算ソフトを使った加法、減法、乗法の計算のしかたを知り、７×６の答えを求める式をいろいろ考えて、表計算ソフトに入力する。ま

た、表計算ソフトを使って九九表をつくる。

★表計算ソフト教材「いろいろな式を考えよう！」を使って活動する。

●　かけ算とわり算の図
10月上旬　（2時間）

p.136～139

2

1

3

6

～
1

3

9

・乗法と除法の相互関

係をもとに、数直線の見

方やかき方を考えてい

る。
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①2位数×1位数の乗法

の計算のしかたを理解

する。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

問題解決の進め方を学

習する。

・「3まいで何円かな？」の活動をきっ

かけに、20×3の計算のしかたを振り

返るとともに、未習の問題に取り組む

ことに関心をもつ。

・23×3のような、2位数×1位数＝2位

数で繰り上がりのない乗法の計算の

しかたを考える。また、自他の考えを比

較し、考え方のよさを振り返ってまとめ

る。（p.16～17の[友だちのノートを見

てみよう]も扱う。）

・2位数×1位数の乗法

の計算が、乗法九九な

どの基本的な計算をも

とにしてできることを理

解している。

②2位数×1位数の筆算

のしかたを理解する。

・23×3のような、2位数×1位数＝2位

数で繰り上がりのない乗法の筆算の

しかたを考える。

★まとめアニメ「23×3の筆算のしか

た」を使って確認・説明する。

・2位数×1位数の乗法

の筆算形式を知り、筆

算ができる。

③2位数×1位数で十の

位に繰り上がる乗法の

計算ができる。

・26×3のような、2位数×1位数＝2位

数で十の位へ繰り上がりのある乗法

の計算のしかたを考え、筆算のしかた

をまとめる。

★まとめアニメ「26×3の筆算のしか

た」を使って確認・説明する。

・2位数×1位数で十の

位に繰り上がる乗法の

筆算ができる。

④2位数×1位数で百の

位に繰り上がる乗法の

計算や、2位数×1位数

で途中の計算に0が出

てくる乗法の計算がで

きる。

・42×3や65×3や49×7のような、2

位数×1位数＝3位数の乗法の計算の

しかたを考える。

★まとめアニメ「42×3の筆算のしか

た」を使って確認・説明する。

・63×8や47×5のような、2位数×1位

数＝3位数で途中の計算に0が出てく

る乗法の計算のしかたを考える。

・2位数×1位数で百の

位に繰り上がる乗法や、

2位数×1位数で途中の

計算に0が出てくる乗法

の筆算ができる。

[つながるミカタ] ・2位数×1位数の計算のしかたにつ

いて、「数を分ける」という見方を振り

返り、数が大きくなった場合にも関心

を広げ、次の問題解決につなげる。
⑤3位数×1位数の乗法

の計算のしかたを理解

し、筆算ができる。

・312×3のような、3位数×1位数＝3

位数で繰り上がりのない乗法の計算

のしかたを考え、筆算のしかたをまと

める。

★まとめアニメ「312×3の筆算のしか
⑥3位数×1位数の計算

で繰り上がりのある乗

法の計算ができる。

・253×3のような、3位数×1位数＝3

位数で繰り上がりのある乗法の計算

のしかたを考える。

・3位数×1位数の計算

で繰り上がりのある乗

法の筆算ができる。
⑦3位数×1位数で千の

位に繰り上がる乗法の

計算ができる。

・423×3のような、3位数×1位数＝4

位数の乗法の計算のしかたを考える。

・3位数×1位数で千の

位に繰り上がる乗法の

筆算ができる。
⑧3位数×1位数＝4位

数で空位がある乗法の

計算ができる。

・302×8のような、3位数×1位数＝4

位数で空位がある乗法の計算のしか

たを考える。
[4けたのかけ算にちょう

せん！]*

・3210×4など、4位数×1位数の乗法

の問題を作って、計算のしかたを考え

・乗法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

9

4

～
1

7

（2けた×1けたの

計算）

・2位数×1位数の乗法

の計算のしかたを、既習

の計算をもとに図や式

などを用いて考えてい

る。

・3位数×1位数の乗法

の計算のしかたを理解

し、筆算ができる。

・3位数×1位数の乗法

の計算のしかたを、被乗

数が2位数の場合の計

算をもとに図や式などを

用いて考えている。（3けた×1けたの

計算）

・3位数×1位数＝4位数

で空位がある乗法の筆

算ができる。

１０　かけ算の筆算
10月上旬～中旬　（11時間）

p.4～19

◆単元の目標と評価規準

○2位数や3位数に1位数をかける乗法について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につけ

る。また、乗法の計算のしかたを考えることに進んで関わり、その過程を振り返り、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領と

の関連　A(3)ア(ア)(イ)、A(3)イ(ア)、内(2)】

・2位数や3位数に1位数をかける乗法の計算が、乗法九九などの基本的な計算をもとにしてできることや、その筆算のしかたについて理解

し、乗法の計算が確実にできる。＜知・技＞
・数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞

＜下巻＞
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＜第3学年＞

⑨乗法の暗算ができ

る。

・23×4のような、2位数×1位数の暗

算のしかたを考える。
[友だちのノートを見て

みよう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について

話し合う。
⑩学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[かくれた数字] ・2位数×1位数、3位数×1位数の虫

食い算に取り組む。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・乗法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに主体的に考えたり、乗法を生活や学習に活用しようとしたりしている。

（かけ算の暗算） ・2位数×1位数の乗法

の暗算ができる。

2

1

8

～

1

9

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「かけ算の筆算」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

9

4

～
1

7
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

重さくらべ ①②重さの意味、重さの

比べ方、重さの単位

「g」を理解する。

・「どちらが重いかな？」の活動をきっ

かけに、スポンジ、はさみ、電池の重さ

を比べることに関心をもつ。

・ものの重さをつみ木を使って比べる

活動をとおして、重さの比較・測定のし

かたや意味について考える。

・重さの単位「グラム(g)」を知る。

・重さの単位「g」と測定

の意味を理解している。

・重さの比較や測定に

ついて、長さやかさの場

合をもとにして、基準と

する大きさを決めて数

値化するしかたを考えて

いる。

③はかりの機能と使い

方を理解する。

・はかりを使った測定のしかたや、目盛

りのよみ方について知る。

★動画「はかりの使い方」を見て確認

する。

・はかりの目盛りのしく

みを 理解 し 、 はか りを

使って重さを測定するこ

とができる。

④重さの単位「kg」と単

位の関係を理解する。

・ランドセルの重さを量ることをとおし

て、重さの単位「キログラム(kg)」を知

り、1kg＝1000gを知る。

★まとめアニメ「重さの単位 キログラ

ム」を使って確認・説明する。

・重さの単位「kg」を知

り、1kg＝1000gの関係

を理解している。

⑤身のまわりのものの

重さについて、およその

見当をつけ、測定するこ

とができる。

・ものの重さに合ったはかりを選択し

て、身のまわりのいろいろなものの重さ

を量る。

・本や砂などの具体物を使って、1kg

の重さをつくる。

・身のまわりのものの重

さについておよその見当

をつけ、はかりを使って

測定することができる。

（はかり方のくふ

う）

⑥重さについても加法

性が成り立つことを理

解する。

・かごにのせたみかんの重さの求め方

を考えることをとおして、重さは加減計

算ができることを知る。

・重さの加法性について

理解し、重さの加減計

算ができる。
[つながるミカタ] ・重さの表し方について、「単位を使っ

て、そのいくつ分で表す」という見方を

振り返り、長さやかさの表し方と統合

的に捉えるとともに、接頭語にも共通

点があることに着目し、次の問題解決
単位のしくみ ⑦接頭語「キロ（k）」

「ミリ（m）」の意味を知

り、重さ、長さ、かさの単

位の関係を統合的に理

解する。

　重さの単位「トン(t)」

を理解する。

・今まで学習してきた重さ、長さ、かさ

の単位を表に整理し、接頭語「k(キ

ロ)」「m(ミリ)」の意味や単位の関係

について考える。

・重さの単位「トン(t)」を知り、1t＝

1000kgを知る。

★まとめアニメ「重さの単位 トン」を

使って確認・説明する。

1
3

2

学んだことを使お

う

⑧身のまわりのものの

大きさについての感覚

をもち、メートル法の単

位のしくみをもとに整理

することができる。

・「単位の図かんをつくろう！」という目

的意識から、いろいろな重さ、長さ、か

さのものを見つけたり、適切な計器を

使って測定したりして、接頭語に着目

して整理してまとめる。

・いろいろな重さ、長さ、

かさのものを見つけたり

測定したりして、メートル

法の単位のしくみをもと

に整理することができ

る。
⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[重さはかわるかな] ・体重計を使って、体勢を変えても重さ

は変わらないことを体験する。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・重さの測定に主体的に取り組み、生活や学習に活用しようとしている。また、「m」「c」「k」などの接頭語が、長さや重さなどに共通に用いられて

いることに気づき、メートル法の単位のしくみを考えようとしている。

1

3

0

～
3

1

・重さの単位「t」を知

り、1t＝1000㎏の関係

を理解している。

・重さ、長さ、かさの単位

の共通性に気づき、

「k(キロ）」「m(ミリ）」な

どの接頭語が表す倍の

関係などに気づき、新し

い単位に出合ったときも

類推して量の大きさを

考えている。

2

3

3

～

3

4

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「重さ」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

・重さの単位「g、kg」 について知り、測定の意味と単位の関係を理解し、重さについておよその見当をつけ単位を適切に選択して測定する

ことができる。＜知・技＞
・身のまわりのものの特徴に着目し、単位の関係を統合的に考察している。＜思・判・表＞

・重さを比べたり測定したりすることに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき、生活や学習に

活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

2

0

～
2

9

（はかり）

１１　重さ
10月下旬～11月上旬　（10時間）

p.20～34

◆単元の目標と評価規準

○重さの単位「g、kg」 について知り、測定の意味を理解し、単位を適切に選択して重さを測定する力を身につけるとともに、長さ、かさ、重さの単

位の関係を統合的に考察する力を身につける。また、重さを比べたり測定したりすることに進んで関わり、生活や学習に活用しようとする態度を養

う。　【学習指導要領との関連　C(1)ア(ア)(イ)、C(1)イ(ア)、内(7)】
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頁

3

5

◎　ふく習③
学習活動

・「長さ」「表とぼうグラフ」「あまりのあるわり算」「10000より大きい数」の復習をする。
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①測定したときの量の

大きさを表す分数（量分

数）について理解する。

・「どちらが4等分かな？」の活動を

きっかけに、4等分や1/4の意味を振り

返り、等分した大きさの表し方に関心

をもつ。

・もとの長さの1/4と対比し、1mを4等

分した1つ分を1/4mということを知

る。

・分割分数と対比して、

測定したときの量の大き

さを表す分数（量分数）

の意味を理解している。

②量分数の表し方を理

解し、「分母」「分子」の

意味を理解する。

・ 1m を 3 等 分 し た 2 つ 分 の 長 さ を

2/3mということを知り、分数の表し方

を知る。

・「分母」と「分子」の意味を知る。

★まとめアニメ「分数の表し方」を使っ

・量分数の表し方を理

解し、長さを分数で表す

ことができる。

③かさを分数で表すこ

とをとおして、量分数の

意味と表し方について

理解を深める。

・1Lを5等分した3つ分のかさを3/5L

ということを知り、分母と分子が表す大

きさについてまとめる。

★まとめアニメ「分母と分子の意味」

を使って確認・説明する。

・分母と分子が表す大き

さについて理解を深め、

かさを分数で表すこと

ができる。

④単位分数をもとにし

た分数の大きさを理解

する。

・1/5、2/5、…を数直線上に表すこと

をとおして、分母と分子が同じ数のとき

は1になることを知る。

★まとめアニメ「分母と分子が同じ数

の分数」を使って確認・説明する。

・単位分数をもとにした

分数の意味と大きさを

理解し、分母と分子が

同じ数のときは1になる

ことを理解している。

⑤同分母の分数の大小

について理解する。ま

た、1より大きい分数が

あることを理解する。

・7/10と8/10のような、同分母の分

数の大小を比べる。

・1/10の11個分、12個分の大きさを

11/10、12/10ということを知る。

・同分母の分数の大小

について理解している。

また、1より大きい分数

があることを理解してい

る。
[つながるミカタ] ・「単位分数をもとにして、その何こ分」

という見方に着目し、分数の大小を比

較したことを振り返り、加法や減法にも

関心を広げて、次の問題解決につな
⑥⑦簡単な分数の加法

の計算のしかたを理解

する。

・1/5＋2/5のような、同分母の真分数

の加法の計算のしかたを考える。

・7/10＋3/10＝10/10のような、和

が1になる加法の計算のしかたを考え

る。
⑧簡単な分数の減法の

計算のしかたを理解す

る。

・4/5－2/5のような、同分母の真分数

の減法の計算のしかたを考える。

・1－3/10＝7/10のような、1から真

分数をひく減法の計算のしかたを考え

る。

・同分母の分数の減法

の意味を理解し、真分

数の減法の計算ができ

る。

⑨等幅の直線を使って

テープに分数の目盛り

をつける活動をとおし

て、量分数の意味につ

いて理解を深める。

・「分数ものさしを作ろう！」という目的

意識から、同じ幅に並んだ直線を使っ

て1mの長さのテープに1/5ｍずつや

1/6mずつの目盛りをつける方法を考

える。
[もっとやってみよう]* ・1/2m、1/3m、1/4m、…の紙テープ

を順に並べ、単位分数の分母が大きく

なると1つ分の大きさが小さくなること

に着目する。

1
4

7

学んだことを使お

う

・同じ幅に並んだ線を

使って1mの長さのテー

プに分数の目盛りをつ

けるしかたについて、分

数の意味と表し方をもと

に考えている。

5

3

6

～
4

3

分数の表し方 ・量分数、及び単位分数

のいくつ分として表す分

数の意味や大きさにつ

いて、数直線や図に表す

などして考えている。

3

4

4

～
4

6

・同分母の分数の加法

の意味を理解し、真分

数の加法の計算ができ

る。

・同分母の分数の加法、

減法の計算のしかたを、

既習の計算や分数の意

味をもとに図や式などを

用いて考えている。分数のたし算、ひ

き算

◆単元の目標と評価規準

○分数の意味と表し方、及び簡単な場合について分数の加法、減法の意味を理解し、分数の大きさを比べたり、計算のしかたを考えたりする力を

身につける。また、分数に進んで関わり、そのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(6)ア

(ア)(イ)(ウ)、A(6)イ(ア)】

・等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表す数としての分数の意味と表し方、及び分数は単位分数のいくつ分で表せることを

理解するとともに、簡単な場合について分数の加法、減法の意味を理解し、分数の大きさを比べたり計算したりすることができる。＜知・技＞

・数のまとまりに着目し、分数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを考えているとともに、分数を日常生活に生かしている。＜

思・判・表＞
・分数に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

１２　分数
11月中旬～下旬　（11時間）

p.36～49
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⑩学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[つながるミカタプラス] ・「分子が1の分数をもとにする」という

見方をすると、分数の計算を整数の計

算に帰着して考えられたことを振り返

るとともに、「もとにする」という見方は

1万や1㎞のまとまりで計算する場合

にも用いてきたことに着目し、共通する

見方として統合する。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・既習の数の見方や表し方などをもとに、分数の意味と表し方、計算のしかたについて主体的に考えたり、日常生活の場面などで大きさを分数を

用いて表したりしようとしている。

2

4

8

～
4

9

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「分数」の学習のよさ

や見方・考え方を振り

返っている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

いろいろな三角形 ①②二等辺三角形、正

三角形の意味を理解す

る。

・「どんな三角形ができるかな？」の活

動をきっかけに、4種類のストローを

使ってできた三角形に関心をもつ。

・4種類のストローを使っていろいろな

三角形を作り、辺の長さに着目して分

類し、二等辺三角形、正三角形につい

て知る。

★まとめアニメ「二等辺三角形」「正

・二等辺三角形、正三角

形の意味を理解してい

る。

・三角形について、辺の

長さの相等関係に着目

して分類し、それらの特

徴を見いだしている。

[二等辺三角形、正三角

形さがし]

・身のまわりから二等辺三角形や正三

角形のものを見つける。

③二等辺三角形の性質

と構成要素について理

解を深める。

・ドットの図を使って、あと1点をどこに

とると二等辺三角形になるかを考え、

作図する。
④二等辺三角形、正三

角形の作図のしかたを

理解する。

・定規とコンパスを使って、二等辺三角

形の作図のしかたを考える。

★動画「二等辺三角形のかき方」を見

て確認する。

・二等辺三角形の作図のしかたをもと

に、正三角形の作図のしかたを考え

・定規とコンパスを使っ

て、二等辺三角形、正三

角形を作図することが

できる。

⑤二等辺三角形、正三

角形の辺の相等につい

て理解を深める。

・円の半径を使って三角形を作図し、

二等辺三角形や正三角形ができるこ

とを説明する。
[おり紙で三角形を作ろ

う]

・折り紙を折って二等辺三角形や正三

角形を作り、その方法について説明す

る。
[つながるミカタ] ・三角形を弁別する観点として、「辺の

長さ」に着目したことを振り返り、三角

形の「かどの形」にも着目することに

関心を広げ、次の問題解決につなげ
⑥図形の角の意味、性

質を理解する。

・三角定規のかどの大きさを比べるこ

とをとおして、角の意味、角の大きさに

ついて知る。

★まとめアニメ「角」「角の大きさ」を

使って確認・説明する。

⑦二等辺三角形、正三

角形の角の相等につい

て理解する。

・角を重ね合わせて比べることをとおし

て、二等辺三角形は2つの角の大きさ

が等しく、正三角形は3つの角の大き

さが等しくなっていることを知る。

★まとめアニメ「二等辺三角形、正三

角形の角」を使って確認・説明する。

・二等辺三角形では2つ

の角の大きさが等しく、

正三角形では3つの角

の大きさが等しいことを

理解している。

⑧敷き詰め模様の構

成、観察をとおして、平

面図形の広がりや図形

の美しさを捉え、図形に

ついての感覚を豊かに

する。

・「三角形でもようを作ろう！」という目

的意識から、二等辺三角形や正三角

形を敷き詰めた模様を作る。

[三角定規で形を作ろ

う]

・同じ大きさの三角定規を何枚か組み

合わせて、凧形や大きな正三角形を作

る方法を考える。

1
6

1

学んだことを使お

う

・二等辺三角形や正三

角形を敷き詰めた図の

中にほかの図形を認め

たり、平面図形の広がり

や図形の美しさに気づ

いたりして表現してい

る。

・円の半径を使った二等

辺三角形や正三角形の

構成のしかたについて、

図形の性質をもとに説

明している。

2

5

8

～
6

0

・角の意味を理解し、2

つの角の大きさを重ね

るなどして比べることが

できる。

・図形を構成する要素と

して角の大きさに着目

し、二等辺三角形や正

三角形の角の大きさの

比べ方を考えている。角

・二等辺三角形、正三角形について理解し、作図などをとおしてそれらの関係に次第に着目することができる。また、基本的な図形と関連して

角について知っている。＜知・技＞
・図形を構成する要素に着目し、構成のしかたを考えるとともに、図形の性質を見いだし、身のまわりのものの形を図形として捉えている。＜

思・判・表＞
・二等辺三角形、正三角形に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しよう

としている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

5

0

～
5

7

(二等辺三角形、

正三角形のかき

方）

・ドットの図を使って、二

等辺三角形を作図する

ことができる。

・二等辺三角形や正三

角形の定義をもとに、そ

れらの図形の作図のし

かたを考えている。

（三角形づくり）

１３　三角形
11月下旬～12月上旬　（10時間）

p.50～63

◆単元の目標と評価規準

○二等辺三角形、正三角形について理解し、図形の性質を見いだしたり構成のしかたを考えたりする力を身につけるとともに、基本的な図形と関

連して角について知る。また、図形の特徴を見いだすことに進んで関わり、身のまわりのものの形を二等辺三角形、正三角形として捉えるなど、生

活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(ア)(イ)、B(1)イ(ア)、内(6)】
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2

6

2

～

6

3

まとめ ⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「三角形」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①加法や減法の場面に

おいて、未知の数量を□

として式に表し、□にあ

てはまる数を求めること

ができる。

・「お話を式に表そう！」の活動をきっ

かけに、クリスマスのかざり作りの場面

を線分図や式に表すことに関心をも

つ。

・線分図や言葉の式をもとに、未知の

数量を□として減法の式に表し、□に

あてはまる数の求め方を考える。

・未知の数量を□とする

ことにより、数量の関係

を式で表せることを理

解し、加法や減法の場

面において、□を用いて

式に表し、□にあてはま

る数を求めることができ

る。
②□にあてはまる数を

求めることをとおして、

加法と減法の相互関係

を理解する。

・加法や減法の場面を□を用いた式

に表し、図をもとに□にあてはまる数を

求め、加法と減法の相互関係について

まとめる。

★まとめアニメ「たし算とひき算の関

係」を使って確認・説明する。

・加法と減法の相互関

係を理解している。

[つながるミカタ] ・未知の数量があるときも「お話のとお

りに式に表せる」という□を用いるよさ

や、「場面を表すときにも使う」という

式の役割について振り返り、次の問題

解決につなげる。
③乗法と除法の場面に

おいて、未知の数量を□

として式に表し、□にあ

てはまる数を求めること

ができる。

・おもちの数を求める場面で、数直線

や言葉の式をもとに、未知の数量を□

として乗法の式に表し、□にあてはまる

数の求め方を考える。

④□にあてはまる数を

求めることをとおして、

乗法と除法の相互関係

を理解する。

・乗法や除法の場面を□を用いた式

に表し、図をもとに□にあてはまる数を

求め、乗法と除法の相互関係について

まとめる。

★まとめアニメ「かけ算とわり算の関

係」を使って確認・説明する。

・乗法と除法の相互関

係を理解している。

⑤学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[何算でもとめられるか

な？]

・12－□＝8の□は12－８の減法で、

18÷□＝６の□は18÷6の除法で求

められることを、それぞれ図を用いて考

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

・未知の数量を□として表すことで、問題場面どおりに立式できるよさに気づき、式に表したり式をよんだりすることに主体的に取り組もうとしてい

る。

■　タイルは何まい
12月下旬　（1時間）

p.73

2

7

1

～

7

2

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「□を使った式と図」の

学習のよさや見方・考え

方を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・数量の関係に着目し、数量の関係を図や式を用いて簡潔に表したり、式と図を関連づけて式をよんだりしている。＜思・判・表＞

・数量の関係を表す式に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとし

ている。 ＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

6

4

～
7

0

・□を用いた式と図を関

連づけて、式が表してい

る場面の意味をよみ

取っている。

・乗法や除法の場面に

おいて、□を用いて式に

表し、□にあてはまる数

を求めることができる。

・二等辺三角形、正三角形の特徴を調べたり、構成したりすることに主体的に取り組むとともに、身のまわりから図形を見つけようとしたり、二等辺

三角形や正三角形を敷き詰める活動をとおして、平面図形の広がりや図形の美しさを感じたりしている。

14　□を使った式と図
12月中旬　（6時間）

p.64～72

◆単元の目標と評価規準

○数量の関係を表す式について理解し、未知の数量を□として式に表したり、式と図を関連づけて式をよんだりする力を身につける。また、□を用

いた式に進んで関わり、そのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(7)ア(ア)、A(7)イ(ア)】

・数量の関係を表す式について理解し、未知の数量を□として式に表したり、□に数をあてはめて調べたりすることができる。＜知・技＞

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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1
7

3

①正三角形の敷き詰め

模様からほかの図形を

見いだし、その図形をま

とまりとして捉え、乗法の

式を用いて正三角形の

枚数を表すことができ

る。

・規則的に並んだ正三角形のタイルの

枚数の求め方を、8×3、4×6、…など、

いろいろな式で考える。

・規則的に並んだタイル

の枚数を工夫して数え

ることをとおして、図形、

数、式の多様な見方を

見いだしている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①小数の意味と表し方、

「小数」「小数点」「整

数」の意味を理解する。

・「水のかさは何Lかな？」の活動を

きっかけに、1Lに満たない端数部分の

かさの表し方に関心をもつ。

・1Lの1/10の大きさを0.1Lということ

を知り、小数の意味、表し方を知る。

・「小数」「小数点」「整数」の意味を

知る。

★まとめアニメ「れい点一リットル」

「小数」を使って確認・説明する。

[小数さがし] ・身のまわりから小数で表されている

ものを見つける。

②長さを小数で表すこ

とをとおして、小数の構

成や表し方についての

理解を深める。

・3cm7mmを3.7cmと表すように、複

名数で表された長さを小数を用いて

単名数で表すしかたを考える。

・複名数で表された長さ

などの量を、小数を用い

て単名数で表すことが

できる。

③小数の構成、相対的

な大きさ、小数の位取り

(1/10の位)、小数と整

数の関係について理解

する。

・数直線上に小数を表したり、2.4と

24の関係などを調べたりする。

・小数の位取り(1/10の位、小数第一

位)の意味を知る。

★まとめアニメ「1/10の位（小数第一

位）」を使って確認・説明する。

・0.1、1、10、100の関係を調べ、10

倍、1/10の関係になっていることを知

る。

・十進位取り記数法をも

と に 小 数 の 位 取 り

（1/10の位または小数

第一位）を理解するとと

もに、小数と整数の関係

について理解している。

④数の大小比較をとお

して、小数と整数の関係

について理解を深める。

・2.8と3の大小比較のしかたを考え、

説明する。

・小数と整数の大小を

理解している。

⑤小数と分数の関係に

ついて理解を深める。

・小数と分数を1つの数直線上に表

す。

・0.6と7/10の大小比較のしかたを考

え、説明する。

・小数と分数の大小を

理解している。

[つながるミカタ] ・「位ごとに」大きさを比べたり、「0.1

の何こ分」とみたりして、小数の大小を

比較したことを振り返り、加法や減法

にも関心を広げて、次の問題解決につ
⑥繰り上がりのない小

数の加法の計算のしか

たを理解する。

・2.5＋1.3のような、繰り上がりのない

小数の加法の計算のしかたを考える。

⑦繰り上がりのある小

数の加法の計算のしか

たを理解し、筆算ができ

る。

・2.6＋1.7のような、整数部分へ繰り

上がる加法の計算のしかたを考え、筆

算のしかたをまとめる。

★まとめアニメ「2.6＋1.7の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・小数の加法の筆算形

式を知り、繰り上がりの

ある小数の加法の筆算

ができる。

5

8

2

～
8

7

・小数の加法の意味を

理解し、繰り上がりのな

い小数の加法の計算が

できる。

・小数の加法及び減法

の計算のしかたを、整数

の計算のしかたなどと

関連づけて考えている。
小数のたし算、ひ

き算

○小数の意味と表し方、及び小数の加法、減法の意味を理解し、小数の大きさを比べたり、計算のしかたを考えたりする力を身につける。また、小

数に進んで関わり、そのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(5)ア(ア)(イ)、A(5)イ(ア)、内

(5)】

・端数部分の大きさを表す数としての小数の意味と表し方を理解するとともに、小数の加法、減法の意味を理解し、小数の大きさを比べたり

計算したりすることができる。＜知・技＞
・数のまとまりに着目し、小数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを考えるとともに、小数を日常生活に生かしている。＜思・

判・表＞
・小数に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

7

4

～
8

1

小数の表し方 ・小数の意味と表し方、

構成、及び整数の意味

を理解している。

・小数の意味や大きさ、

小数と整数、分数の関

係について、数直線や

図に表すなどして考えて

いる。

15　小数
1月上旬～下旬　（12時間）

p.74～89

◆単元の目標と評価規準
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＜第3学年＞

⑧小数の加法で答えが

整数になる場合や、整

数と小数の加法の計算

ができる。

・1.4＋2.6のような、答えの小数部分

が0になる加法の計算のしかたを考え

る。

・35＋4.8のような、整数＋小数の加法

の計算のしかたを考える。

・小数の加法で答えが

整数になる場合や、整

数と小数の加法の筆算

ができる。

⑨繰り下がりのない小

数の減法の計算のしか

たを理解する。

・2.5－1.3のような、繰り下がりのない

小数の減法の計算のしかたを考える。

・小数の減法の意味を

理解し、繰り下がりのな

い小数の減法の計算が

できる。

⑩繰り下がりのある小

数の減法の計算のしか

たを理解し、筆算ができ

る。また、整数と小数の

減法の計算ができる。

・3.2－1.8のような、整数部分から繰

り下がる減法の計算のしかたを考え、

筆算のしかたをまとめる。

★まとめアニメ「3.2－1.8の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・3－0.6のような、整数－小数の減法

の計算のしかたを考える。

・小数の減法の筆算形

式を知り、繰り下がりの

ある小数の減法や、整

数と小数の減法の筆算

ができる。

2

8

8

～

8

9

まとめ ⑪学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「小数」の学習のよさ

や見方・考え方を振り

返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1
9

0

①魔方陣の空欄にあて

はまる数を、筋道を立て

て考えることができる。

・魔方陣のしくみを知り、空欄にあては

まる数を考える。

・空欄の数を増やした魔方陣や、小数

の魔方陣にも取り組む。

・提示された条件をもと

に、空欄にあてはまる数

値の求め方を、式を用

いて筋道を立てて考え

ている。

頁

9

1

・既習の数の見方や表し方などをもとに、小数の意味と表し方、計算のしかたについて主体的に考えたり、身のまわりから小数が用いられる場面

を見つけたりしようとしている。

■　まほうじん
1月下旬　（1時間）

p.90

◎　ふく習④
学習活動

・「円と球」「重さ」「分数」の復習をする。

・単元16「2けたの数のかけ算」に関わる既習事項を確認する。

5

8

2

～
8

7

・小数の加法及び減法

の計算のしかたを、整数

の計算のしかたなどと

関連づけて考えている。
小数のたし算、ひ

き算

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

（何十をかける計 ①②1位数×何十、2位 ・「キャップは何こひつよう？」の活動を ・乗数を10倍すると積も ・何十をかける乗法の計
③④2位数×2位数＝3 ・12×23のような、2位数×2位数の乗 ・2位数×2位数＝3位数

⑤2位数×2位数で、部

分積が3桁になる乗法

の計算ができる。

・39×75のような、部分積が3桁にな

る乗法の計算のしかたを考える。

・2位数×2位数で、部分

積が3桁になる乗法の

筆算ができる。
（計算のくふう） ⑥被乗数や乗数に空位

がある場合について、乗

法の筆算の工夫のしか

たを理解する。

・28×30を、通常の計算のしかたと、

省略するしかたで計算をして比べる。

・40×36と36×40の計算のしかたを

比べる。

・乗法の筆算の工夫の

しかたを理解している。

[つながるミカタ] ・2位数×2位数の計算のしかたにつ

いて、「数を分ける」という見方を振り

返り、数が大きくなった場合にも関心

を広げ、次の問題解決につなげる。
⑦3位数×2位数＝4位

数の乗法の計算ができ

る。

・218×34のような、3位数×2位数の

乗法の計算のしかたを考える。

★まとめアニメ「218×34の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

⑧3位数×2位数＝5位

数の乗法の計算ができ

・576×38のような、答えが5位数にな

る乗法の計算のしかたを考える。

・3位数×2位数＝5位数

の乗法の筆算ができる。
1 101 学んだことを使お

う

⑨日常生活の場面と関

連づけて、乗法の計算を

・「校しゃの高さを調べよう！」という目

的意識から、必要な情報を選択して校

・校舎の高さを求めるの

に必要な情報を判断し、
2 102～103 まとめ ⑩学習内容の理解を確 ・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基 ・「2けたの数のかけ算」

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・乗法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに主体的に考えたり、乗法を生活や学習に活用しようとしたりしている。

・乗法の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜

態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

8

9

2

～
1

0

0

（2けた×2けたの

計算）

・2位数×2位数の乗法

の計算のしかたを、既習

の計算をもとに図や式

などを用いて考えてい

る。

・3位数×2位数＝4位数

の乗法の筆算ができる。

・3位数×2位数の乗法

の計算のしかたを、被乗

数が2位数の場合の計

算をもとに考えている。
（3けた×2けたの

計算）

１6　2けたの数のかけ算
2月上旬～中旬　（11時間）

p.92～103

◆単元の目標と評価規準

○2位数や3位数に2位数をかける乗法について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につけ

る。また、乗法の計算のしかたを考えることに進んで関わり、その過程を振り返り、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領と

の関連　A(3)ア(ア)(イ)、A(3)イ(ア)】

・2位数や3位数に2位数をかける乗法の計算が、乗法九九などの基本的な計算をもとにしてできることや、その筆算のしかたについて理解

し、乗法の計算が確実にできる。＜知・技＞
・数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

0

4

①図形の定義や性質、

作図のしかたをもとに、

校庭にドッジボールの

コートをかく方法を理解

・巻尺やひも、棒を使って、直角をつ

くって長方形をかいたり、半径を決め

て円をかいたりして、校庭にドッジボー

ルのコートをかく。

・図形の定義や性質、作

図のしかたを、日常生活

の問題解決に生かして

いる。

■　ドッジボールのコートをかこう p.104
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①何倍かを求める場合

に除法を用いることを理

解する。（第一用法）

・3㎝の7倍の長さを求める場合に乗

法を用いることを振り返る。

・18cmは3cmの何倍かという関係を

考察することをとおして、何倍かを求め

る場合に除法を用いることを知る。

★まとめアニメ「倍の求め方」を使って

確認・説明する。

・ある数量がもとにする

数量の何倍かを求める

には、除法を用いること

を理解している。

②もとにする大きさを求

める場合に除法を用い

ることを理解する。（第

三用法）

・もとの長さの5倍の長さが40㎝とい

う関係を考察することをとおして、もと

にする大きさを求める場合に除法を用

いることを知る。

・もとにする大きさを求

めるには、除法を用いる

ことを理解している。

2

1

0

9

まとめ ③学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「倍の計算」の学習の

よさや見方・考え方を振

り返っている。

頁

1

1

0

◎　ふく習⑤
学習活動

・「三角形」「□を使った式と図」「小数」「2けたの数のかけ算」の復習をする。

2

1

0

5

～
1

0

8

・数量の関係や、何倍か

を求めるしかたを、図や

式などを用いて考えて

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・2つの数量の関係について、既習の乗法や除法などをもとに粘り強く考えたり、倍の計算を生活や学習に活用しようとしたりしている。

◆単元の目標と評価規準

〇ある数量がもう一方の数量の何倍かを求める場合や、もとにする大きさを求める場合に、除法が用いられることを理解するとともに、図や式など

を用いて数量の関係を考察する力を身につける。また、倍の計算に進んで関わり、生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領と

の関連　A(4)ア(ア)(イ)(ウ)、A(4)イ(ア)】

・ある数量がもう一方の数量の何倍かを求める場合や、もとにする大きさを求める場合に、除法が用いられることを理解している。＜知・技＞

・ある数量ともう一方の数量との関係に着目し、図や式などを用いて、既習の乗法や除法と関連づけながら演算の意味を考察している。＜

思・判・表＞
・倍の計算に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜態

度＞

◆指導計画と観点別評価規準

１７　倍の計算
2月下旬　（4時間）

p.105～109
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

（そろばんの数の

表し方）

①そろばんの各部の名

称、しくみ、数の表し方に

ついて理解する。

★シミュレーション「そろばん」を使って

活動する。

・そろばんのしくみを知り、十進位取り

記数法による数の表し方と対比しなが

ら、そろばんでの数の表し方を知る。

・そろばんの数の入れ方、はらい方を

知る。

・そろばんのしくみと、数

の入れ方、はらい方を理

解し、そろばんを使って

数を表すことができる。

②そろばんを使って、簡

単な1位数や2位数の

加減計算ができる。

・基本的な加法、減法の珠の動かし方

を知る。

・31＋58、89－58、4＋3、7－3、4＋

7、11－7のような、簡単な加減計算の

しかたを知る。

・そろばんによる加法及

び減法の計算のしかた

を理解し、簡単な1位数

や2位数の加減計算が

できる。

③そろばんを使って、何

万や小数の加減計算が

できる。

・3万＋5万や10万－2万のような何万

の加減計算、2.3＋0.6や1.1－0.8の

ような簡単な小数の加減計算のしか

たを知る。
[読み書きそろばん] ・そろばんが、最も大切な勉強の1つと

して学ばれていたことを知る。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

1

5

①規則的に並んだ数の

きまりを筋道立てて考え

解決することをとおして、

論理的な思考力を伸ば

す。

・カレンダーで3つ並んだ数の和を考

察して、きまりを見つける。

・規則的に並んだ数のき

まりを筋道を立てて考え

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・そろばんのしくみに関心をもち、数を表したり計算したりすることに主体的に取り組もうとしている。

■　カレンダーを調べよう
3月上旬　（1時間）

p.115

○そろばんによる数の表し方を理解し、簡単な加法及び減法の計算ができるとともに、そろばんのしくみに着目し、大きな数や小数の計算のしか

たを考える力を身につける。また、そろばんに進んで関わり、そのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関

連　A(8)ア(ア)(イ)、A(8)イ(ア)】

・そろばんによる数の表し方を理解し、簡単な加法及び減法の計算ができる。＜知・技＞

・そろばんのしくみに着目し、簡単な加法及び減法の計算のしかたを考えている。＜思・判・表＞

・そろばんに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。＜態

度＞

◆指導計画と観点別評価規準

2

1

1

1

～
1

1

4

・そろばんのしくみに着

目し、数の表し方及び加

法、減法の計算のしか

たを考えている。

（そろばんの計

算）

・そろばんを使って、何

万や小数の加減計算が

できる。

１8　そろばん
1月下旬　（2時間）

p.111～114

◆単元の目標と評価規準
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＜第3学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

（給食調べ） ・給食アンケートをまとめた表やグラフ

をもとに、「すきなメニュー調べ」の結

果からよみ取れることを考え、説明す

る。

・表やグラフを用いて表

されたデータをよみ取っ

たり、その根拠について

データをもとに説明した

りするなど、算数の学習

を活用して考え表現して

いる。
（本だな） ・部屋の図をもとに、ドアを開くときに

動く範囲を考え、どの本棚を置けばよ

いかを説明する。

・日常の場面から算数

の問題を見いだし、長さ

や円などの学習を活用

して解決したり、言葉や

図、式などを用いて説明

したりするなど、算数の

学習を活用して考え表

現している。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

4

1

2

0

～

1

2

3

①②③④第3学年の学

習内容の問題を解決す

ることができる。

・数と計算、図形、はかり方、表とグラフ

についての問題に取り組む。

・第3学年の学習内容に

ついて、知識及び技能

を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・第3学年で学習した基本的な問題について、それらが確実に身につくように取り組もうとしている。

2

1

1

6

～
1

1

9

①②知識・技能等を活

用し、課題解決のため

の構想を立て、筋道を

立てて考えたり、数学的

に表現したりすることが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・数量や図形に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。

◎　3年のまとめ
3月中旬　（4時間）

p.120～123

●　算数を使って考えよう
3月上旬　（2時間）

p.116～119
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＜第4学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

みんなで算数をは

じめよう！／算数

で使いたい見方・

考え方

・「みんなで算数をはじめよう！」及び

「算数で使いたい見方・考え方」を見

て、算数の学習の進め方について話し

合う。
ペントミノ ・同じ大きさの正方形を5枚つなげた

形（ペントミノ）を、筋道を立てていろい

ろ見つける。また、ペントミノのうち、ふた

のない箱になる形を見つける。

★ワークシート「いろいろなペントミノ」

「箱の形になるペントミノ」を使って活

動する。

・正方形を5個つなげた

形のいろいろな場合に

ついて、筋道を立てて考

えたり表現したりしてい

る。

1

2

～
1

0

①②算数の学習の進め

方を理解し、問題解決に

生かすことができる。

・問題解決の進め方を

理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・問いをもち、主体的に考えたり友だちの考えから学び合おうとしたりするとともに、解決の過程や結果を振り返り、よりよい方法を考えたり新たな問

いを見いだそうとしたりしている。

令和6年度版『小学算数４上・４下』

* は「発展的な学習内容」を含む箇所

★は教育出版のWebサイトに「まなびリンク（デジタルコンテンツ）」がある箇所

＜上巻＞

●　みんなで算数をはじめよう！／ペントミノ 4月上旬　（1時間）

p.2～10
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＜第4学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①一億の位までの数の

よみ方、表し方、億の位

の数の構成と位取りのし

くみを理解する。

※（問題発見力モデル）

本時の活動をとおして、

「はてな？」の見つけ方

を学習する。

・「いろいろな数を調べよう！」という目

的意識から、自分の住む地域（神奈川

県）に関する数や、各都道府県の人口

などに関心をもち、千万の位までの数

について振り返り、数の大きさを比べ

る。

・日本の人口と世界の国々の人口を比

べる活動にも取り組み、千万の位よりも

大きい位の数はどのようによめばよい

のかという問いを見いだし、一億の位ま

での数のよみ方、表し方を知る。

★まとめアニメ「一億の位」を使って確

認・説明する。

・一億の位までの数の構

成と位取りのしくみを理

解し、表すことができる。

②千億の位までの数の

よみ方、表し方、億の位

の数の構成と位取りのし

くみを理解する。

・世界の人口のよみ方を調べることをと

おして、千億の位までの数のよみ方、表

し方、数の構成を知り、一億の位から先

も、一、十、百、千の繰り返しになってい

ることをまとめる。

★まとめアニメ「十億、百億、千億」を

使って確認・説明する。

・千億の位までの数の構

成と位取りのしくみを理

解し、表すことができる。

③千兆の位までの数の

よみ方、表し方、兆の位

の数の構成と位取りのし

くみを理解する。

・光が1年間に進む距離を調べること

をとおして、千兆の位までの数のよみ

方、表し方、数の構成を知る。

・整数は、右から4桁ごとに区切るとよ

みやすくなることを知る。

★まとめアニメ「一兆、十兆、百兆、千

兆」を使って確認・説明する。

・千兆の位までの数の構

成と位取りのしくみを理

解し、表すことができる。

④数直線をもとに、大き

な数の構成、相対的な

大きさを理解する。

　何億どうしの加減計算

ができる。また「和」

「差」の意味を理解す

る。

・数直線を見て、34億の数の構成、1

億をもとにした相対的な大きさなどを

考える。

・35億＋24億、35億－24億のような

大きい数の計算のしかたを考える。

・「和」「差」の意味を知る。

・大きな数の構成や相対

的な大きさを理解してい

る。

・「和」「差」の意味を知

るとともに、1億などをも

とにした加法、減法の計

算ができる。

[つながるミカタ] ・整数のしくみについて、位が大きく

なっても「一、十、百、千のくり返し」に

なっていたことを振り返り、ほかの整数

の見方にも関心を広げ、次の問題解決

につなげる。
（整数のしくみ） ⑤10倍、100倍、1/10

にした数の大きさと表し

方を理解する。

　整数は0から9までの

10個の数字で表せるこ

とを理解する。

・1億2345万を10倍、100倍、1/10

にした大きさを調べることをとおして、

数を10倍すると位が1桁上がり、1/10

にすると位が1桁下がることを知る。

★まとめアニメ「整数のしくみ」を使っ

て確認・説明する。

・どんな整数も、0から9までの10個の

数字で表せることを知る。

・整数の表し方について、数学的に表現・処理したことを振り返り、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしている。＜態

度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

1

1

～
1

9

億と兆 ・十進位取り記数法のし

くみを統合的に捉え、千

兆の位までの数の比べ

方や表し方、相対的な大

きさを考えている。

・整数を10倍すると位が

1桁上がり、1/10にする

と位が1桁下がること

や、整数は0から9までの

10個の数字で表せるこ

となど、十進位取り記数

法のしくみを理解してい

る。

１　大きな数 4月上旬～中旬　（10時間）

p.11～24

◆単元の目標と評価規準

○億、兆の単位について知り、十進位取り記数法についての理解を深め、大きな数の大きさの比べ方や表し方、計算のしかたを統合的に捉える力を

身につける。また、その過程を振り返り、十進数としての表現のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連

A(1)ア(ア)、A(1)イ(ア)、内(1)(3)】

・億、兆の単位について知り、十進位取り記数法についての理解を深め、表すことができる。＜知・技＞

・数のまとまりに着目し、大きな数の大きさの比べ方や表し方を統合的に捉えるとともに、それらを日常生活に生かしている。＜思・判・表＞
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＜第4学年＞

⑥3位数×3位数の乗法

の計算ができる。また、

「積」の意味を理解す

る。

・285×127のような、3位数×3位数

の乗法の計算のしかたを考える。

・「積」の意味を知る。

・542×307のような、十の位に空位の

ある乗法の計算のしかたを考える。

・「積」の意味を知るとと

もに、3位数×3位数の

乗法の計算ができる。

・3位数×3位数の乗法

の計算のしかたを、既習

の計算をもとにして考え

ている。

⑦末位に0がある乗法

の計算のしかたを理解

する。

・2700×30や24億×20のような、末

位に0がある場合の乗法の計算のしか

たを、数の相対的な大きさをもとに工

夫して考える。

[数の区切り] ・数を3桁ごとにカンマで区切って表す

ことがあることを知る。

⑧大きな数についての

量感をもち、整数のしく

みについて理解を深め

る。

・「10年は何秒かな？」という目的意識

から、10年を秒単位に換算する式を考

える。また、8桁の電卓で計算して桁数

が足りなくなる場合に、整数のしくみを

用いて工夫して答えを求める。

[千兆の位より大きい

位]*

・千兆よりも大きい位の命数法につい

て知る。

⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[古代エジプトの数の表

し 方 を 知 ろ う ！ ]

（p.161）*

・選択的活動として、古代エジプトで使

われていた数の表し方を知り、現代の

数の表し方と比べる。

★ワークシート「古代エジプトの数の表

し方を知ろう！」を使って活動する。

頁

2

5

・既習の数の見方や表し方などをもとに、大きな数のしくみについて主体的に考えたり、生活や学習でみられる大きな数を進んで理解しようとしたり

している。

◎　ふく習①
学習活動

・第3学年「2けたの数のかけ算」「倍の計算」の復習をする。

・単元2「わり算の筆算」に関わる既習事項を確認する。

2

2

3

～
2

4

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「大きな数」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

2

2

0

～
2

1

大きな数のかけ算

・末位に0がある場合の

乗法の計算ができる。

・末位に0がある場合の

乗法の計算のしかたを、

数の相対的な大きさをも

とに工夫して考えてい

る。

1
2

2

学んだことを使お

う

・大きな数についての量

感をもっている。
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＜第4学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①2位数÷1位数の除法

の計算のしかたを理解

する。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

「なるほど！」の見つけ方

を学習する。

・「1人分の折り紙は何まいかな？」の

活動をきっかけに、63÷3の計算のしか

たを振り返るとともに、未習の問題に取

り組むことに関心をもつ。

・72÷3のような、2位数÷1位数の除

法の計算のしかたを考える。また、自他

の考えを比較し、考え方のよさを振り

返ってまとめる。

[友だちのノートを見てみ

よう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について話

し合う。

②2位数÷1位数の除法

の筆算のしかたを理解

する。

・72÷3のような、2位数÷1位数の除

法の筆算のしかたを考える。

★まとめアニメ「72÷3の筆算のしか

た」を使って確認・説明する。

・2位数÷1位数＝2位数

であまりがない除法の

筆算形式を知り、筆算が

できる。

③2位数÷1位数であま

りのある除法の計算が

でき、被除数＝除数×商

＋あまりの関係を理解し

て、計算の確かめに用い

ることができる。また、

「商」の意味を理解す

る。

・85÷3のような、あまりのある除法の

計算のしかたを考える。

・「商」の意味を知る。

・あまりのある除法の答えの確かめのし

かたを考える。

★まとめアニメ「わり算のたしかめの

式」を使って確認・説明する。

・2位数÷1位数＝2位数

であまりのある場合の除

法の計算のしかたを理

解し、筆算ができる。ま

た、「商」の意味を知ると

ともに、被除数、除数、

商、あまりの間の関係に

ついて理解し、計算の確

かめに用いることができ

る。
④2位数÷1位数で十の

位が整除される場合や、

十の位に商が立たない

場合の除法の計算がで

きる。また、2位数÷1位

数で商の一の位が0に

なる場合の除法の計算

ができる。

・69÷3のような、十の位が整除される

場合や、47÷9のような、十の位の商が

立たない場合の除法の計算のしかた

を考える。

・83÷4のような、商の一の位が0にな

る場合の除法の計算のしかたを考え

る。

・2位数÷1位数で十の

位が整除される場合や、

十の位に商が立たない

場合の除法、商の一の

位が0になる場合の除

法の筆算ができる。

[つながるミカタ] ・2位数÷1位数の計算のしかたについ

て、「位ごとに数を分ける」という見方

を振り返り、数が大きくなった場合にも

関心を広げ、次の問題解決につなげ

る。

⑤3位数÷1位数＝3位

数の除法の計算ができ

る。

・600÷3の計算のしかたを100をもと

にして考える。

・736÷3のような、3位数÷1位数＝3

位数の除法の計算のしかたを考え、筆

算のしかたをまとめる。

★まとめアニメ「736÷3の筆算のしか

た」を使って確認・説明する。
⑥3位数÷1位数で商の

一の位や十の位に0が

立つ除法の計算ができ

る。

・812÷3や758÷7のような、商の一の

位や十の位に0が立つ除法の計算のし

かたを考える。

・3位数÷1位数で商の

一の位や十の位に0が

立つ除法の筆算ができ

る。

8

2

6

～
3

9

（2けた÷1けたの

計算）

・2位数÷1位数の除法

の計算が、基本的な計

算をもとにしてできるこ

とを理解している。

・2位数÷1位数の除法

の計算のしかたを、既習

の計算をもとに図や式な

どを用いて考えている。

・3位数÷1位数=3位数

の除法の計算のしかた

を理解し、筆算ができ

る。

・3位数÷1位数の除法

の計算のしかたを、被除

数が2位数の場合の計

算をもとに図や式などを

用いて考えている。

（3けた÷1けたの

計算）

◆単元の目標と評価規準

○除数が1位数で被除数が2位数や3位数の場合の除法について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考え

る力を身につける。また、その過程において、計算のしかたを多面的に捉え検討して、よりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領と

の関連　A(3)ア(ア)(イ)(ウ)、A(3)イ(ア)、内(2)】

・除数が1位数で被除数が2位数や3位数の場合の計算が、基本的な計算をもとにしてできることや、その筆算のしかたについて理解し、除法

の計算が確実にできる。また、被除数＝除数×商＋あまりの関係について理解している。＜知・技＞
・数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・整数の除法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気

づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

２　わり算の筆算 4月下旬～5月中旬　（10時間）

p.26～41
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⑦3位数÷1位数＝2位

数の除法の計算ができ

る。

・214÷6のような、百の位に商が立た

ない3位数÷1位数＝2位数の除法の

計算のしかたを考え、筆算のしかたを

まとめる。

★まとめアニメ「214÷6の筆算のしか

た」を使って確認・説明する。

・3位数÷1位数＝2位数

の除法の筆算ができる。

（わり算の暗算） ⑧除法の暗算ができる。 ・78÷3のような、2位数÷1位数の暗

算のしかたを考える。

・2位数÷1位数の除法

の暗算ができる。

⑨学習内容の理解を確

認 し 、確 実に 身に つけ

る。

・単元のまとめをする。

[いろいろな国の筆算

をくらべよう！]（p.162）

・選択的活動として、いろいろな国の除

法の筆算形式を知り、日本の筆算のし

かたと比べる。

★ワークシート「いろいろな国の筆算を

くらべよう！」を使って活動する。

・整数の除法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り返り多面的に検討してよりよ

い方法を見いだそうとしたりしている。

2

4

0

～
4

1

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「わり算の筆算」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

8

2

6

～
3

9

・3位数÷1位数の除法

の計算のしかたを、被除

数が2位数の場合の計

算をもとに図や式などを

用いて考えている。
（3けた÷1けたの

計算）
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＜第4学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②折れ線グラフのよみ

方を理解する。

・「気温の様子を表そう！」の活動をきっ

かけに、1日の気温の変化の様子をわ

かりやすく表すことに関心をもつ。

・変化の様子を表すグラフとして、折れ

線グラフのよみ方を知る。

・折れ線グラフの傾きと変化の大きさに

ついてまとめる。

★まとめアニメ「折れ線グラフのよみと

り方」「折れ線グラフの特ちょう」を使っ

て確認・説明する。

・折れ線グラフに表すと、

数量の変化の様子をわ

かりやすく表すことがで

きることなど、折れ線グラ

フの特徴を理解し、よみ

取ることができる。

・時系列データの時間的

な変化に着目し、折れ線

グラフに表した数量の変

化の特徴や傾向などを

考察している。

③④折れ線グラフのかき

方を理解する。

　2つの折れ線グラフを

同じグラフ用紙に表し

て、変化の様子を比べる

ことができる。

・1日の気温の変化を表すことをとおし

て、折れ線グラフのかき方を知る。

★シミュレーション「折れ線グラフツー

ル(1)」を使って活動する。

・5月15日と16日の気温の変化の折

れ線グラフを同じグラフ用紙に表し、そ

れらを関連づけて考察する。

★シミュレーション「折れ線グラフツー

ル(2)(3)」を使って活動する。

・折れ線グラフのかき方

を理解し、表すことがで

きる。また、複数系列の

折れ線グラフをよみ取る

ことができる。

⑤⑥折れ線グラフの途

中の目盛りを波線で省

略する場合を理解する。

※（問題追究力モデル）

本時の活動をとおして、

「だったら！？」の見つけ

方を学習する。

・ハムスターの体重調べをとおして、折

れ線グラフでは途中の目盛りを波線で

省略して変化の様子を見やすくする場

合があることを知る。

★シミュレーション「折れ線グラフツー

ル(4)」を使って活動する。

★まとめアニメ「折れ線グラフのめもり

の省略」を使って確認・説明する。

・棒グラフと折れ線グラフを比較してそ

れぞれの特徴を振り返るとともに、グラ

フについて次に取り組んでみたいこと

を考え、新たな問題を発見する。

・途中の目盛りを省略す

ることで、変化の様子を

見やすくする場合がある

ことを理解している。

⑦折れ線グラフからよみ

取れる変化の様子を、日

常の事象と関連づけて

捉えることができる。

・やかんで水を温めたときの温度の変

化にあった折れ線グラフを判断する。

・ヘチマの草丈の折れ線グラフを見て、

よみ取れることとよみ取れないことを判

断する。

・折れ線グラフの変化の

特徴と具体的な事象と

を結びつけ、よみ取れる

こととよみ取れないこと

を根拠をもって考察して

いる。

1
5

5

学んだことを使お

う

⑧棒グラフと折れ線グラ

フを同じグラフ用紙に表

し、それらを関連づけて

考察することができる。

・「グラフを組み合わせて調べよう！」と

いう目的意識から、気温と降水量の変

化のグラフを同じグラフ用紙に表し、そ

れらを関連づけて考察する。

★シミュレーション「折れ線グラフツー

ル(5)」を使って活動する。

★外部リンク「過去の気象データ検

索」を利用してもよい。

・棒グラフと折れ線グラ

フを組み合わせたグラフ

の特徴をよみ取ることが

できる。

・2つのグラフを関連づ

けて分析し考察してい

る。

・目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、問題を解決するために適切なグラフを選択して判断し、その結論に

ついて考察している。＜思・判・表＞
・データの収集とその分析について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数

学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

7

4

2

～
5

4

（折れ線グラフの

かき方）

・目的に応じて、複数系

列のグラフを同じグラフ

用紙に表したり、目盛り

の付け方を工夫したりす

るなど、適切なグラフに

表す方法を考えている。

３　折れ線グラフ 5月中旬～下旬　（10時間）

p.42～57

◆単元の目標と評価規準

○折れ線グラフについて理解し、目的に応じてデータを収集し、データの特徴や傾向に着目してグラフに的確に表現し、それらを用いて問題を解決

したり、解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力を養う。また、その過程を振り返り、グラフの表現のよさに気づき生活や学習に活用しよ

うとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　D(1)ア(イ)、D(1)イ(ア)、内(10)】

・折れ線グラフの特徴について理解し、表したりよみ取ったりすることができる。＜知・技＞
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2

5

6

～

5

7

まとめ ⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「折れ線グラフ」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

5

8

①筋道を立てて考える

力を伸ばす。

・7dLや3dLの容器を使って5dLを量

り取る方法を考える。

・7dLや3dLの容器を

使って5dLを量り取る方

法を、筋道を立てて考え

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・データを分析したりグラフに表したりすることについて、目的意識をもって主体的に考えたり、得られた結論について多面的に捉え考察したりしよう

としている。

■　油分け
p.58
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②回転した量としての

角の大きさの意味、分度

器の機能と使い方、角の

大きさの単位「度(°)」を

理解する。

・「どちらの口が大きく開いているか

な？」の活動をきっかけに、角の意味に

ついて振り返るとともに、いろいろな大

きさの角をつくることに関心をもつ。

・2枚の円を重ねて回す活動をとおし

て、回転の量としての角の大きさの意

味を知り、角の大きさの比較・測定のし

かたを考える。

・角の大きさの単位「度(°)」を知り、直

角の大きさは90°であることを知る。

★まとめアニメ「角の大きさの単位

度」を使って確認・説明する。

・分度器を使った測定のしかたを知る。

・角の大きさを回転の大

きさとして捉え、その単位

「度（°)」と測定の意味、

直角の大きさは90°であ

ることを理解し、分度器

を使って角の大きさを測

定することができる。

・角の大きさを、既習の

量と測定の場合をもとに

して、単位のいくつ分で

捉えるしかたを考えてい

る。

③直角を単位にした角

の大きさの表し方を理解

する。

　三角定規の角を調べ、

角の大きさの加法性に

ついて理解する。

・直角を単位にした角の大きさと表し

方を知る。

★まとめアニメ「直角の何こ分」を使っ

て確認・説明する。

・三角定規の角の大きさを知る。また、

三角定規の角を組み合わせていろい

ろな大きさの角を作り、角の大きさは加

減計算できることを知る。

・直角を単位にした角の

大きさの表し方を理解し

ている。また、三角定規

の角の大きさを知り、角

の大きさの加減計算が

できる。

④180°より大きい角度

の測定のしかたを考える

ことができる。

・180°より大きい角度を、分度器を

使って測定するしかたを考え、説明す

る。

★まとめアニメ「180°より大きい角度

・分度器を使って、180°

より大きい角の大きさを

測定することができる。

[つながるミカタ] ・角の大きさについて、長さなどの量と

同様に「数と単位」を使って表すという

見方を振り返り、角を作図することにも

関心を広げ、次の問題解決につなげ
⑤分度器を使って、角を

作図することができる。
・分度器を使って、35°の角を作図す

る。

★動画「角のかき方」を見て確認する。

・分度器を使って、240°の角を作図す
[直線が交わってできる

角度]

・2本の直線が交わってできる角（対頂

角）の大きさを調べ、それらが等しくな

ることを知る。

⑥分度器を使って、三角

形を作図することができ

る。

・1つの辺の長さと両端の角度から、分

度器を使って三角形を作図する。

★動画「三角形のかき方」を見て確認

する。
[算数ひろば]* ・時計の針が2回転する角度は720°に

なることから、360°より大きい回転角

について知る。

1
7

0

学んだことを使お

う

⑦身のまわりの角の大き

さを調べ、角の大きさに

ついての感覚を豊かに

する。

・「身のまわりの角度を調べよう！」とい

う目的意識から、角度を測定する道具

を作って、身のまわりの角度を調べる。

・角の大きさについての

感覚をもち、身のまわり

から角を見いだすことが

できる。

6

5

9

～
6

9

・角の大きさを加法的に

みたり乗法的にみたりす

るなど、柔軟に考えてい

る。

・分度器を使って、角を

作図することができる。

（角のかき方）

・分度器を使って、三角

形を作図することができ

る。

◆単元の目標と評価規準

○角の大きさについて理解し、角の大きさを測定したり作図したりすることができるとともに、角の大きさを柔軟に表現したり、図形の考察に生かした

りする力を身につける。また、その過程を振り返り、角の大きさの単位と測定のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導

要領との関連　B(5)ア(ア)(イ)、B(5)イ(ア)】

・角の大きさを回転の大きさとして捉え、角の大きさの単位「 度(°)」 について理解し、角の大きさを測定することができる。＜知・技＞

・図形の角の大きさに着目し、角の大きさを柔軟に表現したり、図形の考察に生かしたりしている。＜思・判・表＞

・角の大きさについて、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気

づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

４　角 5月下旬～6月上旬　（9時間）

p.59～72
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⑧学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[2つの三角定規ででき

る角度は？]（p.163）

・選択的活動として、2枚の三角定規を

組み合わせて、いろいろな角度を作る。

★ワークシート「2つの三角定規ででき

る角度は？」を使って活動する。

頁

7

3

・角の大きさの学習を生かし、身のまわりにある図形を角の大きさに着目して捉えようとしている。

◎　ふく習②
学習活動

・「大きな数」「折れ線グラフ」の復習をする。

・単元5「2けたの数のわり算」に関わる既習事項を確認する。

2

7

1

～

7

2

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「角」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①何十÷何十や、何百何

十÷何十の除法の計算

のしかたを理解する。

・「80まいの折り紙を分けよう！」の活

動をきっかけに、既習の計算を振り返

るとともに、未習の問題に取り組むこと

に関心をもつ。

・80÷20のような、何十÷何十の除法

の計算を10をもとにして考える。

★まとめアニメ「10をもとにしたわり

算」を使って確認・説明する。

・何十÷何十、何百何十

÷何十の除法の計算が

できる。

②何百何十÷何十であ

まりのある除法の、あまり

の大きさについて理解す

る。

・140÷40のような、何百何十÷何十

であまりのある除法の、あまりの大きさ

について考える。

・何百何十÷何十であま

りのある除法の、あまり

の大きさについて理解

し、計算ができる。
（2けた÷2けたの

計算）

③④2位数÷2位数の除

法の計算のしかたを理

解し、筆算ができる。

・85÷21のような、2位数÷2位数の除

法の計算のしかたを考え、筆算のしか

たをまとめる。

★まとめアニメ「85÷21の筆算のしか

た」を使って確認・説明する。

・2位数÷2位数の除法

の商の見つけ方を理解

し、筆算ができる。

（商の見つけ方

①）

⑤除数を切り捨てる仮

商の見つけ方と、仮商

（過大商）の修正のしか

たを理解する。

・94÷32のような、仮商修正が1回あ

る除法の計算のしかたを考える。

・61÷13のような、仮商修正が2回以

上ある除法の計算のしかたを考える。

★まとめアニメ「商の見つけ方① 商が

大きすぎたとき」を使って確認・説明す

る。

・2位数÷2位数の除法

の仮商修正のしかたを

理解し、筆算ができる。

（過大商の場合）

（商の見つけ方

②）

⑥除数を切り上げる仮

商の見つけ方と、仮商

（過小商）の修正のしか

たを理解する。

・87÷17の計算で、仮商を立てるとき

に除数を切り捨てる場合と切り上げる

場合について考えることをとおして、見

当をつけた商が小さすぎた場合の計算

のしかたを考える。

★まとめアニメ「商の見つけ方② 商が

小さすぎたとき」を使って確認・説明す

る。

・2位数÷2位数の除法

の仮商修正のしかたを

理解し、筆算ができる。

（過小商の場合）

[つながるミカタ] ・2位数÷2位数の計算のしかたについ

て、わる数を「何十とみて商の見当をつ

けて、あとで調整する」という見方を振

り返り、数が大きくなった場合にも関心

を広げ、次の問題解決につなげる。
⑦3位数÷2位数＝1位

数の除法の計算ができ

る。

・172÷21や268÷35のような、3位数

÷2位数＝1位数の除法の計算のしか

たを考える。
⑧3位数÷2位数＝2位

数の除法の計算ができ

る。

・385÷12のような、3位数÷2位数＝2

位数の除法の計算のしかたを考え、筆

算のしかたをまとめる。

★まとめアニメ「385÷12の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・3位数÷2位数＝2位数

の除法の商の見つけ方

を理解し、筆算ができ

る。

⑨4位数÷2位数の除法

の計算ができる。

・6522÷27のような、4位数÷2位数

の除法の計算のしかたを考える。

・2776÷46や3016÷28のような、商

に0が立つ除法の計算のしかたを考え

る。

・4位数÷2位数の除法

の筆算ができる。

1

1

7

4

～
8

8

（何十でわる計

算）

・何十÷何十、何百何十

÷何十の除法の計算の

しかたを、10をもとにし

て考えている。

・2位数÷2位数の除法

の計算のしかたを、既習

の計算をもとに考えてい

る。

・3位数÷2位数＝1位数

の除法の筆算ができる。

・3・4位数÷2位数の除

法の計算のしかたを、被

除数が2位数の場合の

計算をもとに考えてい

る。
（3けた÷2けたの

計算）

◆単元の目標と評価規準

○除数が2位数で被除数が2位数や3位数の場合の除法について理解し、計算ができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を

身につける。また、その過程において、計算のしかたを多面的に捉え検討して、よりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連

A(3)ア(ア)(イ)(ウ)(エ)、A(3)イ(ア)、内(4)】

・除数が2位数で被除数が2位数や3位数の場合の計算が、基本的な計算をもとにしてできることや、その筆算のしかたについて理解し、除法

の計算が確実にできる。また、除法に関して成り立つ性質について理解している。＜知・技＞
・数量の関係に着目し、計算のしかたを考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりしているとともに、その性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをしたりしている。＜思・判・表＞
・整数の除法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気

づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

５　2けたの数のわり算 6月中旬～7月上旬　（15時間）

p.74～91
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⑩被除数と除数に同じ

数をかけても、同じ数で

わっても、商は変わらな

いことを理解する。

・□÷○＝4の□と○にあてはまる数を

考え、被除数と除数の関係を考えるこ

とをとおして、除法のきまりを知る。

★まとめアニメ「わり算のきまり」を使っ

て確認・説明する。

・被除数と除数に同じ数

をかけても、同じ数で

わっても、商は変わらな

いことを理解している。

⑪乗法のきまりと除法の

きまりを対比し、理解を

深める。

・40×2と80÷2という式について、被

乗数や被除数、乗数や除数を10倍す

ると積や商はどのように変わるか調べ

て、乗除の計算のきまりをまとめる。

・被乗数や被除数、乗数

や除数を10倍したとき

の積や商の大きさなど、

乗法と除法のきまりを対

比して理解している。

⑫末位に0がある除法

の計算のしかたを理解

する。

・3600÷900や1900÷800のような、

末位に0がある場合の除法の計算のし

かたを、除法のきまりを用いて工夫して

考える。

★まとめアニメ「わり算のきまりを使っ

た計算」を使って確認・説明する。

・末位に0がある場合の

除法の計算ができる。

1
8

9

学んだことを使お

う

⑬身のまわりの事象を

数理的に捉え、除法につ

いての学習などを活用し

て問題を解決することが

できる。

・本棚を作るのに必要な材料がいくつ

分あるかを考え、手持ちの材料で本棚

をいくつ作ることができるかを考える。

・問題の条件を整理し、

解決のしかたについて、

除法の式や答えを用い

るなどして筋道を立てて

考え表現している。

2

9

0

～

9

1

まとめ ⑭学習内容の理解を確

認 し 、確 実に 身に つけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「2けたの数のわり算」

の学習のよさや見方・考

え方を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・整数の除法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り返り多面的に検討してよりよ

い方法を見いだそうとしたりしている。

1

1

7

4

～
8

8

（わり算のきまり） ・除法に関して成り立つ

性質を調べてきまりを見

いだすとともに、それを活

用して、末位に0がある

場合の除法の計算のし

かたを工夫して考えてい

る。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①概数の意味、概数を

用いる目的やよさを理

解する。

・「本当にぴったりの数なのかな？」の

活動をきっかけに、図鑑などに載ってい

るぴったりの数値に関心をもつ。

・6600万年前や46億年前のようなお

よその数についての話し合いをとおし

て、概数の意味を知る。

・概数の意味や概数が

用いられる場合につい

て理解している。

・日常生活で用いられて

いる数が、概数で表され

た数かどうかを判断する

など、概数の意味や概数

を用いる目的について

考えている。

②四捨五入の意味を理

解し、四捨五入して「○

の位までの概数にする」

ことができる。

・マラソン大会の参加者数を概数で表

すしかたを数直線をもとに考え、四捨

五入して「○の位までの概数にする」し

かたを知る。

★まとめアニメ「四捨五入」を使って確

認・説明する。

・四捨五入の意味を理

解し、四捨五入して「○

の位まで」の概数にする

ことができる。

③四捨五入して「上から

○桁の概数にする」こと

ができる。

・四捨五入して「上から○桁の概数に

する」しかたを知る。

★まとめアニメ「がい数の表し方」を

使って確認・説明する。

・四捨五入して「上から

○桁」の概数にすること

ができる。

④四捨五入して概数に

したときの、もとの数の範

囲について理解する。ま

た、「以上」「以下」「未

満」の意味を理解する。

・四捨五入して百の位までの概数にし

たときに700になる数の範囲を考える。

・以上、以下、未満の意味を知り、これ

らの言葉を用いて数の範囲を表す。

★まとめアニメ「がい数のはんい」を

使って確認・説明する。

・以上、以下、未満の意

味を理解している。

・数直線などをもとに、四

捨五入によって表した概

数のもとの数の範囲に

ついて考えている。

[つながるミカタ] ・「およその数のほうが、大きさがとらえ

やすい場合がある」という概数のよさを

振り返り、日常生活に概数を活用する

ことに関心をもち、次の問題解決につ

なげる。

⑤和や差を概数で見積

もることができる。

・買い物の合計金額を見積もる場面

で、197＋128＋173のような加法を

200＋100＋200とみて、概算する場

合があることを知る。

★まとめアニメ「和や差の見積もり」を

使って確認・説明する。

⑥積や商を概数で見積

もることができる。

・代金の合計金額を見積もる場面で、

98 × 42 を 100 ×40 、 6000 ÷42 を

6000÷40とみて、概算する場合があ

ることを知る。

・積や商を概数で見積も

ることができる。
3

9

9

～
1

0

3

・計算の結果のおよその

大きさを捉える場面で、

概算を用いる場合があ

ることを理解し、和や差

を概数で見積もることが

できる。がい数を使った計

算

・概数が用いられる場合や四捨五入について知り、目的に応じて概数を作ったり、四則計算の結果の見積もりをしたりすることができる。＜知・

技＞
・日常の事象における場面に着目し、目的に合った数の処理のしかたを考えるとともに、それを日常生活に生かしている。＜思・判・表＞

・概数について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学

習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

9

2

～
9

8

６　がい数 7月上旬～中旬　（10時間）

p.92～107

◆単元の目標と評価規準

○概数や四捨五入について理解し、目的に応じて概数で表したり、四則計算の結果の見積もりをしたりすることができるとともに、目的に合った数の

処理のしかたを考える力を身につける。また、その過程を振り返り、概数を用いるよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指

導要領との関連　A(2)ア(ア)(イ)(ウ)、A(2)イ(ア)】
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⑦切り上げ、切り捨ての

意味を理解し、目的に応

じて用いることができる。

・買い物をするときに500円で足りるか

を考える場面で、それぞれの代金を切

り上げて見積もるしかたを知る。

★まとめアニメ「切り上げ」を使って確

認・説明する。

・買い物をするときに500円以上にな

るかを考える場面で、それぞれの代金

を切り捨てて見積もるしかたを知る。

★まとめアニメ「切り捨て」を使って確

認・説明する。

・切り上げ、切り捨ての

意味を理解している。

・切り上げや切り捨てに

よって表される概数の意

味について考え、どのよ

うな場合に用いるとよい

か判断している。

⑧目的に合った概数の

表し方や用い方を考え

ることができる。

・「目標まであと何まい？」という目的

意識から、使用済み切手の枚数を概数

を用いて棒グラフに表したり、目標の枚

数を達成するには約何枚の切手を集

めればよいか見積もったりする。

[がい数さがし] ・インターネットや本などで、概数で表さ

れているものを見つける。

⑨学習内容の理解を確

認 し 、確 実に 身に つけ

る。

・単元のまとめをする。

[いろいろな見積もりの

方法で計算してみよう！]

（p.164）

・選択的活動として、いろいろな見積も

りのしかたを知り、実際に取り組んでみ

る。

★ワークシート「いろいろな見積もりの

方法で計算してみよう！」を使って活動

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

0

8

①乗法に関して成り立

つ性質について理解を

深める。

・5のキーを使わないで、18×25の答

えを表示させる方法を、乗法に関して

成り立つ性質などを用いて考える。

・18×25と答えが同じに

なる式を、乗法に関して

成り立つ性質を用いて

考えている。

頁

1

0

9

・概数を用いると物事の判断や処理が容易になるなどのよさに気づき、目的に応じて概数で事象を把握しようとしたり、生活や学習に活用しようとし

たりしている。

■　こわれた電たく
p.108

◎　ふく習③
学習活動

・「角」「2けたの数のわり算」「大きな数」の復習をする。

・単元7「垂直、平行と四角形」に関わる既習事項を確認する。

2

1

0

6

～
1

0

7

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「がい数」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

3

9

9

～
1

0

3

がい数を使った計

算

1

1

0

4

～
1

0

5

学んだことを使お

う

・日常の事象における場

面に着目し、目的に合っ

た概数の表し方や用い

方を考えている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①垂直の意味を理解す

る。

・「写真と同じ場所の地図はどちらか

な？」の活動をきっかけに、写真と地図

の道の交わり方や並び方に関心をも

つ。

・地図を見て、直線の交わり方を調べ、

垂直の意味を知る。

★まとめアニメ「垂直」を使って確認・

・垂直の意味を理解して

いる。

②平行の意味、性質を

理解する。

・地図を見て、直線の並び方を調べ、平

行の意味を知る。

★まとめアニメ「平行」を使って確認・

説明する。

・平行な2直線の幅を調べ、2直線の幅

はどこも等しいことや、2直線をどこまで

伸ばしても交わらないことを知る。

★まとめアニメ「平行な直線のせいし

つ（１）」を使って確認・説明する。

・平行の意味、及び平行

な2本の直線の幅はどこ

も等しくなっていることを

理解している。

③平行の性質を理解す

る。

・平行な直線と交わる直線が作る角の

大きさを調べ、平行な直線はほかの直

線と等しい角度で交わることを知る。

★まとめアニメ「平行な直線のせいし

つ（２）」を使って確認・説明する。

・平行な直線はほかの直

線と等しい角度で交わ

ることを理解している。

④⑤垂直な直線、平行

な直線の作図のしかた

を理解する。

・方眼を使って、垂直や平行な直線の

作図のしかたを考える。

・1組の三角定規を使って、垂直な直線

の作図のしかたを考える。

★動画「垂直な直線のかき方」を見て

確認する。

・1組の三角定規を使って、平行な直線

の作図のしかたを考える。

★動画「平行な直線のかき方」を見て

確認する。

・垂直な直線、平行な直

線を作図することができ

る。

⑥垂直、平行な直線の

作図のしかたをもとに、

長方形を作図することが

できる。

・垂直、平行な直線の作図のしかたを

もとに、縦５㎝、横８㎝の長方形のかき

方を考える。

[垂直や平行を作ろう] ・紙を折って垂直な直線や平行な直線

を作る。

・台形、平行四辺形、ひし形などについて、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えた

り、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

1

1

0

～
1

1

9

垂直と平行 ・図形を観察する観点と

して、直線の位置関係に

着目している。

（垂直、平行な直

線のかき方）

・垂直、平行の定義や性

質をもとに、それらの直

線の構成のしかたを考

えている。

・長方形の作図のしかた

を、垂直、平行な直線の

作図のしかたをもとに考

えている。

７　垂直、平行と四角形 9月上旬～下旬　（15時間）

p.110～133

◆単元の目標と評価規準

○直線の垂直や平行の関係及び台形、平行四辺形、ひし形について理解し、図形の性質を見いだしたり構成のしかたを考えたりする力を身につけ

る。また、その過程において、多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度や、学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養

う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(ア)(イ)、B(1)イ(ア)、内(7)】

・直線の垂直や平行の関係及び台形、平行四辺形、ひし形について理解し、それらの図形を作図することができる。＜知・技＞

・図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、構成のしかたを考察し図形の性質を見いだしているとともに、その性質をもとに既習の

図形を捉え直している。＜思・判・表＞

95



＜第4学年＞

[つながるミカタ] ・「垂直や平行」という図形の見方を振

り返り、身のまわりのものの形の観察を

とおして四角形の中にも垂直や平行な

辺があることに着目し、次の問題解決

につなげる。
⑦台形、平行四辺形の

意味を理解する。

・方眼にかいた図の中から見つけたい

ろいろな四角形を、辺の並び方に着目

して分類し、台形、平行四辺形につい

て知る。

★まとめアニメ「台形」「平行四辺形」
⑧平行四辺形の性質を

理解する。

・平行な2直線を使って台形、平行四辺

形をかく。

・平行四辺形の辺の長さや角の大きさ

を調べ、向かい合った辺の長さや角の

大きさはそれぞれ等しいことを知る。

★まとめアニメ「平行四辺形のせいし

つ」を使って確認・説明する。

・平行四辺形の向かい

合った辺の長さ、及び角

の大きさはそれぞれ等し

いことを理解している。

⑨ひし形の意味、性質を

理解する。

・紙を4つに折ってかどを切り取ってで

きる四角形を調べることをとおして、ひ

し形について知る。

・ひし形の辺の並び方や角の大きさを

調べ、向かい合った辺は平行なことや、

向かい合った角の大きさは等しいこと

を知る。

★まとめアニメ「ひし形」「ひし形のせ

いしつ」を使って確認・説明する。

・ひし形の意味を理解し

ている。また、ひし形の向

かい合った辺は平行で、

向かい合った角の大きさ

は等しいことを理解して

いる。

⑩平行四辺形の作図の

しかたを理解する。

・平行四辺形の意味や性質をもとに、

作図のしかたを考える。

・平行四辺形を作図する

ことができる。

⑪台形、ひし形の作図の

しかたを理解する。

・台形やひし形の意味や性質をもとに、

作図のしかたを考える。

・円の半径を用いてひし形をかく。

・台形、ひし形を作図す

ることができる。

⑫対角線の意味、四角

形の対角線の性質を理

解する。

・対角線について知り、いろいろな四角

形の対角線の長さや交わり方を調べ

る。

★まとめアニメ「対角線」を使って確

・対角線の意味、基本的

な四角形の対角線の性

質を理解している。

⑬平行四辺形や台形の

性質をもとに、それらを

敷き詰めた図のかき方

を考え、理解を深める。

・同じ形(合同)の平行四辺形や台形を

敷き詰めた図のかき方を考える。

・平行四辺形や台形を

敷き詰めた図の中にほ

かの図形を認めたり、平

行線の性質に気づいた

りして表現している。

2

1

3

2

～

1

3

3

まとめ ⑭学習内容の理解を確

認 し 、確 実に 身に つけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「垂直、平行と四角形」

の学習のよさや見方・考

え方を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・既習の図形の見方などをもとに、台形、平行四辺形、ひし形の性質や構成のしかたを主体的に考えたり、身のまわりから垂直や平行の関係にある

ものや、台形、平行四辺形、ひし形を見つけたりしようとしている。

7

1

2

0

～
1

3

1

・台形、平行四辺形の意

味を理解している。

・四角形について、辺の

位置関係に着目して分

類し、分類した四角形の

特徴を見いだしている。

四角形

（いろいろな四角

形のかき方）

・平行四辺形、台形、ひ

し形の定義や性質をもと

に、それらの図形の作図

のしかたを考えている。

（四角形の対角

線）
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①(　)を用いた式の計算

順序を理解する。(加法

と減法)

・「買い方を式に表そう！」の活動をきっ

かけに、パンとジュースの買い方の違い

を式に表すことに関心をもつ。

・500円で230円のパンと150円の

ジュースを買ったときの残金を求める

場面を、(　)を用いて1つの式に表す。

・加法と減法の２段階の

場面で、(　)の中をひとま

とまりとみて先に計算す

ることを理解している。

②(　)を用いた式の計算

順序を理解する。(四則

混合)

・1本50円の色鉛筆の赤を12本、青を

8本買うときの代金を、( )を用いて1つ

の式に表す。

・1個20円のあめが1袋に3個入ってい

るとき、180円で何袋買えるかを求め

る場面を、(　)を用いて1つの式に表

・乗法と加法や、除法と

乗法の２段階の場面で、

(　)の中をひとまとまりと

みて先に計算することを

理解している。

③乗法や除法は、(　)が

なくても加法や減法より

も先に計算することを理

解する。

・200枚の折り紙から30枚ずつ5人に

配った残りの枚数を、( )を用いずに1

つの式に表せることを知る。

・100円の消しゴムと、480円の鉛筆を

半額で買うときの代金を求める場面

を、( )を用いずに1つの式に表せるこ

とを知る。

・乗法や除法は、(　)がな

くても加法や減法より先

に計算することを理解し

ている。

④四則の混合した式や、

(　)を用いた式の計算順

序についてまとめ、理解

を深める。

・6×8－4÷2の式に、( )がある場合と

ない場合の計算順序の違いを比べる

ことをとおして、( )を用いた式や四則

の混合した式の計算順序についてまと

める。

★まとめアニメ「計算の順序」を使って

・四則の混合した式や、(

)を用いた式の計算順序

を理解し、正しく計算す

ることができる。

⑤乗法と加法、減法の

分配法則を理解する。ま

た、既習の計算法則を

○、△などの記号を用い

た式に表し、理解を深め

る。

・切手の代金を求める場面で、(100＋

10)×5と100×5＋10×5を比べること

をとおして、乗法と加法の分配法則を

知る。

・乗法と減法の分配法則をアレイ図を

用いて説明する。

・分配法則、交換法則、結合法則を○、

△などの記号を用いた式に表し、数を

あてはめて成り立つことを確かめる。

★まとめアニメ「分配のきまり」「交か

んのきまり」「結合のきまり」を使って確

・乗法と加法、減法の分

配法則を理解するととも

に、交換法則や結合法

則も含めて計算のきまり

を○、△などを用いて一

般的な式に表し、○、△

などに数をあてはめて調

べることができる。

[つながるミカタ] ・いろいろな計算のきまりを学習したこ

とを振り返り、計算のきまりを活用する

ことにも関心を広げ、次の問題解決に

つなげる。
⑥計算のきまりを用いて

工夫して計算をすること

ができる。

・きりのよい数になるように組み合わせ

たり、99を(100－1)とみたりするなど

の工夫をして、計算をする。

・計算のきまりを用いて

工夫して計算をすること

ができる。

・四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し、正しく計算することができる。また、四則に関して成り立つ性質についての理解を深め、

その関係を○、△などを用いて式に表したり、数をあてはめて調べたりすることができる。＜知・技＞
・問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔に、また一般的に表現したり、式の意味をよみ取ったりしている。また、計算に関して成り

立つ性質を用いて計算のしかたを考えている。＜思・判・表＞
・数量の関係を表す式、及び計算に関して成り立つ性質に関わることについて、数学的に表現・処理したことを振り返り、数学のよさに気づき学

習したことを生活や学習に活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

1

3

4

～
1

4

2

・式をよみ、具体的な場

面や思考の筋道を考え

ている。

（計算のきまり） ・四則計算に関して成り

立つ性質について、場面

や図などをもとに考えて

いる。

８　式と計算 9月下旬～10月上旬　（8時間）

p.134～144

◆単元の目標と評価規準

○数量の関係を表す式、及び計算に関して成り立つ性質について理解し、正しく計算することができるとともに、数量の関係を式に表したり式の意

味をよみ取ったりする力を身につける。また、その過程を振り返り、式のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領と

の関連　A(6)ア(ア)(イ)(ウ)、A(6)イ(ア)、A(7)ア(ア)、A(7)イ(ア)、内(6)】
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⑦学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[4つの4でいくつができ

る？]（p.165）

・選択的活動として、4つの4と演算記

号、（　）を用いて、答えが0から9になる

式を考える。

★ワークシート「4つの4でいくつができ

る？」を使って活動する。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・式のよさに気づき、主体的に式に表現したり式の意味を考えたりするなど、生活や学習に活用しようとしている。

2

1

4

3

～

1

4

4

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「式と計算」の学習の

よさや見方・考え方を振

り返っている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②面積の意味、面積

の比べ方、面積の単位

「㎠」を理解する。

・「どの花だんが広いかな？」の活動を

きっかけに、3つの花だんの広さの比べ

方に関心をもつ。

・長方形と正方形の広さを比べること

をとおして、面積の比較・測定のしかた

や意味について考える。

・面 積の単位 「平 方センチ メートル

(㎠)」を知る。

・単位のいくつ分かに

よって面積を表せること

や、面積の意味、面積の

単位「㎤」を理解してい

る。

③長方形の面積を計算

で求めるしかたを理解す

る。

・長方形の面積を計算で求めるしかた

を考える。

・必要な部分の長さを用

いることで、長方形の面

積は計算によって求めら

れることを理解している。

④正方形の面積を計算

で求めるしかた、及び長

方形と正方形の面積の

公式を理解する。

・正方形の面積を計算で求めるしかた

を考える。

・長方形、正方形の面積を計算で求め

るしかたを公式にまとめる。

・公式の意味を知る。

★まとめアニメ「長方形、正方形の面

積の公式」を使って確認・説明する。

・公式が一般的な数量

の関係を表していること

など、公式についての考

え方を理解し、長方形や

正方形の面積を公式を

用いて求めることができ

る。
⑤面積の単位「㎡」と単

位の関係を理解する。

・教室のような広いところの面積は、1

辺が1mの正方形の面積を単位にして

表すとよいことを知り、面積の単位「平

方メートル(㎡)」を知る。

・ 1 ㎡ と 1 ㎠ の 関 係 を 調 べ 、 1 ㎡ ＝

10000㎠を知る。

★まとめアニメ「面積の単位 平方メー

トル」を使って確認・説明する。

・面積の単位「㎡」を知

り、1㎡＝10000㎠の関

係を理解している。

⑥面積の公式は、辺の

長さの単位をそろえて用

いることを理解する。

・縦がcm単位、横がm単位で表されて

いる長方形の面積の求め方を考える。

・面積の公式は、辺の長

さの単位をそろえて用い

ることを理解している。
⑦長方形の面積公式を

用いて、面積と1辺の長

さから、もう1辺の長さを

求めることができる。

・面積が2400㎠で横の長さが60cm

の長方形の形をした机の縦の長さを、

面積の公式を用いて求めるしかたを考

える。

[1㎡の大きさ] ・1㎡の正方形に入る人数を調べるこ

とをとおして、1㎡の大きさを体感する。

⑧面積の単位「㎢」と単

位の関係を理解する。

・面積の単位「平方キロメートル(㎢)」

を知り、1㎢＝1000000㎡を知る。

★まとめアニメ「面性の単位 平方キロ

メートル」を使って確認・説明する。

・面積の単位「㎢」を知

り、１㎢＝1000000㎡の

関係を理解している。

⑨面積の単位「a、ha」

と単位の関係を理解す

る。

　長さの単位と面積の単

位の関係をまとめ、理解

を深める。

・面積の単位「アール(a)」を知り、1a＝

100㎡を知る。

・面積の単位「ヘクタール(ha)」を知

り、1ha＝10000㎡を知る。

★まとめアニメ「面積の単位 アール」

「面積の単位 ヘクタール」を使って確

認・説明する。

・長さの単位をもとに、面積の単位の関

係をまとめる。

・面積の単位「a」を知

り、１a＝100㎡の関係を

理解している。また、面積

の単位「ha」を知り、１

ha＝10000㎡の関係を

理解している。

・長さの単位と面積の単

位の関係を考察してい

る。

・長方形の面積公式を

用いて、面積と1辺の長

さから、もう1辺の長さを

求めることができる。

○平面図形の面積、及び公式についての考え方を理解し、長方形や正方形の面積の求め方を考える力を身につける。また、その過程を振り返り、面

積の単位と計算による求め方のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(6)ア(イ)、B(4)ア

(ア)(イ)、B(4)イ(ア)、内(8)】

・面積の単位「㎠、㎡、㎢、a、ha」と測定の意味、単位の関係について理解し、長方形及び正方形の面積を公式を用いて求めることができる。

＜知・技＞
・面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の面積の求め方を考えているとともに、面積の単位とこれまでに学習した単位との関係を

考察している。＜思・判・表＞
・長方形や正方形の面積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数

学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

1

4

～
2

2

・面積の意味について長

さやかさなどの場合をも

とにして考えるとともに、

測定の考えを用い、図形

を構成する要素に着目

することで、長方形や正

方形の面積の求め方を

見いだしている。
（長方形や正方形

の面積）

（大きな面積の単

位）

＜下巻＞

９　面積 10月上旬～下旬　（13時間）

p.4～24

◆単元の目標と評価規準
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⑩身のまわりの長方形

や正方形の面積を求め

ることができる。

・机や教室など長方形や正方形の形を

したものの面積を予想してから求めた

り、100㎠や100㎡などに近い面積の

ものを探したりする。

[つながるミカタ] ・面積は「1㎠や1㎡などの単位を決め

て、その何個分で表せる」という見方を

振り返り、長方形や正方形以外の図形

の面積を求めることにも関心を広げ、

次の問題解決につなげる。
⑪複合図形の面積の求

め方を考え説明し、面積

の公式についての理解

を深める。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

問題解決の進め方を学

・長方形を組み合わせた図形の面積の

求め方を考え、図や式、言葉などを用

いて説明する。また、自他の考えを比較

し、考え方のよさを振り返ってまとめる。

[友だちのノートを見てみ

よう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について話

し合う。

[つながるミカタプラス] ・「分けて求めて、あとでたす」や「ない

ところをあるとみて求めて、あとでひく」

という見方は、複合図形の面積を求め

る場合だけでなく、計算のしかたを工

夫する場合や、180度を超える角度を

測定する場合にも用いてきたことを振

り返り、既習事項をもとに考えるための

共通の見方として統合する。
⑫学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[100㎠の四角形を作ろ

う！]（p.156～157）

・選択的活動として、面積が25㎠の4

つの直角三角形を組み合わせて、面積

が100㎠の四角形を作る。

★ワークシート「100㎠の四角形を作

ろう！」を使って活動する。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

2

5

①つないだ輪を切ってで

きる形について、図形の

性質に着目して筋道を

立てて考え説明し、図形

についての感覚を豊か

にする。

・同じ大きさの輪を垂直に貼り合わせ、

輪の中心に沿って切ってできる形につ

いて考える。

・輪を大小にした場合や貼り合わせ方

を斜めにした場合など、条件を変えて

できる形について考える。

・つないだ輪を切ってで

きる形について、正方形

ができた場合をもとに、

条件を変えたときにどの

ような形ができるかを図

形の性質に着目して考

えている。

・面積の大きさを数値化して表すことのよさに気づき、面積の単位と計算による求め方について粘り強く考えようとしている。

■　つないだ輪を切って
p.25

2

2

3

～
2

4

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「面積」の学習のよさ

や見方・考え方を振り

返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・身のまわりの長方形や

正方形の面積について

およその見当をつけ、公

式を用いて面積を求め

ることができる。

（面積の公式を

使って）

・長方形を組み合わせた

形の面積の求め方を、

図や式、言葉などを用い

て考えたり表現したりし

ている。

1

1

4

～
2

2

（大きな面積の単

位）
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②データを2つの観点

から分類整理する方法

を理解し、二次元表に表

して特徴を調べることが

できる。

・「ポスターをはる場所を考えよう！」の

活動をきっかけに、1週間のけがの種

類とけがをした場所を整理することに

関心をもち、それぞれ落ちや重なりがな

いように調べて表にまとめる。

・けがの種類と場所の2つの事柄がわ

かりやすくなるように二次元表に表し

て、その特徴を調べる。

・データを二次元表に表

したり、よんだりすること

ができる。

[つながるミカタ] ・けがの種類と場所という2つの事柄

が、「1つの表に整理すると、ひとめで

わかるようになる」というよさを振り返

り、ほかの場面についても二次元表に

整理することに関心を広げ、次の問題

解決につなげる。
③④2つの観点から起こ

り得る場合を分類整理

し、二次元表に表して特

徴を調べることができ

る。

・学校の教室の様子の図をもとに、2つ

の観点から起こり得る場合を考えて、

二次元表にまとめる。

1

3

4

～

3

5

学んだことを使お

う

⑤統計的な問題解決の

方法を理解する。

・「データを集めて、表やグラフで伝え

よう！」という目的意識から、図書室の

利用の様子を調べて図書新聞を作る

場合を例にして、統計的な問題解決の

方法を知る。

・「問題-計画-データ-

分析-結論」といった統

計的な問題解決の方法

を理解している。

⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[統計まちがいクイズに

ちょうせん！]（p.158）

・選択的活動として、不適切に処理さ

れたグラフや表をもとに導かれた統計

的な結論の誤りについて考察する。

★ワークシート「統計まちがいクイズに

ちょうせん！」を使って活動する。

・データを分析したり二次元表に表したりすることについて、目的意識をもって主体的に考えたり、得られた結論について多面的に捉え考察したりし

ようとしている。

2

3

6

～
3

7

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「整理のしかた」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

○データを2つの観点から分類整理する方法について理解し、目的に応じてデータを収集し、二次元表に表したりよんだりすることができるとともに、

それらを用いて問題を解決したり、解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力を身につける。また、その過程を振り返り、二次元表の表現

のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　D(1)ア(ア)、D(1)イ(ア)、内(9)】

・データを2つの観点から分類整理する方法を理解し、二次元表に表したりよんだりすることができる。＜知・技＞

・目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、二次元表を用いて問題を解決したり、その結論について考察したり

している。＜思・判・表＞
・データの収集とその分析について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数

学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

2

6

～
3

3

・データの特徴や傾向に

着目し、落ちや重なりが

ないように2つの観点か

ら分類整理し、その過程

や結果について考えて

いる。

・2つの観点から起こり

得る場合を分類整理し、

二次元表に表して特徴

を調べることができる。

１０　整理のしかた 10月下旬～11月上旬　（7時間）

p.26～37

◆単元の目標と評価規準
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①倍の意味と求め方に

ついて理解を深める。

（第一用法）

・「乗り物の長さをくらべよう！」の活動

をきっかけに、倍の問題場面を図や式

に表すことに関心をもつ。

・12mが3mの何倍かを求め、その求

め方を図や式を用いて説明する。

★まとめアニメ「倍を求める計算」を

使って確認・説明する。

[倍の関係を表す式] ・「12mは3mの4倍」の関係は12÷3

＝4の式で、「3mの4倍は12m」の関

係は3×4＝12の式で表せることを対

比して振り返る。

②比較量と倍がわかっ

ているときの、基準量の

求め方を理解する。（第

三用法）

・もとにする重さの3倍が18tの場面

で、基準量を□tとして式に表し、基準

量を求めるしかたを考える。

[倍の問題を表した図と

式]

・青いテープ7㎝の3倍の長さが赤い

テープ21㎝の場面で、テープ図と式を

関連づけて捉え、倍の問題を表した数

直線の見方を知る。

③④2つの数量の関係

どうしを比べる場合に、

差ではなく割合で捉える

ことが妥当な場合があ

ることを理解する。

・包帯Aのもとの長さと伸ばした長さの

関係から、もとの長さを変えた場合に

何㎝まで伸びるかについて、差と倍の

見方で考え、その妥当性を話し合うこと

をとおして、割合の意味を知る。

・包帯Bについても伸び方の割合を求

め、包帯Aの伸び方と比較する。

★まとめアニメ「割合」を使って確認・

説明する。

・簡単な場合について、

ある2つの数量の関係と

別の2つの数量の関係と

を比べる場合に割合を

用いる場合があることを

理解している。

・ある2つの数量の関係

と別の2つの数量の関係

を図や式などに表し、場

面にあった比べ方を考

察している。

2
4

6

まとめ ⑤学習内容の理解を確

認 し 、確 実に 身に つけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「くらべ方」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

頁

4

7

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・ある2つの数量の関係と別の2つの数量の関係とを比べるような具体的な場面について、その意味や比べ方を粘り強く考えたり、生活や学習に活

用しようとしたりしている。

◎　ふく習④
学習活動

・「がい数」「垂直、平行と四角形」「式と計算」の復習をする。

・単元12「小数のしくみとたし算、ひき算」に関わる既習事項を確認する。

・日常の事象における数量の関係に着目し、図や式などを用いて、ある2つの数量の関係と別の2つの数量の関係との比べ方を考察している。

＜思・判・表＞
・ある2つの数量の関係と別の2つの数量の関係との比べ方について、よりよいものを求めて粘り強く考えたり、学習したことを生活や学習に活

用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

3

8

～
4

5

（倍の計算） ・整数倍の意味につい

て、基準量を1としたとき

にいくつにあたるかを表

していることを理解して

いる。

・倍の問題場面の数量

関係について、図や式な

どを用いて考えている。

・比較量と倍がわかって

いる場合に、基準量を求

めることができる。

１1　くらべ方 11月上旬～中旬　（6時間）

p.38～46

◆単元の目標と評価規準

○倍の数量関係について理解を深めるとともに、簡単な場合について、ある2つの数量の関係と別の2つの数量の関係とを比べる場合に割合を用

いる場合があることを知り、図や式などを用いて、それらの関係の比べ方を考察する力を身につける。また、その過程において、比べ方について多面

的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(3)ア(イ)、C(2)ア(ア)、C(2)イ(ア)】

・整数倍の意味について、基準量を1としたときにいくつにあたるかを表していることを理解している。また、簡単な場合について、ある2つの数

量の関係と別の2つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があることを知っている。＜知・技＞
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＜第4学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①1/100の位までの小

数のよみ方、表し方、数

の構成を理解する。

・「水のかさは何Lかな？」の活動をきっ

かけに、0.1Lに満たない端数部分の

かさの表し方に関心をもつ。

・1.5Lとあと少しのかさをL単位で表

す こ と を と お し て 、 0.1L の 1/10 が

0.01Lであることを知る。また、1.5Lと

0.08Lをあわせたかさを、1.58Lと表

すことを知る。

★まとめアニメ「れい点れい一リット

ル」を使って確認・説明する。

・1/100の位までの小

数のよみ方、表し方、数

の構成を理解している。

②1/1000の位までの

小数のよみ方、表し方、

数の構成を理解する。

・798mをkm単位で表すことをとおし

て、0.01kmの1/10が0.001kmであ

ることを知る。また、798mが0.798km

と表すことを知る。

★まとめアニメ「れい点れいれい一キ

ロメートル」を使って確認・説明する。

・1/1000の位までの小

数のよみ方、表し方、数

の構成を理解している。

③1、0.1、0.01、0.001

の関係を調べ、小数が

整数と同じしくみになっ

ていることを理解する。

・1、0.1、0.01、0.001の関係を調べ、

1/10 、 1/100 、 1/1000 や 、 10 倍 、

100倍、1000倍になっていることを知

る。

・1と0.1、0.01、0.001

の関係を調べ、小数が

整数と同じしくみになっ

ていることを理解してい

る。
④十進位取り記数法を

もとに、小数の位取り

(1/100の位、1/1000

の位)を理解する。

・2.618のしくみを調べることをとおし

て 、 小 数 の 位 取 り (1/100 の 位 、

1/1000の位)と、整数、小数の十進数

としてのしくみを知る。

★ ま と め ア ニ メ 「 1/100 の 位 、

1/1000の位」を使って確認・説明す

る。

・十進位取り記数法をも

とに、小数の位取り

（1/100の位、1/1000

の位）を理解している。

⑤数の相対的な大きさ、

小数の大小について理

解する。

・数直線や数の構成をもとに、1.36は

0.01のいくつ分かを考える。

・小数の大小比較のしかたを考える。

・数の相対的な大きさ、

小数の大小について理

解している。

⑥小数を10倍、1/10に

した数の大きさと表し方

を理解する。

・3.48を10倍、1/10にした数の大き

さを調べることをとおして、小数も10倍

すると位が1桁上がり、1/10にすると

位が1桁下がることを知る。

★まとめアニメ「10倍、1/10にした大

きさ」を使って確認・説明する。

・小数も整数と同じしく

みで表されていて、10倍

すると位が１桁上がり、

1/10にすると位が１桁

下がることを理解してい

る。

6

4

8

～
5

5

0.1より小さい小

数

・1に満たない大きさを

表すために0.1の単位を

作ったときの考えをもと

に、0.01などの単位を

作ることを考えている。

・小数の表し方のしくみ

や大きさについて、整数

の場合と関連づけて考

えている。

◆単元の目標と評価規準

○小数のしくみや数の相対的な大きさについて理解を深め、小数の加法及び減法の計算のしかたについて、図や式などを用いて考える力を身につ

ける。また、その過程を振り返り、十進数としての表現のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(4)

ア(イ)(ウ)、A(4)イ(ア)】

・小数が整数と同じしくみで表されていることを知るとともに、数の相対的な大きさについての理解を深めている。また、小数の加法及び減法の

計算ができる。＜知・技＞
・数の表し方のしくみや数を構成する単位に着目し、計算のしかたを考えるとともに、それを日常生活に生かしている。＜思・判・表＞

・小数とその計算について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさ

に気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

１2　小数のしくみとたし算、ひき算 11月中旬～12月上旬　（14時間）

p.48～63
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[つながるミカタ] ・小数のしくみや大きさなどについて、

「0.1や0.01のいくつ分」とみて整数と

同様に考えたことを振り返り、1/100

の位までの小数の加法や減法にも関

心を広げて、次の問題解決につなげ

る。

⑦1/100の位までの小

数の加法の計算のしか

たを理解する。

・1.53＋2.41のような、1/100の位ま

での小数の加法の計算のしかたを考

える。

⑧末尾の位がそろってい

ない小数の加法の計算

のしかたを理解し、筆算

ができる。

・1.3＋1.62のような、末尾の位がそ

ろっていない小数の加法の計算のしか

たを考え、小数の加法の筆算のしかた

をまとめる。

★まとめアニメ「1.3＋1.62の筆算の

しかた」を使って確認・説明する。

・末尾の位がそろってい

ない小数の加法の計算

のしかたを理解し、筆算

ができる。

⑨和の末位が0になる

場合や、整数と小数の加

法の計算ができる。

・0.526＋0.374のような、和の末位が

0になる加法の計算のしかたを考える。

・3.72＋7のような、小数と整数の加法

の計算のしかたを考える。

・和の末位が0になる場

合や、整数と小数の加法

の筆算ができる。

⑩1/100の位までの小

数の減法の計算のしか

たを理解する。

・3.89－2.63のような、1/100の位ま

での小数の減法の計算のしかたを考

える。

・小数の減法についての

理解を深め、1/100の

位までの小数の減法の

計算ができる。

⑪末尾の位がそろってい

ない小数の減法の計算

のしかたを理解し、筆算

ができる。また、整数と小

数の減法の計算ができ

る。

・6.4－1.73のような、末尾の位がそ

ろっていない小数の減法の計算のしか

たを考え、小数の減法の筆算のしかた

をまとめる。

★まとめアニメ「6.4－1.73の筆算の

しかた」を使って確認・説明する。

・3－0.456のような、整数－小数の減

法の計算のしかたを考える。

・末尾の位がそろってい

ない小数の減法の計算

のしかたを理解し、筆算

ができる。また、整数と小

数の減法の筆算ができ

る。

（計算のきまり） ⑫加法の交換法則、結

合法則が小数でも成り

立つことを理解する。

・○、△、□にいろいろな小数をあては

めて、加法の交換法則、結合法則が小

数でも成り立つことを確かめる。

・加法の交換法則、結合

法則が小数でも成り立

つことを理解している。

2

6

2

～

6

3

まとめ ⑬学習内容の理解を確

認 し 、確 実に 身に つけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「小数のしくみとたし

算、ひき算」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・小数のしくみ、及び小数の加法、減法の計算のしかたについて、学習したことを関連づけながら粘り強く考えたり、振り返ってよりよい方法を見いだ

そうとしたりしている。

6

5

6

～
6

1

・小数の加法についての

理解を深め、1/100の

位までの小数の加法の

計算ができる。

・1/100の位までの小

数の加法及び減法の計

算のしかたを、整数の計

算のしかたなどと関連づ

けて考えている。

小数のたし算、ひ

き算
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②伴って変わる2つの

数量の関係を表に表し、

変化の特徴を調べること

ができる。また、その関係

を式やグラフに表すこと

ができる。

(x＋y＝aの関係)

・「ともなって変わる数を見つけよう！」

の活動をきっかけに、身のまわりにある

一方が変わると、伴ってもう一方も変わ

る数量に関心をもつ。

・18cmのひもで長方形を作るときの、

横の長さと縦の長さの関係を表に表

し、変化と対応の関係を調べたり、式や

グラフに表したりする。(和が一定)

・伴って変わる2つの数

量の関係を表に表して

調べたり、和が一定の関

係を○、△などを用いた

式や折れ線グラフに表し

たりすることができる。

③伴って変わる2つの数

量の関係を表に表し、変

化の特徴を調べることが

できる。また、その関係を

式に表すことができる。

(y＝axの関係)

・1辺が1cmの正方形の厚紙を階段状

に並べていくときの、段数と周りの長さ

の関係を表に表し、変化と対応のきま

りを調べたり、式に表したりする。(商が

一定)

・伴って変わる2つの数

量の関係を表に表して

調べたり、商が一定の関

係を○、△などを用いた

式に表したりすることが

できる。

[つながるミカタ] ・変わり方のきまりを見つけるとき、「と

もなって変わる数といつも変わらない

数」に着目したことを振り返り、身のま

わりのほかの数量の関係にも関心を広

げて、次の問題解決につなげる。

④伴って変わる2つの数

量の関係を式に表し、式

をもとに表に表して変化

の特徴を調べることがで

きる。

(y＝axの関係)

・30円の菓子を何個か買う場合の個

数と代金の関係を式に表し、式をもと

に表に表して変化の特徴を調べる。(商

が一定)

⑤学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[つるは何びき？かめは

何びき？]（p.159）

・選択的活動として、緑表紙教科書に

掲載されていた「鶴亀算」の問題を考

える。

★ワークシート「つるは何びき？かめは

・表や式、グラフに表された変化や対応の特徴を振り返り、それぞれの表し方のよさに気づき、主体的に考察を進めようとしている。

2
7

1

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「変わり方」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・変化の様子を表や式、折れ線グラフを用いて表したり、変化の特徴をよみ取ったりすることができる。＜知・技＞

・伴って変わる2つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、表や式を用いて変化や対応の特徴を考察している。＜思・判・表＞

・伴って変わる2つの数量について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数

学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

6

4

～
7

0

・伴って変わる2つの数

量を見つけ、表や式、折

れ線グラフを用いて変化

や対応の特徴を考察し

ている。

・伴って変わる2つの数

量の関係を○、△などを

用いた式に表し、式をも

とに表に表すことができ

る。

１3　変わり方 12月上旬～中旬　（6時間）

p.64～71

◆単元の目標と評価規準

○伴って変わる2つの数量について、変化の様子を表や式、折れ線グラフを用いて表すことができるとともに、それらを用いて変化や対応の特徴を

考察する力を身につける。また、その過程を振り返り、関数の考えのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との

関連　A(6)ア(イ)(ウ)、A(6)イ(ア)、C(1)ア(ア)、C(1)イ(ア)】
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

（数の表し方） ①そろばんによる整数や

小数の表し方、10倍、

100倍した大きさの数の

表し方を理解する。

★シミュレーション「そろばん」を使って

活動する。

・十進位取り記数法による数の表し方

をもとに、そろばんでの整数や小数の

表し方を知る。

・そろばんを使って、0.25を10倍、100

倍した数を表す。

・そろばんを使って、億や

兆の単位までの整数や

1/100の位までの小数

を表したり、10倍、100

倍した大きさの数を表し

たりすることができる。

②そろばんを使って、整

数どうしの加減計算、大

きな数や小数の加減計

算ができる。

・53＋24のような、整数どうしの加法の

計算のしかたを知る。

・87－64のような、整数どうしの減法の

計算のしかたを知る。

・基本的な加法、減法の珠の動かし方

をもとに、大きい数や小数の加減計算

のしかたを考える。
[数を入れると、おつりが

見える？]

・入れていない珠を見ておつりを判断

する方法を知る。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

7

5

①方眼の図をもとに面

積と乗法の式を関連づ

けて捉え、分配法則につ

いての理解を深める。

★シミュレーション「九九の表」、ワーク

シート「方眼九九の図」を使って活動す

る。

・九九の答えを方眼のます目で表した

ものを使って、5×3＋5×4＝5×7にな

ることを説明したり、九九の総和を求め

たりする。

・分配法則が成り立つこ

とや九九の総和の求め

方を、方眼の図をもとに

面積と乗法の式を関連

づけて考えている。

頁

7

6

・「面積」「整理のしかた」の復習をする。

・単元15「小数と整数のかけ算、わり算」に関わる既習事項を確認する。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・そろばんのしくみのよさに気づき、大きな数や小数の計算のしかたを考えようとしている。

■　方眼で九九を考えよう
p.75

◎　ふく習⑤
学習活動

・そろばんのしくみに着目し、大きな数や小数の表し方及び計算のしかたを考えている。＜思・判・表＞

・そろばんについて、数学的に表現・処理したことを振り返り、数学のよさに気づき学習したことを学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

2

7

2

～
7

4

・そろばんには十進位取

り記数法のしくみが用い

られていることに着目し、

大きな数や小数の表し

方及び加法、減法の計

算のしかたを考えてい

る。
（そろばんの計

算）

・そろばんを使って、整数

どうしの加減計算、大き

な数や小数の加減計算

ができる。

１４　そろばん 12月中旬　（2時間）

p.72～74

◆単元の目標と評価規準

○そろばんによる数の表し方を理解し、加法及び減法の計算ができるとともに、そろばんのしくみに着目し、大きな数や小数の表し方及び計算のし

かたを考える力を身につける。また、その過程を振り返り、そろばんのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との

関連　A(8)ア(ア)、A(8)イ(ア)】

・そろばんによる数の表し方を理解し、加法及び減法の計算ができる。＜知・技＞
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①純小数×整数の乗法

の計算のしかたを理解

する。

・「6人分の材料は？」の活動をきっか

けに、既習の計算を振り返るとともに、

未習の問題に取り組むことに関心をも

つ。

・0.2×6のような、純小数×整数の乗

法の計算のしかたを考える。

・純小数×整数の乗法の

計算のしかたを理解し、

計算ができる。

②小数×整数の乗法の

計算のしかたを理解し、

筆算ができる。

・1.2×7のような、小数×整数の乗法

の計算のしかたを考え、筆算のしかた

をまとめる。

★まとめアニメ「1.2×7の筆算のしか

た」を使って確認・説明する。

・小数×整数の乗法の筆

算形式を知り、筆算がで

きる。

③小数×整数で、乗数

が2位数の場合や、被乗

数が1/100の位までの

小数の乗法の計算がで

きる。

・2.7×32のような、乗数が2位数の乗

法の計算のしかたを考える。

・1.24×8のような、被乗数が1/100

の位までの小数の乗法の計算のしか

たを考える。

・小数×整数で、乗数が

2位数の場合や、被乗数

が1/100の位までの小

数の乗法の筆算ができ

る。
④小数×整数で、積の末

位が0になる場合や、被

乗数が1/1000の位ま

での小数の乗法の計算

ができる。

・1.35×4のような、積の末位が0にな

る場合の乗法の計算のしかたを考え

る。

・ 0.034 × 17 の よ う な 、 被 乗 数 が

1/1000の位までの小数の乗法の計

算のしかたを考える。

・小数×整数で、積の末

位が0になる場合や、被

乗数が1/1000の位ま

での小数の乗法の筆算

ができる。

[つながるミカタ] ・小数×整数の計算のしかたについて、

「0.1をもとにしたり、10倍したりして、

整数の計算をもとにする」という見方を

振り返り、除法の場合にも関心を広げ、

次の問題解決につなげる。
⑤小数÷整数の除法の

計算のしかたを理解す

る。

・3.6÷3のような、小数÷整数の除法

の計算のしかたを考える。

⑥小数÷整数の除法の

計算のしかたを理解し、

筆算ができる。

・13.6÷4のような、小数÷整数の除法

の計算のしかたを考え、筆算のしかた

をまとめる。

★まとめアニメ「13.6÷4の筆算のし

かた」を使って確認・説明する。

・小数÷整数の除法の筆

算形式を知り、筆算がで

きる。

⑦小数÷整数で、商が1

より小さくなる場合や、

除数が2位数の場合の

除法の計算ができる。

・5.4÷6のような、商が1より小さくなる

場合の除法の計算のしかたを考える。

・78.2÷23のような、除数が2位数の

除法の計算のしかたを考える。

・小数÷整数で、商が1

より小さくなる場合や、

除数が2位数の場合の

除法の筆算ができる。

⑧小数÷整数で、被除

数が1/100の位、

1/1000の位までの小

数の除法の計算ができ

る。

・8.67÷3のような、被除数が1/100

の位までの小数の除法の計算のしか

たを考える。

・ 9.826 ÷ 34 の よ う な 、 被 除 数 が

1/1000の位までの小数の除法の計

算のしかたを考える。

・小数÷整数で、被除数

が1/100の位、

1/1000の位までの小

数の除法の筆算ができ

る。

9

8

3

～
9

4

・小数÷整数の除法の計

算のしかたを理解し、計

算ができる。

・除数が整数である場

合の小数の除法の計算

のしかたを、小数の意味

や既習の計算などをもと

に図や式などを用いて

考えている。小数を整数でわる

計算

・数の表し方のしくみや数を構成する単位に着目し、計算のしかたを考えるとともに、それを日常生活に生かしている。＜思・判・表＞

・小数×整数の乗法、小数÷整数の除法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強

く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

7

7

～
8

2

小数に整数をかけ

る計算

・乗数が整数である場

合の小数の乗法の計算

のしかたを、小数の意味

や既習の計算などをもと

に図や式などを用いて

考えている。

１５　小数と整数のかけ算、わり算 1月上旬～2月上旬　（16時間）

p.77～97

◆単元の目標と評価規準

○小数×整数の乗法、小数÷整数の除法の意味、及び小数を用いた倍について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算の

しかたを考える力を身につける。また、その過程において、計算のしかたを多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習

指導要領との関連　A(4)ア(ア)(エ)、A(4)イ(ア)、内(5)】

・小数×整数の乗法、小数÷整数の除法の意味について理解し、それらの計算ができる。また、ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを

知っている。＜知・技＞
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（わり進むわり算） ⑨わり進む除法の計算

のしかたを理解する。

・2.6mのリボンを4等分する場面で、

わり進んで答えを求める除法の計算の

しかたを考える。

・13÷4のような、整数÷整数でわり進

む除法の計算のしかたを考える。

・小数÷整数、整数÷整

数の除法で、わり進む計

算のしかたを理解し、筆

算ができる。

（商の四捨五入） ⑩わり進む除法で、商を

四捨五入して概数で表

す場合の計算のしかた

を理解する。

・8mのリボンを3等分する場面で、商を

四捨五入して概数で求める除法の計

算のしかたを考える。

・わり進む除法で、商を

四捨五入して概数で表

す場合の計算のしかた

を理解し、筆算ができ

る。
（あまりのあるわり

算）

⑪小数÷整数の除法の

あまりの大きさについて

理解する。

・8.5cmのテープを3cmずつ切る場面

で、あまりを出す除法の計算のしかた

を考える。

★まとめアニメ「小数のわり算のあま

り」を使って確認・説明する。

・小数÷整数の除法のあ

まりの大きさについて理

解し、筆算ができる。

・わり進まずにあまりを

出す場合の除法の意味

や計算のしかたを考えて

いる。

⑫何倍かを表す数が小

数になる場合があること

を理解する。(帯小数倍)

・80㎝のリボンは40㎝のリボンの何倍

かを求めることをとおして、倍の計算に

ついて振り返る。

・40cmのリボンと100cmのリボンの長

さを比べることをとおして、2.5倍のよう

に何倍かを表す数が帯小数になる場

合があることを知る。

・何倍かを表す数が小

数になる場合があること

を理解している。

⑬何倍かを表す数が小

数になる場合があること

を理解する。(純小数倍)

・80cmのリボンと40cmのリボンの長

さを比べることをとおして、0.5倍のよう

に何倍かを表す数が純小数になる場

合があることを知る。

[割合が小数になると

き]*

・2つの数量の関係を割合を用いて表

し比べるときに、割合が小数になる場

合があることを知る。

1
9

5

学んだことを使お

う

⑭身のまわりの事象を

数理的に捉え、小数と整

数の乗法、除法を活用

できる場面を見いだすこ

とができる。

・「小数のかけ算、わり算の問題をつく

ろう！」という目的意識から、学校の階

段の1段分の高さをもとに1階から3階

までの高さを求めるなど、乗法、除法を

適用して解決できる場面を探して問題

を作り、友だちと問題を解き合う。

・身のまわりの事象を数

理的に捉え、小数×整数

や小数÷整数の計算が

適用できる場面を見い

だしている。

⑮学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[紙を折って富士山をめ

ざそう！]（p.160～

161）

・選択的活動として、厚さ0.1mmの紙

を何回折って重ねると富士山の高さを

超えるか考える。

★ワークシート「紙を折って富士山をめ

ざそう！」を使って活動する。
[もっと小さい小数]* ・分、厘、毛、…などの小数の位の呼び

方を知り、1/1000の位よりも下の位

があることを知る。

頁

9

8

～

9

9

・小数×整数の乗法、小数÷整数の除法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り返

り多面的に検討してよりよい方法を見いだそうとしたりしている。

◎　ふく習⑥
学習活動

・「くらべ方」「小数のしくみとたし算、ひき算」「変わり方」「小数と整数のかけ算、わり算」の復習をする。

・単元16「立体」に関わる既習事項を確認する。

2

9

6

～
9

7

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「小数と整数のかけ算、

わり算」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

9

8

3

～
9

4

・2.6を2.60とみたり13

を13.00とみたりするな

どして、わり進む除法の

意味や計算のしかたを

考えている。

（倍の計算） ・倍の意味について、図

や式などをもとに小数の

場合に拡張して考えて

いる。

・何倍かを表す数が純

小数になる場合も含め

て、小数を用いた倍の意

味を理解し、倍を求める

ことができる。
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＜第4学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①直方体、立方体の意

味を理解する。

・「箱の形をあてよう！」の活動をきっか

けに、箱の特徴を言葉で伝えることをと

おして、立体図形の構成要素に関心を

もつ。

・箱を面の形に着目して分類し、直方

体、立方体について知る。

★まとめアニメ「直方体と立方体」を

使って確認・説明する。

・直方体、立方体の意味

を理解している。

②直方体、立方体の構

成要素(面、頂点、辺)

や、平面の意味を理解す

る。

・長方形や正方形の厚紙を使って直方

体、立方体を作り、面の形と数を調べ

る。

・直方体や立方体の面、頂点、辺の数

を調べ、表にまとめる。

・「平面」の用語を知る。

・直方体、立方体の構成

要素（面、頂点、辺）やそ

れらの数、及び平面の意

味を理解している。

（面や辺の垂直、

平行）

③④直方体、立方体の

構成要素（面、辺）の平

行、垂直関係を理解す

る。

・直方体、立方体の、面と面の平行や

垂直を調べる。

★まとめアニメ「面と面の平行」「面と

面の垂直」を使って確認・説明する。

・直方体、立方体の、面と辺の平行や

垂直を調べる。

★まとめアニメ「面と辺の平行」「面と

辺の垂直」を使って確認・説明する。

・直方体、立方体の、辺と辺の平行や

垂直を調べる。

★まとめアニメ「辺と辺の平行」「辺と

辺の垂直」を使って確認・説明する。

・直方体、立方体の構成

要素（面、辺）の平行、垂

直関係を理解している。

[つながるミカタ] ・立体の特徴を調べるときの観点とし

て、面の形が「長方形や正方形」であ

ることや、「面の垂直、平行」の関係な

どに着目したことを振り返り、平面から

立体を作ることにも関心を広げ、次の

問題解決につなげる。

6

1

0

0

～
1

1

0

直方体と立方体 ・図形を構成する要素及

びそれらの位置関係に

着目して立体図形を分

類し、直方体や立方体の

性質を考察している。

・直方体の展開図を作

図することができる。ま

た、立方体の展開図から

構成要素の関係をよみ

取ることができる。

・直方体や立方体の展

開図、見取図の作図や

観察をとおして、図形を

構成する要素及びそれ

らの位置関係に着目し

ている。

◆単元の目標と評価規準

○直方体や立方体について理解し、見取図や展開図による表現や構成のしかたを考察して図形の性質を見いだしたり、日常の事象を図形の性質

から捉え直したりする力を身につけるとともに、ものの位置の表し方について理解し、数を用いて位置を表現する方法を考察する力を身につける。ま

た、その過程を振り返り、図形の性質や表現を生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(2)ア(ア)(イ)(ウ)、B(2)

イ(ア)、B(3)ア(ア)、B(3)イ(ア)】
・直方体や立方体、及びそれらに関連して直線や平面の平行や垂直の関係について理解し、見取図や展開図を作図することができる。また、も

のの位置の表し方について理解している。＜知・技＞
・図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、立体図形の平面上での表現や構成のしかたを考察し図形の性質を見いだしていると

ともに、日常の事象を図形の性質から捉え直している。また、平面や空間における位置を決める要素に着目し、その位置を数を用いて表現する

方法を考察している。＜思・判・表＞
・直方体や立方体、及びものの位置の表し方について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘

り強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

１６　立体 2月上旬～中旬　（9時間）

p.100～115
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⑤展開図の意味を理解

し、直方体の展開図をか

くことができる。

　立方体の展開図から

構成要素の関係をよみ

取ることができる。

・直方体を切り開くことをとおして展開

図について知り、展開図をかく。

★シミュレーション「直方体の展開図」

を使って活動する。

・展開図を組み立てたときに重なる頂

点や辺、平行や垂直になる面の関係に

ついて調べる。

★シミュレーション「立方体の展開図」

を使って活動する。
⑥見取図の意味を理解

し、直方体、立方体の見

取図をかくことができる。

また、直方体、立方体の

大きさを決定する要素に

ついて理解する。

・直方体、立方体の形を表現する方法

として見取図について知り、見取図を

かく。

★まとめアニメ「見取図」を使って確

認・説明する。

・直方体の大きさは縦、横、高さの3辺

の長さで、立方体の大きさは1辺の長

さで決まることを知る。

・直方体や立方体の見

取図を作図することがで

きる。また、直方体や立

方体の大きさを決定する

要素について理解して

いる。

1

1

1

1

～
1

1

2

位置の表し方 ⑦平面上にある点の位

置や、空間の中にある点

の位置の表し方を理解

する。

・公園の絵図を見て、平面の上にある

点の位置を2方向の長さで表す。

★まとめアニメ「平面上の点の位置の

表し方」を使って確認・説明する。

・空間の中にある点の位置を3方向の

長さで表す。

★まとめアニメ「空間にある点の位置

の表し方」を使って確認・説明する。

・ものの位置を表す際、

平面上では2つの要素

が必要で、空間の中で

は3つの要素が必要で

あることを理解し、表すこ

とができる。

・平面の上や空間の中

でのものの位置の表し

方を考えている。

1

1

1

3

学んだことを使お

う

⑧ペントミノから立方体

の展開図を考え、面と面

のつながりや、立体図形

と平面図形の関係につ

いて理解を深める。

・「ペントミノから立方体の展開図を作

ろう！」という目的意識から、ペントミノ

に正方形をもう1枚つなげて、立方体

の展開図を考える。

・立方体の構成要素の

位置関係などを根拠に

して、展開図のそれぞれ

の面の位置について筋

道を立てて考えている。

⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[箱を開くとくふうがいっ

ぱい！]（p.162～163）

・選択的活動として、身のまわりにある

箱に関心をもち、段ボール箱やケーキ

の箱が、どのような1枚の平面から作ら

れているのかを知る。

★ワークシート「箱を開くとくふうがいっ

ぱい！」を使って活動する。

・既習の図形の見方などをもとに、直方体や立方体の性質や、見取図や展開図の作図のしかたを主体的に考えたり、図形の性質やものの位置の表

し方を生活や学習に活用しようとしたりしている。

★本単元で、まなびリンク「プログラミング教材」を使用して、p.165「ゴールをめざそう！」の活動を扱うことができる。

1

1

1

4

～
1

1

5

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「立体」の学習のよさ

や見方・考え方を振り

返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

6

1

0

0

～
1

1

0 ・直方体の展開図を作

図することができる。ま

た、立方体の展開図から

構成要素の関係をよみ

取ることができる。

・直方体や立方体の展

開図、見取図の作図や

観察をとおして、図形を

構成する要素及びそれ

らの位置関係に着目し

ている。

（展開図と見取

図）
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①1より大きい分数の表

し方や、「真分数」「仮分

数」「帯分数」の意味を

理解する。

・「道のりは何kmかな？」の活動をきっ

かけに、既習の分数を振り返るととも

に、1より大きい分数に関心をもつ。

・1/3kmの5個分の道のりを表すことを

とおして、整数部分の1kmと分数部分

の2/3kmをあわせて、１ 2/3kmと表す

ことを知る。

・「真分数」「仮分数」「帯分数」の意

味を知る。

★まとめアニメ「真分数、仮分数、帯分

数」を使って確認・説明する。

・真分数、仮分数、帯分数を数直線に

表したり、同分母の仮分数、同分母の

帯分数の大小を比べたりする。

★まとめアニメ「真分数、帯分数、仮分

数の大きさ」を使って確認・説明する。

・1より大きい分数の表

し方や、「真分数」「仮分

数」「帯分数」の意味を

理解し、数直線を用いて

分数の大きさを表すこと

ができる。

②帯分数を仮分数で、

仮分数を帯分数で表す

しかたを理解する。

・２ 3/5のような帯分数を仮分数で表

すしかたを考える。

・11/5のような仮分数を帯分数で表

すしかたを考える。

・帯分数を仮分数で、仮

分数を帯分数で表すこ

とができる。

③仮分数と帯分数の大

小比較のしかたを理解

する。

・25/7と３ 5/7のような仮分数と帯分

数の大小比較のしかたを考える。

★まとめアニメ「仮分数と帯分数の大

きさの比べ方」を使って確認・説明す

る。

・仮分数と帯分数の大

小を比べることができ

る。

1

1

2

2

～

1

2

3

大きさの等しい分

数

④大きさの等しい分数

があることを理解する。

・面積図を用いて、1/3、2/6、3/9のよ

うに大きさの等しい分数があることを

知る。

・数直線を用いて、いろいろな分数の

大きさを調べる。

★まとめアニメ「大きさの等しい分数」

・簡単な場合について、

大きさの等しい分数があ

ることを理解している。

[つながるミカタ] ・仮分数や帯分数も、「単位分数をもと

にして」大きさを表したことを振り返り、

加法や減法にも関心を広げて、次の問

題解決につなげる。
⑤同分母の分数の加法

の計算のしかたを理解

する。

・4/5＋3/5のような、同分母の分数の

加法の計算のしかたを考える。

⑥同分母の帯分数の加

法の計算のしかたを理

解する。

・２ 1/5＋１ 3/5のような、帯分数の加

法の計算のしかたを考える。

・１ 2/5＋２ 4/5のような帯分数の加

法で、真分数部分の和が仮分数になる

場合の計算のしかたを考える。

・同分母の帯分数の加

法の計算ができる。

⑦同分母の分数の減法

の計算のしかたを理解

する。

・7/5－4/5のような、同分母の減法の

計算のしかたを考える。

・同分母の分数の減法

について理解を深め、真

分数や仮分数の減法の

計算ができる。

4

1

2

4

～
1

2

7

・同分母の分数の加法

について理解を深め、真

分数や仮分数の加法の

計算ができる。

・同分母の分数の加法、

減法の計算のしかたを、

既習の計算や分数の意

味をもとに図や式などを

用いて考えている。分数のたし算とひ

き算

・簡単な場合について、大きさの等しい分数があることを知っている。また、同分母の分数の加法及び減法の計算ができる。＜知・技＞

・数を構成する単位に着目し、大きさの等しい分数を探したり、同分母の分数の加法及び減法の計算のしかたを考えたりしているとともに、それ

を日常生活に生かしている。＜思・判・表＞
・分数とその加法及び減法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、

数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

3

1

1

6

～
1

2

1

1より大きい分数 ・分数の大きさを、数直

線や図などで表したり、

分数が表された数直線

や図をよみ取ったりして、

分数の大きさについて

判断したり表現したりし

ている。

１７　分数の大きさとたし算、ひき算 2月下旬～3月上旬　（10時間）

p.116～130

◆単元の目標と評価規準

○簡単な場合について大きさの等しい分数があることを知り、大きさの等しい分数を探したり、同分母の分数の加法及び減法の計算のしかたを図

や式などを用いて考えたりする力を身につける。また、その過程を振り返り、分数の表現のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。

【学習指導要領との関連　A(5)ア(ア)(イ)、A(5)イ(ア)】
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⑧同分母の帯分数の減

法の計算のしかたを理

解する。

・２ 4/5－１ 1/5のような、帯分数の減

法の計算のしかたを考える。

・３ 1/5－１ 2/5のような帯分数の減

法で、そのままでは真分数部分がひけ

ない場合の計算のしかたを考える。

・同分母の帯分数の減

法の計算ができる。

1

1

2

8

学んだことを使お

う

⑨時間を分数を用いて

表し、大きさの等しい分

数について理解を深め

る。*

・「時間を分数で表そう！」という目的意

識から、時計の文字盤を見て、1分間

が1/60時間であることを知り、30分

間を分数で表すしかたを考える。

・時計の目盛りを用い

て、分数の意味や大きさ

の等しい分数の表現に

着目して、時間を分数で

表すしかたを考えてい

る。

⑩学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[分数や小数はいつ生ま

れたの？]（p.164）*

・選択的活動として、分数や小数の歴

史に関心をもち、それらが誕生したころ

の表し方を知る。

★ワークシート「分数や小数はいつ生

まれたの？」を使って活動する。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

3

1

①1つの数をほかの数の

積とみることや面積につ

いての理解を深め、筋道

を立てて考える力を伸ば

す。

・指定された面積に部屋を区切るパズ

ルに取り組む。

・1つの数をほかの数の

積とみて分解して面積

公式を適用するなど、部

屋分けパズルの解決の

しかたを筋道を立てて考

えている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

（3R　スリーアー

ル）

・リサイクルに関するアンケート結果を

まとめた表をもとに、データをよみ取っ

たり、棒グラフに表したりする。また、市

のごみの量と人口に関するグラフを説

明する記事を見て、この説明が正しい

かどうかを判断し、理由を説明する。

・表やグラフを用いて表

されたデータを分析した

り、よみ取った結論につ

いて多面的に考察したり

するなど、算数の学習を

活用して考え表現してい

る。
（教室の面積） ・教室についてわかっている情報を活

用して、教室の面積の求め方を考え、

説明する。

・日常の場面から算数の

問題を見いだし、面積な

どの学習を活用して解

決したり、言葉や図、式

などを用いて説明したり

するなど、算数の学習を

活用して考え表現してい

る。

2

1

3

2

～
1

3

5

①②知識・技能等を活

用し、課題解決のための

構想を立て、筋道を立て

て考えたり、数学的に表

現したりすることができ

る。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や

学習に活用しようとしたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・大きさの等しい分数、同分母の分数の加法及び減法の計算のしかたについて、学習したことを関連づけながら粘り強く考えたり、振り返ってよりよ

い方法を見いだそうとしたりしている。

■　部屋分けパズル
p.131

●　算数を使って考えよう 3月中旬　（2時間）

p.132～135

4

1

2

4

～
1

2

7

・同分母の分数の加法、

減法の計算のしかたを、

既習の計算や分数の意

味をもとに図や式などを

用いて考えている。分数のたし算とひ

き算

1

1

2

9

～

1

3

0

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「分数の大きさとたし

算、ひき算」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

2

1

3

6

～

1

4

0

①②第4学年の学習内

容の問題を解決すること

ができる。

・数と計算、図形、変化と関係、データ

の活用についての問題に取り組む。

・第4学年の学習内容に

ついて、知識及び技能を

身につけている。

頁

1

6

5

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・第4学年の学習内容について自らの学習状況を振り返り、それらが確実に身につくように粘り強く取り組もうとしている。

■　プログラミングにちょうせん　「ゴールをめざそう！」
学習活動（★は「デジタルコンテンツ」）

・カードを使って、車が進む数や向きなどを指示し、点アを通って点イの位置まで車を走らせる。また、点の位置を変えた場合のプログラム

も考える。

★プログラミング教材「ゴールをめざそう！」を使って活動する。

◎　4年のまとめ 3月中旬　（2時間）

p.136～140
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

みんなで算数をは

じめよう！／算数で

使いたい見方・考

え方

・「みんなで算数をはじめよう！」及び

「算数で使いたい見方・考え方」を見

て、算数の学習の進め方について話し

合う。

2つに分けよう ・「2つに分けよう」の問題に取り組み、

形も面積も同じ（合同）になるように2

等分する分け方を見つける。

★ワークシート「2つに分けよう（3×4ま

す）」「2つに分けよう（3×6ます）」を

使って活動する。

・形も面積も同じ（合同）

になるように2等分するし

かたについて、筋道を立

てて考えたり表現したり

している。

1

2

～
1

0

①②算数の学習の進め

方を理解し、問題解決に

生かすことができる。

・問題解決の進め方を理

解している。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・問いをもち、主体的に考えたり友だちの考えから学び合おうとしたりするとともに、解決の過程や結果を振り返り、よりよい方法を考えたり新たな問い

を見いだそうとしたりしている。

令和6年度版『小学算数5』

* は「発展的な学習内容」を含む箇所

★は教育出版のWebサイトに「まなびリンク（デジタルコンテンツ）」がある箇所

●　みんなで算数をはじめよう！／２つに分けよう
4月上旬　（1時間）

p.2～10
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①小数は整数と同じ十

進位取り記数法によって

表されていることを理解

する。

※（問題発見力モデル）

本時の活動をとおして、

「はてな？」の見つけ方を

学習する。

・スポーツに関する様々な記録を調べる

場面で、小数点が脱落した記録に出合

い、「小数点はどこ？」という問いをも

ち、小数の大きさについて振り返りなが

ら、正しい小数点の位置を考え説明す

る活動に取り組む。

・小数点の有無によって数の大きさが

変わることを捉え、42195と42.195を

比べて、5の大きさはどのように違うの

かという新たな問いを見いだし、整数と

小数に共通する十進位取り記数法のし

くみをまとめる。

・整数、小数の十進数と

してのしくみを理解して

いる。

[つながるミカタ] ・整数と小数について、「数字が書かれ

た位置」によって位の大きさを表すとい

うしくみ振り返り、そのしくみをさらに詳

しく調べることに関心を広げ、次の問題

解決につなげる。

② 10 倍 、 100 倍 や 、

1/10、1/100などの大

きさの数を作り、それらの

関係を小数点の位置の

移動に着目して理解す

る。

・3.048を何倍すると30.48になるかを

考えることをとおして、整数や小数を10

倍、1/10にするごとの小数点の移り方

をまとめる。

★まとめアニメ「整数や小数の小数点

の位置の移動」を使って確認・説明す

る。
③学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。

[コンピュータは数で動

く？]（p.289）

・選択的活動として、コンピュータに文

字や絵を映し出すのに使われている数

のしくみ（二進法）を知り、ます目と数字

を使って絵をかく。

★ワークシート「コンピュータは数で動

く？」を使って活動する。

・整数と小数に共通するしくみに着目したり、そのしくみを数と式の表現や計算などに有効に生かそうとしたりしている。

2
1

7

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「整数と小数」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・整数や小数について、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

2

1

1

～
1

6

・整数や小数の表し方の

しくみに着目し、数の相

対的な大きさを考察し、

十進位取り記数法として

まとめ、数と式の表現や

計算などに有効に生か

している。

・ある数と、10倍、100

倍、1/10、1/100などの

大きさの数との関係につ

いて理解し、それらの数

を小数点の位置を移して

作ることができる。

１　整数と小数
4月上旬～中旬　（4時間）

p.11～17

◆単元の目標と評価規準

○整数及び小数の表し方を理解し、そのしくみについてまとめたり、数と式の表現や計算などに有効に生かしたりする力を身につける。また、その過程

を振り返り、十進数としての表現のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア(ア)、A(2)イ(ア)】

・整数や小数の十進数としてのしくみを理解し、ある数の10倍、100倍、1000倍、1/10、1/100などの大きさの数を、小数点の位置を移して作

ることができる。＜知・技＞

・整数と小数の表し方のしくみに着目し、数の相対的な大きさを考察し、十進位取り記数法としてまとめ、数と式の表現や計算などに有効に生か

している。＜思・判・表＞
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①体積の意味、体積の

単位「㎤」を理解する。

・「どちらが大きいかな？」の活動をきっ

かけに、直方体と立方体の大きさを数

で表すことに関心をもつ。

・直方体と立方体の大きさを比べること

をとおして、体積の比較・測定のしかた

や意味について考える。

・ 体 積 の単 位 「立 方セ ンチ メー トル

(㎤)」を知る。

・単位のいくつ分かに

よって体積を表せること

や、体積の意味、体積の

単位「㎤」を理解してい

る。

②直方体の体積を計算

で求めるしかたを理解す

る。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

「なるほど！」の見つけ方

を学習する。

・直方体の体積を計算で求めるしかた

を考える。また、自他の考えを比較し、考

え 方 の よ さ を 振 り 返 っ て ま と め る 。

（p.32～33の[友だちのノートを見てみ

よう]も扱う。）

・必要な部分の長さを用

いることで、直方体の体

積は計算によって求めら

れることを理解している。

③立方体の体積を計算

で求めるしかた、及び直

方体と立方体の体積の

公式を理解する。

・立方体の体積を計算で求めるしかた

を考える。

・直方体と立方体の体積を計算で求め

るしかたを公式にまとめる。

★まとめアニメ「直方体、立方体の体積

の公式」を使って確認・説明する。

・直方体や立方体の体

積を公式を用いて求め

ることができる。

[つながるミカタ] ・体積の表し方について、「1㎤を単位

として何個分で表す」という見方を振り

返り、もっと大きい立体の体積を表すこ

とにも関心を広げ、次の問題解決につ

なげる。
④⑤体積の単位「㎥」を

理解する。また、「㎥」と

「㎤」の関係を理解する。

・大きなものの体積は、1辺が1ｍの立

方体の体積を単位にして表すとよいこ

とを知り、体積の単位「立方メートル

(㎥)」を知る。

・ 1 ㎥ と 1 ㎤ の 関 係 を 調 べ 、 1 ㎥ ＝

1000000㎤を知る。

★まとめアニメ「体積の単位 立方メー

トル」を使って確認・説明する。

[1ｍ3を作ってみよう] ・ひもを使って1辺が1ｍの立方体を作

ることをとおして、1㎥の大きさを体感す

る。
（容積） ⑥容積、内のりについて

理解する。

・直方体の形をした入れ物に入る水の

体積を考えることをとおして、容積、内

のりの意味を知る。

・容積、内のりの意味を

理解している。

⑦「L」と「㎤」の関係を

理解する。

・1Lと1㎤の関係を調べ、1L＝1000㎤

を知る。

・1㎥＝1000L、1mL＝1㎤を知る。

・1L＝1000㎤の関係を

理解している。また、1㎥

＝1000L、1mL＝1㎤の

関係を理解している。

・体積の単位とこれまで

に学習した単位との関係

を考察している。

・体積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の体積の求め方を考えているとともに、体積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考

察している。＜思・判・表＞
・直方体や立方体の体積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学

のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

9

1

8

～
3

0

直方体や立方体

の体積

・体積の意味について面

積の場合などをもとにし

て考えるとともに、測定の

考えを用い、図形を構成

する要素に着目すること

で、直方体や立方体の

体積の求め方を見いだ

している。

・体積の単位「㎥」を知

り、１㎥＝1000000㎤の

関係を理解している。

（大きな体積の単

位）

２　体積
4月中旬～5月上旬　（12時間）

p.18～35

◆単元の目標と評価規準

○立体図形の体積について理解し、直方体や立方体の体積の求め方を考える力を身につける。また、その過程を振り返り、体積の単位と計算による

求め方のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(4)ア(ア)(イ)、B(4)イ(ア)】

・体積の単位「㎤、㎥」と測定の意味、単位の関係について理解し、直方体及び立方体の体積を公式を用いて求めることができる。＜知・技＞
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⑧長さ、面積、体積の単

位の関係をまとめ、理解

を深める。

・長さ、面積、体積の単位の関係をまと

める。

[石の体積を求めよう] ・石のような不定形の体積を、石を水槽

に沈めたときに増えた水の体積に置き

かえて求める。

（体積の公式を

使って）

⑨複合図形の体積の求

め方を考え説明し、体積

の公式についての理解

を深める。

・直方体を組み合わせた形の体積の求

め方を考え、図や式、言葉などを用いて

説明する。

・直方体を組み合わせた

形の体積の求め方を、図

や式、言葉などを用いて

考えたり表現したりして

いる。

⑩日常生活の場面と関

連づけて、体積の学習を

活用することができる。

・「おかしを多くつめよう！」という目的

意識から、直方体の形をした菓子を条

件に合うようにいちばん多く詰められる

箱を考え、その数を求める。

[友だちのノートを見てみ

よう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について話

し合う。

2

3

4

～

3

5

まとめ ⑪学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「体積」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・体積の単位と計算による求め方について、面積の場合と対比しながら粘り強く考えようとしている。

・体積の単位とこれまで

に学習した単位との関係

を考察している。

・長さや面積の単位と、

体積の単位の関係を理

解している。

1

3

1

～
3

3

学んだことを使お

う

・条件に合う直方体を、

筋道を立てて考えてい

る。

9

1

8

～
3

0
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②③伴って変わる2つ

の数量の関係について、

表を用いて考察し、比例

の意味を理解する。

※（問題追究力モデル）

本時の活動をとおして、

「だったら！？」の見つけ

方を学習する。

・「変わり方を調べよう！」の活動をきっ

かけに、一方の数量が変わるときのもう

一方の数量の変わり方を調べることに

関心をもつ。

・ストローで正方形を横につなげた形を

作るときの、正方形の個数とストローの

本数の関係を表に表して調べる。

・底面積が一定の直方体の、高さと体

積の関係を表に表し、変わり方を調べ、

比例の意味を知る。

★まとめアニメ「比例」を使って確認・

説明する。

・変わり方を考察する際の表現として表

と式を比較し、それぞれのよさを振り返

るとともに、2つの量の変わり方につい

て次に取り組んでみたいことを考え、新

たな問題を発見する。

・簡単な場合について、

比例の関係を理解して

いる。

・伴って変わる2つの数

量の関係を表を用いて

考察し、変化や対応の特

徴を見いだしたり、式に

表現したりしている。

④2つの数量の関係を

○、△を用いた式に表

し、変わり方を調べること

ができる。

・いろいろな2つの数量の関係を○、△

を用いた式に表し、○と△の変わり方を

表に表して調べる。

[数直線と比例] ・乗法の数直線は、一方の数量が2倍、

3倍、…になると、もう一方の数量も2

倍、3倍、…になる比例の関係を表して

いることを知る。

1
4

4

学んだことを使お

う

⑤伴って変わる2つの数

量の関係を表や図を用

いて考察し、その関係を

式に表して問題を解決す

ることができる。

（y＝ax＋bの関係）

・「もっと変わり方を調べよう！」という目

的意識から、ストローで正方形を横に

つなげた形を作るときの、正方形の個

数とストローの本数の関係を表や図、

式に表して調べ、正方形を50個作ると

きに必要なストローの本数を求める。

・2つの数量の関係を表

や図を用いて考察し、そ

の関係を式と結びつけて

考えている。

2
4

5

まとめ ⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「2つの量の変わり方」

の学習のよさや見方・考

え方を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・伴って変わる2つの数量の関係について、多面的に捉え検討して特徴を見いだそうとしている。

・簡単な場合について比例の関係があることを知るとともに、数量の関係を表す式についての理解を深めている。＜知・技＞

・伴って変わる2つの数量を見いだして、それらの関係に着目して表を用いて変化や対応の特徴を考察したり、対応や変わり方に着目して簡単

な式で表されている関係について考察したりしている。＜思・判・表＞
・伴って変わる2つの数量について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学

のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

3

6

～
4

3

・数量の関係を一般的に

表すという式の役割につ

いて理解している。また、

2つの数量の関係を○、

△などを用いた式に表

し、式から表を作って変

化の特徴を調べることが

できる。

・簡単な式で表されてい

る関係について、2つの

数量の変化や対応の特

徴に着目して考えてい

る。

３　２つの量の変わり方
5月上旬～中旬　（7時間）

p.36～45

◆単元の目標と評価規準

○簡単な場合の比例の関係について理解し、伴って変わる2つの数量の関係について表や式を用いて考察する力を身につける。また、その過程にお

いて、数量の変化や対応の関係について多面的に捉え検討して粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(6)ア(ア)、A(6)イ(ア)、

C(1)ア(ア)、C(1)イ(ア)】
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

4

6

①体積の公式について

理解を深め、体積につい

ての感覚を豊かにする。

・体積が2000㎤の直方体について、

2000を3つの数の積と捉え、縦、横、高

さの3辺の長さの組み合わせを考える。

・体積が2000㎤の立体を、直方体以

外でも考えて作る。

・体積についての感覚を

もち、2000㎤の立体の

大きさについて、およその

見当をつけることができ

る。

・2000を3つの数の積と

捉え、縦、横、高さの3辺

の長さの組み合わせを

考えている。

頁

4

7

・第4学年「立体」「分数の大きさとたし算、ひき算」の復習をする。

・単元4「小数のかけ算」、単元6「小数のわり算」に関わる既習事項を確認する。

■　2000㎤を作ろう p.46

◎　復習①
学習活動
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②整数×小数の意味

と計算のしかたを理解す

る。

・「代金を予想しよう！」の活動をきっか

けに、場面図からリボンの長さと代金を

予想し、リボンの長さが小数になる場合

に関心をもつ。

・1ｍ80円のリボン2.3ｍの代金を求め

る場面で、乗数が小数でも乗法の式に

表せる理由を考える。

・80×2.3のような、整数×小数の乗法

の計算のしかたを考える。

・乗数が小数である場合

の乗法の意味や計算の

しかたを、乗数が整数で

ある場合の計算の考え

方をもとにして、理解して

いる。

③整数×純小数の計算

のしかたを理解する。

・80×0.6のような、整数×純小数の乗

法の計算のしかたを考える。

[つながるミカタ] ・整数×小数の計算のしかたについて、

計算のきまりに着目するなどして「整数

の計算をもとにする」という見方を振り

返り、被乗数と乗数が両方とも小数に

なる場合にも関心を広げ、次の問題解

決につなげる。

④小数×小数の乗法の

計算のしかたを理解し、

筆算ができる。

・1.8×4.2のような、小数×小数の乗法

の計算のしかたを考える。

・小数×小数の筆算のしかたを考える。

・小数×小数の乗法の計

算のしかたを理解し、筆

算ができる。

⑤ ⑥ 被 乗 数 や 乗 数 が

1/100の位までの小数

の乗法の計算のしかた

を理解し、小数の乗法の

筆算 のし かた をまとめ

る。

・8.31×2.9のような、被乗数と乗数の

一方が1/100の位までの小数の乗法

の計算のしかたを考える。

・0.24×0.13のような、被乗数と乗数

の両方が1/100の位までの小数の乗

法の計算のしかたを考える。

・小数の乗法の筆算のしかたをまとめ

る。

★まとめアニメ「小数のかけ算の筆算

のしかた」を使って確認・説明する。

・7.05×0.48のような、積の末位が0に

なる場合の乗法の計算のしかたを考え

る。

・被乗数が1/100の位

までの小数の乗法や、乗

数が1/100の位までの

小数の乗法の筆算がで

きる。

・乗数が小数である場合

の乗法の筆算形式を統

合的に理解している。

（積の大きさ） ⑦乗数と積の大きさの関

係を理解する。

・1ｍ200円のリボン1.4ｍと0.6ｍの代

金を、1ｍの値段200円と比べることを

とおして、乗数が1より小さいとき、積は

被乗数より小さくなることを知る。

★まとめアニメ「かける数と積の関係」

を使って確認・説明する。

・１より小さい小数をかけ

ると積は被乗数よりも小

さくなることを理解してい

る。

（面積や体積の公

式）

⑧辺の長さが小数でも、

面積や体積の公式が適

用できることを理解する。

・辺の長さが小数で表されている長方

形の面積や直方体の体積の求め方を

考え、小数の場合も面積や体積の公式

を用いることができることを知る。

・辺の長さが小数で表さ

れている場合でも、面積

や体積の公式を用いるこ

とができることを理解し

ている。

・乗法の意味に着目し、乗数が小数である場合まで数の範囲を広げて乗法の意味を捉え直しているとともに、それらの計算のしかたを考えたり、

それらを日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞
・小数の乗法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気

づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

9

4

8

～
5

8

・小数をかけることの意

味や、乗数が小数である

場合の乗法の計算のし

かたを、小数の意味や既

習の計算などをもとに図

や式などを用いて多面

的に考えている。

・乗数が1より小さい数

の場合の乗法の意味や

計算のしかたを理解して

いる。

４　小数のかけ算
5月中旬～6月上旬　（11時間）

p.48～60

◆単元の目標と評価規準

○乗数が小数である場合の乗法の意味について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。

また、その過程において、計算のしかたを多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(3)ア

(ア)(イ)(ウ)、A(3)イ(ア)、A(6)ア(ア)】

・乗数が小数である場合の乗法の意味について理解し、小数の乗法の計算ができる。また、小数の乗法についても整数の場合と同じ関係や法

則が成り立つことを理解している。＜知・技＞
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＜第5学年＞

（計算のきまり） ⑨小数の場合でも、交換

法則、結合法則、分配法

則が成り立つことを理解

する。

・長方形を2つに分けた図の面積の求

め方を比べることをとおして、小数の場

合でも分配法則が成り立つことを説明

する。

・小数の場合でも、交換法則、結合法

則、分配法則が成り立つことを知る。

・交換法則、結合法則、

分配法則が小数でも成

り立つことを理解してい

る。

2

5

9

～

6

0

まとめ ⑩学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「小数のかけ算」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

頁

6

1

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・小数の乗法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り返り多面的に検討してよりよい

方法を見いだそうとしたりしている。

◎　復習②
学習活動

・「整数と小数」「体積」の復習をする。

・単元5「合同と三角形、四角形」に関わる既習事項を確認する。

9

4

8

～
5

8
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①合同の意味を理解す

る。

・「ぴったり同じ形を見つけよう！」の活

動をきっかけに、形も大きさも同じになっ

ているものに関心をもつ。

・形も大きさも同じ四角形について調べ

ることをとおして、合同の意味を知る。

★まとめアニメ「合同」を使って確認・

説明する。

・合同の意味を理解して

いる。

②合同な図形の対応す

る頂点、辺、角について

理解する。

・合同な2つの四角形を調べ、対応する

頂点、辺、角の意味や、対応する辺の長

さ、対応する角の大きさがそれぞれ等し

いことを知る。

★まとめアニメ「合同な図形の対応する

辺と角」を使って確認・説明する。

・合同な図形では、対応

する辺の長さ、対応する

角の大きさがそれぞれ等

しいことを理解し、対応す

る頂点、辺、角を見つけ

ることができる。

③四角形に対角線をか

いたときにできる三角形

について合同の観点か

ら調べ、既習の図形を捉

え直すことができる。

・ひし形、平行四辺形などの四角形に

対角線をかいたときにできる三角形に

ついて、合同の観点から調べる。

[つながるミカタ] ・図形の特徴を調べるときの観点として

「図形の合同」に着目し、合同かどうか

を調べるには「辺の長さ」や「角の大き

さ」に着目したことを振り返り、合同な

図形の作図にも関心を広げ、次の問題

解決につなげる。

④⑤合同な三角形の作

図に必要な要素を考え、

作図することができる。

・合同な三角形を作図するために必要

な要素に着目し、作図のしかたを考え

る。

・対応する辺の長さや角

の大きさに着目し、合同

な三角形を作図すること

ができる。

⑥合同な三角形が作図

できる要素について理解

を深める。

・辺や角の大きさがいずれか3か所示さ

れている三角形を見て、それらの要素

で合同な三角形を作図できるか考え

る。

[三角形が1つに決まら

ない場合]

・2つの辺の長さと1つの角の大きさと

いう要素だけでは、三角形の形が1つ

に決まらない場合があることを知る。

⑦合同な四角形を作図

することができる。

・合同な四角形の作図のしかたを考え

る。

[図形が決まるというこ

と]

・図形が「決まる」という意味を知り、長

方形やひし形などの図形が決まる要素

について考える。

7

6

2

～
7

1

合同な図形 ・図形を観察する観点と

して、図形間の関係に着

目している。

・対応する辺や角に着目

し、図形の合同という観

点から既習の図形につ

いて考察している。

（合同な図形のか

き方）

・図形が｢決まる｣という

意味を理解し、合同な図

形の能率的なかき方を

考え、合同な三角形や四

角形をかくために必要な

構成要素を見いだしてい

る。

・三角形の形や大きさが

決まる要素について理解

している。

・合同な四角形を作図す

ることができる。

◆単元の目標と評価規準

○図形の合同について理解し、図形間の関係を合同の観点で考察したり、合同な図形の構成のしかたを考えたりする力を身につけるとともに、三角

形や四角形などの内角の和の性質を見いだし、その性質を筋道を立てて考え説明する力を身につける。また、その過程において、多面的に捉え検討

してよりよい方法を粘り強く考える態度や、学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(ア)(イ)、

B(1)イ(ア)、内(2)】

・図形の形や大きさが決まる要素や、図形の合同について理解し、合同な図形を作図することができる。また、三角形の3つの角の大きさの和が

180°になることや、四角形や多角形の内角の和は三角形に分ければ求められることを理解している。＜知・技＞
・図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成のしかたを考察したり、図形の性質を見いだし、その性質を筋道を立てて考え説明した

りしている。＜思・判・表＞
・図形の合同、及び多角形の内角の和の性質について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘

り強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

５　合同と三角形、四角形
6月上旬～下旬　（15時間）

p.62～81

122



＜第5学年＞

⑧⑨三角形の3つの角

の大きさの和が180°で

あることを、帰納的に考

えて見いだすことができ

る。

・三角形をまっすぐに並べる活動をとお

して、角の大きさのきまりについて見通

しをもつ。

・三角形の3つの角の大きさの和を、分

度器で測ったり、切り取って並べたりし

て調べ、180°であることを説明する。

★まとめアニメ「三角形の角の大きさの

和」を使って確認・説明する。

[算数ひろば]* ・図形の「内角」の意味を知る。

⑩四角形の4つの角の

大きさの和が360°であ

ることを、演繹的に考え

て見いだすことができる。

・四角形の4つの角の大きさの和を、分

度器で測るなどして調べるとともに、対

角線で三角形に分けることで、どんな

四角形でも360°であることを説明す

る。

★まとめアニメ「四角形の角の大きさの

和」を使って確認・説明する。

・四角形の角の大きさの

和は、三角形の角の大き

さの和をもとにすれば求

められることや、それが

360°であることを理解し

ている。

・四角形の4つの角の大

きさの和が360°になるこ

とを、三角形の角の大き

さの和が180°であること

をもとに、演繹的に考え

ている。

⑪多角形の意味を知り、

五角形、六角形、…の内

角の和の求め方を説明

することができる。

・多角形の内角の和について、多角形

を対角線でいくつかの三角形に分ける

などして調べる。

・五角形、六角形、…の内角の和を表に

整理する。

・多角形の意味を知り、

多角形の内角の和は三

角形に分ければ求めら

れることを理解している。

・多角形の内角の和につ

いて、四角形の内角の和

の求め方をもとに、発展

的に考えている。

⑫三角形や四角形の内

角の和の性質をもとに、

未知の角の大きさを求め

ることができる。

合同な四角形を敷き詰

める活動をとおして、図

形についての感覚を豊

かにする。

・三角形や四角形で1つの角の大きさ

が未知の場合に、内角の和の性質をも

とに、その角の大きさを求める。

・合同な四角形の4つの角をどのように

合わせればよいかを考えながら、四角

形を平面に敷き詰める。

・内角の和を用いて、三

角形や四角形の角の大

きさを計算で求めること

ができる。

・合同な四角形によって

平面を敷き詰めることが

できることを理解してい

る。

1
7

9

学んだことを使お

う

⑬身のまわりから三角形

を見いだし、その角の求

め方を筋道を立てて考

え、説明することができ

る。

・「いろいろな角度を求めよう！」という

目的意識から、公園の遊具の形の中に

三角形を見いだし、実測できないところ

の角度を三角形の内角の和の性質を

用いて求める。

・身のまわりの具体的な

形を三角形として捉え、

実測できないところの角

度の求め方を筋道を立

てて考えている。

⑭学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。

[しきつめ画家になろう！]

（p.290）

・選択的活動として、美術やデザインの

世界では合同を活用した敷き詰め模様

があることを知り、そのしくみを考え敷き

詰め模様をかく。

★ワークシート「しきつめ画家になろ

う！」を使って活動する。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・図形の形や大きさが決まる要素について、筋道を立てて考えようとしている。また、三角形の内角の和の性質について粘り強く考えたり、そこで見い

だした性質を活用して、四角形などのほかの多角形の内角の和の性質についても考えたりしようとしている。

5

7

2

～
7

8

三角形や四角形

の角

・三角形の角の大きさの

和が180°であることを

理解している。

・いろいろな三角形につ

いて調べ、三角形の3つ

の角の大きさの和が

180°になることを帰納

的に見いだしている。

2

8

0

～
8

1

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「合同と三角形、四角

形」の学習のよさや見

方・考え方を振り返って

いる。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②整数÷小数の意味

と計算のしかたを理解す

る。

・「1mのねだんを予想しよう！」の活動

をきっかけに、場面図からもとのリボン

の長さと1mの値段を予想し、もとのリボ

ンの長さが小数になる場合に関心をも

つ。

・1.6ｍで96円のリボン1ｍの値段を求

める場面で、除数が小数でも除法の式

に表せる理由を考える。

・96÷1.6のような、整数÷小数の除法

の計算のしかたを考える。

・除数が小数である場合

の除法の意味や計算の

しかたを、除数が整数で

ある場合の計算の考え

方をもとにして、理解して

いる。

③整数÷純小数の計算

のしかたを理解する。

・96÷0.8のような、整数÷純小数の除

法の計算のしかたを考える。
[つながるミカタ] ・整数÷小数の計算のしかたについて、

計算のきまりに着目するなどして「整数

の計算をもとにする」という見方を振り

返り、被除数と除数が両方とも小数に

なる場合にも関心を広げ、次の問題解

決につなげる。

④小数÷小数の除法の

計算のしかたを理解し、

筆算ができる。

・4.2÷3.5のような、小数÷小数の除法

の計算のしかたを考える。

・小数÷小数の筆算のしかたを考える。

・小数÷小数の除法の計

算のしかたを理解し、筆

算ができる。

⑤被除数が1/100の位

までの小数の除法の計

算や、商の一の位が0に

なる場合の除法の計算

のしかたを理解する。

・3.45÷1.5のような、被除数が1/100

の位までの小数の除法の計算のしかた

を考える。

・0.63÷1.8のような、商の一の位が0

になる除法の計算のしかたを考える。

・被除数が1/100の位

までの小数の除法や、商

の一の位が0になる場合

の除法の筆算ができる。

⑥除数が1/100の位ま

での小数の除法の計算

のしかたを理解し、小数

の除法の筆算のしかた

をまとめる。

・ 8.547 ÷ 2.31 の よ う な 、 除 数 が

1/100の位までの小数の除法の計算

のしかたを考える。

・小数の除法の筆算のしかたをまとめ

る。

★まとめアニメ「小数のわり算の筆算の

しかた」を使って確認・説明する。

・除数が1/100の位まで

の小数の除法の筆算が

できる。

・除数が小数である場合

の除法の筆算形式を統

合的に理解している。

⑦1/10の位までの小数

÷1/100の位までの小

数の除法の計算や、整数

÷小数の除法の計算の

しかたを理解する。

・7.8÷3.25のような、1/10の位までの

小数÷1/100の位までの小数の除法

の計算のしかたを考える。

・4÷2.5のような、整数÷小数の除法の

計算のしかたを考える。

・小数÷小数、整数÷小

数の除法で、わり進む場

合の筆算ができる。

（商の大きさ） ⑧除数と商の大きさの関

係を理解する。

・1.5ｍで300円 のリ ボン と0.5ｍで

300円のリボンの1ｍの値段を、もとの

代金300円と比べることをとおして、除

数が1より小さいとき、商は被除数より

大きくなることを知る。

★まとめアニメ「わる数と商の関係」を

使って確認・説明する。

・1より小さい小数でわる

と商は被除数よりも大き

くなることを理解してい

る。

・除数が小数である場合の除法の意味や、あまりの大きさについて理解し、小数の除法の計算ができる。また、小数の除法についても整数の場

合と同じ関係や法則が成り立つことを理解している。＜知・技＞
・除法の意味に着目し、除数が小数である場合まで数の範囲を広げて除法の意味を捉え直しているとともに、それらの計算のしかたを考えたり、

それらを日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞
・小数の除法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気

づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

2

8

2

～
9

6

・小数でわることの意味

や、除数が小数である場

合の除法の計算のしか

たを、小数の意味や既習

の計算などをもとに図や

式などを用いて多面的

に考えている。

・除数が1より小さい数

の場合の除法の意味や

計算のしかたを理解して

いる。

６　小数のわり算
6月下旬～7月中旬　（14時間）

p.82～98

◆単元の目標と評価規準

○除数が小数である場合の除法の意味について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につける。

また、その過程において、計算のしかたを多面的に捉え検討して、よりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(3)ア

(ア)(イ)(ウ)、A(3)イ(ア)】
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（商の四捨五入） ⑨商を四捨五入して概

数で表す場合の除法の

計算のしかたを理解す

る。

・1.2÷1.8のような計算で、商を四捨

五入して概数で求めるしかたを考える。

・わり進む除法で、商を

四捨五入して概数で表

す場合の筆算ができる。

（あまりのあるわり

算）

⑩小数の除法のあまりの

大きさについて理 解す

る。

・2.3ｍのテープを0.5ｍずつ切る場面

で、商を整数まで求め、あまりを出す場

合の小数の除法の計算のしかたを考え

る。

★まとめアニメ「あまりのあるわり算の

小数点」を使って確認・説明する。

・小数の除法で、あまりを

求めることができる。

・小数の除法のあまりの

大きさについて、図や式

などを用いて考えてい

る。

⑪基準量や倍を表す数

が小数の場合に、比較

量 を 求め ることが でき

る。（第二用法）

基準量や比較量が小

数の場合に、何倍かを求

めることができる。（第一

用法）

・9.5cmの0.4倍は何cmかを求めるし

かたを考える。

・9.5cmは7.6cmの何倍かを求めるし

かたを考える。

・基準量や倍を表す数が

小数の場合に、比較量を

求めることができる。

・基準量や比較量が小

数の場合に、何倍かを求

めることができる。

⑫比較量や倍を表す数

が小数の場合に、基準

量 を 求め ることが でき

る。（第三用法）

・あるペンキを1.2倍に薄めて5.4Lにす

るときの、もとのペンキの量の求め方を

考える。

・比較量や倍を表す数が

小数の場合に、基準量を

求めることができる。

2

9

7

～

9

8

まとめ ⑬学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「小数のわり算」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

9

9

①具体的な事柄を式に

表したり、式に表されて

いる関係をよみ取ったり

して、式についての理解

を深める。

・正方形の辺上に並べた碁石の数の求

め方を、図と式を関連づけて説明する。

・問題を発展させて、正方形の内部にも

碁石を並べた場合の碁石の数の求め

方を、図と式を関連づけて説明する。

・図や式から思考の筋道

を考察し、図をよみ取っ

て式に、式をよみ取って

図に表現している。

頁

1

0

0

学習活動

・「2つの量の変わり方」「合同と三角形、四角形」「小数のわり算」の復習をする。

・倍の問題場面の数量

関係について、図や式な

どを用いて考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・小数の除法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り返り多面的に検討してよりよい

方法を見いだそうとしたりしている。

■　ご石の数え方 p.99

◎　復習③

1

2

8

2

～
9

6

（倍の計算）
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②偶数と奇数の意味、

性質を理解する。

・「どちらの組になるのかな？」の活動を

きっかけに、出席番号を2つの組に分け

る観点に関心をもつ。

・赤組と白組に分けた数の集合の特徴

を捉え、それぞれ2でわったときのあまり

に着目し、偶数、奇数の意味を知る。

★まとめアニメ「偶数、奇数」を使って

確認・説明する。

・数直線で偶数と奇数の並び方を調

べ、すべての整数は偶数と奇数のどち

らかに分けられることを知る。

[3つの組に分けると…] ・出席番号順に赤組、白組、青組に分け

た数をそれぞれ3でわり、そのあまりに

着目して整数を3つの組に分けるしか

たを考える。
③偶数と奇数の性質に

ついて理解を深める。

・偶数と奇数の性質に着目して、偶数と

奇数の和が奇数になる理由を考える。

[九九の答えはどちらが

多い？]

・九九表を見て、九九の答えは偶数と奇

数のどちらが多いか調べる。

★シミュレーション「九九の表」を使って

活動する。
④倍数、公倍数の意味を

理解する。

・1袋3本入りのソーセージと1袋4本入

りのパンをそれぞれ何袋か買う場面を

とおして、倍数、公倍数の意味を知る。

★まとめアニメ「倍数」「公倍数」を使っ

て確認・説明する。

・倍数、公倍数の意味を

理解している。

・倍数、公倍数について

調べ、ある数の倍数の全

体を1つの集合として捉

え、考察している。

⑤公倍数を求めることが

できる。また、最小公倍

数の意味を理解する。

・6と9の公倍数の見つけ方を考える。

・最小公倍数の意味を知る。

★まとめアニメ「最小公倍数」を使って

確認・説明する。

・最小公倍数の意味を理

解し、公倍数、最小公倍

数を求めることができ

る。
⑥3つの数の公倍数を求

めることができる。

・2と3と4のような3つの数の公倍数を、

数直線を用いて見つける。
[3や9の倍数の不思議] ・ある整数が3や9の倍数であるかを簡

単に調べる方法を知る。
⑦日常生活の場面から

公倍数の関係を見いだ

し、問題の解決に公倍数

の性質を活用することが

できる。

・縦6㎝、横8㎝の長方形のタイルを隙

間なく並べて正方形を作る場面で、正

方形の1辺の長さを公倍数を用いて考

える。

[倍数のもよう] ・100までの数表を使って、2の倍数な

どに印をつけ、倍数の並び方を調べる。

★ワークシート「倍数のもよう」を使って

活動する。

[つながるミカタ] ・整数について、観点を決めて「なかま

分けする見方」を振り返り、ほかの見方

で整数を分類することにも関心を広げ、

次の問題解決につなげる。

・偶数と奇数の和が奇数

になる理由を、偶数、奇

数の意味や性質をもとに

図や式などを用いて考え

ている。

4

1

0

5

～
1

1

0

倍数

・3つの数の公倍数を求

めることができる。

・公倍数に着目して、日

常生活の問題の解決の

しかたを考えている。

・整数は観点を決めると偶数と奇数に類別されることや、約数、倍数について理解し、それらを求めることができる。＜知・技＞

・乗法及び除法に着目し、観点を決めて整数を類別するしかたを考えたり、数の構成について考察したりしているとともに、日常生活に生かして

いる。＜思・判・表＞
・整数の性質や整数の構成を調べることについて、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く

考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

3

1

0

1

～
1

0

4

偶数と奇数 ・偶数、奇数の意味や性

質を知り、整数は偶数と

奇数に類別されることを

理解している。

・整数を2でわったときの

あまりに着目し、整数を

類別するしかたを考えて

いる。

７　整数の見方
9月上旬～中旬　（12時間）

p.101～116

◆単元の目標と評価規準

○偶数と奇数、倍数、約数など整数の性質について理解し、観点を決めて整数を類別するしかたを考えたり、数の構成について考察したりする力を身

につける。また、その過程を振り返り、整数の性質に着目することのよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関

連　A(1)ア(ア)(イ)、A(1)イ(ア)、内(1)】
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＜第5学年＞

⑧約数、公約数の意味を

理解する。

・いちご12個とバナナ8本をそれぞれあ

まりがなく分ける場面をとおして、約数、

公約数の意味を知る。

★まとめアニメ「約数」「公約数」を使っ

て確認・説明する。

・約数、公約数の意味を

理解している。

・約数、公約数について

調べ、ある数の約数の全

体を1つの集合とし捉え、

考察している。

⑨公約数を求めることが

できる。また、最大公約

数の意味を理解する。

・12と16の公約数の見つけ方を考え

る。

・最大公約数の意味を知る。

★まとめアニメ「最大公約数」を使って

確認・説明する。
[約数のしくみ] ・12の約数では、1×12、2×6、3×4の

ように、2つの約数どうしの積が12に

なっていることを知る。
⑩日常生活の場面から

公約数の関係を見いだ

し、問題の解決に公約数

の性質を活用することが

できる。

・縦12㎝、横18㎝の長方形の中に同じ

大きさの正方形を隙間なく敷き詰める

場面で、正方形の1辺の長さを公約数

を用いて考える。

・公約数に着目して、日

常生活の問題の解決の

しかたを考えている。

⑪学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。

[不思議な整数　素数っ

て何？]*（p.291）

・選択的活動として、素数について知

り、「エラトステネスのふるい」という方

法を用いて素数を見つける。

★ワークシート「不思議な整数　素数っ

て何？」を使って活動する。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・偶数と奇数、倍数、約数など整数の性質に着目することのよさに気づき、生活や学習に活用しようとしている。

3

1

1

1

～
1

1

4

約数

・最大公約数の意味を理

解し、公約数、最大公約

数を求めることができ

る。

2

1

1

5

～

1

1

6

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「整数の見方」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

分数の大きさ ①大きさの等しい分数の

表し方を考え、分数の性

質を理解する。

・「どちらが大きいかな？」の活動をきっ

かけに、分数の大きさを比べることに関

心をもつ。

・ 大 き さ の等 し い 分 数 （ 2/3、 4/6、

6/9）の分母どうし、分子どうしの関係

を調べて、分数の性質を知る。

★まとめアニメ「分数の性質」を使って

確認・説明する。

・分数の分母、分子に同

じ数を乗除してできる分

数は、もとの分数と同じ

大きさを表すことを理解

している。

（約分） ②約分の意味を理解し、

約分することができる。

・12/18と大きさが等しく、分母が18よ

り小さい分数を表すことをとおして、約

分の意味を知る。

★まとめアニメ「約分」を使って確認・

説明する。

・約分の意味を理解し、

約分することができる。

③異分母の分数の大小

の比べ方を考え、通分の

意味を理解する。

・3/5と2/3のような異分母の分数の大

小を比べることをとおして、通分の意味

を知る。

★まとめアニメ「通分」を使って確認・

説明する。

・分数の大小を比べるこ

とをとおして、通分の意

味を理解している。

④分母の公倍数に着目

して、通分することができ

る。

・5/6と7/8のような異分母の分数の通

分のしかたを考え、もとの分母の公倍

数を共通な分母にすることをまとめる。
[つながるミカタ] ・異分母の分数の大きさを比べる場合

に、分数の表し方に着目し、「共通な分

母にそろえる」という見方をしたことを

振り返り、異分母の分数の加法や減法

にも関心を広げ、次の問題解決につな

げる。
⑤異分母の分数の加法

の計算のしかたを理解す

る。

・1/2＋1/3のような、異分母の分数の

加法の計算のしかたを考える。

★まとめアニメ「分母のちがう分数のた

し算」を使って確認・説明する。

・異分母の分数の加法の

計算のしかたを理解し、

計算ができる。

⑥異分母の分数の加法

の計算で約分をする場

合や、異分母の帯分数の

加法の計算ができる。

・3/4＋1/6のような、答えが約分でき

る場合の加法の計算のしかたを考え

る。

・１ 5/6＋２ 2/3のような、帯分数の加

法の計算のしかたを考える。

・異分母の分数の加法の

計算で約分をする場合

や、異分母の帯分数の加

法の計算ができる。

⑦異分母の分数の減法

の計算のしかたを理解す

る。

・2/3－1/2のような、異分母の分数の

減法の計算のしかたを考える。

★まとめアニメ「分母のちがう分数のひ

き算」を使って確認・説明する。

・異分母の分数の減法の

計算のしかたを理解し、

計算ができる。

⑧異分母の帯分数の減

法の計算や、3口の異分

母の分数の加減混合の

計算ができる。

・３ 1/4－１ 1/2のような、帯分数の減

法の計算のしかたを考える。

・2/3＋1/2－3/4のような、3口の分数

の加減混合の計算のしかたを考える。

・異分母の帯分数の減

法や、3口の異分母の分

数の加減混合の計算が

できる。

2

1

2

8

～

1

2

9

まとめ ⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「分数の大きさとたし

算、ひき算」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

4

1

2

3

～
1

2

7

分数のたし算とひ

き算

・異分母の分数の加法、

減法の計算のしかたを、

既習の計算や分数の意

味、性質をもとに図や式

などを用いて考えてい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・分数の意味と表し方、異分母の分数の加法及び減法の計算のしかたについて、学習したことを関連づけながら粘り強く考えたり、振り返ってよりよい

方法を見いだそうとしたりしている。

・分数の分母、分子に同じ数を乗除してできる分数は、もとの分数と同じ大きさを表すことや、分数の相等及び大小について理解し、大小を比べ

ることができる。また、異分母の分数の加法及び減法の計算ができる。＜知・技＞
・数を構成する単位に着目し、数の相等及び大小関係について考察している。また、分数の意味や表現に着目し、異分母の分数の加法及び減

法の計算のしかたを考えている。＜思・判・表＞
・分数の意味と表し方、異分母の分数の加法及び減法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを

求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

1

1

7

～
1

2

2

・分数の意味や性質をも

とに、図や式などを用い

て、分数の相等及び大小

関係について考察してい

る。

（通分）

・分母の公倍数に着目し

て、通分することができ

る。

８　分数の大きさとたし算、ひき算
9月中旬～10月上旬　（10時間）

p.117～129

◆単元の目標と評価規準

○分数の意味と表し方について理解を深め、分数の相等や大小関係について考える力を身につけるとともに、異分母の分数の加法及び減法の計算

のしかたについて、図や式などを用いて考える力を身につける。また、その過程を振り返り、分数の表現のよさに気づき生活や学習に活用しようとする

態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(4)ア(ウ)(エ)、A(4)イ(ア)、A(5)ア(ア)、A(5)イ(ア)】
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②平均の意味と求め

方を理解する。

・「1回につかめた数はいくつ？」の活動

をきっかけに、ばらつきのあるブロックの

数を等しくそろえることに関心をもち、

「ならす」という意味を知る。

・5個のオレンジから絞ったジュースの

量をならすことをとおして、平均の意味

と求め方を知る。

★まとめアニメ「平均」を使って確認・

説明する。

・オレンジ1個から絞れるジュースの量

の平均と、絞る個数から、総量を求め

る。

・いくつかの数量をならし

た値としての平均の意味

と求め方を理解し、平均

を求めたり、平均から総

量を求めたりすることが

できる。

③平均した値と実際の

測定値の違いを理解し、

正しく平均を求めること

ができる。

・5個のオレンジから絞ったジュースの

量 の平均 と、 追加 でも う1個絞 った

ジュースの量をもとに、オレンジ6個から

絞れるジュースの量の平均の求め方を

考える。
[つながるミカタ] ・ばらつきがある値について、平均を用

いることで「だいたいどのくらい」と妥当

な値で表せたよさを振り返り、ほかの場

面でも平均を活用することに関心を広

げ、次の問題解決につなげる。
④測定値の中に飛び離

れた値が含まれる場合

の平均の求め方を考え、

平均の意味と求め方に

ついて理解を深める。

・地図上で測定した学校から駅までの

長さにばらつきがあるとき、真の値に近

い値を求めるために平均を用いること

を考える。

・測定値の中に飛び離れた値があると

き、その値を除外して考える場合がある

ことを知る。

・目的によっては飛び離

れた値を除外して平均を

求める場合があることを

理解している。

・ばらつきのある測定値

について、平均を求めて

表す意味を考えている。

⑤調べた結果の中に0

が含まれる場合の平均

の求め方を考え、平均の

意味と求め方について

理解を深める。

・5試合の得点の中に0が含まれる場合

の平均の求め方を考える。

・サッカーの得点のように小数では表せ

ない数量も、平均では小数で表す場合

があることを知る。

[平均を求めるときのくふ

う]

・大きな数の平均を求めるとき、きりのよ

い数を基準として、それより大きい部分

に着目して計算すると効率よく求められ

ることを知る。

1

1

3

8

学んだことを使お

う

⑥日常生活の場面と関

連づけて、平均の考えや

求め方を活用することが

できる。

・「歩はばを使って長さをはかろう！」と

いう目的意識から、自分の歩幅の平均

を求める工夫について考える。

・歩幅の平均を用いて、いろいろな長さ

を調べる。

・およその距離を測る場

面で、歩幅の平均に着目

し、より信頼できる値を

求めるために、得られた

測定値を平均する方法

を考えている。

2

1

3

9

～

1

4

0

まとめ ⑦学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「平均」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・平均の意味や用い方について多面的に捉え検討したり、平均を用いるよさに気づき生活や学習に活用しようとしたりしている。

・平均について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学

習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

1

3

0

～
1

3

7

・身のまわりにある事柄

について、概括的に捉え

ることに着目し、測定した

結果を平均する方法を

考えている。

・平均した値と実際の測

定値の違いを理解し、正

しく平均を求めることが

できる。

・分離量であっても、平

均の値としては小数で表

す場合があることを理解

している。

・数値に0がある場合に、

0を含めて平均を求める

意味について考えてい

る。

９　平均
10月上旬～中旬　（8時間）

p.130～140

◆単元の目標と評価規準

○平均の意味について理解し、測定した結果を平均する方法を考える力を身につける。また、その過程を振り返り、平均を用いるよさに気づき生活や

学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　D(2)ア(ア)、D(2)イ(ア)】

・いくつかの数量を同じ大きさの数量にならすことで妥当な数値が得られる場合は、測定値を平均するとよいことを理解し、平均を求めることが

できる。＜知・技＞
・概括的に捉えることに着目し、測定した結果を平均する方法について考察し、それを学習や日常生活に生かしている。＜思・判・表＞
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

4

1

①煩雑な計算を必要と

する場面で、式や図に表

してきまりを見つけて解

決することをとおして、論

理的な思考力を伸ばす。

・1から100までの100個の整数を奇

数と偶数に分け、それぞれを合計した

数の差の求め方を考える。

・偶数と奇数の性質に着

目し、きまりを見つけて効

率よく問題を解決するし

かたを考え、式や図など

を用いて表現したりよみ

取ったりしている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②単位量あたりの大

きさの意味と求め方を理

解する。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

問題解決の進め方を学

習する。

・「どちらがこんでいるかな？」の活動を

きっかけに、博物館の場面絵を見て、混

みぐあいに関係する数量に関心をもつ。

・シートの混みぐあいについて、1枚あた

りの人数や1人あたりの枚数などを求

めて比べることをとおして、単位量あた

りの大きさの意味を知る。また、自他の

考えを比較し、考え方のよさを振り返っ

てまとめる。

★まとめアニメ「単位量あたりの大き

さ」を使って確認・説明する。

[友だちのノートを見てみ

よう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について話

し合う。
③人口密度の意味と求

め方を理解する。

・2つの区の混みぐあいについて、1k㎡

あたりの人数を求めて比べることをとお

して、人口密度の意味を知る。

★まとめアニメ「人口密度」を使って確

認・説明する。

・人口密度の意味を理解

し、比べたり表したりする

ことができる。

[つながるミカタ] ・混みぐあいの比べ方について、面積か

人数のどちらか一方を「そろえて比べ

る」という見方を振り返り、この見方が

ほかの場面でも使えないかと関心を広

げ、次の問題解決につなげる。
④混みぐあい以外の数

量の関係についても、単

位量あたりの大きさを求

めて比べることができる。

・2つの畑の面積とじゃがいもの収穫量

から、どちらの畑がよくとれたかを単位

量あたりの大きさを求めて比べる。

⑤単位量あたりの大きさ

を求めて、その値を用い

て解決する2段階の問題

に取り組み、理解を深め

る。

・5ｍの重さが200ｇの針金について、1

ｍあたりの重さを求める。また、その値を

もとに2.3ｍの重さを求める。

[「単位量あたり」を見つ

けよう]

・身のまわりには、「単位量あたり」の考

えを用いて、100ｇあたりや200mLあ

たりなどの値で表示されたものがある

ことを知る。

5

1

4

2

～
1

5

1

単位量あたりの大

きさ

・混みぐあいの比べ方や

表し方を理解している。

また、単位量あたりの大

きさの意味を理解してい

る。

・面積と人数の関係に

よって混みぐあいを捉え

る場合のように、異種の

2つの量の割合として捉

えられる数量の関係に着

目し、目的に応じた大き

さの比べ方や表し方を考

えている。

・単位量あたりの大きさ

の考えを用いて、異種の

2つの量の割合として捉

えられる数量を比べたり

表したりすることができ

る。

・単位量あたりの大きさ

の考えを用いて、問題を

解決することができる。

◆単元の目標と評価規準

○異種の2つの量の割合として捉えられる数量について、速さなど単位量あたりの大きさの意味や表し方を理解するとともに、目的に応じて大きさを

比べたり表現したりする方法を図や式などを用いて考える力を身につける。また、その過程において、多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考

える態度や、学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(2)ア(ア)、C(2)イ(ア)】

・速さなど単位量あたりの大きさの意味及び表し方について理解し、それを求めることができる。＜知・技＞

・異種の2つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し、目的に応じて大きさを比べたり表現したりする方法を考察し、それらを日常生活

に生かしている。＜思・判・表＞
・異種の2つの量の割合として捉えられる数量について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘

り強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

■　奇数と偶数に分けて p.141

１０　単位量あたりの大きさ
10月中旬～11月上旬　（13時間）

p.142～162
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⑥速さの意味と求め方

を理解する。

・3台の自転車の速さ比べの場面をと

おして、速さは、1分間あたりに進む道

のりや1㎞進むのにかかる時間で比べ

られることを知る。

★まとめアニメ「速さ」を使って確認・説

明する。

・速さの意味と比べ方を

理解している。

⑦速さの表し方を理解

し、求めることができる。

・新幹線の1時間あたりに進む道のりを

求めることをとおして、速さは単位時間

あたりに進む道のりで表すことを知り、

速さ＝道のり÷時間の関係を知る。

★まとめアニメ「速さを求める式」を

使って確認・説明する。

・速さは単位時間によって、時速、分速、

秒速の表し方があることを知る。

・速さ＝道のり÷時間の

関係を理解し、道のりと

時間から速さを求めるこ

とができる。また、時速、

分速、秒速の意味を理解

している。

⑧時間や道のりの単位

が異なる場合に、単位を

そろえて速さを比べるこ

とができる。

・5分間で4500ｍ走る電車と、10秒間

で170ｍ走る馬の速さを、単位をそろえ

て比べる。

・時速、分速、秒速の単

位の関係を理解し、異な

る時間の単位で表され

ている場合に、単位をそ

ろえて速さを比べること

ができる。
⑨速さと時間から道のり

を求めることができる。

・高速道路を走る自動車の速さと時間

から道のりを求めるしかたを考え、道の

り＝速さ×時間の関係を知る。

★まとめアニメ「道のりを求める式」を

使って確認・説明する。

・道のり＝速さ×時間の

関係を理解し、速さと時

間から道のりを求めるこ

とができる。

⑩速さと道のりから時間

を求めることができる。

・高速道路を走る自動車の速さと道の

りから時間を求めるしかたを考え、時間

＝道のり÷速さの関係を知る。

★まとめアニメ「時間を求める式」を

使って確認・説明する。

・時間＝道のり÷速さの

関係を理解し、速さと道

のりから時間を求めるこ

とができる。

1

1

6

0

学んだことを使お

う

⑪待ち合わせにまにあう

かどうかを考える 場面

で、与えられた条件から

必要な速さ、道のり、時

間を求めて判断すること

ができる。

・「駅で待ち合わせをしよう！」という目

的意識から、歩く速さをもとに道のりを

調べたり、待ち合わせの時刻にまにあう

かを考えたりする。

・待ち合わせの時刻にま

にあうかを判断する問題

で、道のりや時間の関係

を図に表すなどして整理

して考え、解決している。

⑫学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。

[かみなりの音はどうして

おくれて聞こえるの？]

（p.292）

・選択的活動として、雷の音が遅れて聞

こえる理由を考えたり、雷までの距離を

求めたりする。

★ワークシート「かみなりの音はどうし

ておくれて聞こえるの？」を使って活動

する。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・混みぐあいや速さなどの比べ方や表し方について、数学的に表現・処理したことを振り返り多面的に検討してよりよい方法を見いだそうとしたり、生

活や学習に活用しようとしたりしている。

5

1

5

2

～
1

5

9

速さ ・時間と道のりの2つの

量の関係に着目し、単位

量あたりの考えをもとに

速さの比べ方や表し方を

考えている。

2

1

6

1

～
1

6

2

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「単位量あたりの大き

さ」の学習のよさや見

方・考え方を振り返って

いる。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②整数の除法の商は

分数で表すことができる

ことを理解する。

・「ぴったり分けられるかな？」の活動を

きっかけに、除法でわりきれないときの

商を正確に表すことに関心をもつ。

・2Lのジュースを3等分した1つ分の量

の表し方を考えることをとおして、整数

の除法の商を分数で表すしかたをまと

める。

★まとめアニメ「整数どうしのわり算の

商」を使って確認・説明する。
[分数の性質とわり算の

きまり]

・分数の性質とわり算のきまりを比べ

て、共通点を考える。

③分数を小数で表すし

かたを理解し、分数と小

数の大小を比べることが

できる。

・3ｍのテープを5等分した1本分の長

さを分数と小数で求め、3/5＝0.6の関

係を知る。

･5/4と1.2の大小を比べることをとおし

て、分数を小数で表すしかたをまとめ

る。

★まとめアニメ「分数を小数で表すしか

た」を使って確認・説明する。

・分数を小数で表したり、

分数と小数の大小を比

べたりすることができる。

④小数や整数を分数で

表すしかたを理解する。

・0.3や1.47を分数で表すことをとおし

て、小数を分数で表すしかたをまとめ

る。

★まとめアニメ「小数を分数で表すしか

た」を使って確認・説明する。

・7や15を分数で表すことをとおして、

整数を分数で表すしかたをまとめる。

★まとめアニメ「整数を分数で表すしか

た」を使って確認・説明する。

・小数を分数で表したり、

整数を分数で表したりす

ることができる。

⑤何倍かを表す数が分

数になる場合があること

を理解する。（分数倍）

・4ｍや2ｍは3ｍの何倍かを求めること

をとおして、4/3倍、2/3倍のように何

倍かを表す数が分数になる場合がある

ことを知る。

[分数の意味] ・分割分数、量分数、商分数、分数倍な

ど、これまでに学習した分数の意味に

ついて整理する。

2

1

7

0

～

1

7

1

まとめ ⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「わり算と分数」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

・分数の意味や表現をも

とに、分数を小数で表し

たり、小数や整数を分数

で表したりするしかたを

考えている。

（分数倍） ・4/3倍や2/3倍のよう

に何倍かを表す数が分

数になる場合があること

を理解している。

・分数の意味や表現を振

り返り、まとめている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・分数の表現について多面的に捉えようとするとともに、その表現を振り返り、分数の意味についてまとめようとしている。

・整数の除法の結果は、分数を用いると常に1つの数として表すことができることを理解し、整数や小数を分数の形に直したり、分数を小数で表

したりすることができる。＜知・技＞
・分数と整数、小数の関係を考えたり、分数の表現に着目して分数の意味をまとめたりしている。＜思・判・表＞

・分数について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学

習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

1

6

3

～
1

6

9

（商を表す分数） ・整数の除法の結果を分

数を用いて1つの数とし

て表すことを理解し、○÷

△を○/△とみたり、○/

△を○÷△とみたりする

ことができる。

・整数の除法の結果は分

数を用いて表せること

を、分数の意味や表現を

もとに図を用いるなどし

て考えている。

（分数と小数、整

数）

１１　わり算と分数
11月上旬～中旬　（7時間）

p.163～171

◆単元の目標と評価規準

○整数の除法の結果を分数で表すことを理解し、整数や小数を分数の形に直したり、分数を小数で表したりすることができるとともに、分数と整数、

小数の関係を考えたり、分数の表現に着目して分数の意味をまとめたりする力を身につける。また、その過程を振り返り、分数の表現のよさに気づき

生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(4)ア(ア)(イ)、A(4)イ(イ)】
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

1

7

2

①九九表のきまりについ

て平均の学習などを活

用して説明する活動をと

おして、論理的な思考力

を伸ばす。

・九九表の答えの総和の求め方を考え

たり、たすきがけで斜めにかけた答えが

同じになる理由を考えたりする。

★シミュレーション「九九の表」を使って

活動する。

・九九表を調べてきまり

を見つけ、そのきまりがほ

かの場合でも成り立つか

を考えている。

頁

1

7

3

■　九九の表を調べよう p.172

◎　復習④
学習活動

・「小数のかけ算」「小数のわり算」「整数の見方」「分数の大きさとたし算、ひき算」「平均」「単位量あたりの大きさ」の復習をする。

・単元12「割合」に関わる既習事項を確認する。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②小数で表される場

合の割合の意味と表し

方、割合を用いた比べ方

を理解する。

・「シュートがよく入ったのはどちらか

な？」の活動をきっかけに、どのような場

合によく入ったといえるのかを考え、差

ではなく割合に着目するとよい場合が

あることに気づく。

・誰がよく入ったといえるかを考えること

をとおして、小数で表される場合の割合

の意味と求め方を知る。

★まとめアニメ「割合を求める式」を

使って確認・説明する。

・投げた回数（基準量）と割合から、

入った回数（比較量）を求める。

・割合の意味と表し方、

割合＝比較量÷基準量

の関係を理解している。

③資料の全体と部分の

大きさの関係や、部分と

部分の大きさの関係を、

割合を用いて表すことが

できる。

・50人のうち、大人が20人、子どもが

30人の場面で、全体を基準量とすると

きの大人の割合、子どもの割合をそれ

ぞれ求める。

・子どもを基準量とするときの大人の割

合や、大人を基準量とするときの子ども

の割合を求める。

・基準量と比較量の関係

を捉え、割合を求めるこ

とができる。

[つながるミカタ] ・割合は、2量のうちの一方を基準にし

て「１とみて」、もう一方の量がどれだけ

にあたるかを表した数であるという意

味を振り返り、割合を用いるほかの場

面にも関心を広げ、次の問題解決につ

なげる。

④百分率の意味と表し

方を理解する。

・5年生112人のうち84人が「算数が

好き」と答えたアンケートの場面をとお

して、百分率の意味を知り、「パーセント

(％)」を用いて割合を百分率で表す。

★まとめアニメ「百分率」を使って確

認・説明する。
[歩合の表し方] ・割合の表し方として歩合（「割」「分」

「厘」)があることを知る。
⑤百分率が100％を超

える場合を理解する。

・イベントの定員よりも応募者のほうが

多い場面で、百分率が100％よりも大

きくなる場合があることを知る。

・百分率が100％を超え

る場合があることを理解

し、そのような場合も含め

て百分率を用いて表すこ

とができる。
⑥基準量と割合をもと

に、比較量を求めること

ができる。（第二用法)

・ボランティアをしたことがある人の割

合を調べた場面で、基準量と割合から

比較量を求めるしかたを考える。

★まとめアニメ「比かく量を求める式」

を使って確認・説明する。

・比較量＝基準量×割合

の関係を理解し、基準量

と割合から比較量を求

めることができる。

⑦比較量と割合をもと

に、基準量を求めること

ができる。（第三用法)

・学校の児童数を調べた場面で、比較

量と割合から基準量を求めるしかたを

考える。

★まとめアニメ「基準量を求める式」を

使って確認・説明する。

・基準量＝比較量÷割合

の関係を理解し、比較量

と割合から基準量を求

めることができる。

1

0

1

7

4

～
1

8

6

（割合の表し方） ・投げた回数が異なる場

合のシュートのうまさを捉

える場合のように、ある2

つの数量の関係と別の2

つの数量の関係との比

べ方を、比例関係をもと

に基準量をそろえるなど

して考えている。

・百分率と「パーセント

（％)」の意味を理解し、

百分率を用いて表すこと

ができる。

（百分率）

（百分率を使って）

◆単元の目標と評価規準

○ある2つの数量の関係と別の2つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があることや、百分率を用いた表し方を理解するとともに、その

意味や求め方を図や式などを用いて考える力を身につける。また、その過程において、多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度や、

学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(3)ア(ア)(イ)、C(3)イ(ア)、内(4)】

・ある2つの数量の関係と別の2つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があることや、百分率を用いた表し方を理解し、割合など

を求めることができる。＜知・技＞
・日常の事象における数量の関係に着目し、図や式などを用いて、ある2つの数量の関係と別の2つの数量の関係との比べ方を考察し、それを

日常生活に生かしている。＜思・判・表＞
・割合について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学

習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

１２　割合
11月中旬～12月上旬　（13時間）

p.174～189
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⑧割合を（1±a)とみる場

合について理解し、基準

量と割合をもとに、比較

量 を 求め ることが でき

る。（第二用法）

・4000円の30％引きの値段の求め方

を考える。

・割合を（１±a)とみて、

基準量と割合から比較

量を求めることができ

る。

⑨⑩割合を（1±a)とみる

場合について理解し、比

較量と割合をもとに、基

準量を求めることができ

る。（第三用法）

・定価20％引きの値段が1800円のと

きの、定価の求め方を考える。

・30％増量後の長さが130cmの手芸

用のテープの、もとの長さの求め方を考

える。

[広告で問題づくり] ・割引表示のある広告などを使って、い

ろいろな割合の問題を作る。

1

1

8

7

学んだことを使お

う

⑪日常生活の場面の問

題解決に割合を活用し、

判断の理由を言葉や式

などを用いて説明するこ

とができる。

・「お得な買い方を考えよう！」という目

的意識から、購入する弁当の種類や個

数によって、2割引きの店と350円引き

の店ではどちらが安くなるかを考え説

明する。

・日常生活の場面の問

題解決に割合を活用し、

判断の理由を言葉や式

などを用いて考え表現し

ている。

2

1

8

8

～

1

8

9

まとめ ⑫学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「割合」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・割合を用いて比べるような具体的な場面について、その意味や比べ方を粘り強く考えたり、生活や学習に活用しようとしたりしている。

1

0

1

7

4

～
1

8

6

（百分率を使って）

・割合を（１±a)とみる問

題の解決のしかたを図

や式などを用いて考えて

いる。

・割合を（１±a)とみて、

比較量と割合から基準

量を求めることができ

る。
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②帯グラフ、円グラフ

のよみ方を理解する。

・「グラフで『いちばん』を伝えよう！」の

活動をきっかけに、東京のブルーベリー

の収穫量が多いことをグラフで伝えるこ

とに関心をもつ。

・ブルーベリーの収穫量を表す棒グラフ

をよみ取るとともに、割合についてもグ

ラフで表すことに関心をもち、帯グラフと

円グラフのよみ方を知る。

★まとめアニメ「帯グラフと円グラフの

よみ方」を使って確認・説明する。

・割合を表すグラフとし

て、円グラフや帯グラフの

特徴を理解し、よみ取る

ことができる。

③④帯グラフ、円グラフ

のかき方を理解する。

・ブルーベリーの収穫量の割合を百分

率で表し、それを帯グラフ、円グラフに

表す。

★シミュレーション「帯グラフツール

(1)(2)」「円グラフツール(1)(2)」を

使って活動する。

・帯グラフや円グラフの

かき方を理解し、表すこ

とができる。

[つながるミカタ] ・帯グラフ、円グラフは「割合」を表し、

棒グラフは「数や量の大きさ」を表し、

折れ線グラフは「数や量の変化の様

子」を表すことを振り返り、割合の推移

を表すことにも関心を広げ、次の問題

解決につなげる。
⑤複数の帯グラフを比べ

て、データを正しくよみ取

ることができる。

・ブルーベリーの収穫量の割合の年次

変化を表す複数の帯グラフを見て、割

合をよみ取ったり、割合と合計量から県

別の収穫量を求めたりする。

・異なる年の収穫量を比較することをと

おして、合計量が異なっている場合は、

見ための割合の大きさだけでは比較で

きないことを説明する。

1

1

9

8

～

1

9

9

身のまわりのデー

タを活用しよう／

学んだことを使お

う

⑥統計的な問題解決の

方法を理解する。また、

様々なグラフの特徴を理

解し、身のまわりの問題

の解決に活用することが

できる。

・統計的な問題解決の方法について知

る。

・「いろいろなグラフで分せきしよう！」と

いう目的意識から、山梨県はももの収

穫量が「いちばん」であることを、棒グ

ラフ、折れ線グラフ、帯グラフを用いて

様々な観点で分析し、話し合う。

・「問題-計画-データ-

分析-結論」といった統

計的な問題解決の方法

を理解している。

・身のまわりの事象につ

いて、様々なグラフから

データをよみ取り、多面

的に考察している。

⑦学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。

★シミュレーション「円グラフツール

(3)」を使って活動する。

[考えようSDGｓ！]

（p.293）

・選択的活動として、SDGｓについて知

り、食品ロスや再生可能エネルギーに

関するグラフを見て考察する。

★ワークシート「考えようSDGｓ！」を

使って活動する。

★外部リンク「SDGsずかん」を利用し

てもよい。

・データを分析したりグラフに表したりすることについて、目的意識をもって主体的に考えたり、得られた結論について多面的に捉え考察したりしようと

している。

2

2

0

0

～
2

0

1

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「割合とグラフ」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・円グラフや帯グラフの特徴について理解し、表したりよみ取ったりすることができる。また、データの収集や適切な手法の選択など統計的な問題

解決の方法を知っている。＜知・技＞
・目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、問題を解決するために適切なグラフを選択して判断し、その結論につ

いて多面的に捉え考察している。＜思・判・表＞
・データの収集とその分析について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数

学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

1

9

0

～
1

9

7

・データを集めて分類整

理し、データの特徴や傾

向に着目し、目的に合っ

たグラフの表し方につい

て考えている。

（帯グラフと円グラ

フのかき方）

・複数の帯グラフを比べ

て、データをよみ取ること

ができる。

・データからよみ取った

結論について多面的に

考察している。

１３　割合とグラフ
12月上旬～中旬　（8時間）

p.190～201

◆単元の目標と評価規準

○帯グラフと円グラフ及び統計的な問題解決の方法について理解し、目的に応じてデータを収集し、データの特徴や傾向に着目してグラフに的確に

表現し、それらを用いて問題を解決したり、解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力を身につける。また、その過程を振り返り、グラフの表

現のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　D(1)ア(ア)(イ)、D(1)イ(ア)、内(5)】
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

2

0

2

①基本的な四角形の性

質の相互関係を調べ、平

面図形についての理解

を深める。*

・基本的な四角形（台形、平行四辺形、

ひし形、長方形、正方形）について、辺

の位置関係や相等関係、直角の有無と

いう条件にあてはまるかどうかを表に

整理する。

・基本的な四角形の相互関係をベン図

に表せることを知る。

・基本的な四角形につい

て、共通する性質を理解

している。

・四角形の共通する性質

に着目して、既習の図形

を捉え直している。

頁

2

0

3

■　四角形の関係を調べよう p.202

◎　復習⑤
学習活動

・「わり算と分数」「割合」の復習をする。
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＜第5学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①平行四辺形の面積の

求め方を理解する。

・「面積は変わるのかな？」の活動を

きっかけに、周りの長さが等しい長方形

と平行四辺形を比較し、平行四辺形の

面積を求めることに関心をもつ。

・平行四辺形の面積の求め方を、長方

形の面積などをもとにして考える。

★シミュレーション「平行四辺形の面積

の求め方」を使って活動する。

・必要な部分の長さを用

いることで、平行四辺形

の面積は計算によって求

められることを理解して

いる。

②平行四辺形の面積の

公式を理解する。

・平行四辺形の構成要素に着目し、面

積を計算で求めるしかたを考える。

・底辺と高さについて知り、平行四辺形

の面積の求め方を公式にまとめる。

★まとめアニメ「平行四辺形の底辺と

高さ」「平行四辺形の面積の公式」を

使って確認・説明する。

・底辺と高さについて知

り、平行四辺形の面積の

公式を理解し、用いるこ

とができる。

③高さが図形の外にあ

る場合の平行四辺形の

面積の求め方を理解す

る。

・高さが図形の外にある場合の平行四

辺形の面積の求め方を考えることをと

おして、平行四辺形の高さは図形の外

側にとることもできることを知る。

★まとめアニメ「平行四辺形の高さ」を

使って確認・説明する。

・高さが図形の外にある

平行四辺形でも、公式を

用いて面積が求められ

ることを理解している。

④平行四辺形の底辺と

高さの関係を理解する。

・形は異なるが底辺と高さが等しい平

行四辺形の面積を比べて、底辺と高さ

が等しければ面積も等しくなることを知

る。

★まとめアニメ「平行四辺形の底辺と

高さの関係」を使って確認・説明する。

・平行四辺形では、底辺

と高さが等しければ面積

も等しくなることを理解し

ている。

[つながるミカタ] ・平行四辺形の面積の求め方につい

て、「面積の求め方がわかる形に変え

る」という見方を振り返り、ほかの図形

の面積を求めることにも関心を広げ、次

の問題解決につなげる。
⑤三角形の面積の求め

方を理解する。

・三角形の面積の求め方を、長方形や

平行四辺形の面積などをもとにして考

える。

★シミュレーション「三角形の面積の求

め方」を使って活動する。
⑥三角形の面積の公式

を理解する。

・三角形の構成要素に着目し、面積を

計算で求めるしかたを考える。

・底辺と高さについて知り、三角形の面

積の求め方を公式にまとめる。

★まとめアニメ「三角形の底辺と高さ」

「三角形の面積の公式」を使って確認・

説明する。

・底辺と高さについて知

り、三角形の面積の公式

を理解し、用いることが

できる。

・四角形や三角形の面積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学

のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

4

2

0

4

～
2

2

4

（平行四辺形の面

積）

・平行四辺形の面積の

求め方を、長方形の面積

の求め方をもとに考えて

いる。また、見いだした求

積方法や式表現を振り

返り、公式を導きだして

いる。

・必要な部分の長さを用

いることで、三角形の面

積は計算によって求めら

れることを理解している。

・三角形の面積の求め

方を、長方形や平行四辺

形の面積の求め方をもと

に考えている。また、見い

だした求積方法や式表

現を振り返り、公式を導

きだしている。

（三角形の面積）

14　四角形や三角形の面積
1月上旬～2月上旬　（17時間）

p.204～227

◆単元の目標と評価規準

○四角形や三角形の面積の計算による求め方を理解するとともに、その方法を図や式などを用いて考えたり、公式を導いたりする力を身につける。ま

た、その過程において、面積の求め方を多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(6)イ(ア)、

B(3)ア(ア)、B(3)イ(ア)、C(1)ア(ア)】

・平行四辺形、三角形、台形、ひし形の面積の計算による求め方について理解し、それらの面積を公式を用いて求めることができる。＜知・技＞

・図形を構成する要素などに着目して、基本図形の面積の求め方を見いだしているとともに、その表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、

公式として導いている。＜思・判・表＞
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⑦高さが図形の外にあ

る場合の三角形の面積

の求め方を理解する。

・高さが図形の外にある場合の三角形

の面積の求め方を考えることをとおし

て、三角形の高さは図形の外側にとる

こともできることを知る。

★まとめアニメ「三角形の高さ」を使っ

て確認・説明する。

・高さが図形の外にある

三角形でも、公式を用い

て面積が求められること

を理解している。

⑧三角形の底辺と高さ

の関係を理解する。

・形は異なるが底辺と高さが等しい三

角形の面積を比べて、底辺と高さが等

しければ面積も等しくなることを知る。

★まとめアニメ「三角形の底辺と高さの

関係」を使って確認・説明する。
[つながるミカタプラス] ・「倍にする」という見方は、三角形の面

積を求める場合だけでなく、複合図形

の体積を求める場合や、小数の乗法の

計算のしかたを考える場合にも用いて

きたことを振り返り、既習事項をもとに

考えるための共通の見方として統合す

る。
（高さと面積の関

係）

⑨底辺が一定の三角形

について、高さと面積の

関係を○、△を用いた式

に表して調べ、面積は高

さに比例することを理解

する。

・底辺が4㎝の三角形の高さ○㎝と面

積△㎠の関係を式に表し、○と△の関

係を表に表して調べる。

・底辺が一定の三角形の面積は高さに

比例することを知る。

・底辺が一定の三角形

では、面積は高さに比例

することを理解している。

⑩台形の面積の求め方

を理解する。

・台形、ひし形、一般四角形の面積の求

め方について見通しをもつ。

・既習の面積の求め方を活用して、台

形の面積の求め方を考える。

★シミュレーション「台形の面積の求め

方」を使って活動する。

・必要な部分の長さを用

いることで、台形の面積

は計算によって求められ

ることを理解している。

⑪台形の面積の公式を

理解する。

・台形の構成要素として上底、下底、高

さについて知り、台形の面積の求め方

を公式にまとめる。

★まとめアニメ「台形の上底、下底、高

さ」「台形の面積の公式」を使って確

認・説明する。

・上底、下底、高さについ

て知り、台形の面積の公

式を理解し、用いること

ができる。

⑫ひし形の面積の求め

方、面積の公式を理解す

る。

・既習の面積の求め方を活用して、ひし

形の面積の求め方を考える。

・ひし形の対角線に着目して、ひし形の

面積の求め方を公式にまとめる。

★まとめアニメ「ひし形の面積の公式」

を使って確認・説明する。

・対角線を用いることで、

ひし形の面積は計算に

よって求められること、及

びひし形の面積の公式

を理解し、用いることが

できる。

⑬一般四角形の面積の

求め方を理解する。

・既習の面積の求め方を活用して、一

般四角形の面積の求め方を考える。

[別の図形とみて] ・ひし形の面積を平行四辺形の面積公

式を用いて求めたり、正方形の面積を

ひし形の面積公式を用いて求めたりす

る。
（およその面積） ⑭方眼を使った不定形

の面積の求め方を理解

する。

・葉のような形のおよその面積を、方眼

を使って求める。

・方眼を用いて、およその

面積を求めることができ

る。

1

2

2

5

学んだことを使お

う

⑮長方形について見い

だした性質がほかの図

形でも成り立つかを考え

説明し、面積の公式につ

いての理解を深める。

・教科書p.216の◇11の長方形は、4

つの三角形に面積が等分されているこ

とを確認する。

・「形が変わるとどうなる？」という目的

意識から、平行四辺形を同じようにして

4つの三角形に分け、それらの面積が

等分されていることを説明する。

・四角形の対角線の性

質や面積の公式に着目

し、長方形について見い

だした性質がほかの図

形でも成り立つかを考え

ている。

（いろいろな図形

の面積）

・図形の面積の求め方

を、既習の求積可能な図

形の面積の求め方をもと

に考えている。また、見い

だした求積方法や式表

現を振り返り、公式を導

きだしている。

・一般四角形の面積を求

めることができる。

1

4

2

0

4

～
2

2

4

（三角形の面積）

・三角形では、底辺と高

さが等しければ面積も等

しくなることを理解してい

る。
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⑯学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。

[面積の公式はつながっ

ている？]（p.294）

・選択的活動として、既習の面積の公

式を振り返り、台形の上底が0㎝の場

合を三角形とみたり、上底＝下底の場

合を平行四辺形とみたりすることで、そ

れらの面積の公式のつながりを考える。

★ワークシート「面積の公式はつながっ

ている？」を使って活動する。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・平行四辺形などの面積の求め方について粘り強く考えたり、その過程を振り返り見方や考え方のよさに気づき、ほかの図形の面積の求め方を考え

る場合にも活用しようとしたりしている。

2

2

2

6

～
2

2

7

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「四角形や三角形の面

積」の学習のよさや見

方・考え方を振り返って

いる。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①正多角形の意味を理

解する。

・「どんな形ができるかな？」の活動を

きっかけに、円形の紙で作った整った形

（正多角形）の特徴に関心をもつ。

・多角形（正六角形、正八角形、正方

形）の特徴を調べ、正多角形の意味を

知る。

★まとめアニメ「正多角形」を使って確

認・説明する。

・正多角形の意味や性

質を理解している。

・円形の紙で作った正多

角形の特徴を調べ、正多

角形の性質や特徴を見

いだしている。

②③円と組み合わせて

正多角形を作図するしか

たを理解する。

・円の中心の周りの角を等分する方法

で、正八角形をかく。

・円の中心の周りの角を等分する方法

で、正六角形をかく。
[正多角形の角の大きさ

を調べよう]

・正多角形を、「辺の長さがすべて等し

く、角の大きさもすべて等しい」という定

義のとおりに作図する方法について考

え、正三角形、正方形、正五角形、…の

1つの角の大きさを調べる。（p.234～

235のプログラミングで正多角形を作

図する活動につなげる。）

④円の半径の長さを用

いて正六角形を作図し、

正多角形と円の関係に

ついて理解を深める。

・円の周りを半径の長さで区切る方法

で正六角形をかき、その方法でかける

理由を考える。

[時 計ででき る正 多角

形]

・時計の文字盤の数字を4時間ごと、3

時間ごと、…に結ぶと正多角形がかけ

ることを知る。

⑤[プログラミングにちょ

う戦　ゴールをめざそう！]

・コンピューターを活用して、正多角形

の作図手順を正しくプログラミングする

ことで、指示通りに作図できることを体

験する。

★プログラミング教材「ゴールをめざそ

う！」を使って活動する。

・プログラミングソフトを

用いて、正多角形を作図

することができる。

・図形を構成する要素に

着目し、正多角形の定義

に基づいて作図する方

法について、プログラミン

グをとおして筋道を立て

て考えている。

・円の周りを半径の長さ

で区切ることで正六角形

がかける理由を考えてい

る。

・円と関連させて正多角形の基本的な性質について理解し、正多角形を作図することができる。また、円周率の意味について理解し、円周の長さ

や直径の長さを求めることができる。＜知・技＞
・図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成のしかたを考察したり、図形の性質を見いだし、その性質を筋道を立てて考え説明した

りしている。＜思・判・表＞
・正多角形と円について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに

気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

5

2

2

8

～
2

3

5

正多角形

・正多角形を作図するこ

とができる。

・円の中心の周りの角に

着目して、正八角形や正

六角形などの作図のし

かたを考えている。

１５　正多角形と円
2月上旬～下旬　（12時間）

p.228～244

◆単元の目標と評価規準

○正多角形について理解し、図形の性質を見いだしたり構成のしかたを考えたりする力を身につけるとともに、円周率について理解し、円周の長さや

直径の長さの求め方を考える力を身につける。また、その過程を振り返り、それらの図形の性質を生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習

指導要領との関連　A(6)イ(ア)、B(1)ア(ウ)(エ)、B(1)イ(ア)、C(1)ア(ア)、内(3)、指2(2)】
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[つながるミカタ] ・正多角形の特徴を調べるときに「辺の

長さ」や「角の大きさ」に着目したこと

や、作図の際には「円の性質」に着目し

たことを振り返り、正多角形と円の関係

にも関心を広げ、次の問題解決につな

げる。
⑥円周の長さと直径の

長さの関係を調べ、円周

率の意味を理解する。

・円周の意味を知り、円周は直径の３倍

より長く、４倍より短いことに気づく。

★まとめアニメ「円周」を使って確認・

説明する。

・いろいろな円の円周の長さと直径の

長さを調べることをとおして、円周÷直

径は一定であることに気づき、円周率

の意味、円周率＝円周÷直径の関係を

知る。

★まとめアニメ「円周率」を使って確

認・説明する。
⑦直径の長さから円周

の長さを求めることがで

きる。

・直径が100ｍの円の円周の長さの求

め方を考え、円周＝直径×円周率の関

係を知る。

★まとめアニメ「円周を求める式」を

使って確認・説明する。

・円周率を用いて、円の

直径から円周を求めるこ

とができる。

⑧直径と円周の関係を

○、△を用いた式に表し

て調べ、円周の長さは直

径の長さに比例すること

を理解する。

・直径の長さ○㎝と円周の長さ△㎝の

関係を式に表し、○と△の関係を表に

表して調べる。

・円周の長さは直径の長さに比例する

ことを知る。

[算数ひろば]* ・おうぎ形、中心角について知る。

⑨円周の長さから直径

の長さを求めることがで

きる。

・円周が145㎝の円の直径の長さの求

め方を、円周＝直径×円周率の関係を

もとに考える。
[周りの長さをはかって] ・木の幹の直径のように測定しにくいと

ころの長さを、直径と円周の関係を用い

て概測するしかたを考える。

1

2

4

2

学んだことを使お

う

⑩日常生活の場面の問

題解決に円周率につい

ての学習を活用するとと

もに、式に着目して筋道

を立てて考えることがで

きる。

・「スタートの位置を決めよう！」という

目的意識から、グラウンドに100ｍ走の

コースをかくとき、1コースと2コースで

はスタートの位置を何ｍずらせばよいか

を考える。

・100ｍ走のコースの

カーブの部分を円の一

部とみて、円周の長さを

求める式を活用して、問

題を解決するしかたを考

えている。
⑪学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。

[円周率はどこまで続く

の？]（p.295）

・選択的活動として、円周率がどのよう

にして求められてきたかを知り、実際

に、円に外接する正方形と内接する正

六角形の周りの長さを調べてみる。

★ワークシート「円周率はどこまで続く

の？」を使って活動する。

頁

2

4

5

・既習の図形の見方などをもとに、正多角形の性質や構成のしかたを主体的に考えようとしている。また、円周率について帰納的に考えて見いだした

りしたことを振り返り、数学のよさに気づき生活や学習に活用しようとしている。

◎　復習⑥
学習活動

・「割合とグラフ」「四角形や三角形の面積」「正多角形と円」の復習をする。

2

2

4

3

～
2

4

4

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「正多角形と円」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

4

2

3

6

～
2

4

1

・円周率の意味や、円周

率＝円周÷直径の関係、

円周率は3.14を用いる

ことを理解している。

・円周と直径を測定する

活動をとおして、どんな

大きさの円でも円周と直

径の割合は一定である

ことを見いだしている。

円周の長さ

・円周の長さは直径の長

さに比例することを理解

している。

・円周率を用いて、円周

から直径を求めることが

できる。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①角柱、円柱の意味を理

解する。

・「箱の形をなかま分けしよう！」の活動

をきっかけに、直方体、立方体とそれ以

外の立体に分類し、その特徴について

関心をもつ。

・直方体、立方体ではない箱の特徴を

調べることをとおして、角柱、円柱につ

いて知る。

★シミュレーション「立体の特ちょう調

べ」を使って活動する。

・角柱、円柱の意味を理

解している。

②角柱、円柱の底面、側

面の特徴を理解する。

・角柱、円柱の底面、側面を知り、その

特徴を調べる。

★シミュレーション「角柱、円柱の底面

と側面の形調べ」を使って活動する。

★まとめアニメ「立体の底面と側面」

「角柱の性質」「円柱の性質」を使って

確認・説明する。

・角柱や円柱の底面、側

面について知り、角柱や

円柱の性質を理解して

いる。また、三角柱、四角

柱、五角柱、…の意味を

理解している。

③角柱の構成要素（頂

点、辺、面）について理解

を深める。

・三角柱、四角柱、五角柱、六角柱の頂

点、辺、面の数を表に整理し、それらの

きまりを調べる。

・三角柱、四角柱、五角

柱、六角柱の構成要素

（頂点、辺、面）の数を表

に整理し、それらに共通

するきまりを見いだして

いる。
[つながるミカタ] ・角柱や円柱の特徴を調べるときに「面

の形や位置」に着目したことや、直方体

や立方体を「四角柱のなかま」として統

合的に捉えたことを振り返り、角柱や円

柱の見取図、展開図にも関心を広げ、

次の問題解決につなげる。

④角柱、円柱の見取図を

かくことができる。

・三角柱、円柱の見取図をかく。

⑤角柱、円柱の展開図を

かくことができる。

・三角柱、円柱の展開図をかく。 ・角柱、円柱の展開図を

作図することができる。

2

2

5

3

～

2

5

4

まとめ ⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につける。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決するこ

とができる。

・「角柱と円柱」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・既習の図形の見方などをもとに、角柱や円柱の性質や、見取図や展開図の作図のしかたを主体的に考えようとしている。

5

2

4

6

～
2

5

2

・立体図形を分類し、底

面や側面の形や位置関

係に着目して特徴を捉

え、角柱や円柱の性質を

見いだしている。また、直

方体や立方体も角柱とし

て統合的に捉えている。

・角柱、円柱の見取図を

作図することができる。

・角柱の辺や面のつなが

りや位置関係、円柱の側

面の形や大きさなど、図

形を構成する要素に着

目している。

（見取図と展開

図）

◆単元の目標と評価規準

○角柱や円柱について理解し、図形の性質を見いだしたり、その性質をもとに既習の図形を捉え直したりする力を身につける。また、その過程を振り

返り、それらの図形の性質を生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(2)ア(ア)、B(2)イ(ア)】

・角柱や円柱について理解し、見取図や展開図を作図したり、展開図をもとに構成したりすることができる。＜知・技＞

・図形を構成する要素に着目し、図形の性質を見いだしているとともに、その性質をもとに既習の図形を捉え直している。＜思・判・表＞

・角柱や円柱について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気

づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

１６　角柱と円柱
2月下旬～3月上旬　（7時間）

p.246～254
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

2

5

5

①三角形の底辺と高さ

の関係をもとに、面積を

変えずに四角形を三角

形に変形できる理由を

理解する。

・底辺の長さと高さが等しい三角形は

面積も等しいことを用いて、面積を変え

ずに四角形を三角形に変形するしかた

を知る。

・一般四角形の面積を、三角形に変形

して三角形の面積公式を用いて求め

る。

・三角形の底辺と高さの

関係をもとに、面積を変

えずに四角形を三角形

に変形できる理由を考え

ている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

（和食でおもてな

し）

・和食や外国人旅行者に関するグラフ

から必要な情報をよみ取り、説明する。

また、資料のよみ取りについて、正しい

とはいえないものを判断し、理由を説明

する。

・グラフを用いて表され

たデータを分析したり、よ

み取った結論について多

面的に考察したりするな

ど、算数の学習を活用し

て考え表現している。

（割引券） ・50円引きと10％引きの2種類の割引

券を持っている場面で、購入する商品

によって、どちらの割引券を使うほうが

安くなるかを考え説明する。

・20％増量後の量が300mLのドリンク

の、もとの量の求め方を考える。

・50円引きと10％引きのどちらの割引

券を使うほうが安くなるかを説明した文

章を読み、不十分なところを補い説明し

なおす。

・日常の場面から算数の

問題を見いだし、割合な

どの学習を活用して解

決したり、言葉や式など

を用いて説明したりする

など、算数の学習を活用

して考え表現している。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

2

2

6

0

～

2

6

3

①②第5学年の学習内

容の問題を解決すること

ができる。

・数と計算、図形、変化と関係、データの

活用についての問題に取り組む。

・第5学年の学習内容に

ついて、知識及び技能を

身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・第5学年の学習内容について自らの学習状況を振り返り、それらが確実に身につくように粘り強く取り組もうとしている。

2

2

5

6

～
2

5

9

①②知識・技能等を活

用し、課題解決のための

構想を立て、筋道を立て

て考えたり、数学的に表

現したりすることができ

る。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や

学習に活用しようとしたりしている。

◎　５年のまとめ
3月中旬　（2時間）

p.260～263

■　三角形に変身 p.255

●　算数を使って考えよう
3月中旬　（2時間）

p.256～259
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4月上旬　（2時間）

p.2～10

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

みんなで算数をは

じめよう！／算数

で使いたい見方・

考え方

・「みんなで算数をはじめよう！」及び

「算数で使いたい見方・考え方」を見

て、算数の学習の進め方について話し

合う。
不思議なパスカル

の三角形

・パスカルの三角形のしくみを調べ、い

ろいろなきまりを見つける。また、パス

カルの三角形の中に現れる数を倍数

などに着目して色を塗り、規則的な模

様を見つける。

★ワークシート「パスカルの三角形

(1)(2)」を使って活動する。

・パスカルの三角形のき

まりについて多面的に

捉え、筋道を立てて考え

たり表現したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・問いをもち、主体的に考えたり友だちの考えから学び合おうとしたりするとともに、解決の過程や結果を振り返り、よりよい方法を考えたり新たな

問いを見いだそうとしたりしている。

令和6年度版『小学算数6』

* は「発展的な学習内容」を含む箇所

★は教育出版のWebサイトに「まなびリンク（デジタルコンテンツ）」がある箇所

●　みんなで算数をはじめよう！／不思議なパスカルの三角形

2

2

～
1

0

①②算数の学習の進め

方を理解し、問題解決に

生かすことができる。

・問題解決の進め方を

理解している。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

①□、○、△などの記号

の代わりに、x、a、bなど

の文字を用いて式に表

すことを理解する。

※（問題発見力モデル）

本時の活動をとおして、

「はてな？」の見つけ方

を学習する。

・「誕生日をあてはめて計算すると

…？」の活動に取り組み、「不思議な

計算」の答えが誕生日の数字の並び

と同じになることに問いをもち、ほかの

場合でも同じようになるか調べてみ

る。

・「不思議な計算」の式のどの部分に

着目するとしくみが説明できるのかと

いう新たな問いを見いだし、□や〇、△

などの記号を用いて説明するととも

に、これらの記号の代わりにx，a，bな

どの文字を用いる場合があることを知
[「不思議な計算」をア

レンジしてみよう]

・「不思議な計算」のしくみに着目し、

手順を変えても式が成り立つ場合を

考える。
[つながるミカタ] ・文字を用いることで「不思議な計算」

のしくみを式に表して考えられたよさを

振り返り、ほかの場面でも文字を用い

ることに関心を広げ、次の問題解決に

つなげる。
（まだわかってい

ない数を表す文

字）

②未知数がある場面

を、文字を用いた式に表

すことができる。

・6年生で習う漢字の数を求める場面

で、文字xを用いて式に表し、問題を解

決する。
（数量の関係を表

す文字）

③2つの数量の関係を、

文字を用いた式に表す

ことができる。

・高さ4cmの平行四辺形の底辺の長

さと面積の関係を、2つの文字x、ｙを用

いた式に表す。

・2つの数量の関係をｘ、

ｙなどの文字を用いて式

に表し、文字に数をあて

はめて調べることができ

る。
（いろいろな数が

あてはまる文字）

④計算のきまりを文字を

用いた式に表し、文字に

いろいろな数をあてはめ

て式が成り立つことを確

かめることができる。

・交換法則、結合法則、分配法則を、

文字a、b、 cを用いて式に表し、文字

a、b、ｃにいろいろな数をあてはめて計

算のきまりが成り立つことを確かめる。

・計算のきまりをａ、ｂ、ｃ

などの文字を用いて式

に表し、文字にいろいろ

な数をあてはめて調べ

ることができる。

1
1

9

学んだことを使お

う

⑤身のまわりの問題に

文字を活用し、文字を用

いる場面やよさについて

理解を深める。

・「文字を使って考えよう！」という目的

意識から、300円のジュース1本と

120円のおにぎりを買えるだけ買う場

面を、文字を用いた式に表し、文字に

数をあてはめて問題を解決する。

・具体的な場面と文字を

用いた式を結びつけて

捉え、文字に数をあては

めて問題を解決してい

る。
⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[偶数と奇数を表す式] ・偶数や奇数を、文字を用いて一般的

に表せることを知る。

頁

2

2

～

2

3

・文字を用いた式のよさに気づき、主体的に式に表現したり、式の意味をよみ取ったりするなど、生活や学習に用いようとしている。

◎　復習①
学習活動

・第5学年までの学習内容の復習をする。

2

2

0

～

2

1

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「文字を使った式」の

学習のよさや見方・考え

方を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・数量を表す言葉や□、○、△などの記号の代わりに、ｘ、ａ、ｂなどの文字を用いて式に表したり、文字に数をあてはめて調べたりすることがで

きる。＜知・技＞
・問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔かつ一般的に表現したり、式の意味をよみ取ったりしている。＜思・判・表＞

・文字を用いた式について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよ

さに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

4

1

1

～
1

8

・□、○、△などの記号

の代わりに、ｘ、ａ、ｂなど

の文字を用いて式に表

すことを理解している。

・問題場面の数量の関

係を、式を用いて簡潔か

つ一般的に表現したり、

□、○、△などを用いて

表した式をよみ取ったり

している。

・未知の数量をｘなどの

文字を用いて式に表し、

あてはまる数を求めるこ

とができる。

１　文字を使った式
4月上旬～中旬　（7時間）

p.11～21

◆単元の目標と評価規準

○数量を表す言葉や□、○、△などの記号の代わりに、ｘ、ａ、ｂなどの文字を用いて式に表すことを理解し、問題場面の数量の関係を、式を用いて

簡潔かつ一般的に表現したり、式の意味をよみ取ったりする力を身につける。また、その過程を振り返り、文字を用いた式の表現のよさに気づき生

活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア(ア)、A(2)イ(ア)】
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＜第6学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②分数×整数の乗法

の計算のしかたを理解

する。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

「なるほど！」の見つけ方

を学習する。

・「どのようにかけ算、わり算を広げて

きたかな？」の活動をきっかけに、計算

を拡張してきた過程を振り返り、分数

の乗法、除法が未習であることに気づ

く。

・2/7×3のような、分数×整数の乗法

の計算のしかたを考える。また、自他の

考えを比較し、考え方のよさを振り返っ

てまとめる。

★まとめアニメ「分数×整数の計算の
[友だちのノートを見て

みよう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について

話し合う。
③分数×整数の乗法で

約分をする場合や、帯分

数×整数の乗法の計算

のしかたを理解する。

・7/12×4のような、途中で約分でき

る乗法の計算のしかたを考える。

・１ 2/3×4のような、帯分数の乗法の

計算のしかたを考える。

・分数×整数の乗法で

約分する場合や、帯分

数×整数の乗法の計算

のしかたを理解し、計算

ができる。
[つながるミカタ] ・分数×整数の計算のしかたについ

て、整数の計算を使って考えるために

「分子が1の分数をもとにして、その何

個分」という見方をしたことを振り返

り、除法の場合にも関心を広げ、次の

問題解決につなげる。
④分数÷整数で、分子

をわりきることができる

場合の除法の計算のし

かたを理解する。

・4/5÷2のような、分子をわりきること

ができる場合の除法の計算のしかた

を考える。

⑤分数÷整数の除法の

計算のしかたを理解す

る。

・4/5÷3のような、分数÷整数の除法

の計算のしかたを考える。

★まとめアニメ「分数÷整数の計算の

しかた」を使って確認・説明する。

・分数÷整数の除法の

計算のしかたを理解し、

計算ができる。

⑥帯分数÷整数の除法

の計算のしかたを理解

する。

・１ 4/5÷2のような、帯分数の除法の

計算のしかたを考える。

・帯分数÷整数の除法

の計算のしかたを理解

し、計算ができる。

2

3

5

～

3

6

まとめ ⑦学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「分数と整数のかけ

算、わり算」の学習のよ

さや見方・考え方を振り

返っている。

頁

3

7

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・分数×整数の乗法、分数÷整数の除法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り

返り多面的に検討してよりよい方法を見いだそうとしたりしている。

◎　復習②
学習活動

・「文字を使った式」の復習をする。

・単元3「対称な図形」に関わる既習事項を確認する。

3

2

4

～
3

0

分数に整数をか

ける計算

・分数×整数の乗法の

計算のしかたを理解し、

計算ができる。

・乗数が整数である場

合の分数の乗法の計算

のしかたを、分数の意味

や表現、既習の計算な

どをもとに図や式などを

用いて多面的に考えて

いる。

3

3

1

～
3

4

・除数が整数である場

合の分数の除法の計算

のしかたを、分数の意味

や表現、既習の計算な

どをもとに図や式などを

用いて多面的に考えて

いる。分数を整数でわ

る計算

◆単元の目標と評価規準

○分数×整数の乗法、分数÷整数の除法の意味について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を

身につける。また、その過程において、計算のしかたを多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関

連　A(1)ア(ア)(イ)(ウ)、A(1)イ(ア)】
・分数×整数の乗法、分数÷整数の除法の意味について理解し、それらの計算ができる。＜知・技＞

・分数の意味や表現、計算について成り立つ性質に着目し、計算のしかたを多面的に捉え考えている。＜思・判・表＞

・分数×整数の乗法、分数÷整数の除法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り

強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

２　分数と整数のかけ算、わり算
4月下旬～5月上旬　（8時間）

p.24～36
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②③図形の対称性に

ついて見通しをもち、線

対称な図形、対称の軸、

点対称な図形、対称の

中心の意味を理解する。

※（問題追究力モデル）

本時の活動をとおして、

「だったら！？」の見つけ

方を学習する。

・「整った形を見つけよう！」の活動を

きっかけに、図形の対称性に関心をも

つ。

・図形の特徴を調べて、線対称な図形

と点対称な図形を分類する。

・図形を2つに折ることをとおして、線

対称な図形、対称の軸の意味を知る。

★まとめアニメ「線対称な図形」を使っ

て確認・説明する。

・図形を180°回転させることをとおし

て、点対称な図形、対称の中心の意味

を知る。

★まとめアニメ「点対称な図形」を使っ

て確認・説明する。

・線対称な図形と点対称な図形の特

徴を振り返り、どちらも合同な図形に

分けられるという共通点に着目すると

ともに、対称な図形について次に取り

組んでみたいことを考え、新たな問題

を発見する。

・線対称な図形と対称

の軸、点対称な図形と

対称の中心の意味を理

解している。

④対称な図形の対応す

る頂点、辺、角について

理解する。

・線対称な図形及び点対称な図形の

対応する頂点、辺、角について知る。

★まとめアニメ「対称な図形の性質」

を使って確認・説明する。

[線対称？　点対称？] ・線対称であり点対称でもある形につ

いて知る。

線対称な図形の

性質

⑤線対称な図形の性質

を理解する。

・線対称な図形の対応する頂点を結

ぶ直線と対称の軸との関係を調べ、線

対称な図形の性質を知る。

★まとめアニメ「線対称な図形の性

質」を使って確認・説明する。

・線対称な図形の性質

を理解している。

（線対称な図形の

かき方）

⑥線対称な図形を作図

することができる。

・線対称な図形の性質をもとに、線対

称な図形の残りの半分のかき方を考

える。

・線対称な図形を作図

することができる。

点対称な図形の

性質

⑦点対称な図形の性質

を理解する。

・点対称な図形の対応する頂点を結

ぶ直線と対称の中心との関係を調べ、

点対称な図形の性質を知る。

★まとめアニメ「点対称な図形の性

質」を使って確認・説明する。

・点対称な図形の性質

を理解している。

（点対称な図形の

かき方）

⑧点対称な図形を作図

することができる。

・点対称な図形の性質をもとに、点対

称な図形の残りの半分のかき方を考

える。

・点対称な図形を作図

することができる。

（四角形や三角形

と対称）

⑨既習の四角形や三角

形を、線対称、点対称の

観点から考察することが

できる。

・いろいろな四角形や三角形を、線対

称、点対称の観点で調べる。

・対称という観点から既

習の図形を捉え直し、図

形を分類整理したり、分

類した図形の特徴を見

いだしたりしている。

4

3

8

～
4

5

・図形を観察する観点と

して、図形の対称性に着

目している。

・線対称な図形や点対

称な図形では、対応する

辺の長さ、対応する角の

大きさがそれぞれ等しい

ことを理解し、対応する

頂点、辺、角を見つける

ことができる。

2

4

6

～
4

7

・対称な図形について、

図形を構成する要素の

関係を考察して性質を

見いだすとともに、その

性質をもとに作図のしか

たを考えている。

4

4

8

～
5

1

◆単元の目標と評価規準

○対称な図形について理解し、対称性といった観点から図形の性質を考察したり、線対称な図形や点対称な図形の構成のしかたを考えたりする

力を身につける。また、その過程において、多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度や、学習したことを生活や学習に活用しようと

する態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(イ)、B(1)イ(ア)】
・対称な図形について理解し、線対称な図形や点対称な図形を作図することができる。＜知・技＞

・図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成のしかたを考察したり図形の性質を見いだしたりしているとともに、その性質をもと

に既習の図形を捉え直したり日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞
・対称な図形について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに

気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

３　対称な図形
5月中旬～下旬　（12時間）

p.38～53
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（正多角形と対

称）

⑩正多角形を線対称、

点対称の観点から考察

することができる。

・正多角形を、線対称、点対称の観点

で調べる。

・正多角形について線対称、点対称の

観点で調べたことから、きまりを見つけ

る。

2

5

2

～

5

3

まとめ ⑪学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「対称な図形」の学習

のよさや見方・考え方を

振り返っている。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1
5

4

①図形の対称性の美し

さやよさに気づき、対称

な図形について理解を

深める。

・身のまわりから、対称性を生かしたデ

ザインを見つける。

・対称なデザインのマークをつくる。

・身のまわりから対称な

図形を見つけ、対称な

図形の美しさや機能性

などについて考えてい

る。

頁

5

5

学習活動

・「分数と整数のかけ算、わり算」の復習をする。

・単元4「分数のかけ算」、単元5「分数のわり算」に関わる既習事項を確認する。

・対称という観点から既

習の図形を捉え直し、図

形を分類整理したり、分

類した図形の特徴を見

いだしたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・既習の図形の見方などをもとに、対称な図形の性質や構成のしかたを主体的に考えたり、身のまわりから対称な図形を見つけたりしようとして

いる。

■　対称なデザイン
6月上旬　（1時間）

p.54

◎　復習③

4

4

8

～
5

1
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②分数×単位分数の

意味、計算のしかたを理

解する。

・「どんな計算になるかな？」の活動を

きっかけに、1mが4/5kgの棒□mの

重さを求める計算に関心をもつ。

・1mが4/5kgの棒1/3mの重さを求

める問題について、数直線や言葉の式

をもとに、乗数が分数でも乗法の式で

表せることを知る。

・4/5×1/3のような、分数×単位分数

の乗法の計算のしかたを考える。

・乗数が分数である場

合の乗法の意味や計算

のしかたを、整数や小数

の計算の考え方をもとに

して、理解している。

③④分数×分数の乗法

の計算のしかたを理解

する。

・4/5×2/3のような、分数×分数の乗

法の計算のしかたを考え、まとめる。

★まとめアニメ「分数のかけ算の計算

のしかた」を使って確認・説明する。

・分数×分数の乗法の

計算のしかたを理解し、

計算ができる。

[つながるミカタ] ・分数×分数の計算のしかたについ

て、計算のきまりに着目するなどして

「かける数を整数にする」という見方を

振り返り、ほかの数でもb/a×d/c＝b

×d / a×c の式でできるのかを考える

ことに関心を広げ、次の問題解決につ

なげる。
⑤分数×分数の乗法で

約分をする場合や、整数

×分数の乗法の計算の

しかたを理解する。

・15/8×12/5のような、途中で約分

できる乗法の計算のしかたを考える。

・2×3/7のような、整数×分数の乗法

の計算のしかたを考える。

⑥小数×分数の乗法の

計算や、3口の分数の乗

法の計算のしかたを理

解する。

・0.3×3/7のような、小数×分数の乗

法の計算のしかたを考える。

・3/4×2/5×1/3のような、3口の分

数の乗法の計算のしかたを考える。

・小数×分数の乗法の

計算や、3口の分数の乗

法の計算ができる。

（面積や体積の公

式）

⑦分数の場合でも、面

積や体積の求積公式が

成り立つことを理解す

る。

・分数の場合でも、面積や体積の求積

公式が成り立つことを知る。

・辺の長さが分数で表さ

れている場合でも、面積

や体積の公式を用いる

ことができることを理解

している。
（計算のきまり） ⑧分数の場合でも、交

換法則、結合法則、分配

法則が成り立つことを

理解する。

・分数の場合でも、交換法則、結合法

則、分配法則が成り立つことを知る。

・5/6×5/3－7/12×5/3の計算のし

かたを、分配法則をもとに説明する。

・交換法則、結合法則、

分配法則が分数でも成

り立つことを理解してい

る。

（逆数） ⑨逆数について理解す

る。

・2/3×□/□＝1や、7/5×□/□＝1

の□にあてはまる数を考えることをと

おして、逆数について知る。

・8×□/□＝1や、0.3×□/□＝1の□

にあてはまる数を考えることをとおし

て、整数や小数の逆数について知る。

★まとめアニメ「逆数」を使って確認・

説明する。

・逆数について理解し、

逆数を求めることができ

る。

・乗数が分数である場合の乗法の意味について理解し、分数の乗法の計算ができる。また、分数の乗法についても整数や小数の場合と同じ

関係や法則が成り立つことを理解している。＜知・技＞
・分数の意味や表現、計算について成り立つ性質に着目し、乗数が分数である場合まで数の範囲を広げて乗法の意味を捉え直しているとと

もに、それらの計算のしかたを考えたり、それらを日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞
・分数の乗法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに

気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

9

5

6

～
6

6

・分数をかけることの意

味や、乗数が分数であ

る場合の乗法の計算の

しかたを、分数の意味や

表現、既習の計算など

をもとに図や式などを用

いて多面的に考えてい

る。

・分数×分数の乗法で

約分をする場合や、整数

×分数の乗法の計算が

できる。

４　分数のかけ算
6月上旬～下旬　（12時間）

p.56～69

◆単元の目標と評価規準

○乗数が分数である場合の乗法の意味について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につけ

る。また、その過程において、計算のしかたを多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)

ア(ア)(イ)(ウ)、A(1)イ(ア)、内(1)(2)】
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1
6

7

学んだことを使お

う

⑩割合や速さの問題を、

分数の乗法を活用して

解決することができる。

・「分数で考えよう！」という目的意識

から、割合や速さの問題を分数の乗法

を活用して解決する。

・割合や速さの問題を、

分数の乗法を活用して

効率よく解決するしかた

を考えている。

2

6

8

～

6

9

まとめ ⑪学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「分数のかけ算」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・分数の乗法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り返り多面的に検討してより

よい方法を見いだそうとしたりしている。

151



＜第6学年＞

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②分数÷単位分数の

意味、計算のしかたを理

解する。

・「どんな計算になるかな？」の活動を

きっかけに、□mが2/5kgの棒1mの

重さを求める計算に関心をもつ。

・1/4mが2/5kgの棒1mの重さを求

める問題について、数直線や言葉の式

をもとに、除数が分数でも除法の式で

表せることを知る。

・2/5÷1/4のような、分数÷単位分数

の除法の計算のしかたを考える。

・除数が分数である場

合の除法の意味や計算

のしかたを、整数や小数

の計算の考え方をもとに

して、理解している。

③④分数÷分数の除法

の計算のしかたを理解

する。

・2/5÷3/4のような、分数÷分数の除

法の計算のしかたを考え、まとめる。

★まとめアニメ「分数のわり算の計算

のしかた」を使って確認・説明する。

・分数÷分数の除法の

計算のしかたを理解し、

計算ができる。

[つながるミカタ] ・分数÷分数の計算のしかたについ

て、逆数に着目して「わる数を1にす

る」という見方を振り返り、ほかの数で

もb/a÷d/c＝b/a×c/d の式でできる

のかを考えることに関心を広げ、次の

問題解決につなげる。

⑤分数÷分数の除法で

約分をする場合や、整数

÷分数の除法の計算の

しかたを理解する。

・3/4÷9/10のような、途中で約分で

きる除法の計算のしかたを考える。

・2÷3/7のような、整数÷分数の除法

の計算のしかたを考える。

⑥小数÷分数の除法の

計算や、3口の分数の乗

除混合の計算のしかた

を理解する。

・0.7÷2/3のような、小数÷分数の除

法の計算のしかたを考える。

・5/6×3/4÷3/8のような、3口の分

数の乗除混合の計算のしかたを考え、

逆数を用いて乗法だけの式で表せる

ことを知る。

・小数÷分数の除法の

計算や、3口の分数の乗

除混合の計算ができる。

⑦整数や小数、分数の

乗除混合の式は、分数

の乗法の式で表して計

算できることを理解す

る。

・3×2/5÷2.1、1.5÷3/7÷4.5のよう

な、整数や小数、分数の乗除混合の式

は、分数の乗法の式で表して計算でき

ることを知る。

★まとめアニメ「整数、小数、分数のま

じったかけ算、わり算」を使って確認・

説明する。

・整数や小数、分数の乗

除混合の式は、分数の

乗法の式に表せることを

理解し、計算ができる。

（積の大きさ、商

の大きさ）

⑧乗数や除数が分数の

場合について、乗数と積

の大きさ、除数と商の大

きさの関係を理解する。

・15×3/5と15×5/3の積の大きさを

被乗数の15と比べたり、15÷3/5と

15÷5/3の商の大きさを被除数の15

と比べたりして、乗数と積の大きさ、除

数と商の大きさの関係をまとめる。

★まとめアニメ「積の大きさ、商の大き

さ」を使って確認・説明する。

・1より小さい分数をか

けると積は被乗数よりも

小さく、1より小さい分数

でわると商は被除数より

も大きくなることを理解

している。

・除数が分数である場合の除法の意味について理解し、分数の除法の計算ができる。また、分数の除法についても整数や小数の場合と同じ

関係や法則が成り立つことを理解している。＜知・技＞
・分数の意味や表現、計算について成り立つ性質に着目し、除数が分数である場合まで数の範囲を広げて除法の意味を捉え直しているとと

もに、それらの計算のしかたを考えたり、それらを日常生活に生かしたりしている。＜思・判・表＞
・分数の除法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに

気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

1

1

7

0

～
8

2

・分数でわることの意味

や、除数が分数である

場合の除法の計算のし

かたを、分数の意味や

表現、既習の計算など

をもとに図や式などを用

いて多面的に考えてい

る。

・分数÷分数の除法で

約分をする場合や、整数

÷分数の除法の計算が

できる。

５　分数のわり算
6月下旬～7月中旬　（13時間）

p.70～84

◆単元の目標と評価規準

○除数が分数である場合の除法の意味について理解し、計算することができるとともに、図や式などを用いて計算のしかたを考える力を身につけ

る。また、その過程において、計算のしかたを多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　A(1)

ア(ア)(イ)(ウ)、A(1)イ(ア)、内(1)(2)】
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⑨基準量や比較量が分

数の場合に、何倍かを

求めることができる。

（第一用法）

・3/4mは5/4mの何倍かを求めるし

かたを考える。

・基準量や比較量が分

数の場合に、何倍かを

求めることができる。

⑩基準量や倍を表す数

が分数の場合に、比較

量を求めることができ

る。（第二用法）

・２ 2/5㎡の2/3は何㎡かを求めるし

かたを考える。

・基準量や倍を表す数

が分数の場合に、比較

量を求めることができ

る。
⑪比較量や倍を表す数

が分数の場合に、基準

量を求めることができ

る。（第三用法）

・水槽に入る水の体積（基準量）の

3/10にあたる量が6/5Lのときの、基

準量の求め方を考える。

・比較量や倍を表す数

が分数の場合に、基準

量を求めることができ

る。

⑫学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[長針と短針が重なる時

刻は？]（p.266）

・選択的活動として、時計の長針と短

針がぴったり重なる時刻の求め方を、

分数の除法を用いて考える。

★ワークシート「長針と短針が重なる

時刻は？」、シミュレーション「時計」を

使って活動する。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1
8

5

①対称な図形の性質を

振り返り、理 解を 深め

る。

・折り紙を折って、一部を切り取り、開

いたときにできる形について考えたり、

それを線対称、点対称、対称の軸など

の言葉を用いて説明したりする。

・図形の対称性に着目

し、切り紙遊びの活動で

できる形について考えた

り表現したりしている。

頁

8

6

～

8

7

・「対称な図形」「分数のかけ算」「分数のわり算」の復習をする。

・単元6「データの見方」に関わる既習事項を確認する。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・分数の除法の計算のしかたについて、既習の計算などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り返り多面的に検討してより

よい方法を見いだそうとしたりしている。

■　切り紙遊び
7月中旬　（1時間）

p.85

◎　復習④
学習活動

・倍の問題場面の数量

関係について、図や式な

どを用いて考えている。

2

8

3

～
8

4

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「分数のわり算」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

1

1

7

0

～
8

2

（倍の計算）
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①データ全体を表す指

標としての平均値の意

味を理解する。

・「読書チャンピオンを決めよう！」の活

動をきっかけに、データを収集、分析す

ることに関心をもつ。

・人数が異なる2つの組の読書調べの

記録について、組全体の比べ方を考

え、平均値を求めて比べる場合がある

ことを知る。

★まとめアニメ「平均値」を使って確

認・説明する。

・集団の特徴を表す値と

して用いられる平均の

意味について理解して

いる。

②③ドットプロットの意

味と用い方や、代表値と

して最頻値や中央値を

用いる場合があることを

理解する。

・読書調べの記録について、散らばり

の様子をドットプロットに表して特徴や

傾向をよみ取る。

★まとめアニメ「ドットプロット」を使っ

て確認・説明する。

★シミュレーション「ドットプロットツー

ル(1)」を使って活動する。

・最頻値、中央値を調べ、代表値の意

味を知る。

★まとめアニメ「最ひん値，中央値」を

使って確認・説明する。

・1組と2組の読書調べの結果につい

て、それぞれの代表値を比べて、気が

ついたことを話し合う。

・ドットプロットの特徴や

用い方、及び最頻値、中

央値などの代表値の意

味や求め方を理解して

いる。

④データの分布の様子

を度数分布表に表し、そ

の特徴をよみ取ることが

できる。

・読書調べの記録について、本の冊数

を5冊ごとに区切り、度数分布表に表

して、その特徴をよみ取る。また、階級、

度数の意味を知る。

★まとめアニメ「度数分布表」を使って

確認・説明する。

・度数分布表の特徴や

用い方、階級と度数の

意味を理解し、度数分

布表に表したりよみ取っ

たりすることができる。

⑤度数分布表をもとに

柱状グラフに表し、それ

をよみ取ることができ

る。

・読書調べの記録の度数分布表をもと

に、柱状グラフに表して、その特徴をよ

み取る。

★シミュレーション「柱状グラフツール

(1)」を使って活動する。

★まとめアニメ「柱状グラフ」を使って

確認・説明する。

・度数分布を表すグラフ

として、柱状グラフの特

徴を理解し、柱状グラフ

に表したりよみ取ったり

することができる。

・目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて問題の結論について判断しているとともに、

その妥当性について批判的に考察している。＜思・判・表＞
・データを収集したり分析したりすることについて、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り

強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

8

8

8

～
9

9

（代表値と散らば

り）

・統計的に解決する問

題を設定し、その解決の

ために適したデータを

収集し分類整理して分

析して、結論を得てい

る。また、結論や問題解

決の過程が妥当である

かどうかを別の観点や

立場から批判的に考察

している。

（度数分布表と柱

状グラフ）

・度数分布表や柱状グ

ラフからデータ全体の分

布の様子を捉えたり、代

表値などを用いたりし

て、問題の結論について

判断している。

６　データの見方
9月上旬～中旬　（12時間）

p.88～105

◆単元の目標と評価規準

○代表値や、度数分布を表す表とグラフ、及び統計的な問題解決の方法について理解し、目的に応じてデータを集めて分類整理し、代表値など

を用いて問題の結論について判断するとともに、その妥当性について批判的に考察する力を身につける。また、その過程を振り返り、統計的な問

題解決のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　D(1)ア(ア)(イ)(ウ)、D(1)イ(ア)】
・代表値の意味や求め方、度数分布を表す表やグラフの特徴及びそれらの用い方を理解している。また、目的に応じてデータを収集したり適

切な手法を選択したりするなど、統計的な問題解決の方法を知っている。＜知・技＞
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[つながるミカタ] ・データを分析する観点として、「代表

値や散らばりの様子」に着目したこと

を振り返り、データを根拠にして問題

の結論を判断することにも関心を広

げ、次の問題解決につなげる。

⑥⑦様々な観点から

データを分析し、その結

果を根拠にして結論を

まとめることができる。

・様々な観点で分析した結果を表に整

理して気づいたことを話し合い、結論

として自分の考えをまとめる。

★シミュレーション「ドットプロットツー

ル(2)」「柱状グラフツール(2)」を使っ

て活動する。

[目的に合った代表値] ・平均値、最頻値、中央値について、そ

れぞれどんな場合に適した代表値で

あるかを知る。

⑧柱状グラフが用いら

れる場面や見方につい

て理解を深める。

・1970年と2020年の年令別人口の

柱状グラフ（人口ピラミッド）をよみ取

り、変化の様子について考察する。

[グラフをよみ取って考え

よう]

・日本の総人口と、６５才以上の割合

の推移を、２０５０年まで予測したグラ

フを見て、どのように変化していくと考

えられるかをよみ取る。

2

1

0

0

～
1

0

3

身のまわりのデー

タを活用しよう／

学んだことを使お

う

⑨⑩統計的な問題解決

の方法を理解し、身のま

わりの問題の解決に活

用することができる。

・統計的な問題解決の方法について

知る。

・「データを分せきして、代表を決めよ

う！」という目的意識から、1組と2組の

8の字とびの記録について様々な観点

で分析し、その結果を根拠に結論をま

とめる。

★シミュレーション「ドットプロットツー

ル(3)」「柱状グラフツール(3)」「折れ

線グラフツール」を使って活動する。

★外部リンク「なるほど統計学園」を

利用してもよい。

・「問題-計画-データ-

分析-結論」といった統

計的な問題解決の方法

を理解している。

・身のまわりの事象につ

いて、目的に応じて、統

計的な問題解決の方法

で考察している。また、

結論や問題解決の過程

が妥当であるかどうか

を別の観点や立場から

批判的に考察している。

2

1

0

4
～

1

0

5

まとめ ⑪学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「データの見方」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

頁

1

0

6

◎　復習⑤
学習活動

・「分数のわり算」の復習をする。

・単元7「円の面積」に関わる既習事項を確認する。

（いろいろなグラ

フ）

・年令別人口の柱状グ

ラフ（人口ピラミッド）を

よみ取り、変化の様子に

ついて多面的に考察し

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・データを分析して問題を解決することについて、目的意識をもって主体的に考えたり、得られた結論の妥当性について批判的に捉え考察したり

しようとしている。

★本単元で、まなびリンク「表計算ソフト教材」を使用して、p.270「いろいろなグラフをつくろう！」の活動を扱うことができる。

8

8

8

～
9

9

（度数分布表と柱

状グラフ）

・度数分布表や柱状グ

ラフからデータ全体の分

布の様子を捉えたり、代

表値などを用いたりし

て、問題の結論について

判断している。

・代表値の意味や求め

方、度数分布を表す表

やグラフの特徴及びそ

れらの用い方を理解し

ている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②③円の面積の求め

方を理解する。

・「どちらのピザが大きいかな？」の活

動をきっかけに、円の面積の求め方を

考えることに関心をもつ。

・半径10cmの円の面積が、1辺が

10cmの正方形の面積の2倍より大き

くて4倍より小さいことを調べる。

・既習の面積の学習で用いてきた方

法や考え方をもとに、半径10cmの円

の面積の求め方を考える。

★ワークシート「半径10cmの円」を

使って活動する。

・円の面積の求め方に

ついて、既習の求積可

能な図形の面積の求め

方などをもとに図や式な

どを用いて考えている。

④⑤円の面積の公式を

理解する。

・円を等分して並べ替え、長方形とみ

て計算で面積を求めるしかたを考え

る。

★シミュレーション「円の面積の求め

方」を使って活動する。

・円の面積の求め方を公式にまとめ

る。

★まとめアニメ「円の面積の公式」を

使って確認・説明する。

・円の面積は、半径を1辺とする正方

形の3.14倍になっていることを知る。

・半径×半径×円周率の

式が、半径を1辺とする

正方形の面積の3.14

倍を意味していることを

理解し、公式を用いて円

の面積を求めることが

できる。

[つながるミカタ] ・円の面積の求め方について、「面積

の求め方がわかる形に変える」という

見方を振り返り、ほかの図形の面積を

求めることにも関心を広げ、次の問題

解決につなげる。

⑥中心角が90°のおう

ぎ形の面積の求め方を

理解する。

　 中心角が60°のおうぎ

形の面積の求め方を、

発展的に考えることが

できる。*

・中心角が90°のおうぎ形の面積を、も

との円の何分の一かを考えて求める。

・中心角が60°のおうぎ形の面積を、も

との円のどれだけにあたるかを考えて

求める。

⑦円を組み合わせた図

形の面積を求めること

ができる。

・円を組み合わせた図形の面積の求

め方を考える。

・円を組み合わせた図

形の面積を求めること

ができる。

⑧半円と直角三角形を

組み合わせた図形の面

積の求め方を、筋道を

立てて説明することがで

きる。

・半円と直角三角形を組み合わせた

図形の面積の求め方を考え、図や式、

言葉などを用いて説明する。

（円の面積の公式

を使って）

・図形の求積に必要な

構成要素を判断し、円

の一部とみられる図形

や円などを組み合わせ

た図形の面積の求め方

を、図や式などを用いて

考えたり表現したりして

いる。

○円の面積の計算による求め方を理解するとともに、その方法を図や式などを用いて考えたり、公式を導いたりする力を身につける。また、その過

程において、面積の求め方を多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(3)ア(ア)、B(3)イ

(ア)、内(3)】
・円の面積の計算による求め方について理解している。 ＜知・技＞

・図形を構成する要素などに着目し、円の面積の求め方を見いだしているとともに、その表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、公式

として導いている。＜思・判・表＞
・円の面積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気

づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

8

1

0

7

～
1

1

7

・円を分割して並べ替え

た図を既習の求積可能

な図形とみて、もとの円

の構成要素との関係に

着目して、円の面積を求

める式を考えている。

・円の1/4のおうぎ形で

は、面積も円の1/4に

なっていることを理解し

ている。

７　円の面積
9月中旬～10月上旬　（10時間）

p.107～119

◆単元の目標と評価規準
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⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[ひもでつくった円の面

積]

・円形状に巻いたひもを半径で切り開

くと三角形になることから、三角形の面

積の公式をもとに円の公式を見直す。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

2

1

2

0

～
1

2

1

①②1つの大きな円の

面積と、複数の小さな円

の面積が等しくな ると

き、その理由について、

式に着目して筋道を立

てて説明することができ

る。

・大きなピザ1枚分と、直径がその1/2

の小さなピザ4枚分を比べ、面積が等

しくなることを式を用いて説明する。

・大きなピザ1枚分の面積と、直径がそ

の1/3の小さなピザ9枚分の面積が等

しくなることを説明する。また、大きなピ

ザをおうぎ形に等分した1切れ分の面

積が、小さなピザ1枚分の面積と等しく

なるときの、おうぎ形の中心角の大きさ

を求める。

・1つの大きな円の面積

と、複数の小さな円の面

積が等しくなるとき、その

理由について、式に着目

して筋道を立てて考えて

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・円の面積の求め方について、既習の求積可能な図形の面積の求め方などをもとに粘り強く考えたり、数学的に表現・処理したことを振り返り多

面的に検討してよりよい方法を見いだそうとしたりしている。

■　ピザの面積を比べよう
10月上旬　（2時間）

p.120～121

2

1

1

8

～
1

1

9

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「円の面積」の学習の

よさや見方・考え方を振

り返っている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①②日常の場面で、比

例する2つの数量に着

目することができる。ま

た、比例の関係を利用

することで、手際よく問

題を解決できる場合が

あることを理解する。

※（問題解決力モデル）

本時の活動をとおして、

問題解決の進め方を学

習する。

・ 「 画 用 紙 は 全 部で何枚 ある のか

な？」の活動をきっかけに、画用紙の全

部の枚数を手際よく調べることに関心

をもつ。

・枚数と重さなどの比例する2つの数

量に着目し、表や式などに表して比例

の関係を用いて問題を解決する。ま

た、自他の考えを比較し、考え方のよさ

を振り返ってまとめる。

[友だちのノートを見て

みよう]

・教科書のノート例や友だちのノートを

見て、ノートの書き方の工夫について

話し合う。

（比例の式） ③④比例する2つの数

量の関係について、表を

用いて変化や対応の規

則性を考察するととも

に、比例の関係を表す

式について理解する。

・水槽に水を入れたときの時間と水の

深さの関係を表した表をもとに、比例

の関係の特徴を詳しく調べ、一方の値

が□倍になると他方の値も□倍になる

ことを知る。

★まとめアニメ「比例」を使って確認・

説明する。

・比例する2つの数量の関係を表で調

べ、比例の関係では2つの数量の商が

一定になることを捉え、比例の式「y＝

きまった数×x」を知る。

★まとめアニメ「比例の式」を使って確

認・説明する。

・比例の関係の意味や

性質を理解している。ま

た、比例の関係を表す

式が、「ｙ＝きまった数×

ｘ」という形で表されるこ

とを理解している。

⑤⑥比例のグラフにつ

いて理解する。

・比例する2つの数量の関係をグラフ

に表し、比例のグラフでは、0の点を通

る直線になることを知る。

★まとめアニメ「比例のグラフ」を使っ

て確認・説明する。

・比例の関係を表すグラ

フが、原点を通る直線と

して表されることを理解

している。

⑦比例のグラフをよみ

取ることができる。

・電車と自動車の進む時間と道のりの

関係を表したグラフについて調べる。

・時間と道のりの比例関

係を表したグラフをよみ

取ることができる。

7

1

2

2

～
1

3

5

比例 ・比例する2つの数量に

着目し、問題の解決のし

かたを表や式などを用

いて多面的に考えてい

る。

・比例する2つの数量に

ついて、目的に応じて

表、式、グラフなどの適

切な表現を選択して、変

化や対応の特徴を考察

している。

（比例のグラフ）

◆単元の目標と評価規準

○比例の関係について理解し、比例の関係を用いた問題解決の方法や、反比例の関係について知るとともに、伴って変わる2つの数量の関係に

ついて表や式、グラフを用いて考察する力を身につける。また、その過程において、数量の変化や対応の関係について多面的に捉え検討して粘り

強く考える態度や、学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関連　C(1)ア(ア)(イ)(ウ)、C(1)イ(ア)】

・比例の関係の意味や性質を理解している。また、比例の関係を用いた問題解決の方法や、反比例の関係について知っている。＜知・技＞

・伴って変わる2つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じて表や式、グラフを用いてそれらの関係を表現して、変化や対応

の特徴を見いだしているとともに、それらを日常生活に生かしている。＜思・判・表＞
・伴って変わる2つの数量について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、

数学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

８　比例と反比例
10月上旬～下旬　（14時間）

p.122～144
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[つながるミカタ] ・比例する関係を調べるときに、「表、

式、グラフ」に表して、「変化の様子や

対応関係」に着目したことを振り返り、

ほかのきまりをもつ数量の関係にも関

心を広げ、次の問題解決につなげる。

反比例 ⑧比例の関係と対比的

に捉えて、反比例の意味

を理解する。

・面積が24㎠の長方形の縦と横の長

さの関係を表に表し、比例の場合と比

較しながら変わり方を調べる。

・反比例の意味を知る。

★まとめアニメ「反比例」を使って確

認・説明する。
⑨⑩反比例する2つの

数量の対応関係を調

べ、反比例の関係を表

す式についてを理解す

る。

・反比例する2つの数量の関係を表で

調べ、反比例の関係では2つの数量の

積が一定になることを捉え、反比例の

式「y＝きまった数÷x」を知る。

★まとめアニメ「反比例の式」を使って

確認・説明する。

・反比例の関係を表す

式が、「ｙ＝きまった数÷

ｘ」という形で表されるこ

とを理解している。

⑪比例のグラフと対比

的に捉えて、反比例のグ

ラフについて理解する。

・反比例する2つの数量の関係をグラ

フに表し、反比例のグラフは直線には

ならず、比例とは異なる形になることを

知る。

[反比例のグラフ]* ・反比例のグラフは滑らかな曲線にな

ることを知る。

1

1

4

2

学んだことを使お

う

⑫日常生活の場面で、

具体的な2つの数量が

比例の関係にあるとみ

て、手際よく問題を解決

する方法を考えることが

できる。

・「待ち時間はどれくらい？」という目

的意識から、行列での待ち時間の見

当をつける場面において、待ち時間が

並ぶ人数に比例するとみて、比例を活

用して解決する。

・日常生活の中から比

例とみられる場面を見

いだし、比例の関係を生

かして問題を解決してい

る。

2

1

4

3
～

1

4

4

まとめ ⑬学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。 ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「比例と反比例」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。

頁

1

4
5

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・伴って変わる2つの数量の関係について、多面的に捉え検討して特徴を見いだそうとするとともに、生活や学習の中から比例が活用できる場面

を見つけ、積極的に生かしていこうとしている。

◎　復習⑥
学習活動

・「データの見方」「円の面積」の復習をする。

・単元9「角柱と円柱の体積」に関わる既習事項を確認する。

4

1

3

6

～
1

4

1

・反比例の関係の意味

を理解している。

・反比例する2つの数量

について、比例の関係と

対比的に捉えて変化や

対応の特徴を考察して

いる。

（反比例の式とグ

ラフ）

・反比例の関係を表す

グラフについて、比例の

グラフとの違いを理解し

ている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①底面が長方形の四角

柱（直方体）の体積の

求め方を考え、底面積×

高さの式で求められるこ

とを理解する。

・「どの立体の体積が大きいかな？」の

活動をきっかけに、角柱、円柱の体積

の求め方を考えることに関心をもつ。

・底面が長方形の四角柱（直方体）の

体積の求め方を考え、底面積×高さの

式で求められることを知る。

・底面積の意味を知り、

底面が長方形の四角柱

（直方体）の体積は底

面積×高さの式で求め

られることを理解してい

る。

②③三角柱、四角柱の

体積の求め方を理解す

る。

・三角柱、四角柱の体積の求め方を考

え、どちらの角柱も底面積×高さの式

で求められることを知る。

・三角柱、四角柱の体積

の求め方を理解し、求め

ることができる。

[つながるミカタ] ・角柱の体積は、「高さが1㎝の体積を

表面積におきかえて」考えることで、

「底面積と高さ」を使って求められたこ

とを振り返り、円柱の体積にも関心を

広げ、次の問題解決につなげる。

④円柱の体積の求め方

を理解し、角柱、円柱の

体積の公式を理解する。

・円柱の体積の求め方を考え、底面積

×高さの式で求められることを知る。

・角柱、円柱の体積の求め方を統合的

に捉え、公式にまとめる。

★まとめアニメ「角柱、円柱の体積の

公式」を使って確認・説明する。

[面を動かしてできる立

体]*

・角柱や円柱について、面を動かして

できる立体という見方で捉え直す。

1

1

5

2

学んだことを使お

う

⑤体積が等しい円柱と

角柱の表面積の違いに

着目して、円柱の特徴に

ついて理解を深める。*

・「円柱と角柱を比べよう！」という目

的意識から、体積が等しい円柱と角柱

の周りの面積を比べる。

・p.153の[算数ひろば]を読み、表面

積の意味を知る。

・体積が等しい円柱と角

柱では、表面積は円柱

のほうが大きくなること

を調べ、円柱の特徴に

ついて理解を深めてい

る。
⑥学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[算数ひろば]* ・立体の周りの面積のことを表面積と

いうことを知る。

頁

1

5
5

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・角柱及び円柱の体積の求め方について粘り強く考えたり、その過程を振り返り見方や考え方のよさに気づき、ほかの図形の体積の求め方を考

える場合にも活用しようとしたりしている。

◎　復習⑦
学習活動

・「比例と反比例」の復習をする。

・単元10「比」に関わる既習事項を確認する。

4

1

4

6

～
1

5

1

・角柱及び円柱の体積

の求め方について、既習

の体積や面積の学習と

関連づけて考えるととも

に、体積を求める式を振

り返り、どんな角柱も円

柱も、底面積×高さの式

で求められることを統合

的に捉え直している。

・円柱の体積の求め方

を理解し、求めることが

できる。また、角柱、円柱

の体積の公式を理解し

ている。

2

1

5

3

～

1

5

4

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「角柱と円柱の体積」

の学習のよさや見方・考

え方を振り返っている。

◆単元の目標と評価規準

○角柱及び円柱の体積の計算による求め方を理解するとともに、その方法を図や式などを用いて考えたり、公式を導いたりする力を身につける。

また、その過程において、体積の求め方を多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連　B(4)ア

(ア)、B(4)イ(ア)】
・角柱及び円柱の体積の計算による求め方について理解し、それらの体積を公式を用いて求めることができる。＜知・技＞

・図形を構成する要素に着目し、角柱及び円柱の体積の求め方を見いだしているとともに、その表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高

め、公式として導いている。 ＜思・判・表＞
・角柱及び円柱の体積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数

学のよさに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

９　角柱と円柱の体積
10月下旬～11月上旬　（7時間）

p.146～154
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

（比と比の値） ①②比の意味と表し方、

比の相等、比の値につ

いて理解する。

・「同じ味を作るには？」の活動をきっ

かけに、同じ味のミルクコーヒーの作り

方について関心をもつ。

・ミルクコーヒーのミルクとコーヒーの

量の割合を考える場面をとおして、2つ

の数量の割合を比で表すしかたを知

る。

★まとめアニメ「比」を使って確認・説

明する。

・2：3と4：6の関係を調べ、これらの

「比は等しい」ことを知る。また、比の値

の意味を知る。

★まとめアニメ「等しい比」「比の値」

・比の意味や表し方を理

解している。また、2つの

比が等しいときは、比の

値が等しくなることを理

解している。

③比の性質について理

解する。

・2：3=10：□の□にあてはまる数を

考えることをとおして、比の性質を知

る。

★まとめアニメ「比の性質」を使って確

認・説明する。

・比の前の数と後ろの数

に同じ数をかけたり、同

じ数でわったりしてでき

る比は、すべて等しい比

になることを理解してい

る。
④比の性質を用いて、

比を簡単にすることがで

きる。

・6：8と9：12の関係を調べ、「比を簡

単にする」しかたを知る。

[比の性質と似ている関

係]

・比の性質に関連して、わり算のきま

り、分数の性質、比例について振り返

り、似ているところを話し合う。
⑤小数や分数で表され

た比を簡単にすることが

できる。

・1.5：2.4や3/4：2/3のような、小数

や分数で表された比を簡単にするしか

たを考える。
[3つの数の比] ・3つの量の割合を比で表せることを

知る。（連比）
[つながるミカタ] ・比について、「割合を2つの数で表

す」という意味を振り返り、身のまわり

で比を活用することに関心を広げ、次

の問題解決につなげる。
⑥等しい比の性質をも

とに、2つの比から部分

の数量を求めるしかた

を考えることができる。

・縦と横の長さの比が3：4になるよう

に長方形の旗を作る場面で、横の長さ

を60cmにするとき、縦の長さを何cm

にすればよいかを考える。

⑦部分どうしの比がわ

かっているときに、全体

の数量から部分の数量

を求めるしかたを考える

ことができる。（比例配

分）

・くじの数を考える場面で、全部の数が

120枚で、当たりくじとはずれくじの比

が3：7になるようにするには、当たりく

じの数を何枚にすればよいかを考え

る。

・比の性質をもとに、全

体の数量から部分の数

量を求めることができ

る。

1

1

6

6

学んだことを使お

う

⑧日常生活の場面で、

必要な情報を選択して、

比を用いて問題を解決

することができる。

・「写真から身長を求めよう！」という

目的意識から、入学時の写真の中の

身長や校門の高さ、現在の身長と実

際の校門の高さなど、必要な情報を考

えて、比を用いて解決する。

・卒業式で入学式のときと同じように

写真を撮る場合の、写真の中の身長

の求め方を考える。

・日常生活の事象につ

いて、比によって数量の

関係を表現できる場合

があることに着目し、比

を用いて問題を解決し

ている。

7

1

5

6

～
1

6

5

・比の意味や、「比は等

しい」ことの意味につい

て、図や式を用いたり割

合と関連づけたりして考

えている。

（比の性質）

・比の性質をもとに、整

数どうしの比を簡単にす

ることができる。

・比の性質をもとに、小

数や分数の比を簡単に

することができる。

・比の性質をもとに、2つ

の比から部分の数量を

求めることができる。

・比を用いた比べ方を

日常生活に生かす問題

で、数量の関係を図や

式などに表して考えてい

る。（比を使って）

◆単元の目標と評価規準

○比について理解し、数量の関係を比で表したり、等しい比をつくったりすることができるとともに、図や式などを用いて数量の関係の比べ方を考

察する力を身につける。また、その過程を振り返り、比を用いるよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領との関

連　C(2)ア(ア)、C(2)イ(ア)】
・比の意味や表し方を理解し、数量の関係を比で表したり、等しい比をつくったりすることができる。＜知・技＞

・日常の事象における数量の関係に着目し、図や式などを用いて数量の関係の比べ方を考察し、それを日常生活に生かしている。＜思・判・

表＞
・比について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学

習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

１０　比
11月上旬～下旬　（10時間）

p.156～168
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⑨学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

・単元のまとめをする。

[正確な割合で分けるに

は？]（p.267）

・選択的活動として、円筒分水のしくみ

を知り、定められた割合で分けられた

水の量の求め方を、比を用いて考え

る。

★ワークシート「正確な割合で分ける

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

1

1

6

9

①グラフから伴って変わ

る２つの数量の関係をよ

み取り、関数グラフにつ

いての理解を深める。*

・「うさぎとかめ」のお話を表したグラフ

から、時間や道のりをよみ取ったり、か

けっこの勝ち負けを判断したりする。

・時間と道のりの関係を

表したグラフをよみ取

り、かけっこの勝ち負け

について考え判断してい

る。

・比を用いて比べるような具体的な場面について、その意味や比べ方を粘り強く考えたり、生活や学習に活用しようとしたりしている。

■　うさぎとかめ
11月下旬　（１時間）

p.169

2

1

6

7

～

1

6

8

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「比」の学習のよさや

見方・考え方を振り返っ

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①拡大図、縮図の意味、

対応する辺の長さと角

の大きさについて理解す

る。

・「大きさを変えてみると…？」の活動

をきっかけに、同じ形で大きさが違う形

ともとの形との関係について関心をも

つ。

・大きさは違っても同じに見える形につ

いて、対応する辺の長さや角の大きさ

を調べ、拡大図、縮図の意味を知る。

★まとめアニメ「拡大図と縮図」を使っ

て確認・説明する。

・拡大図、縮図の意味

や、拡大図や縮図では

対応する辺の長さの比

は等しく、対応する角の

大きさも等しいことを理

解している。

・2つの図形間の関係を

拡大、縮小の関係という

観点で考察している。

[つながるミカタ] ・大きさは違っても同じに見える形につ

いて、「対応する角の大きさと辺の長さ

の比」に着目して関係を調べたことを

振り返り、拡大図と縮図の作図にも関

心を広げ、次の問題解決につなげる。

②方眼を使って拡大図、

縮図を作図することが

できる。

・対応する辺の長さ、対応する角の大

きさに着目して、方眼上に拡大図、縮

図をかく。

③④三角形の拡大図、

縮図を作図することが

できる。

・合同な三角形のかき方をもとに、三

角形の拡大図、縮図の作図のしかた

を考える。

・対応する辺の長さの比

や角の大きさを用いて、

三角形の拡大図や縮図

を作図することができ

る。
⑤1つの点を中心にし

て、三角形の拡大図を

作図することができる。

・三角形の1つの点を中心に、辺の長

さを2倍にした拡大図のかき方を考え

る。

・１つの点を中心にして、

三角形の拡大図や縮図

を作図することができ

る。
⑥1つの点を中心にし

て、四角形の拡大図、縮

図を作図することができ

る。

・四角形の1つの点を中心に、辺の長

さを2倍や1/2にした拡大図、縮図の

かき方を考える。

・１つの点を中心にして、

四角形の拡大図や縮図

を作図することができ

る。
⑦拡大図，縮図という観

点から考察し、既習の図

形を捉え直すことができ

る。

・これまで学習してきた多角形につい

て、拡大図、縮図の関係になっている

かどうかを調べる。

・対応する辺や角に着目

し、拡大図、縮図という

観点から既習の図形に

ついて考察している。

（縮図の利用） ⑧縮尺の意味と表し方

を知り、縮図上の長さと

実際の長さの関係を理

解する。

・縮尺が1/2000の縮図をもとに、実

際の長さの求め方を考える。

・縮尺の意味と表し方を

理解し、縮図をもとに実

際の長さを求めることが

できる。

○拡大図や縮図について理解し、2つの図形間の関係を拡大、縮小の関係という観点で考察したり、構成のしかたを考えたりする力を身につけ

る。また、その過程において、多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度や、学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養

う。　【学習指導要領との関連　B(1)ア(ア)、B(1)イ(ア)】
・拡大図や縮図について理解し、それらの図形を作図することができる。＜知・技＞

・図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成のしかたを考察したり図形の性質を見いだしたりしているとともに、日常生活に生か

している。＜思・判・表＞
・拡大図や縮図について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさ

に気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

8

1

7

0

～
1

8

1

・方眼を使って、拡大図

や縮図を作図することが

できる。

・拡大図や縮図の作図

のしかたを、それらの性

質や合同な図形などの

既習事項をもとに考えて

いる。

（拡大図と縮図の

かき方）

１１　拡大図と縮図
11月下旬～12月中旬　（11時間）

p.170～186

◆単元の目標と評価規準
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⑨⑩縮図を活用して、実

際には測定しにくい高さ

の求め方を考えることが

できる。

・「縮図を使って木の高さを求めよ

う！」という目的意識から、測定可能な

ところの長さをもとに縮図に表すことに

よって、実際には測定しにくい木の高さ

を求める。
[角度測定器を作ろう] ・見上げた角度を測定するための測定

器の作り方を知る。

[つながるミカタプラス] 「同じしくみとみる」という見方につい

て、合同な図形を1倍の拡大図とみる

ことで、作図のしかたなどの共通性が

捉えられたことを振り返るとともに、角

柱や円柱の体積公式を底面積×高さ

としてまとめたり、整数、小数、分数の

乗法、除法を分数の乗法としてまとめ

たりしたことに着目し、統合的な見方

のよさを振り返る。
⑪学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[拡大教科書を調べよ

う！]（p.268）

・選択的活動として、拡大教科書の文

字が教科書紙面の約何倍に拡大され

ているかを、対応する要素に着目して

求める。

★ワークシート「拡大教科書を調べよ

う！」を使って活動する。
【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・既習の図形の見方などをもとに、拡大図や縮図の性質や構成のしかたを主体的に考えたり、拡大図や縮図を身のまわりから見つけたりしようと

している。

2

1

8

2

～
1

8

4

学んだことを使お

う

・縮図を用いて、実際に

は測定しにくい長さの求

め方を考えている。

1

1

8

5

～
1

8

6

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。

・「拡大図と縮図」の学

習のよさや見方・考え方

を振り返っている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

（およその面積） ①身のまわりにある形の

概形を捉えて、およその

面積を求めることができ

る。

・横浜市のおよその面積を、概形を捉

えて面積の公式を用いて求める。

・身のまわりにある形の

概形を捉えて、およその

面積を求めることができ

る。
（およその体積） ②身のまわりにある形の

概形を捉えて、およその

体積を求めることができ

る。

・跳び箱のおよその体積を、概形を捉

えて体積の公式を用いて求める。

・身のまわりにある形の

概形を捉えて、およその

体積を求めることができ

る。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

2

1

9

0

～

1

9

1

①②校庭に地上絵（原

図の50倍の拡大図）を

かく方法を理解する。

・ナスカの地上絵に関心をもち、地上

絵をかくという目的意識から、拡大図

のかき方を活用して計画を立てて校庭

に50倍の拡大図をかく。

・拡大図のかき方を日

常生活の問題解決に生

かしている。

時 頁

4

1

9

2

～

1

9

3

学習活動

・「角柱と円柱の体積」「比」「拡大図と縮図」「分数のわり算」の復習をする。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・身のまわりにある形について、その概形を捉えておよその面積を求めようとしたり、生活や学習に活用しようとしたりしている。

■　地上絵をかこう
12月下旬　（2時間）

p.190～191

◎　復習⑧ 12月下旬　（4時間）

●　およその面積と体積
12月中旬　（3時間）

p.187～189

3

1

8

7

～
1

8

9

・身のまわりにある形の

およその面積や体積を

求める場合に、概形を

捉えて測定しやすい図

形とみたり、測定しやす

い図形に分割したりする

ことを考えている。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

①ものの並べ方につい

て、起こり得る場合を順

序よく整理し、落ちや重

なりがないように調べる

方法を考えることができ

る。

・「メロディーは何種類？」の活動を

きっかけに、ものの並べ方を落ちや重

なりがないように調べるしかたを考え

ることに関心をもつ。

・3つの音を並べる場面で、すべての場

合を落ちや重なりがないように調べる

しかたを考え、観点を決めて順序よく

調べたり、図に表して調べたりする。

②ものの並べ方につい

て、起こりうる場合を順

序よく整理して調べるこ

とができる。

・4つの音を並べる場面で、すべての場

合を落ちや重なりがないように調べ

る。

・ものの並べ方につい

て、起こり得る場合を順

序よく整理して調べるこ

とができる。
③全体のうち一部を取

り出した場合のものの並

べ方について、起こりう

る場合を順序よく整理し

て調べることができる。

・4人の中から班長と副班長を決める

場面で、すべての場合を落ちや重なり

がないように調べる。

・全体のうち一部を取り

出した場合のものの並

べ方を、順序よく整理し

て調べることができる。

[つながるミカタ] ・並べ方を落ちや重なりがないように

調べる場合に、「図に表して順序よく」

考えたことのよさを振り返り、この方法

をほかの場面でも用いることに関心を

広げ、次の問題解決につなげる。
④⑤ものの組み合わせ

方について、起こり得る

場合を順序よく整理し、

落ちや重なりがないよう

に調べる方法を考えるこ

とができる。

・4チームの総当たり戦の試合の組み

合わせについて、すべての場合を落ち

や重なりがないように調べるしかたを

考え、観点を決めて順序よく調べたり、

図や表に表して調べたりする。

[2つを選ぶ組み合わせ

の調べ方]

・いくつかの中から2つを選ぶ組み合

わせを調べるときの、いろいろな調べ

方を知る。
⑥ものの組み合わせ方

について、補集合に着目

して調べる場合を理解

する。

・4種類の菓子から3種類を選ぶとき

の組み合わせについて、すべての場合

を落ちや重なりがないように調べる。

・4種類の菓子から3種類を選ぶこと

は、残す1種類を選ぶことと同じである

ことを知る。
[リーグ戦とトーナメント

戦]

・リーグ戦とトーナメント戦の対戦方式

の違いを知り、トーナメント戦で優勝が

決まるまでの試合数について考える。

1

2

0

3

学んだことを使お

う

⑦日常生活の場面で、

条件に合うものの選び

方を筋道を立てて考え

ることができる。

・「注文のしかたを考えよう！」という目

的意識から、レストランのメニューを見

て、条件に合う注文のしかたを落ちや

重なりがないように調べる。

・問題の条件をよみ取

り、条件に合う組み合わ

せ方を、順序よく筋道を

立てて考えている。

（組み合わせ）

・4種類から3種類を選

ぶときの組み合わせ方

を、起こり得る場合を順

序よく整理して調べるこ

とができる。

・起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を知っている。＜知・技＞

・事象の特徴に着目し、順序よく整理する観点を決めて、落ちや重なりなく調べる方法を考察している。＜思・判・表＞

・起こり得る場合について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよ

さに気づき学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。＜態度＞

◆指導計画と観点別評価規準

6

1

9

4

～
2

0

2

・ものの並べ方につい

て、落ちや重なりがない

ように図や表を適切に

用いたり、名前を記号化

して端的に表したりし

て、順序よく筋道を立て

て考えている。

（並べ方）

・ものの組み合わせ方に

ついて、起こり得る場合

を順序よく整理して調べ

ることができる。

・ものの組み合わせ方に

ついて、落ちや重なりが

ないように図や表を適

切に用いたり、名前を記

号化して端的に表したり

して、順序よく筋道を立

てて考えている。

１２　並べ方と組み合わせ
1月上旬～下旬　（9時間）

p.194～205

◆単元の目標と評価規準

○起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を知り、落ちや重なりなく調べる方法を考察する力を身につける。また、その過程

において、多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態度や、学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学習指導

要領との関連　D(2)ア(ア)、D(2)イ(ア)】
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⑧学習内容の理解を確

認し、確実に身につけ

る。

・単元のまとめをする。

[安全なパスワードを考

えよう！]（p.269）*

・選択的活動として、暗証番号やパス

ワードについて知り、4つの数字や文字

で何通りのパスワードができるかを考

える。

★ワークシート「安全なパスワードを考

えよう！」を使って活動する。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

（学級目標） ・学級目標の達成度について、ドットプ

ロットや代表値、円グラフなどを用いて

多面的に検討し、分析の結果について

批判的に考察する。

・ドットプロットを用いて

表されたデータを分析し

たり、よみ取った結論の

妥当性について批判的

に考察したりするなど、

算数の学習を活用して

考え表現している。

（なかよし集会） ・なかよし集会の準備の場面で、的当

てゲームの的の面積の違いについて、

式を用いて説明する。

・120個のメダルを20分で作るには何

人で作ればよいかを、表を用いて反比

例の関係に着目して解決する。

・今できているメダルの個数の求め方

を、メダルの個数と重さの比例関係に

着目して説明する。

・日常の場面から算数

の問題を見いだし、目的

に応じて言葉や式など

を用いて解決のしかた

を説明するなど、算数の

学習を活用して考え表

現している。

時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現

4

2

1

0

～

2

1

3

①②第6学年の学習内

容の問題を解決すること

ができる。

・数と計算、図形、変化と関係、データ

の活用についての問題に取り組む。

・第6学年の学習内容に

ついて、知識及び技能

を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを生活

や学習に活用しようとしたりしている。

◎　6年のまとめ 1月下旬　（4時間）

p.210～213

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・第6学年の学習内容について自らの学習状況を振り返り、それらが確実に身につくように粘り強く取り組もうとしている。

・「並べ方と組み合わ

せ」の学習のよさや見

方・考え方を振り返って

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・起こり得る場合を順序よく整理する方法について、多面的に捉え検討したり、そのよさに気づき生活や学習に活用しようとしたりしている。

●　算数を使って考えよう
1月下旬　（4時間）

p.206～209

4

2

0

6

～
2

0

9

①②知識・技能等を活

用し、課題解決のための

構想を立て、筋道を立て

て考えたり、数学的に表

現したりすることができ

る。

2

2

0

4

～
2

0

5

まとめ ・学習内容を理解し、基

本的な問題を解決する

ことができる。
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時 頁 小単元・小見出し 目標 学習活動（★は「デジタルコンテンツ」） 知識・技能 思考・判断・表現

2

1

4

～

2

1

5

・このコーナーは、総復習の問題「算数

のまとめ」と、算数を楽しむチャレンジ

問題「Let's Try」で構成されているこ

とを知り、自分で学習計画を立てるな

どして、主体的に取り組む意欲を高め

る。

1

1

2

1

6

～
2

3

1

算数のまとめ ①～⑩小学校の学習内

容の問題を解決すること

ができる。

・以下の問題に取り組む

　1　数のしくみ

　2　計算

　3　計算のきまりと式

　4　平面図形

　5　立体図形

　6　面積、体積

　7　量と単位

　8　比例と反比例

　9　数量の変化と関係

　10　表とグラフ

・小学校の算数の学習

内容について、知識及

び技能を身につけてい

る。

Let's Try

数学へのとびら

（0より小さい数）

・正の数、負の数の素地として、身のま

わりにある負の数について考えたり、

数直線上の位置をもとに数の大小を

考えたりする。
（方眼にかいた正

方形）*

・3cm四方の方眼に斜めにかかれた

四角形について、正方形であることを

筋道を立てて説明したり、その面積を

工夫して求めたりする。また、平方根の

素地として、面積が5㎠の正方形の1

辺の長さ（√5）に近い値を電卓で求

める。
（直角三角形のひ

みつ）*

・三平方の定理について、3辺がすべ

て整数値になる直角三角形を例にし

て、実際に計算して確かめる。

（平方と立方）* ・平方や立方の表し方をもとに、累乗

の表し方を知る。

★シミュレーション「九九の表」を使っ

て活動する。
（さいころの目の

出やすさ）*

・確率の素地として、2つのさいころの

目の出やすさを表を用いて調べる。

パズルのとびら

（一筆がき）

・一筆がきができる図形の条件を調

べ、ケーニヒスベルクの橋で1回ずつ

すべての橋を通ることができるかどう

かを筋道を立てて考える。

（にせものコインを

探せ！）

・秤を1回だけ使って偽物のコインが

入った袋を見つける方法を考え、筋道

を立てて説明する。

（積み木の数

は？）

・どの面にも色が塗られていない積み

木の数を、色が塗られた積み木の数に

着目して、場合分けをして順序よく求

める。
（ハノイのとう） ・ハノイの塔のパズルのルールを知り、

少ない枚数から順序よく調べる。また、

枚数を増やした場合についても発展

的に考える。

◎　算数をふり返ろう！ もっと楽しもう！
2月上旬～３月中旬　（26時間）

p.214～245

　　　（算数のまとめ／Let's Try）

1

5

2

3

2

～
2

4

5

①～⑤小学校の算数の

学習を広げ、中学数学

の理解の基礎となる内

容に触れることをとおし

て、算数・数学への関心

を高める。

⑥～⑨算数を活用して

解決するパズルに取り

組み、筋道を立てて考え

るよさや楽しさを味わ

う。
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歴史のとびら

（小町算）

・小町算のルールを知り、1～9まで順

に並んだ数に加減乗除の演算記号を

あてはめて、式を完成させる。

（俵杉算） ・俵杉算のしくみを知り、米俵が1段、2

段、…、5段の場合を調べて規則性を

見つけ、13段の場合の合計の数を求

める。

★外部リンク「江戸の数学」を利用し

てもよい。社会のとびら

（国でちがう数の

表し方）*

・日本語と英語の数の表し方を比べ

て、規則性の違いなど、気がついたこ

とを話し合う。

（点字のしくみ） ・点字は6つの点で1つの文字を表し

ていることを知り、いくつかの点字の例

から規則性を見いだし、点字の五十音

表を完成させる。

★外部リンク「点字入門」を利用して

もよい。

頁

1

5

2

【主体的に学習に取り組む態度】は、単元全体を通じて評価する。

・小学校の算数の学習内容について自らの学習状況を振り返り、それらが確実に身につくように粘り強く取り組もうとしている。

・算数の問題に関心をもち主体的に取り組んだり、数学のよさに気づき、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとしたりしている。

■　表計算ソフトに挑戦　「いろいろなグラフをつくろう！」
学習活動（★は「デジタルコンテンツ」）

・表計算ソフトでつくったグラフについて、もとの表のデータとの関係を調べる。また、表計算ソフトを使っていろいろなグラフをつくる。

★表計算ソフト教材「いろいろなグラフをつくろう！」を使って活動する。

1

5

2

3

2

～
2

4

5

⑩⑪和算の問題に取り

組み、算数の普遍性を

感じるとともに、筋道を

立てて考えるよさや楽し

さを味わう。

⑫⑬算数と生活との結

びつきを知り、算数を学

ぶよさを味わう。

169


